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1.,コ ン ピ ュ ー タ ・ タ 一一 ミ ナ ル の 現 況

▼

A.タ ー ミナ ル 装 置 の 概 念
.一

端 末 装 置 は 、 情 報 を プ ロ グ ラ ム な い しは デ ー タ の 形 で コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス

恒 にインプ 。,け 機 能.と醒 結 果 をア ・ ・ブ ・ ・する機 能の う.砂 な く

ともどち助 一踵 殿 て戸 もので・燗 と情鞭 理システムの駄 働

輪 て入出力離 鐸 口 いる・埠 点で埣 中央処理鑓 随 結した入出

力鑓 である周辺鑓 と類似するところが多・・が・周辺鑓 陸 として要求

額 繊 能ができるだ峻 時間に草 べく多 くのデータを入出力することで

あるの噛 レ・・端末鎖 縫 砕 て要求さ担 の堅 牢 儲 鯉 システム

,は 喘 の嘩 藤 騨 の煕 であり・、・"さ只 ぱ 隔駄 袖 .のコ㌘rゴ タ

,利 用 機 能 で あ る α,一,,一 、.,、

竺・,・ミナゲ.と ゆ 言難 遠距離照 祭 れ了い埠 弾 計 寵 線又

は朝 通信回縦 細 して髄 デー極 信(入 力/出 力)行 き搬 器を意

味 す る。 との情 報 の相互 交 換 こそ真 の デ ータ ・タ ー ミナル の利 用 の 本来 の姿

で も ある。 さ て、 タ イ ム シェ ア リン グは デ ー タ 。タ ー ミナル の 開発 に 大 き く

貢 献 して来 て い る。 な お、 こ こ数 年 来 コ ン ピ ュ ータ 。メ ーカ ーは タ イム シ ェ

ア リン グ用 に特 別 に 装置 を製 造 して い るの で タ ー ミナ ル と電 子 計算 機 との 互

換 性 を も組 み込 ん で い る。

〉

二

aデ ー タ 。 タ ー ミ ナ ル の 基 本 的 な 型 式

相 互 に利 用す る デ ー タ 。タ ー ミナル の基 本 的型 式 と して は・ 次 の二 つ の

型 が あげ られ る。

陰 極 線 表 示 タ ー ミナル(以 降CRTタ ーミナ ル)と プ リン タ ー/タ イ プ

ラ イ ダ ー ・タ ー ミナ ル利 用 の シス テ ムが それ で あ る。 これ らの型 式の 相 異

す る と こ ろは 出 力 の供 給 方 法 で ある。 両 者 共 に デ ータ入 力用 と して標 準型

式 の タイ プ ライ タ ー鍵 盤 と加算 器 鍵 盤 を利 用 す る。 あ る鍵 盤 は複 雑 に 出来
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て い る し、 あ 蕊 あ は極 く簡靴 出来 て い る.と ころで、 テ レ ビジ ・ンの

様 にス ク リーン上 に 出力 を表 現 す る のがCRTタ ー ミナ ル で あb・ プ リン

タ ー/タ イ プ ラ イ タ ーの 出 力 は字 数 枚 また は復 散 杖 の 用紙 に 印字 す る もの

で あ る。
'
CRT型 式 の進 歩 した もの に グ ラフ ィ ック ・タ ー ミナ ル が ある。 この タ

ー ミナル を使 用 しな が らオ ペ レ ータは ライ ト ・ペ シ 又 は"Joystiek"

で 原 始 デ ータ、 編 集 ま た は 構 成、 作 図、 幾 可学 的 計算 や そ の他 技 術 関係 の

業 務 を入 力す る こ とが 出来 る。

CRT表 示 器 もプ リン タ ー/タ イ プ ライ タ ーiータ ー ミナ ル も共 にオ ン ラ

イ ン又 は オ フ ラ イン で操 作 す る こ とが 出来 る。 この 場合 オ ン ライ ン とは電

話 線 を利 用 して タ ー ミナル が 電子 計 算 機 とデ ータの 交換 をす る場 合 で あ り、

オ フ ラ インで あ とで オ ン ライ ン転 送 を行 な うた めに デ ータを タ ーミナル に

投 入 す る型 式 を とっ た り、 又 は タ ー ミナルが 標 準 事 務器 と して操 作 され て

い る場 合 であ る。

ンタン タイプ

ライタ_.タ_CRTタ ー ミナ ル デ ータ ・歩一 ミナ ル

ミナル

図－Lデ ータ ・ター ミナルの基本的利用
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B・CRTbよ び 汎 用 タ イ プ ラ イ タ ー型 タ ーミ ナルの 利 用 と問 題 点

まず、 端 末装 置 と して は どん な も のが 考 え られ る か主 な もの を リス トして

み よ う。 ・.

a・ 端 末 装 置 の型 式,,J

1

)2(

3

但

⑮

田

力

(

(

8

汎 用 タ イ プ ライ タ ー型

汎 用CRT型

特 殊CRT型(例:株 式 相 場 表 示)

特 殊 機 械 式(例:テ ラ ーズ ・マ シ ン)

高速入 力装置(カ ー ド・リ ーダ ー、 紙 テ ープ ・リ ーダ ー、 オ プテ ィ カ

ル ・ス キ ャ ニ ン グ)

高速 出 力装 置(ラ イ ン ・プリ ン タ ー)

図 表入 出 力(Randダ ブ レ ット,eプ ロ ッタ ー)

鍵 盤入 力、 音 声 応 答

こ こで は、 主 と して第1と 第2の タ イ プ,を取 り扱 う。 タイ プ ライ タ ー型

端 末 装 置 に は、 テ レタ イ プ ・タ ー ミナル、WestenUnionテ レ プ

リン タ ー、IBM10502740お よび'2741端 末装 置、Friden・

Kleign8chmidtそ の他 同種 の 端末 装 置 が含 まれ る。 この型 の 端 末 装

置 の 中で オ ン ラ イ ン用 に もっ と も普 通 に使 われ るの は、 テ レ・タ イ プ と

ごIBMの 端末 装 置 で ある
。

CRT型 端 末 装 置 はヂ ア ル フア ニユ ーメ リ ツク型 と グ ラフ ィ ック(製 図tt>

:1型の2つ に分 類 で き る。一今 まで の と ころ で、 ビジネ ス 用に は主 として ア ル

フ ァ ニ ュ ーメ リ ック型 が 関 心 を持 た れ て きた の で、 われ わ れ の議論 もこれ

に集 中 され る。 しか し、 今 後 数 年 内 に はSグ ラグ ィ・ック型i:への 関 心 もたか

ま っ て こ よ う。

汎 用 の タイ プ ライ タ ー型 お よびCRT型 の 端 末 装 置 はs・'SE"もに次 の よ う

な 用途 に使 われ る。 … 一
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ω

(2)

(3)

(4)

(5)

お も左 用途

問 題 解 決

コ ン ピ ュ ー タ ・プ ロ グ ラ ム 開 発

大 量 デ ー タ 入 力(キ イ ・パ ン チ ン グ)

問 合 せ 一 応 答

オ ン ラ イ ン ・ トラ ン ザ ク シ ョ ン入 力

これで、 この問題 の範囲 と灘 さが 明筋 ・ぱ うそ くるだぢ う・ 持 わ

ち問醜 決用畷 計 され た端末鑓 ば 大量 デ;・ 入力用に繍 さ批 も

の とは異 な6た 特 徴をたぶん持 た鮒 ればな震 い6オ'シ ラ・肪 バ ラン

ザク ション入カ ーい くつかの新 しい航空 座席予約シ ステム め ように一

は、 ほ とん ど特殊 目的用に近い鰍 を渡 唐 るか もしれな…い・一 …・

用途 鑓 も鯉 式 とば別 ξ、'綻 ∂方 リ1'タづ 。ン已 って他 岐 素

の 検 討 が 必 要 に な る 。

ド'・i〃tt'"tt::'
,'il'

,.'ア ブ リ ケ ー シ 。'ジ 関 軽 業Ltt:'1.・ 一'`い ・:∴"一

ぽ 二敵 葺 緊 縮 大字数 ご ○ ・㍑ ⑪ 一≡

(、ヂ 端末鑓 三 吉 が、以前ら矢筋 昇 ジ 揃 病 蛯 醐 めペー
'ジ
ー を参駈 る渡 庄 ぷ ・『ゾ・ ・一 ・・…

(3)イ ン プ ッ ト ま た は ア ウ トプ ッ トの 証 拠 と'し てあ ・八 二 ド潟 コ ④L:の 必 要"t性
・1"・1'1!" '・'・"t'・'一・旦 ㍑ ・

(迂 遠 法 師 文字 ゼ パ 頃 字 実 字 × 姪 枝 字 数 字記号

な ど ぞ

'
(,)パ 出力輪 舞 鴎 準ラ 巨 こむ トあ 必要性 一:'

㈲ グラフ出力の必要性

(ガ 端末薙 梅 壷('他 あ端末と罐 ポ)雛 ☆ カベ 競 いは・つ

の 端 末 機 器 群 の1つ と し て 動 作 す る 必 要 性:r'「'10・:"1"{・

こ う し た、 上 記 の 要 素 を 全 部 考 慮 し な け れ ば な ら な い とな る と、 問 題 は

一4一
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複 雑 に なつ て く る。 しか も、 これ で 全 部 では な い。 以 下 は、 汎 用 の タ イ プ

ライ タ ー型お よびCRT型 の 端末 装 置 を検討 す る と きには、 無 視 す る こ と

・が で きない い くつ か の他 の局 面 が あ る。

ω 特 定 の 型 式 の端 末 装 置 を支 え る ソ フ トウエ ア の 入手 しや す さ、(ソ フ ト

ウエ ア の規 則的 更新 を含 む)

② 端末 装 置 の 設計 に人 間的 要 素 が 考 慮 され て い るか ど うか 一 雑 音 、 ま

ぶ しさ、 フ リッカ ー、 誤 動 作 の 阻止 章 ど

(3)端 末 装 置 は・ ユ ーザ ーの作 業 条 件 と似 た条 件下 で・1信頼 性 の実 績 を持

い っ て いる か ど うか

④、 ユ ーザ ーの設 置 場所 の すざ て に わ た っ て・ 迅 速 か?能 率 的 な保 守 サ ー

、ビ.スが得,ら・れ ・る こ と

(5)特 に標 準 が欠 け て い る に もか か わ らず、2つ 以上 の メ ーカ ーの機 械 を

接 続 させ る之 との 困難 さ

⑥ 使 用 され る シス'テ ム統 制 方法 の 問題 一 中断 か ボ ー'.リングか

・(7)通 信 回 線 との結 合 型 式

(8)全2重 〈fullduplex>対 半2重 通 信 チ ャ ネル の必 要 性

(9)端 末 装 置 は購 入 しなけ れば な らな いか・ttある い は賃1御す る ζiが で き

るか の'問題1・' 、

以 前 は、 確 か に 若干 の ユ ーザ ーに とっ て・は ・"最 良 の"端 末装 置 の 選択

は 大 した 問題 は なか つ た か も しれ な い・ しか しギ 今 や上 記 の議 論 か ら考 慮

す べ き多数 の要 素が存 在 す る ・已 とは 明 らか・で ある。 、:

:各ア ブ リケ ーシ・ヨンは ・そ れぞ れ 独 自の必 要 条 件 を 持つ。,特定 の ア プ リ

ケ ー シ ョン に適 す る よ うに設 計 さ れ た 新 しい端 末 装置 が市 場 に 出 るご とに 、

デ ァ・タ処 理 管 理 者 は、 これ らの端 末装 置 を入 手 す る よ う圧 力 をか け られ る

の だo・,lt:㌧tt 、 ㍉・、

d.タ イ プ ラ イ タ ー型 端 末 装 置

"5←
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りーモ ー ト ♂タ ー ミナ ル装置 の 将来 の型 式 を議 論 す る と きに直 ち に頭 に浮 ぶ

の は、 「なぜ タ イプ ライ タ ー型端 末 装 置 が まず 話題 にな る・か」 とい う疑 問

で あ る。 タイ プ ライ タ ーは一 般 に、 い や にな'る～ほ ど速度 が遅 い。 ま た機 械

式 だ か ら摩耗 す る。 い くつ か あ装 置 は、 大量 プ ザン トブ ヴ トの と きに継続

して 打 たれ る よ うに設 計 さ れ てい な い。

しか しこれ らの欠 陥 庭 もか か わ らず、 タ イ プ ラ イ タ`端 末装 置 は、 次 ゐ1

よ うな理 由 で これ か ら何年 間 も使 わ れ て ゆ くだ ろ う。 い くつ か は、 非 常 に

信頼 で ぎる。 現 在 の価格 で は、 ふ つ うCRT端 末 装 置 よ り安 い 。 ハ ー ド ・"

コ ピ ーを提 供 す る。 そ の ハ ー ド ・コ ピ ーを使 っ て、 オ ベ レイ ダ ゴは・前 の行

や ペ ージを容 易 に参 照 で きる'。'さらに 、9人び とぱぞ－kら を使 うの に慣 れ て

い る。 だか ら、 タイプ ライ タ ー端 末 装 置 が、 急 に 消 え て な ぐなる とは到底

考 え ら'了しない。"

タ イ プ ライ タ ーは あま りに も馴 染 み深 い も のな の で、㌔タ イ プ ライ タ ー端

末 装 置 は もう行 き着 くと ころま で きて お り、 これ以 上 の 変 更 は 可能 で もな

けれ ば望 まれ て もい な い と考 え る人 が い るか も しれ な いが 、 それ は 早 計 で

あるo『'":一':1'{〉:・ ・':;・'`;

D'o"10ttaと 、S'e1・lfri,dgeは 、 主 と して 問誼 解 決ksよ びtiン ピ

ュ 一夕 。プ ロ グ ラム開発 業 務 につ い て、 タ イプ ラ イ タ ー端 末 装 置の 徹 底 的

研 究 を行 なら売 。彼 らは15'2ペ ージ の リポ ー ト¢)中で、・'合理 的 な意 味 で

"理 想 的.な 一タ イ プ ラ イ タ戸 端 末 装 置 につ い て の仕 様書 を提 示 して い る
。'

こ こで は、65の 特定 の 特徴 が 提 示 され で い る。Lそ の い ぐつ か は、 必 要 な

仕 組 み{他 の ものぱ 必 要 な オ プ シ ョン、'残 りは望 ま しい オ プ シ ョン と分 類

され て い るo-『1….ttt.∵L

彼 らの リポ ー トは非 常 に長 い ので、 少 数 の ハ イ ラ イ トだけ しか紹 介 で き

な い。 以 下 は 、 そ の勧 告 の1部 で あ る。 バ 』:

一6-・
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e・ 望 ま しhタ イ プ ラ イ タ ー端 末 装 置 基 準
、、rll

ω キ ーボ ー ドは 、∵配 列 、痴 ッチ お よび コ ン ト ロ ー.々 の 点 で 、 標 準 電 動 タ

イ プ ラ イ タ ーの き 三 ボ ー ,ドに 似 て い な け れ ば な ら な い叫,も レ数 字 の キ 三

ボ ー ドが 望 ま れ る な ら ば 、・そ れ は た ぶ ん 分 離 さ れ た 卍 イ ギ ー ドに な る べ

き だ ろ うσ' .:,ビ,一 ・ … ・一一 、

② 端 末 装 置 は 、 コ ン ピ ュ ー タ へ の イ ン プ ッ ト、 他 の 類 似 の 端 末 装 置 と の

通 信 、 お よび 普 通 の タ イ プ ラ イ タ ー とい う3通bの 働 き,を レ なけ れ ば な

らな い(ピ' .. .,・'・r・-t,..'{',ぺtk、3..

㈲ 端 末 装 置 が 必 要 と す る ケ、・・、ブ 〃 は、 せ い ぜ い 、・.電力 ケ・ざ プ ル と通 信 ケ

臼 プ ル と の2本 で あ る。・両 方 と も、 壁 ソ ケ ッ トに 容 易 に 葦 し込 め な け れ

・'ぱな ら な い
。、端 末 装 置 は 、・容 易 に 移 動 で き な け れ ば な らな い。

(4)端 末 装 置 は、 大 部 分 の 端 末 的 機 能 に つ い て は 、・単 に 信 号 を発 生 さ せ る

だ け で 、、あ と は コン ピュ 三 夕 に 望 ま レ'い 処 置 一 キ イ ボ ー ドを ロ ック し

た り・、印 字 を 停 止 し在 りす る 処 置 一1を と らせ る ぺ き で あ る。

(5).・端 末 装 置 は 、 カ ー ド 竺 リrグ ー 紙 テ:1ブ 。ttり一 ダ ー、 数 字 キ イ ボ ー

,ド、 追 加 機 能 キ ーボ ご ドニお よ び い ろ い ろ:な プ ラテ ン の 接 続 を 含 む 多 数 の

オ プ シ ョ ン を 提 供 す る よ う に設 計 さ れ な け れ ば な ら な 己 。、

(6)端 末 装 置 は 、 信 頼 性 と 両 立 して、 で き る だ け 早 い 印 字 速 度 を提 供 し な

け れ ば な ら な い 。t・t、t-・1 、

⑦.端 末 装 置 は 、 無 人 作 業 に,も 向 く よ うに 設 計 さ れ な け れ ば な らな い。 そ

の 期 間 に は、 数 百 ペ ー ジ が タ イ プ で打 ち 出 さ れ る。 ζ れ に は、 ペ ーパ ー

_・ サ 字 ラ イ ・.ホ ル ダ ー や 紙 の ね じれ を検 出 す る装 置 、 紙 の 終 りを 検 出 す

る 装 置 が 必 要 と な る。1': -j,11'Fr:(/.11..・ ・.1..Jk

㈲,コ ン ビ ュ ・・タ あ る い は 他 の 端 末 装 置 に 、・・中 断 信 号 を 伝 送 憤 る'ば パ

ATTENTIONキ イ が 提 供 さ れ な け れ ば な ら'な い 。:一ζ一の 同 ・じ信 号 が 端 末

∴ 装 置 に よ っ て 受 信 さ れ た と き は 、、キ イ ボ ー ドを ロ ック したb印 字 を ス1ト

ーッ プ させ た りす るINTERRUPT .信号 と して 解 釈 さ れ な け れ ば な,ら な い。
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INTERRUPT信 号 は 、 バ ッフ ァに よっ て遅 延 させ られ た り、'半2重

回 線 の タ ーンア ラ ウ ン ドを 持 っ て遅 延 させ られ た りす る こ とは で きない。

⑨ 不 愉 快 な警 戒 信号 を避 け た り、 異 なっ た 条件 に対 して異 在 っ た警戒 信

号 を使 っ た り、 適 当 な作 業 面積 を提 供 した り、 コン トロ ール 。キ イの カ

ラ ー 。コ ーデ ィ ン グを 行 な った り、 不 用意 に駆 動 させ られ た りし ない よ

うに コ ン トロ ール を配 置 した りす る な ど、 人間 的 要 因 の考 慮 を払 わ な け

れ ば な らない。

⑩ 行 の なか の 印字 位 置 一 次 の字 が印 字 され る場 所 、 お よび 行 の なか で

残 っ てい る印 字 印置 の 数 一 がは っ きり指示 され な けれ ば な らな い。

OD極 秘 情 報(ロ ック ・ワ ー ドな ど)を 削 除す るだ め に∵ 印字 削 除 装 置 が

提供 され るべ きか も しれ ない。 と れは、 ・ス デ ン シ元レ。ガ ッデ ィ ン グ"

と 同 じでは な く、 何 も紙 を打 っては な らな伝。

Analyzer誌 の調 査 で も、 勧 告 とL致 し な伝 ほ か のい くつ か ゐ望 ま

しい 特徴 が 発 見 され た。 この 問題 は、 さ ま ざま な 意見 の相 違 が生 ず るほ ど
ニ び ロ ロ パ コハ ト

複 雑 で あるか ら、 もち ろん これ は あ り得 ない こ とで は な い。 以 下 に、 ユ ー

ザ ーが、 端 末 装 置 につ いてAhalyZe'r誌 に行 な ら た提 言 の うちの い

くつ か を紹 介 し よ う。

f.他 の望 ま しい特 徴

(1)タ イ プ ラ イ タ ー型 端 末 装 置 は、 続 け て 印字 で き る だけ の頑 丈 さ を持 つ

こ どが証 明 さ れ て い なけ れ ば な らない。

② 新 前 を こわ が らせ ない'ため に、 端末 装 置 に は、 目に見 え る コ ン トロ ー

ル はで きる だ け 少 な く して お く。

ぺ ご ピ

③ 端 末 装置 は、!」<きい 事 務 所 で も使 え る よ うに、'サ イズ を 比較 的 小 さ く

してお か なけ れ ば な らない。

ω コ ン トロ ール ・キ イが 、 キ ーボ ー ド上 ま たは キ イ ボ ー ドの隣 りに置 か

れ る場 合 に は、 そ れ らは普 通 の キ ーとは 違 った大 き さ や形 を痔 た な けれ

ヨ.

ゴ

ー
、



、

、

r
、

,ぱな ら ないo・1

(5)・ シス テム の状 態 をオ ペ・tZ";)一 に知 らせ る ため に、 状態 指示灯 が提 供

され な け れ ば な らない。'ト い

(6)応 答 速 度が 早 い の で、 シhテ ムの"中 断"方 式 が"ボ ー リング"方 式

が と られ る場 合 には、 シ ステ ムが 過 負荷 状 態 に な った ど き端 末 装 置 を カ

'ッ トオ フ す るた め
、 い くつか の手 段 が 存在 しなけ れば 在 らない。

(7)標 準 ソフ トウエア を使 うこ とが で き る よ うな、 標 準端i未 イ ン タフ エ イ
畠

ス が 望 ま れ るo

㈲ ハ ー ドコ ピーは、 パ ブ リケ ーシ ョン に適 当 な品 質 を持 た な け れ ば な ら

な'い。 い ・ ㌔・二

(9)非 破壊 的 バ ック ・ス ペ⊇ ズが 望 まれ る。

さ て タiイブ ラ ィ』タ ー㌦ キ ーボ ー'ドの レイ ア ウ トは、 わか りきっ た よ うな ご

'とで あ り'なが ら
、`何 年 も論争 の的 に な って い る。 入 間工 学 的 立 場 か ら言 え

ば、 現 在 の タ イ プ ライ タ ー 。キ ーボ ー ドの 配 列 は 良 くな い。『作 業量 が各 々

の指 に うま く分 布 され て い な い。 左 手 が 右 手 よ り多 くの 仕 事 を し、 弱 い 指

に 多す ぎる仕 事 を要 求 さ れ て い る。 そ の結 果、 必要 以上 の疲 労 と誤 りが お

き る。

作 業 量 を各 指 に異 な っ たや り方 で配 分 す る キ ーボ ー ド 。デザ イ ン の例 と

しては 、DvOrak・Simplified"KeybOard'(DSK)が あ る。

Dvorak:は 、1・9・40年 代初 期 に彼 の キ ーーボ ー ド案 を 出 したが、 い ま ま

での と ころ、 ほ とん ど一 般 に受 け 入れ られ なか った。 しか し、 オ ン ラ イ ン

端 末 装 置 の 出 現に よって 、 現 在 の 不都 合 な キ㌧ ボ ー ドを改 良す る こ とは で

きな い か とい う疑 問 が、 再 び 提 出 さ れ'だざDSKも 、 も う一 度 真 剣 に 考慮

さ れ て 良 い か も しれ な'い。

望 け しい性 質 の リス ドか ら、'理 想 的 な"タ イ プ ライ タ ー端 末 装置 が開

発 で きる とは あ ま り考 え られ な い。 とい うの は、 これ らの勧 告 をす畠べ て取

り入 れ た端 末 装 置 は、 コ ス トが 高 く左 リナ ぎ る こ乏 は 必定 だ か らで あ る。
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しか し、 こ うした勧告 は、 端 末 装 置 設計 者 に 目標 を与 え る点 で は有 用 で あ

る。 だが、 自分 た ちの 目的 に最 適 の端 末 装 置 を探 し出す のは、.ユ ーザ ーの

責 任 で あ る。

ユ ーザ ーの眼 か ら見 て、 今 日の タ イ プ ライ.タ ー端 末装 置 の働 きぶ りは ど

うか?以 下 は、 わ れわ れ が 聞 い た性 能 改善 の提案 のい くつ か で あ る。 こ

れ らは個 々の ユ ーザ ーが 自分 の 経 験 に基 づ い て行 な っ.た提 案 にす ぎない こ

とに 注意 され たい。 、:..㌻ 二.㍉

g.ユ ー ザ;側 か らの 提 案 ・一 ・-t.s.一

ω テ レ タ イ プ;現 在 の 行 の な か の 印 字 位 置 の 指 示 が ほ しい 。 ま た キ ーボ

ー ドの タ ッチ を もっ と軽,く して ほ し いσ－ih・ ・ 、,、 、ttt.tl、

② テ レ タ イ プ37型;打 鍵 か ら 印 字 動 作 ま で の 遅 れ を 短 縮 して ほ レい 。

共 同 線 で 使 わ れ る と き に 、一各 行 が イン プ1ッ トさ れ た あ と で モ ー タ ーが 止

ま らな い こ とが 望'ま し いo》

1(4)IBM2741;,
.中 断 型 作 業 を 助 け る た め のIBMソ フ ト・ウエ ア が ほ し

い 。 シ フ ト 。 ロ ッ,ク は、 キ ャ リ ッ ジ 。 リ;、タ ー ン に:よ っ、て リ リ,ズ さ れ る

べ きで は な い。 プ ラ テ ン に フ ィ ー ドさ れ る 紙 に つ い て は 、 紙 の ず れ が 減

少 さ れ る べ き で あ る。 ・ 一,、 一,序.＼ 一.渉

(5)・DBM・1α5・0.}オ ベ レ,一 歩'.!を 混 乱 さ、せ る 傾 向 が あ る の でN'コ ン ト ロ

rル は もか と 減 ら し た 方 が 良 い 。.コ ン1・ト戸 一 ル ・キ ーは ま ちが っ て 打 つ

機 会 を 減 らす た め に 、 配 置 替 え を し た 方 が 良 い か も しれ な い。 ・ttttttt・t

ATTENTIONキ ー は 、'も っ と 長 い 間 生 き て い る ぺ きで あ る。:ll

タ イ プ ラ イ タ ー端 末 装 置 の 設 計 に は 、 ま1だ 多 くの 進 歩 が 可 能 な こ とが わ

か る。 市 場 は 成 長 して お り、 わ れ わ れ は 、 上 記 の 望 ま しい 性 質 の 多 くを備

え 、 欠 陥 を 減 らす よ う に 設 計 さ れ た 端 末 装 置 に お 目 に か か る、こ志 が 期 待 で

/き とよ.Lうも..'・Ll・1、1

ぷ 最 後"、.牛 一ザ ーが ど り 端 末 装 置 が どん な特 色 を 持 っ て い る か を、 ど う

一10一
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●

す れ ば容 易 に判 別 で きる か?と い う問 題 が残 る。 われ われ の知 っ てい る

、 煕 で.は・・つの情報源でr曄 斑 満 せ卵?壁 地 勢 われが目

硬 し松 表資料は・ユプ 資力響 難 行な喉 頸 要ぽ るぶ な詳細

に っ い て は 不 足 で あ る。.,:一..へ

・h・ 叩T型 端 末 装 置 ・! ..f・1、.・ ・.㌍ ㍑ 焉l

CRT型 端末 難 陳 新 しい端 末 鑓 の興 ζ吟
、叛 軍 も・x－と 樋 洗

撮 して い 邸 野で1あ6・ た.と雄 ・,Th・1・ と 耳・,セbsは ・・.,・1、S社

・が 製 造 す る3
f4種 のP.一 三 ス、トCRT端 末 装 置 ぎ列 挙 して ピ る。

タ イプ
.ライ・タ.端 末 鑓 でρDg1・?,tt・ とSe1垣idgeの 研

究 にイ微 よ うな・ 『IR瑠 樺 興 つ り 下の 研 細 別 妨 麟 っ た が・

,St・ ・,・弓 は・ 勤M紋 てCRT端 本 鑓 設計 に紺 る傾 向 ・を述 べ・ い

くつか の 延 しい鞠 を列 挙 して 頃 ・ 以下 は・ 紗 要 点 の うちの 尽 つ

か て あ るo- 、,、 ∵ .i・;・ 一・ ○ ・・.ttl∫

i.望 ま しいCRT端 末 装 置 基 準

(1)端 末 装 置 が、 専 用方 式 あ るい は 端 末装置 群 の1つ と して も働 け る よ う

に・オ ㍗ 惑 櫛 え られてらなければな らない。 …_パ ・

② デ ィス プ レイ の表 面 は、 追 加 的 な表示 が付 け加 え られ るよ うに モ ジュ

7一 で あ る こ とが望 ま しい② 最 小 面 積 は・ 少 な くと も8勉XI1イ ン チ

で あ るべ きで ある・
、,,,、 ・、 一.

(3)デ ィス プ レ イ過 程 の 自然 の副産 物 ζ して で なけ れ ばト 選 択 的 な特 徴 と

して・ 読 み 易 くなけ れ ば な らな い が、一記録 保 存 的 な品 質 で 奢 る必 要 は な

い。 印字 過 程 は・ ユ ー ず 一が端 末 装置 を使 い続 け ,る・こ とを妨 げ ては な ら

な い 。 ∵
.・ ・ パ 、・.一.・ 、一 ⊃

(・)端 末鑓 の書 き出 し蛯 はブ ・シ㍗ シグ速黙 ・診 を 鰭 も普 通 の

電話線 の送信速度(現 在はtS秒 糎 四 〇1『・ッ ト、)、..:と等 しくなければ な ら

ゴ 仁



な い0
1

⑤ 端 末 装 置 は、,問 題 向 き グ ラフ ィ ック言 語 、(化学 記 号 数 字 記号 な ど)、

大 文 字tsよ び 小 文字 ・ 肩小 文 字 お よび 添字 を表 示 す る機 能 や・2つ の記

号 を 同 じ場所 に表 示 す る(ア ンダ ー ライ ン ・ア ク セ ン ト.記号 な ど)機 能

を持 たね ば な らない。

Stotzは 、 今 日の 英 数 字型CRT端 末装 置 の 大 部 分 は 、'?・sイプラ イ タ

三ρ フォ ー マ ッ、ト上 の 制 限 を持 っ てい る こ とを 指摘 して い るい す な わ ち、

CRT?文 字 の組 は・ 烈 プ ライ タ"の 文字 ・畷 どほ ぼ 同 じで あb・ 化 学

記 号
、数 字 記 号 、・肩 文 字 お よび 添字 は・・備 え付 け られ て い な い こ とが 多 い。

レかいCRT端 末 鑓 顕 して は・ フ'・"・・マ,ッ トの範 囲 の拡 大や 活字 の

響 増 大 の 嘩 性 は ある・・もち ろん ・・ζζで は 経溺 の問 題 が 簸 で ある

が・普 及型 の装 置につ いては・ 数千台 あるいは数 萬台 の販売 も可能だろ う

か ら、 大量生産 が価格 を引 き下げ るか も しれな い。_

Analyzer誌 の調 査 で も、CRT型 端末 装 置 に っ い て.の若 干 の 他 の

望 ま しい特 徴 が 明 らか に な っ てい る。

j.他 の 望 ま し い 特 徴

ω 独 立 の デ ー タ を 表 示 す るkめ に 、 デ ィ,ス7「 レ イ・を 、,2つ か ら4つ に 分 割

で き る こ と が 望 ま し レ、o
,,,t...、 ・ll.N・tt・ 」

(2)イ ン7'ッ ト ま た は ア ウ ト プ ッ ト ・ メ ツk－ ジ を フ ーt-・ マ ッ ート化 す る 際

に 、 ユ ー ザ ー が そ の 中 か ら 選 択 で き る よ う に 、 多 数 の フ ,オ ー マ ッ ト ・ イ

メ ー ジ が 用 意 さ れ て い る こ と が 望 ま し い 。 … 、 ・..㌧

(3)戸 ド'リ ーダ ー 紙 テ 「プ.リ ーダ ー ラ イ 戸 プ リン 戸 ラ イ

、 ピ ベ ン 第 キ ーボ ー ド.純 び ア ‥ ステ ・ ・グ.カ プ テ に つ い

て の ロ ー コス トなオ プ シ ョンが 入 手 で き なけ れ ば な ら ない。,

(4)端 末 装置 を一 種 の グ ル ープoデ ィス プ}/イ 娯 変 換 す る た め に、 映写 シ

ステ み が オ プ シ ョン と して 入手 で き なけ れ ば な らない。
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、

《へ

/
ノ

㈲ キ ーボ ー ドは 、 タ イ プ ラ ィ1タ ーの 標 準 キ ー ボ ー'ド ・ レ イ:ア ウ トを 持 た

"な け れ ば な らず
、 ま だ タ ッ チ は 電 動 タ イ プ ラ イ タ・一 と 同 じ ぼ ど の 軽 さ で

な け れ ば な ら な い 。 ・一 ・ ・ 、・ 、

(6)カ ∵ ソ ル'慮 非 破 壊 的 で なけ れ ば 左 ら な い 。 、

⑦ オ ペ ジ 一 夕 ーに 見 え る ゴ ン ト ロ ール は 少 な く なけ れ ば な らな い。 ま た、

誤 っ て 駆 動 さ れ る 機 会 を 最 小 化 す る よ うな や り方 で配 置 さ れ な け れ ば な

らな い。

(8)標 準 的 コ ン ピ ュ ー タ 。ソ フ ト ウ エ ア が 用 い られ る よ うにべ 標 準 的 イ ン

タ フ ェ イ ス が使 わ れ'な け れ ば な ら 支 い 。 『 ・:由

AuerbachSt'andardEDPRexportsの 溝 読 者 は
、

"自 動 デ
ィ ス プ じ イ ・シ ス テ ム の設 計 と応 用 ・ に 請 す る1丑 ペ ー ジ に わ た

'

る 有 用 な ス ペ シ ャ ル 。 リポ ー トを 入 手 で き る 。 こ の リポ ニ トは、 図 型 用 お

よ び 英 数 字 用 デ ィ ス プ レ イ 装 置 を取 り扱 っ て お・り、 そ の 内 容 の1部 は 、

N・tゴ …1AC}・na・ti'esa・'dSp、aceAdmi:ni、t,・

ationが 実 行 した プ ロ ジ ェ ク トに も と つ い て い るδ`ま た こ の リポ ー ト

は ・ デ ィ ス プ レ イ 設 計 に お げ る 人 間 に 従 属 す る 要 素 は も'と よ'・り、 任 務 に 従

属 す る 要 素 を も 取b扱 っ(い る。 リ ポ ーtト は 、〆デ ィ ス プ レ イ'の4つ のbも

'
な 応 用 領 域 を リkト しぞ い る6"ま た1枚 の 興 味 ・深 い チ ャ ー 』トに 、 異 な っ た

'応 用

に 対 応 しだ デ ィ ス プ レ イ の 多 く の望 ま し い 特 徴 が リス ト、さ れ て い る。

と の チ ャ ー トは、 「な ぜ 市 場 に 出 る デ ィ ス プ レ イ の 型 式 の 数 が 増 加 す る 刺

へ 　

を説 明す るの に役立つめで ある。="「 一'.

タイプ ライタ ー端末装置のば あいと同様梶、 上記 の資料 でたち た1つ の

c⑰ 昧 難b型 式の望 ま し嚇 徴のすべ て別 ス トされ てい るとは考

え られ な い 。 しか'し1望 ま しい 特 徴 を リス トず るe・ と は、 端 末 機 器 設 計 者

'に 合 理 的 な 目 標 を与 え る 点
で 役 に立 つ 。'lttt・1い ・ ・

タ イ プ ラ イ タ ー端 末 装 置 の ば あ い と 同 様 に 、-』Alnalyzje・ ・r調 査 で も
、

't'細
の 軽 して い るCR・T端 末 鑓 の い くつ 紋 っ 硫 の・エ1..ザ ー の 提 案
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が 明 らか に なっ た。 繰 り返 して言 うρき、 これ は、 これ らの端 末 装置 につ い

の_般 的 評 価で は な い。 事 実、 端 末 装 置 の長 所 と弱点 に っ い て・ 各・ ユ ー

ザ ーの 意見 は 異 なっ て い る。 しか し、 こ うした 提案 は、 経緯 ある ユ ーザ ー

が 改 良 され た 端 末装 置 が 出 て くるの をたえ ず見 守 っ て いる ζ声 を.示 してお

り、 また、 なぜ ユ ーザご が 今 後 数 年 間 端末 装 置 を購 入 す る・よツ も賃 借 す る

方 を好 むか とい う理 由 を示 してい る。○ パ

ゴ

ヒ ュ ーザ ■{の提.案 ・ …'

(1)IBM226・ ・ス ク リ.一ンを焼 く1酵 強 麟 ・高 め 郊 て もい い よ うva・

文 字 を もっ 纐 明 、に した跡 坪 ・、,片手 嫌 え 鱒 葺 き7な ドが ほ し

已 大 量 デ'多 入 力 の た め に、見 る位.{置が 改良 で きさ ひ か

また すべ てのコ ン 戸 一ル は、 ソ フ トウエ7を.ξ 醐 る形 ⇔9て ほ しい・

(・).IBM・ ・25・ ・.正 しい操 作 を容 易 に し・、しか 綱 然 釣 殿 雛 が 避

,.け られ る よ う に、 句 読 点 と コ/ト ロ ール ・手 ご の 位 置 を 変 え た 方 が い い。

ilデ,ス プ レ イ が 眼 を あ 到 緊 緊 せ な,く て ・もぷ 見 え る 縛 但 強 度 を

姉 姑 が いい ・ ・ リ・ッ か Ψ ベ ルを 下 げ た訪 力悔 い ・,・

(3)S`aod,ers720';,カ 、..一ソ ル ラ イ 叱、。,せ・レ・ク.rタ、・・一 お・よび.バ ッ ク 。
ノ

9fX・,一ス な老 を含 む ソ.スパ ウ,工三アが読 める すべ 壬 の.位置 借ll御が ほ しい 。

(4)NCR∵79;5;応 答 ス ピ〔:ド 、を上 げ るた め にvボ ー リング方 式 よ り も

中 断方式 を とる方 がい}ハ。7リ ッカ ーン ベ ル を;・iげた 方.が,いピ。

(5)ComPuterCommunicationsCC-30;ア コ ース テ ィ ッ

ク 。カプ ラ ーの ノ イ ズ を減 ら した方が いい。・、

上 記 の 提案 の 多 ～は 個 々 の装 置 に だけ あ て は苦 る もの で あ 味 ・、しか も最

近 の モ デ卿 は・・酔 ゆ 欠 陥 が 修正 され て い る.も嘩 ある 点 随 意 され

たい。 しか し、 なか には 基 本 的 な欠 陥 で、 そ れ を修 正 す る た め に は・ ま っ

た く新 しい モ デ 卿 設計 を 必 要 とす る よ うな、・も.のも、あ る・

以 上 の よ うに、 タ イ プiイ タ ー端末 装 置 の ば あい と同じ.くqRT端 末 装
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」

●

'
、

置 に つ い て も、 ま だ 改 良 の 余 地 は あ る 、も ¢)ξ 思 ㌘ れ る。 ..

1.端 末 装 置 の 活 用 と 選 択 の 考 慮 事 募 ギ,t、.、...、 一..:;、,

以 下 は 、 あ ら ゆ る 型 式 の 端 末 装 置 に 適 用 さ れ る べ き で あ り・ ま た 選 択 を

行なう際の麟 と勒 得る一般的轍 舗 鮭 項を・理 想 まと苧 も

鯉 あ る ・ ・ ㌧ 、1,い ∴ ・∵ 一〇.一 一 ・

一1:∵i・ ・ 、・ab.s:1・ 一':-'1・1、t
.

ひ ・ 人 間 的 要 因 一,.、 、.、 、 、

初眺 は・轍 鑓 の設諏 削 る人醐 要員の輔 は⇒ 坤 撫 視

された・う迫 る・現在は・,これ ら9祭 は考 慮に入れ られ㌣ り・ 蛯

蕨 ・ ・れら轡 到 に環 視さ姻 ぎて・,㊥ 麺 畷 祭 れξほ どで

ある.興 鑓 の設計は・端燕 齢 杜 べ き礫 ・、ひ と嚇 すべきソ

7・ ウエ悪 投 嘩 テ ピス・そ姫 使埠 鱒 縢 務・'・そレてそれを

操作する人間を考慮{『入れなければならないので吻 る。,, 、
　 り

印 どんな燗 的鯛 が熊 熱 るべ勲 ・只 峯ぱ坤 末羅 操 作

あ蓉慕 羅 麟 慕 縄 噺 の繭 ゐ麹 』芦 ぱ 設計されるべ

き⑰ る寧 吟 錫 郎 ヘ ギ ー ター庭 口 繰暦踏 易にし・誤

操作を困敵 することが含執 る・それKは 叉 、タ/,ト.∵1∵ キーな

、.どをうっヵ㌔り押 して しま 葵≡ピを防止する戸ピも食きρ戸o∵
り り り り 　 ひ 　 　 　 り り 　 　 む

、,,も う ・つの撫 願 は・ ぞ ヴ ・一興 囎 れ鞭 砂?・ 皆.う ことで

sX,弊 ≡ だ が タイ プ ・、イ・r.を、働 ・と顧 れ ㍗ 鱒 ・1鮮 的 タイ

ノ,ラ.イ ・一 ・キ ガ ー ドが黙 され、ξ・,ユプ ニがキ∫ ぐ.つ を 働 こと

に慣 れ て いれ ば、 キ ーパ ンチ の キ ーボ ー ド配 列 を利 用 す る こ とが で き る。
で し 　 り

・もう・つの要因撰 端末熊 蝉 作す;年 φ胆 オざ㍗ ヂ 繊 手
り 　 　 り

、 指 胴 着牢 び勢 位散 あ蚕 こ、麺 の助 どこかに・不必甦 緊張

が課せられ早 取 埠1も 、うさ2娯 因は・坤 坤 ρ騨 ρ、どれ純

刺激するような`壌 音㌻ ざ騨:球 レさ,締 ∵鋭い麩 ど一 の

..=、15-「り
,…



け

り 　 　 　 り 　

存 在 で あ る。 さ らに も う1つ の要因 は、 全 体 の外 観 で あ る。 端 末装 置が あ

勃 に多くの制縮 イ・チやライトを卑 ,亘 るとぷ 入哩 近づき泣

く見 え 、 新 し い ユ ー ザ ーを し り込 み さ せ る こ とに な る。

叫 状 態 の 表 示

1行 の デ ー タ を イ ン プ ッ ト し、 イ ン プ ッ トの 完 了 を コ ン ピュ ニ タに 知 ら

せ た の に(通 常 は キ ャ リ ッジ ・ リ タ ン あ る い は ニ ュ ー ・ラ イ ン 。キ ー に よ

一って)・
.コ祭 一 触 ら何の囎 も返っ て こないのでは、昧 鰭 ユ 一

戸 壁 って張bgV'の 熱 ζ描 ぴ 具 ℃・.㍗ プ・1㌧ 瞬 け取
られたの紅 コンピゴ 砿 棚 獅 何か行 る

、ゴ 待っているのか
?.コ ン ピュ ータは、 い ま利 用 者 の問 題 を や っ て くれ てい る¢)か ∂ 一体

'ン ピゴ 鱒 勢 ているの か 口 な ど・ 　 ザ ーは不評 思 うの である
・

EDPAnlyZer誌 が 調 査 した ユ ーザ ーの大 多 数 は、 何 らか の形 の状

態 表示 が望 ま しい ζと明 車 ている・
,いちばん髄 に提案 され る縦 法

は・表示灯 である・ 表示雌 ・ 麺 らぴ ベ レ一夕 ・か らの以下 鯉 うな

、・鯛 に応え.るものだ ろ う・..㌍ 、
oΦoo● ● ● ・oo.◎ ● ●6

・システ姫 どん興 態恒 る璽 .笑 中奏 上まっ戸 熟 か
バ ー ロ 三 ドに な っ て い る か?

↓宗 葭;磁 輌 品 品 ㌘ テム埠 っているとす

れば・それはどQ・・〈ら暗 く晒 するこぽ 預 されるのか?r～ ・分 ・

の故 障 な らば、 ユ ーザ ーは端 末装 置 の ぞ ぱ に い る だ ろ う。 しか し、 故障 が

長 び きそ うな らば、 ユ 三ザ ーは装 置 のそ ば を纏 れ、 何 か は か の こ とをす る

.だ ろ う。

　 む 　 　 　 ロ リ 　 　 り り

準 腿 は だれの責 任か?▽ ピゴ 舛 こ ユ ーザ ーが他 の ものを イ

ンプ ・・す るの.を待 パ い るのか ・ あパ は・ 次 の処置は ・ン ピゴ ・

の轡 吉 三 竺 ㌘i亘 ㌘ ≡ ‡警 亘 るのか?

私 の イ ン プ ッ ト 。メ ッ セ ー ジ は 受 け 取 られ た か?こ れ は さ さ い な 問 題

一16一
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b

で はな く、 ま た、 どの程 度 ま で答 え るぺ きか は 明 確 で ない。 メ ッセ ージは 、

マ ルチ プ ログ ラ ミン グ的 環 境 で は、 バ ッファ の 中 や、 イ ン プ ッ ト行 列 の 中

やこ 処 理 中に 失 な われ た り、 ゆ がめ られ る可 能性 が ある。 どの程 度 まで い

け ば、 メ ッセ ー ジは、"受 け取 られ た"と 見 て よい か?端 末 装 置が 文 字

に つ いて パ リテ ィ 。チ ェ ック を行 な わ なけ れ ば、 伝送 の誤 り も起 り得 る し、

そ れ は たぶ ん コ ン ピュ ータ で も検 出 で き ない だ ろ う。'
　 り の 　 む 　 　 り 　 　

い ま何 が 起 っ て い るか?私 の問 題 は い ま処 理 さ れ つ つ あ るの か?

この場 合1つ の 提案 は、 コ ン ピュ ータが ユ ーザ の 処 理 を してい る ときは、 ,

コ ン ピュ ータが数 秒 お きに 光 の フ ラ ッシ ュや パ ル ス を 出す よ うにす る こ と

だ。

現 在端 末 装 置 は こ う した 種 々の 質問 に 答え るの に、 ま った く不十 分 な仕

事 しか して い な いδ しか し、 こ う した状 態 の表 示 を与 え る こ とは簡 単 な ご

とで は ない。 面倒 な こ との1つ は・ 通信 チ ャ ン ネ ル に余 計 な必要 条件 が課

さ れ る こと で ある。 こ う した状 態 表 示 信号 が、 端 末 作業 を妨 げ ず に、 普 通

の 通信 回線 上 を伝送 で きる か ど うか は ま だ疑 問 で あ る。 半2重 回線 につ い

て は、 問題 は 特 に深刻 で あ る6

'◎

'
ゼ

o.通 信 回線 につ い て の 必 要 条 件'

・多 くの ば あ い
、 遠 隔 端 末 装 置 の使 用 はぐ 実 際 に は通 信 チ ャ ネ ル のバ ラ ン

'
ス を失 わせ る。 この 亡 とは、 インプ ッ トは毎 秒1'0字 以 下 の速 度 で手 作 業

で 行 なわ れ、 ア ウ トプ ッ トは もっ とず っ と早 く表 示 され る よ う なCRT端

末装 置 につ い ては、 と くに あて は ま る。 完全2重 サ ニ ビスが 用 い・られ る

一 伝送 が 同時 に両 方 向 に 行 なわれ 得 る一 と きは、1づ のチ ャ ネ ルが も う

1つ の チ ャ ネ ル よ り容 量 が 大 きけ れ ば、 伝 送 は もっ と効 率 的 に在 ろ う。 半

2重 サ ービスが 用 い られ る と き 一 両 方 向 に伝 送 は で き るが、1時 には1

方 向 しか 伝 送 で き な い一 は、 第2方 向 で の 中断 信 号 を伝 送 す る何 らか の

手 段 が 望 まれる6'∴ 「
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"「 これ に関連 ず る もの と して
、^バ リ』デ ィtL。チ エ ッグ ー 少 な ぐと も個 々の

文字 につ いて、 で きれ ば 回線 全 体 につ い そ一 の必要 性 が あ る6才 だす べ て の

て の装 置 が こ¢∫重 要 な仕 組 を備 え てい るわ け では な いが・・ユ ーザ ーは そ の

必 要性 を主 張 す る よ うに な って い るご 通 信 チ ャ ン ネ ノレぱ1雑 音 な しとい う

わけ に は いか ない しご い くつ か ば雑 音 が 多 す ぎ る。 パ リテ ゲ は・ デ ータが

正 し く受 け取 られ たか ど うかを 決定 す る に当 づ:t't/コ ゾ ピ ざ『一タを助 け る

の で あ る。

p.読 み やす さ

読 み やす さの 問 題 の1つ の局 面 は、 大 文字 だ け を使 うか・ ある いは 大 文

字 と小 文字 の両 方 を使 うか とレ～う澗 題 で あるび 大 文字 と小 文 字 の 両方 を使

っ た 印字 の 方 が';tt1"itみ や す い"一 か ら・ 端 末 装置 ば こ⑳ 両方 を備 え るべ

きだ と しば じば 論 じ られ て い る◇ じか じ、'Ki励 ・yと ・Sh・wm・n

は、 。の主張鉦 しく・勒 ・とを立証 した:躍 らの 実験に よれ ば・× 文字

だ け の デ ータ あ 方 が大文 字 と小文 字 の組 合せ よ"りも読み やす ぐ、・・じか も誤

り も少 なか っ た。 あ る場 合 には違 いは 犬 じだ こ どは なか うた が・ 違 い は 必

らず 大 文 字 に 有 利 な違 い で あ っ た。

もち ろん、 あ る ア ウ トプ ッ トは 印刷 に廻 され るが、 この 際は大 文字 と小

文 字 の 両方 が使 われ るの が 慣 例 で ある。 デ ィス プ レ イ、 ア ウ・ドプ ッ トの写

真複 写 が考 慮 され る場 合 は、 大 文字 と小 文 字 の両方 が あ る ご とが 望 ま しい。
ρ

q.シ ス テ ム ・テ ス トtt':.・ 、

オ ン ラ イ ン6'::ス テ ム へ 移 行 す る 際 め 困 難 のfつ は 、『多 数 の オ ン ラ イ ン

端 末 装 置 を シ ミュ レ ー トす る 手 段 が 必 要 な こ と で あ る。'少 数 の 端 末 装 置 を オ

ォ ン ラ イ ン に し て うま くい っ た シ ス テ ム が、 多 数 の 端 末 装 置 を オ ン ラ イ ン

に した と き 失 敗 した りす る の で あ る。'-

Thorsonは 、24の 遠 隔 端 装 置 か ら の イ ン プ ッ トに 相 当 す る も の

病一1・8一
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∀

を 発 生 さ せ る キ ーボ ー ド 。シ ミ ュ レ ー タ ーの 使 用 を 報 告 して い るど

独 自 の オ ン ライ ン 。 ソ フ ト ウ エ ア ・パ ッケ ー ジ を設 計 す る・ユ1『一ザ ーは ・

何 ら揚浸)こ う'し た型 の シ ス デ ム ・テ ス'ト の 必 要 性 を感 ず る よ う'に な る。 も

ぢ う ん 、 ソフ 、トウ)エ ナ が 援 助 し よ う とす る端 末 装 置 の 型 式 が い ろ い ろ あ る

コ
た め に、 問 題 は 複 雑 に な ・つ て ぐ る。'・

な お こ の 他Automatio,n誌 の 調 査 「デ ー タ 。タ ー'ミc・ナ"ル ーの 選 び 方

Pぱ
タ ー ミ ナ ル の 選 択 は 業 務 お1よ び 全 体 のEDPシ ス テ ム との 関 係 か ら決 定

・、し なけ れ 一ば な ら・な 已 と し て 次 の よ うな 選 定 注 意 事 項 を あげ て い る。

。御 台 の タ ー ミナ ル が 必 要 とな る の かb←=;"tt・t

'何 個 所 のi位 置 、も通 信 を 期 待"tして い る の か。 三 ぼぶ

通 信 地 点 間 に 時 間 差 が あ る の'か ど うか;i'iL・ 一

'も し通 信 地 点 が 国 外 に あ る 時
、 互 換 性 の あ る 電 話 線 が'利 用 で き る か 。

・平 均 ど れ だ け の デ ー タ 量 を 交 換 す る の か 。 ・

原 始 デ ー タ発 生 、 取 扱 い そ し て 転 送 に 関 連 して 仕 事 に ピ ー グ と 谷 間 が あ

る の は 何 が 原 因 かo'一 ・・…

・デ ー タ が 手 許 に 集 め ら れ た 後 、 ど の 位 の 緊 急 度 で 転 送 文 は 受 信 し な け れ

ば な らな い・か。 転 送bl受 信 又 は デ ー タ の 収 集 が 遅 れ た 場 合 に は ど の様 な

影 響 が あ る の か 。

。中 央 の コ ン ピ ュ ータ 。シ ス テ ム は ど の 様 な シ ス テ ム 構 成 な の か 。

。・端 末 器 と し て一 日最 低8時 間、も使 用 レ な い 端 末 器 に オ フ ラ イ ン機 能 が あ

～ る の か
o←'1/"t㌃`'

。異 状 な環 境 め 下 で タ ー ミ ナ ル ば 操 作 で き る のか ポ'

。 各 型 格 の タ ー ミ ナ ル を 考"」.'た場 合 ど ん な コ ンこ1ビュ 一 夕 。'オペ レ ー タ、 プ

ロ グ ラ ミン グ 訓 練 員 が 必 要 に な る の か6':'∴/t'ひ'∵'㌧

・・。各 型 格 の タ ー ミ ナ ル の 値 段 は 、"附 属 品 め値 段 は 、・何 名 か の'追 加 要 員 が 必

要 に な る の か 。 ・ ピ ・'㌧ …

"一']9]



C・CRTデ ィス プ レ イ装 置

a.3種i類 のCRTデ ィス プ レイ装 置

マ ン ・マ シ ン 。コ ミュニ ケ ーシ ョン の手 段 と して、 最 近 とみ に重 要 視 さ

'れ て い る のがCRTデ ィ ス プ レイ装 置 で あ る。CRTと はCathode

RayTube(陰 極 線 管)つ ま リブ ラ ウン管 を意 味 ,する。 コン ピュ ー

タは この ブ ラウ ン管 上 に文 字 や 図形 を打 ち出 す。 入 間 は これ をみ て、 キ ー

ボ ー ドや ラ イ トペ ン に よ り、 必 要 な 指示 を与 え る。 口を使 い、 入 間 の 言葉

で交 信 す る ま で はい っ て い な いが、CRTは 入 間 と機械 の お しゃべ りの手

段 と して・ りっぱ に そ の役 目を果 して い る。

入 間 と機 械 の 交信 は、 オ ン ラ イン方 式 を フル に生 か す上 で、 最 も重 要 で

あ る。 こ の意 味 で も、CR.Tデ ィ■ プ レイ は、 今 後 ます ま す 重要 な もの に

な る。CR'1,デ ィス プ レ イ装 置 と呼 ばれ る もの には、 次 の3種 類 の タ イ プ

が ある。

.。文 字 表 示 装 置 ・ 、 ・・.・

。図 形 表 示 装 置(グ ラ フィ ック 。デ ィス プ レイう

・蓄 積 型 図型 表示 装 置

先ず ・ これ ら3種 の デ ィス プ レ イ装 置 の特 徴 と機 能 を明 らか に して お こ

う。

(1)文 字 表 示 装 置

,ζ の装 置 はぶ∵文 字 と数 字 の表 示 しか で きな いが、 航 空 座 席 予 約 シス テ

ム な ど窓 口装 置 と して、 広 く利 用 され て い る。 機 構 は 図1 .に示 す よ うに、

入 力 機 構 に 鍵盤 、 出力 機 構 に ブ ラ ウン管 を使 用 し、ミこの 他 文字 発 生部、

記 憶 部 疑 よび送 受信 制 御 部 を持 って い る。

文 字 の 発生 法 には、 ビ ーム成 形 法 と ピ 「ム走 査法 の2通 りが あ る。

ム ビ ーム形 成 法 ……… ブ ラ ウン管 の中 に・、各 桓 の文字 の形 の 穴 を持 っ た

マ ト リックス 板 を設 け、 そ の穴 を通 過 した 電子 ビ.一ぢが、 螢 光 画 に

あた っ て文 字 を 表示 す る。 表 示 速度 は、 か な り速 く、 文 字 形 も 自然

in■.20一
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●

に近 い。 しか しブ ラウ ン管 が特 殊 な た め、 文 字 ・記 号 の種 類 が限定

され る。

ム ピ ーム走 査 法 ……… ブ ラ ウン管 の 外 部 の制 御 回路 で、 電子 ビ ーム の走

査 お よび 輝 度 変調 を行 ない、 文字 を表 示 す る。 速 度 は ビ ーム形 成 法

よ り遅 い が、 通 常 の ブ ラ ウン管 で よ く、 文 字 の大 きさ も任 意 で、 種

類 変 更 も可 能。

文 字 表示 装置 の 諸 特 徴 は次 の通 り。

① 容 量 は10～40行 で5-00rr2090字 ・ 二 、..一.

②.指 定す る文字9輝 度 を高 一く・し,kb.・ 瞬 かせ る ことさ で,き る。 ま た両

、H㍑ 方¢)機 能 を持 っ た もの:もごる91、.lt

・◎
..コ之 ピテ7タ との 連絡 は、.直 接連 続 した り、 あ る いは 通 信 線 で結 ば

れ るo.t 、

◎.繰 盤 を 備 え 、 デ ー タを 入 れ ご、表 示 さ せ 、.コ ン ビ ぞ 一 夕 に 送 り込 め る。

⑤ プ ラ ウ
.ン管 上 の 文 字 の 修 正 、 消 去 は こ 非 常 巴 簡 単 で あ る 。

⑥ 文 字 の 表 示 は 極 め て 高 速 。(通 常 の キ ー ボ ,一 ド 。プ リン タで は・ 毎

、秒?0字 一し か!イ7で き.4.h。;1方 文 字 装 置 の場 合 、1字 の 表 示 速 度

が ・29ひ,3ρ ヌ イ ク,ロ 秒 な のて ・1両 面r・ ・1000字 位 二 を7瞬 に 表

示 で き る ・)・ 一 一'・ .',・:..

・'⑦
・瀦 幹 く な いパ ・ ∴ ・'だ

.・ 一 ・ ・、

、・ 姫 ・ ㍗ レフ ア.?・ニ デ メ リ、ッ、ク蝉 基 本 的 に 柔 軟 性 興 る こ と・ ス .

ピ
.一 ド》 そ れ に デ ー タ の 変 更(セ デ ィ フ ァ プ) .と フ ォ ∴〔 ッ.ト処 理 が 容

易 な 特 徴,を 有 す る:ラ イ シー。.ダ イ ビ ン グ 装 置 で あ る 。 性 能 ζ.し て で き れ ば

欲 しい と〕 て も こ の 装 置 を 使 う1すべ 、て の アブ.リ ち 一 シrヨ シ:に は 不 必 要 な

・ ・も の とル て・ ①2・'… ポ〃 ・
.シに1・…'・9.個 の デ・イ々 レ倍 数 ・

◎ 字 お よび 行 を どの位 置 に も挿 入 》抹 消で き,る機 倉巨、 ③ ユ ンギ ュ 一夕制

御 下 で の デ ィス プ レイ処 理 な どで ある。

一2仁



図1文 字表示装置の機構

支族 示装

置の機席
画

② 図形 表示 装 置(グ ラ フ ィ 。ク ・市 ス プ レ わ ∵:〆 ・

機 構 は 図2に 示 す よ うr元、 文 字 表 示 装置 と比 べS"漬 績㌔ 面 線 発 生部、

ライ トペ ン な どの 点 で 異 な る。 図 形 を表示 す る原理 はC図 形 に沿 って、

電 子 ビ ーム を動 か す 方 式(ス トロ ーク方式 と呼 ばれ る)が 一般 的 で ある。

図形 表 示 装 置 には、 入 力機 構 と して、 健 盤 や ファ ンク シ ョ ン ・キ 土の

外lkk':ラ イ トペ ンが 使 用 され る こ とが 多 い♂ デ 不 トベ ンに は2つ の種類

が ある。1つ は 光 を あ て る方 法 で、 も うぴ とづ ぱ 光 以外 の物 理 的 性 質 を

使 った もの で あ る。9:㌻}'・

光 を あ て る方 法 は 、'ペ ンの 先 に レンズ を入 れ、 ご れで ブ ラ ウ ン管 上 の

トラ ッキ ン グ マ ー ク ど込 う光 点 に ラ イ トペ ジ を雷 光 ざ せ、 ペ ン先 の位 置

を認 識 させ る。 ペ ンの動 きに伴 な い、 トラ ッキ ン グ ・マ ーグ も'動き、 こ

の マ ークの動 きが、XYの 位 置 を示 す デ ィ ジ タル信 号 と して、 コン ピュ

ータに送 られ る。 直 線 とか 円の 入 力で は、 始 点 と終 点、 ある いは 中心 と

半 径 を 指示 す れ ば よい。

光 以 外 の 物 理 的 性 質 を使 っ た ものに は、 静 電 気 の 原理 を利 用 じた もの

が あ る。 これ は ブ ラ ウン管 の 螢光 面 に 電子 ビ ーム が衝 突 した 際、 負の 荷

電 をす る こ とを利 用 してい る。 つ ま り、 ラ イ ドペ ン先 端 の 道 電性 極 板 を

近 づけ る こ とに よっ て 、 そ の 位置 で静 電 的 結 合 で信 号 を得 る よ うに した

もの で あ る。

、

声

㎞
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㌔

亀

図 形 デ ィス プ レ イ装 置 には、 文字 も表 示 す る こ とが で き る もの もあ る。

一 波 に図 表 に よ る表示 は少 な い デ ータか ら多 ぐの情報 を得 た 已時 に 、'そ

して文 字 に よる表示 は、 た くさん の デ ータか ら、 わず か な情 報 が 必 要 な

時 に利 用 す べ きで あ る。'ト1∵ ・ 一

プ ロ'セス の変 量 を監 視 す る場 合、 図表 表示 を利 用す れ ば、 予測 制 御 が.

非 常 に 行 ない 易 くな る。 つ ま りあ る制 御操 作 の結 果 を実 際 に そ め操 作 を ご

行 な う前 に、 図表 に 、っ て予 測 で き るの で、 非 常 口 蛎 制 御 可 能 に 二

な るわ け だ・ 、 、 一 、

図 形 表 示 の 諸特 徴 は以 下 の通 り。.'『 ・

①通 常1000イ ンチ に もbよ ぶ 線 と数、1000以 上 の文 字 とを 同 時

'に 表 示 す る 能力 を もつ
。.

② 表 示 した事 項 を、 識 別 して 電算 接 に示 す には 、 一 般 に ラ イ トペ ンが 用

い られ る。

③変 量 の種 別 は・ 線 形 の 別(点 線・ 破 線 ・ 実 線・ 鎖 線)・ 特殊 文 字(斥 ∵

ア ス タ リス ク、'四 角 、 三 角)の 連 鎖、 ま たは 輝 度 あ ちが い .によって 区

別 で き る。 ま た文 字 表 示 装置 と同様 に、'特 定 の部 分 を、 瞬 かせ る こ と

もで き る。

図形 表示 の 利 用 は非 常 に多 彩 宏 もの に及 び、 新 しい ア プ リケ ーシ ョン

が 常 に 開 発 さ れ て い る。 もち ろん 、 この 装置 に必 要 と思 わ れ る性 能 は

非 常 に 多 い。 こ の中 に は 次 の よ うな も のが含 ま れ るだ ろ う・ ① デ ュア ル

。プ ロセ ジサ 構成(例 え ば コン ビュ ー・タ:コ ン ト占 ニラを持 つ な どう ②:

② リアル タ イ ム 。ク ロ ック とコ ン ピュ ータ 。コ ンート ローラの サ ブル ーチ

ン と して の ブ ッシ ュ リス ト、 これ は タイ'ムシ ェ ア とリエ ン トラン ト・コ

ー ・疎 め③〔 ン ピ一 夕 ・ゴシ ・・… での 一 二 ぽ ア臓 算縦 ∵

④ 少 な く と も16ビ ッ トの 語 長 ⑤ ミ ニ マ ム8K語 あtiア メ モ リ ー⑥^10-

×10イ ン チ 以 上 の デ ィ ス プ レ イ ・ス ク リ ■ ン ⑦ ラ イ'ト ペ ン輝 線 で も見

え る ベ ク トル の 永 続 性(100ミ リ秒 以 上)⑧ 少 く と も14の コ ン ソ ー'

-23・ ・
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ル ・フ ァ ン ク シ ョ ン と1っ ρ フ,r㌧ 〔 グ ル ⑨ 会 話 型 式 ラ イ トペ ン ・ス イ

ッチ ⑩ プ ロ グ ラ マ ブ ル 。キ ャ ラク タ ↑セ ネ レ 一 夕 ⑪ 等 速 ベ ク トル お よび

変 速 ベ ク トル'ゼ ネ レ 一 夕⑫ デ ィ 〔7● ・レ イ 。サ ブル ∫ 舌 ン グ ・ マ ル チ レ

ベ ル、 リタ ー ン 。ア ド レス 等 の 機 能 ⑱ シ ン グ ～レrイ ン タ ラ ク シ ョ ン ・デ

ィ ス 九 イ.ワ ー ド⑭ カ プ.ギ ネ レ 認 ・ン ・・撒'・ ,ドウ エ ア ⑲1フ レ

ーム 当 り少 な く と も3 ・ρ0ρ ス ト ラ ン グiキ 雪 ラ乏 タ。 、-t,

ぜ

図2'図 形表示装置の機構

図形表示装

置の機構'

(・).蓄 積型 ブ ラウン管に 担 市 スブレゴ琴置

このデメ ス プレ,イ装置 は・ オンラ イ ン制御 システ⊆に応用 す るの に と

、 ぐに適 レているぷ 大字 や蒲を表示す.るた めの容量 は木な く、 価格 も手 頃

である。 しか し・ 画面 の中の一部 を変更 する場 合で も、罰再全 体 を直 さ

ねば らず・麺 壕 雑1嫡 には、支 の藻 堅 ぴ 酒 間蝉 秒にも

麟 ζξ、力澗 ㌍ あ蚕 ・,バ ∵.。 ○ 、・㌧ ∵:、

国難 ρ諸綱 墜 鱒 写 に1ご ∵: 1、 ∴ .t」 一、

.◎線や文 字 を表示す る¢)二に、.図形 デ ィス.ブ}/イ 装置.よ力 容量 が大 きい。

②表 示に必要とす る時間 が長い。; ...、 、.バ.

③ee素 を示すの にご乏 イ,い ン以外の位 置据置 汐汲Mら れ る・

④図顕 示装雛 峡 質的嫁 く、 文字 表示 鑓 よ㍗ 鵠 価 である○

⑱.・ン ピー∴タか らい デ、.づ通信 願 極 じて、醐 操恒 ぼ る・-

i,,Sて・以上3種 ρ デ ・己 プ レイ装 旬 機 能 と鱒 を述㌣ ・剖 繊 図

形デ、イ.スプピ 催 眞 恥 装 置願 もの;力演 庭 、、頬 ㍗ ダ レイ鑓

〔24一
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や 蓄 積型 デ ィス プ レ イ装置 の5～10倍 もす る。、しか し、 何 千 も の要 求

を制御す るには・図形 デ但 プ四 鑓 の上 に暇 ものは ない・ 鰍 に

各 デ ィスプレイ装置 の用途 と1装 置選定 のための要素 を示 す。

(表1、2参 照)

t:ll'(.

表 ・1用 途 に 対 す る適 合 性

デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 種 類

文字デ・スプレイ 緬 デ・ズル ・ 蓄麹 デ・ス:プ互

不連続趣 対するデ 経紬 に成立さ 戸 .
一夕点 の 監 視 せ る こ とは 困難

連 続 値 の 監 視 と予測 可 能。 しか しデ 可。 しか し必 要

ア イス プ レイ 一夕 を見 る こ と 以 上 の 能力 を 有

は容 易 で な い す る

空 間的 なデ ー タ値 不 可 可 『 奇

麗嬬rの 総 鰻 鐙 つ驚 鍵男㌫ 竃訪かし可
一る と き

回 路網 の状 態 不'・ 可。 しか し必要

以上 の 能 力 を有

す る

バ:

一25一
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表2 デ ィ ス プ レ イ装 置 選 定 の要 素

価 格

線の表 示容量

文字 の表示容量

輝度 の変化

瞬 きの機能

色

プ ログ ラミ.ジグ

麟 機へρ遠 隔接続

要素 の直i接識別

要素 の間接識別

表示所要時 間

50,000～10
,000～20,000ト ツレ5,000～15,000ト)レ150

,000ト)レ
500～10ρ00イ ンチ 無 制 限

500～2,0001,000～5,0005,000

あ1 .あ あ

あ あ な し

あ 商 品 に は な し な し

容 易 ～ 適 度 速 度 ～ 困 難 速 度 ～ 困 難

可 可 可

装 置 に よ り あ り あ り な し

あ あ あ

速 速 速

b.価 格 低 下、 年 率50%の ベ ース

現 在、CRTデ1ス プ レイ 装置 は、75,000台 以 上 が利 用 され てい る。

デ ィス プ レイ装 置 の型 別 では、 や は り文 字 表示 装置 が圧 倒 的 に多 く、

35,000台 が株 式情 報 問合 せ な どの 金融 証 券 界 で30,000台 が予 約 ア プ

リケ ーシ,ヨン で利 用 さ れ て い る。 現 在 の と ころ グ ラ フ ィ ック機 能 を備 えた

CRTデ ィス プ レイは、 せ い ぜ い1,000台 位 しか 利 用 され て い な い。 そ

して この グ ラフ ィ ック 。デ ィス プ レイ の 大半 は、 政 府 機 関、 大 学、 少 数 の

大 手 企業 のみ で使 われ て い る。

最 近 ま で、CRTデ ィス プ レイ装 置 市 場 は、 その 価格 が 高 い ため に伸 び

な やん で い た。 とにか く、8,000ド ル か ら15.000ト ◆ル とい うべ らぼ う

な 値段 が つ け られ て い るか ら、 護 れ も彼 れ もが 買え る もので は な い。 へ た

な ミニ ・コ ン ピュ ータ よ り余 程高 くつ くこ とに な る。

しか し、 タ イ ム シェ ア リン グ、 オ ン ライ ン 。シス テ ム の普 及、 それ か ら

MOSやLSI回 線技 術 に よる コス ト削減 に よ って デ ィス プ レイ装 置 の需

一26一
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'要 は伸 び は じめ てい る。 マ ーケ ッ トは 、 常 に価 格 に敏 感 で あ るか ら、 も し

デ ィス プ レ イ装 置 が大 巾に 値下 げ さ れた ら、 同装 置 の市場 は ドラマチ ソク

な発 展 を見 せ る だ ろ う。

米 国 経済 が 今 後 も順調 に成長 して ゆ くと仮 定 すれ ば、 デ ィス プ レ イ装置

は 、1975年 まで 年 間50%の ベ ース で伸 び る こ とにな ろ う。 つ ま り こ

こ5年 間 に・60万 台以 上 の デ ィス プ レ イ装 置 が 設置 され る こ とにな る わ

け だ。 値 段 は この 需 要 を支 え る た めに、1台 あたb,4,000ド ル か ら5,000

ドル程度 に引 下 げ られ よ う。 この 計算 で ゆ く と、1974年2で に設置 さ

れ るCRTデ ィ ス プ レイ装置 は20万 台 に達 し、 金 額 に して8億 ドル相 当

の マ ーケ ッ トに な る だ ろ う。 これ らの デ ィス プ レイ装 置が 、 どん な ア プ リ

ケ ーシ 。ン で使 われ るかvaつiAて は図3に 示 す と剖 。 な 誇 後5年 間 に

設 置 さ れ る デ ィ ス プ レ イ 装 置 の4分 の3は キ ャ ラ ク タ 。オ リエ ン テ ッ ドで、

残 りは ワ ー ド 。オ リエ ン テ ッ ドの も の に な ろ うo

(単 位1,000台)

実 績 予 測

予 測 トレン ド

/＼ 計

…　⊆ 貿 ㌶雑 用

図13'文 字 表 示 デ ィス プ レ イ装 置 の 用 途 別設 置 状 況

tt-27一



な お・、米 業 界 紙ModernDataと ・ 著 名 な 調 査 会 社 ・

P・ .e.d、,.」・a・t社 ・A・ 、th;・D・Litt1・ 社 が・C・R・.Tデ ・ ス プ

レ イ装 置 の 市 場 予 測 を や っ て い る。 各 社 の 予 測 を 表4犀 示 す 。

表4 CRTデ ィス プ レイ 。ターミナル 台 数 出 荷 状 況 と予 測

二'1㍉,'単 位(台)

.1'
1965-19681969・1973|19741978 コメン ト

ModernData 1"(7月) 年間成長率

」"
一 、。 .75000200000,,

5.0%
/-

ArthurD

、Lit日e

、..

(1月)

16gogq25叫00・ .5年 間 で.

262%増
'

〆.
ノs

ザ, ]

PrediCast 2000900035.000115000
、 一

た だ し・A・th・ ・ 亘 ・,、Li,版;}・ 社 の 市 場 は ・・CRTデ ・ ダ 匂

装置 の うち、 アル フ ァ ニ ュ ーメ リ ック 。デ ィス プ レイ(文 字 表 示)装 置 の

み に 限 っ てい る。 同社 に よれ ば・ 現在 最 も文字 表 示 デ ィス プ レイ装 置 を 利
　

用 して い るの は証 券業 界 で、69年1月 現 在30.000台 。 しか し今 後 証券

券 分野 で の利 用 は 頭 うち と な り・ か わっ て製 造・ 販 売業 ・ 輸送・ 旅 客 サ ー

ビス分 野 で の稠 が増 十 る と見 られ る.A・th・ ・D.Littl・ 社

が調べた業種 別利用状況底表5の とお り。

表5. CRTタ ー ミナ ル の 業種別 利 用 状況

一'】 〔{

業種 分類
設 置 台 数

1/1/69 1/1/74 成長率%

金 融

証 券

製造 お よび販 売業

輸送,旅 客 サービス

電 力 お よ び 通 信

サ ー ビ ス

8,000

30,000

7,000

9,000

6,000

9,0σ0

26,000

52,000

45,000

50,000

23,000

54,000

225

73

540

455

283

500

合 計 69,000 250,000 262%
輪28
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c.コ ス ト 。 ダ ウ ン が キ ー 。 ポ イ ン ト

ロ

CRTタ ーミナ ルは デ ー.タ 。エ ン トリー 。ア プ リケ ー シ ョンに とっ て将

来 の 有 望 な 分野 とな りそ うだ。

ある オ ブ ザ ーバ ーの予 測 に よ れば、 値 下 げ と技 術 進 歩の コ ン ビネ ー シ ョ

ンは ま さ に成 長 過程 に あ るCRTデ ータ 。エ ン ト リー市場 のた め に新 たな

道 を切 り拓 くこ とに な ろ う。 デ.三夕 ・イン プ ッ ト ・オ ペ レイ シ ョ.ンに お け

る主 要 な問 題 は高 い労 働 賃 金 で あ る。 そ れ は あ る観 測 者の み る と ころ では

デ ータ収集、 デ ー タ作 成 コス トの 統計90%は 労 賃 だ と言 う。 技 術 サ イ ド

の 問題 と しては 著 しい損 失 が イ ン プ ッ ト ・オ ペ レ ーシ ョンの完 遂 のた め に

無 数 の必 要 な ス テ ップに あ る。

CRT製 造 業 者 は視 覚 的 ベ リフ ァイ作業 は エ ラ ー ・}/イ トを 削減す るの

み な らず、 パ ン チ 。カ ー ド。オ ベ レイ シ ョン にお け る分離 した ベ リフ ィケ

ーシ ョン 。ステ ップを 除去 す る と誇 って
.いる。 さ らに彼 らはCRTと ロ ジ

ック 。コス トが徐 々に低 下 す る見 通 しを持 っ て い る。

結 局CRTタ ー ミナル は タイ ピス トの素 質の 金 々 ない人 で も通 常の ビジ

ネ ス に おけ る デ ー タ更 新や 生 産 ラ イ ンか らの イ ン プ ッ トさ らには 在庫 管 理

デ エタ の変 更 な どが で きる よ うに な るだ ろ う。

さ て、 メ ー カ ー側 か ら見 る と、1975年 ま で に 設置 が 予測 され る

50tooo台 近 くの 高級CRT装 置 の うち・30%は 独立 系 タ ー/Sナ ル専

門 メ ー カ ーが 占有 す る こ とに な りそ うだ。 比較 的 低 価 格 で、 テ レ タ イプ ラ

イ タ ー醒 の ス ピ ー ドで オ ペ レ ニ トす 磯 馴 つ い て は・独 立 系 メ ・ガ

と大 和 ン ピゴ タ.メ ー ㌍ 別 対5で 市場 を 分 け合 うこ と㌍ ろ う

(QuartunScienCe社 の 予測)

市場 が拡 が り、 成 長 性 が 高 い とな れば、 当 然 の こと なが ら新規 参 入 企画

が増 え・ 競 争 も激 し くな る。CRTデ ィス プ レ イ装置 市場P5か が え こん で

い る問題 は、 コス トがべ らぼ うに 高 い ことで ある。 この た め コス ト 。ダ ウ

ンは、 競 争 の 焦 点 と な る だ ろ う。Diebold調 査 は、 年 間3%か ら5%
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の ベ ース で、 コ ス ト 。ダ ウ ン が 進 む と 言 っ て い る。 同 社 のErnest'

Vor'Sim・on・ デ ィ レ グ タ ーは 、'CRTデ ィ ス プ レ イ装eSO'コ ス ト低

下 を 実 現 化 す る研 究 が 目 下 進 ん で い る と して、 現 在 実 験 段 階 に あ る テ ー マ

を あげ た。

○ マ ン ネ デ わ グ ・オ ブ テ ィ'カラ・・デ ィ ス プVd'・ ・'二一

_∴ 砂 ネ チ ッ グ ・ア ドレ ス'ア ブ ル 表 示 が 南 ε ・一 ピ

○ フ ォ トク ・ ミ",f・)(ph・t・ ・h・ ・mi・)デ ィ ス プ レ イ

……… リア ル'夕'イ ム 。シ ス テ ム 。ベ ース で 機 能 す る'

○ 流 体 デ ィ ス プ レ イ

……… パ ッチ 処 理 ア プ リ ケ ー シ ョ ン お よ び コ ン ト ロ ール 。シ ス デ ム で 低

価 格 に使 用`

'

Oサ ー マ・ク ロ ミ ック(thermachromic)デ ィ ス プ レ イ

…∴・ll現在 の デ ィス プ レイ〔よ り も、 よ う鮮 明 な画像 を作成

なto、E.V.S'i'mson氏 に よれ ば、197-5年 ごろ に は、 この うち最

低 ひ とつ'は市 場 化 さ れ る とい う ご と'だ。

コ ス ト低 下 が 実 現化 す れ ば、'CRTデ ィス プ レ イ装 置 の利 用熱 は 高 ま り

高場 も一段 と大 き くな る。JＬtれ とど もにCRTデ ィス プ レイ 市 場 進 出 を計

る企 業 も、 蒙 す ます 増 加 す る'こ とに な ろ う。 今 で も有 望 な デ ィ スプ レイ市

場 をめが け、 新 た に エ ン ト リー して くる企業 が 後 を たた ない ほ どで あ る。

現在 推 定150社 が、 この 市場 に ひ しめ いて い る と見 られる 。

勿 論、IBM、GE、Honeywe11と い っ た 大 手 コ ン ピュ"一 夕 。メー

"
」bl-"は、 ほ とん ど この 市場 に手 を染 め て お り、 扱 い 高 も大 ぎい6

こ の よ うな新 規企 業 の 参 入 は、市 場 競 争 特 に 新製 品 開 発競 争 を激化 し

て い る。 従 っ て各企 業 の 研 究 開発 投 資額 は,'年 々急 ピ ッチ で増 加 して い る。

1969年 の投 資額 はミ1968年 よ り平均9.4%増 加 し、 利 益 の5～20

%平 均 が研 究 、 開 発支 出 に 向 け られ た。 ごと に中小 専 門企 業 は 、収 入 最低

10%以 上 はR&D費 用 と して見込 ま ね ば表 らない と言 わ れ て い る。

-50二
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な お 米 デ ィ ス プ レ イ蚕 業 の 売 上 げ の う ち、19%は 海 外 向 げ で あ る6主 な

輸 出 先 は、 英 国、ゼ カ チ ダ 、 フ ラ ン ス 、 日本 で、 潜 在 市 場 は 非 常 に 大 きい 。

デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 利 用 熱 が 高 ま る と と もk、 装 置 自体 も 多 彩 な も の が

出 ま わ ら て い る。 ノ ー マ ル な キ ーボ ー ド 。デ ィ ス プ レ イ と ラ イ トペ ン 使 用

の グ ラ フ ィ ック 。デ ィ 云 プ レ イ の 外 、 こ こ1年 位 の 間 に 、 オ ン ラ イ ン ・バ

ッチ 処 理 用 の テ ープ'。 ニペ ト レ ー ジ 。 タ ー ミ ナ ル と か、 ポ ー タ ブ ル 。デ ィ ス

プ レ イ装 置 な ど新 規 な マ ー ケ ッミトを ね ら っ た もの が 出 て きた。

安 価 で ユ ニ ー ク な装 置 を 発 表 し て い る め は 大 て い が 独 立 専 門 メ ー カ ーで

あ る。 例 え ば、 ポ.タ プ ルCRTで は 、Logitron社 が5×7イ ン チ 、

26ポ ン ド11,872ド ル のLogi'port/1を 売 り 出 して い る。

APP1"i'edDigitalData'S・ystems社 は 、 携 帯 可 能 な30

ポ ン ドの 音 響CRTを 開 発 し た。 こ の 装 置 は、5イ ン チ の ス ク リ ーFン に、

1,b24個 の 英 数 字 を表 示 で き る。 従 来 の 装 置 と違5て 、 目の 疲 れ を 減 ら

し、 ま た デ ー タを 読 み や す くす る た め、 バ ッ クス ク リ ー ン は 白 く、 そ れ に

黒 く表 示 さ れ る。'価 格 は3,200ド ル と3,700ド ル の が あ る。 ま た

Vi・t・0趾 ほ、MOS/LSI使 用 あ カ ラ ー ・デ ィ ズ プi;〉イ ・シ ス テ ム

/21を 発 表 、 こ れ に よ っ て 年 間90%と い う途 方 も なh成 長 を 遂 げ た。

SandersDataSystems社 は 、Sanders622と い う

新 卓 上 型 デ ィス プ レ イ装 置 を 発 表 した 。 同 装 置 は 記憶 容 量1,024キ ャ ラ

ク タ、2048の ス ク リ ー ン 。ロ ケ ー シ ョ ン の ど こへ で も記 入 す る こ と が

で き る。Sanders622は 、 鉄 道 企 業 、'自 動 車 予 約 ネ ッFワ ー ク、

工 場 施 設 な どが 全 来 各 地 に 散 在 し て お(り 、・か つ 中 央 の コ ン'ピ ゴ ご タ施 設 を

備 え て い る企 業 体 向 け に 設 計 開 発 され 、 遠 隔 地 に 個 々 に 配 置 さ れ た 端 末 機

と し て 髄 還 る 。'"'し';・ 噛'

三 夕 州 ソ 、レ トレ イ ク のB。eh'igv6i'Ei16'6if`rt・lte曲 柱 は、 タ イ ム

シ 。 ア リ 〃 用 のCRTデ,ス プ`し イ 装 置 を 開 発 して い る.モ デ ルAlph・

一 、。3は
、8。 。 キ 。 ラ?)の9Vタ イ プ ・イ ン 尭 。 ジ ジ 。 ラ 〃 、

;:';'31=



20行 の記憶 容 量 を持 つ。 モ デルAlpha-105は 、1,600キ ャ ラク

タ の デ ィ ス プ レイ装 置 で、 テ・レタイ プ 。・タ ー ミナ ル と プラ グ を通 じて リプ

レイ ス で き る。1行 は80キ:ヤ ラク タ、20行 の 表示 機 能 を持 っ て い る。

以 上N"最 近to目 見 得 した 新 しいCRTデ ィス プ レイ装 置 を紹 介 した。 こ

の 調 子 で今 後 も新 型 モ デ ルが 続 々 と登 場 して こ よ う。 今 後 の方 向 と しては

,CRTデ ィス プ減 イか らvい か に有 効 に ハ ー ド。コ ピ ーを取 るか、 またC

RTに か か わ る新 しい デ ィス プ レイ方 式 が 出 る か な ど興 味 深 い 問題 が横 た

わ っ てい る。 もっ と もCRTに マイ ク ロ フ ィル ム装 置 をつ け、 ハ ー ド 。コ

ピ ーを と る方法 は、 す でに 実 用化 され て い る。 情 報 め 量 が増 え る につれ、

り 　 　

世 の 中 は紙 の 洪 水 に見舞 わ れ る といわ れ て きた。層す で にそ の き ざ しは あ ら

わ れ て い る。 この た め ペ ーパ ーレス ・ソサ・イ ア テ ィ(紙 のな い社 会)を 作

ろ うとい う動 きが 出 てい る。 しか し、 皮肉 に も、 紙 の洪 水 を防 止 す るの に

一役 買っ たCRTデ ィス プ レ イ企 業 は、 今CRT装 置 か らハ ー ド 。コ ピー

を 取 り出そ うと してい る。

さ らに将 来 は、 現 在 の 陰 極 線管 方 式(CRT)に か わ っ て、 マ トリ ック ス

ス 。デ ィス プ レ イ方 式 が 登 場 す るか も知 れ ない。 先頃 開かれ た米 情 報学 会

(AfiPs)1970年 デ ィス プ レ イ方 式 シン ポ ジ ウムで は、 この見 方 が

大 方 の賛 同 を得 た。 そ の 際、 多 ぐの マ ト リックス 方 式 のう ち、 どれ が技 術

的 ある いは コス ト的 に 有 望 か に つ い ては、 意 見 が わ か れ た。一しか し、 なか

で も注 目を浴 び たの は、 プ ラズ マ 。デ ィ ス プ レイ方 式 で ある。

・これ は イ リノ イ工 科 大 学 のDonajdBiter教 授 とEUgene

.Slottqw教 授 の 援 助 で・OwensLIlinois'社 が 開発 した もので

半 揚 明 ガ ラス 上 に設 け た 多 ウ ィング リッ ドに、 高電 圧 をか け て 発光 させ る

もQで あ る。 現 在 開 発 さ れ て いる の'は・128行 、4イ ンチ の装 置 で あ る

が、 近 い将 来 、500行 、10イ ンチ の もの が 可 能 に な る とい われ る。 そ

の特 徴 は、 第1に 価 格 が安 く、CRT・ で は5,'000ド ル す る規 模 の タ ー ミ

ナ ル が2,000.ド ル か ら1,・800'ド ル ま で低 下 す ると見 積 られ てい る。
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第2の 利 点 は 、 コ ン'ピ=L:」'タ へ4)接 続 が、 ず ら と 容 易 に な る こ と が あげ ら

れ るoζ う い っ た 点 か ら、・ と くにCAI(コ ン ピ ュ 第一 タ を利 用 し た 教 育)

で ρ網 齢 興 れ・・吐 ・・イ'大1学にお け るP1…(P・ ・gramm・d

L・giOrl叫 ・頑1…T・a・h・ ・gOpera・i…)

で は、 新 た に プ ラズ マ?デ 硫 ス プ レ イ 方 式 に ょ る タ ー ミナ ル を 用 い る こ と

に な っ ・た。 これ に よ る と・1・ テ レ・ビ
、ジ ョ ン.・ チ・ヤ1ン ネ ル に ・ 、1,0,00台 ¢)

一タ ー ミナ ル が接 続 で きるo

'
・="・/:'1
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川
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Ŝ川、

口 、

ユ

.

.

12

.

A
' .O)..

麟
準
お標徴

拡

た
コ

ア

○
…

.
ハ

.
,

㍉

、

己

ノ

.

.

l
F

、

0
　

ノ

'

・

プ
ア
ン

多

祥

0

S

S

…

S

.

ノ

・

0

S

S　

…

O

O

.

'S
,

惑謙

譲

.

0

S

S

S
,

S
　

S

S

O

O

S

ラ

イ

ト

ペ

ン

0

・

}

'

.

O

.
O

O

0
.

.

0

ヂ」
W ,ド .ス

再
発
生
時

間

S3m脇

S3m8'

ー

S

.」6m.「6　-.、.

、

,

」̀̀

〇
一

.

」

【

「
.

.

㌔

6

.

..
‥

㎜,15

鵬
、
.21

鵬
..21㌧

S2m、9↑.-

S
..6.7血、16㌧

い

鵬

,ー、19●

ザδ.

容

量

安
手)

▼

』

5634

6021

、

0
..081

0

町

柱

餅0,11eo㎡⑮㏄2、DS

一

20784414

687

2410

44

、臼
..

汰3

.

.

、

4

・
・2.0,丁

～
.
、
F

,

ー
工

;
.

種

類
,

y

eanl■-由1

y

eanl・-由1
.

.

.

y

ean

.1"-e-門d

y

e

.anl.-el・d

訂

迦-・-O)ld

y

e

吉
d
.

y

ean-・-舶口

y

eanl・-eld

「

砲C

'

,

苛

ne

∴-・-e-.d

タ

イ

ムジェネレーション

1

☆
ト

、

鵡
…
・3

-

0
∨

量

∨
〆」

「

変

'
.

長
さ

■
ン

乏

㌔

i

-

nle血民

.;－CLOS.、.

一

.

`

FF「

　
.

(

.

8の

』

a
)3畠①日付畠

30

60

60

60

60

60

"4ー
パ

52

、

「
06

丁

.
、・

0

.6

文
字
発
生
技
術
・

D

F・

-

M

M

M

M

S

S
・

S

S

S
㍑

軸

∀

i●

characterssc'cort'd.'16:。11'o'IP=dotS==strokie'島rVft諏onoscope

register・ 十S==Standaゴd"Cp=option十 十SAr=sltahdalone

nance.Somesental .s'・fcquireaminimumlease.

キ=quantityp.・i・es'av・il・bl・ ・

S 60
i
eg「e 8192 3Uneo S S 0

`unlim
1500 460 4-6

D
.60 「

.
A. core'∴,

ち

;二'i・ ∫

・1786

i2K .'

.3uSeδ
,O S

「『』

S O uhlim 12,800 2、85'』 ,4

'
S 60

i

ト ド・≧delay・

1:ihe

㌦:3'84-

.こ1

・]/60:

苧c・

0 unlim 6500 200. 3

一47二



1

、 陰 極 線 管
「文字発生率++

ワ ド
メ ・機

r'.

・
.寸

.三. キサ ス サ スの
1,

ド ・、
ラ タ

|'
馳

カ

1

;;㌃ ・種

..

/

、∴1
:『=

'

一.∵:

ヤ イ
_ズフ

ク ■ 、

ク イ

リ ズ

1ヨ'.・:

ク文

リ字

1容

●

サ(・ 』

窮
ン ∫ ン

プダ

ラ1

名 雁`' 法
ン'
多毛

ン ・;
ン 乙 ・ ン 量 ,

↓ ム1 ,

SpirasSystem8, Irascope D :18 12' 20・0:0 .

Inc. ×.1

DBEO-A/N一 D .13 12 200 60r7

TY ×.1

DBC-A/N一 D ユ3 12 20;00 60r7

TY ×.1
.－L.

」 、

、

.ノ DBC-A/N .一 〆D .13・,.. 、121・ 2000 7
ト

「 TY × ㌦1

D'BC-A/N一 D .13 12' 2000 7
■..-

ri'

TY-360'
,'

×.1
-〉

{

DBEC-A/N.1 D .13

=.

'12 '
2000 7

UL& ＼ ×.1

DBEO-A/N-・

UL-360

Stromberg 1110 D 0,125 ;10× 1079

DatagraphlX,Inc・ ×0.07 10
1'・=

'
L .

..

SUgarman T-6 D 14 1'60・0 8

Laboratorleslhc. diag

syqOr,Inc.
.

Serles300, D .32× 6% ・3:10
'
8 ,1&600

301,302 ・
.25 ×5乃

F

.

SYscomputer Editern1100 D .15× var◆ 96…0 8 5て000,

CorB .11
-.

and and

' 192ト0 .1嘱200・

■.

Editcrm20ρ D .15× 12 256一 8 15360

E .11 diag
`1
920 i15200

ト 「 署

(

Systems 816A,821A C var. 16 315 16 714714

EngineeringLabs. or21

TaskerIIldustrles 9100and C var.・ 孝3(or 2,000 24

9110 ooti二
a

ona1.). .
.'

・
1

9200and C var. 24 -

・9210
、1

TeC獅Inc. 450 D .2× 9% 512 70r 3q720

.28 .…×6搦 8

460 D .125X 9% 1024 70r 61,440

、
..187 ×6乃 8

一48一

■

噛● ダ

●

レ



●

●

L

引

き

渡

し

∂

⊇1

ヨー

"

、
、
「

・

↓21

.

弓3
」

1

3

↓2

3

迫'「.

6

弓2

弓2

+
十
十一月間レ

ン

タ
ル

料

r
・

～

'F

「1

50
'1

351

一

8q}181

00ぼ

1.、

群破

片
㎡
榊

9549

95
一44

95
.64

95 ,,59

一

5↑り442、7・75

oo
‥茸 、

oo

ゴ66.

一

〇〇〇〇〇5〆◎4

一

〇'UOピU5
・23.2

50592

9318

7621

竃羅

'
1

1

31

31`

咽1

24

砿
＼V」

品

「

1

㏄

61n◎、

16」

'

4

.

■

ゾ

F

6

一

'

6

30
㍗

'

30

當
準お標徴

拡
張
さ
れ
た
コ
ア

♪

0

」

O-

・

0

0

,

皐

㍗↓

・

プ

ア
ン
ク
シ
ヨ
ンキ

ー

S

S

S

S

.
O

S

S一

S
、

S

l

O‥

S

S

O,-

O

吋

受

註・
ほ

隠
電

S

S

S

S

S

S

S

S

S

・

S

S

㍉

0

S

S

S

S

S

ラ

イ

ト

ペ

ン

.

1
皐

・

.

.

r

C

S

S
」

'

ヂの
戸
ス

再
発

生

時
間

川̀

額

解

悶

Ω

脇

㎜.-o

S5m口

S5mΩ
r

.

鵬16

加,16

60

」

鵬22

ぷ22

1
容
量

8

2810

2810

臼10

鎚10

「

OO2

.0,/
,1

一

80怒

0016

,
24

、10

0
∀0
,

δ6n29a91

'
.
一
.

0ρ0り夕599臼-

9640

9640

125

-

別10

一

量褒ぶ

種

類

可

聴-.leld

W

nel・-eld

鯉

ne-・-eld

鯉

聴-・-こeld

、鯉

ne-・-e-.d

W

聴-.-eI.Td

y

eanl・-ρ》-d

S

‥0・工M氏

可

ne-.-也1

－

S
IMo郎

－

S

T〈OSML

↑民

田砥n

鵬C

陀co

「

l

osM

㏄M

.

タ

イ

ムジェネレーション

ぞ,
..

」

`

,

肌:‥∀

54

35

長

さ
・

■
ン

老
「

a

`

㏄V

8

8

(
.

8
の

」

8
)ぷ畠Φ日㊥」』

60

60

60

60

O

い6

'
`

0・5

'
川

鯛

60

60

60

㌧

50

50

60

60

十+

+文字発

生
技
術

M

.

M

ぷ

M

M

砿

へ

O

D

D

D

D

〉チD

メ

'

S

.

S

1

…

D㌧

.ノ

D

}

一49一



,
'1"陰 極 線 管

ト1 文等溌 ヨ三畢 十十 /
メ 機i

・
.』　 「:'・

:寸.:'`』 工.、 「

キ サ'・:㌃スiサ'::ス の.

.ワ'層'

∵1 ラ タ

|
1.

..ご・1い 、・'種

1「 ・

ヤイ≡グ イ ク文

「.'

:;こド
( シ ・ ン.,

カ

」

名

'二 '

三ll'/

ぶi∫,.、
・ 〃ai

'

'法

ラズ.リiズ リ字

1茎惚 竃模.
一 ■'.'ぐ"-

;'・

ざ

ビ ・1

ツ

ト 』

,ダz
フ

ム1

4701' D

る}1;蹴536
70r

8

'

92160

、

…1:

. 400 D var・ 、.・・i=1・21・ 乍536
.

.」':

8 i
.'

L

..5..1i 1

・ ■-...」 「1 _∴...

.恒ktr・ni蔦i6Cい
T40021

,ミ ーi
i;D "『 職 βroo

I

8 50005000

¥
「」i

三
1

UltfonicSyste:血s
.

Corひ

i
Vlide㎝a$t6ピ

i7000i

iD7
:

a

.:12S'`・7i↓6i:三i」 ・960「
i×ro-:

`

10

)

、

i;'.
撒 …

'
L.'.L

1

i
UnicornIne6:㌃ D恒 叫iれ

ii
㍑ぴ 。i。f.・・産 ・1蜜60.

:i才 ポ800

:
8
「

・2500

.
」一 」 」A ....,..』.P.,.,r,.《.「

r

1.

univaCDiv.i∵ ≡ ・己i
,.,」llつ'・1

8hi・C・P・io6
r

1

1・.
.,

・D

r ..',

0.:15× ・10'"'1::'512

0.113×'ち:}Or

8 6qoOO6α000

」 w.

.

_1024
;
1

;

嘔 i.

、 岬scopeO⑪..
i

pi
」・.

0.15×10512「
0.113×5:F:'or

8
,

6qoOO60000
～.'ミ

1

....'..1 「..← ・.「 「 「

.一.

=1024

A

』

VeetorGeneral'

C、.-

・bDL1=']:`ll
.

}-C ■'
var.'2ゴ'哀300 16 v.ar.':10

Inc.' : diag∴" :Usec
「 一...■{」..

,

」・炉PL」

videoSyStems』`

「'
lvyST10001

.

D『 ・25'12'』 「'「6'48
Σ

7
.

3i8L30}0383i30;
=

Corp.
.1..iし ・

× コ7'』 ろ …
,1

1

!:

..

`・

VST12σ0'・
`

1)…;

.9:2×
.12.:11296

、='= ・

:7
i,-
7i{ミ6`60?{S660・

"・1
ユ'「 ドll

プ!1 'ゴ .、 ・ll二 1
.

「

1

!

1.

v'`=.

1'"「

-'VST:2"00一 〇痴
」■

i5〔000
㌧.

'D'

■.

】2× 』.'1212916

」1-『""!')1"
ll

7・ し76660.
.

.

Wyle'L『aborator1.e葦 葺:`1'唱
い1'ト ・":《1「 ・.

「
8:0』0'"C'om戸u-

temmal・ ・

D
`
.1×1296'0

:14'"'

7
"g600』

1

XerOx'Dataこ"1'r1""'

Systems,Inc.

7'580

-・ll1

C
'var

.10×var.

fO`:」1

32

1

11,80014300`・

… '

]

・…'」 ・ドiミ:=

.D-desk、 。P㊤,.。n、 ・1・ ←,。.tl。b1。 …'i・1 .

mS-m;difi・d・t・ ・k・M・S…-MdS・hifい ・'9一

提 欝 跳 ・ぽ'・9:9:ll'i蕊ml'n『e'一

二'50-』

A

◆

●

■



1レ'

冑

.

.

.

..

～
引

き

渡

し

∂

撒
-

弓3

づ2

2

1

1

6

6

3

1

1

1

4

6

恒≡い

「.

.

∵

.

+

‡

.・
、
・

.

月

間
レ

ン
タ

ル

料

.

「

r

.

.

.r.↑,」、

551.

、

%5

一

80

0

.
,
,
.ら35

5

、7

77'

白4万小

'.7
㌔

30「.吐̀0・9
.

ジ

・＼十十ピ十

全
ル)

十.買い取りべ価格

.

」.

臼24

.
r
.

⌒

3当m9
、
.・05/パ士1f

`

「

ー
シ

0
.別「8・

別"

㌦

50～27

95
齢

(劔

401,,.5.-

・

oo鯛1

↑

「

09

..
、9」2.

す90"39、

,・
,
↓

0

・00リリ9∴qO4∴・3

一

価009;06.643

叩59.

4牛

.

++

イ

の

教練.イスプレー台の装置に接

30

'

-

.}qO.・
'.

1

10

31
,

.

Ω

4

,

乙

三職、

⊆
W

ピ垣

品
、

ば
パ

欝 拡

張

され

た
コ
アファンクションキ

ー喝鵠パ畠

遵

遍癒
」..

C

0治

.

..

り

しO

'O
t

1.-・.

F

、

S
・S「「

㌔三、.

、
』∴SS

.
,

.

」

、

∴

SS

ボ.

.

F

O.

㌧O

'

F

F

0ごO・0
.

.

.

-'-

O」∧)凸OO

`

、

.

SS'

・

SS
'

■

.

S砿S

1、

OS
・

SSS

ヂWトス

」

.

.

再

発

生
時

間:3

ヒ
、.
」

/謡レ!

容

量
(文

字
∀

".

r
.

ぷ㍑
噛
(0

、日1
■

・
.

.
国

:

冨∴己Os30,3

か6臼91

狐

ミVI..

一

〇
.00.08に4

1
訂

」

2-

C
τ
託"泊4い02∵-㌔ぶ

「

<.`

り一

'、.、7ソ.24.
へ

10

F

82
(U

、

逗は
.

V

3

S別m9612

(
d

S3.m8".12.
一

、

.

3

S.,3m.&」64981.251ふ一

、

609

'式

kO.只∨t9】1

量変

種

類

.」

.

タ

イ
.
ムジエネレーシヨン長さ■ン老.

.
.七

⌒

`

艮〔
1
.

3

鴎瀞

§畠

び

〆十十十̀〉文字発生技術

&OM」∴0

,

熔
ご.
、

.
「..

弦
/..

Sm
品

.
一」「i"'.

一

60

、
層

も
○

.

.

㎜

・8.

D
"ζ

鯉

聴-・-eld

S

600D

SO

乙
パM&一

、ミ、一..'

60

.
'

・

「

、

`

D
、
」

"
…・
、
'

、

隈
㍉C"

,～

「

(

60
㍉己

正
C

、.」

胴

・

い60・…▽S

l

.

'

r

ぬ
司

.

C才5e
二2田.o、0,

6

Pいー
、

」

ポ

'

3
「

∴

S

∴m∴

可

聴1●-C>ld60D

訂

ne-・-e.ld

・

'

.

.

・

∵

い60.パD

.

町

nel・-eld

'

⑭

、
-
⇒

δ

〔

.

S

「Mo㌣一

、

.

60D・
"
唱

甲

砲C-■
-0

1Cり4

」.

.凸

.

-O,-tUfか6S

'、

p
`

dh'araetersper:'sもc』Ond・ ● 。D==dott・ 二S呈=Strokば ・ ≡M≒mono・sσoPle㍉}

;:1:、「s:㌃sl器 蕊,ぽlllo:m増 嵩i蒜 ∫∵㌻㌔ 一
#Frqu・ntity .prig・.savailable・,… ∴ 口 .、、。 ☆ い ・㍍

一5'11
.－

L



]D」 ミ ニ ●コ ン ビ ュ タ …1

a.ミ ニ コ ン ピ ュ ー タの 特 徴

短 的 に い え ぱ 、 ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ と は 次 の よ う な コ ン ピ ュ ー タで あ る。・、

価 格 は5,000ド ル(180万 円)か ら20,00・0ド ル(720万 円)の

範 囲 で 、 エ ーザ ーの ス タ ッ フ に よ っ て 保 守 で き、ピ ン ピ ュ 一 夕 の 専 門 家 の

手 を わ ず らわ さ な く て も プ ロ グ ラ ム を 組 め 操 作 で、き る コ ン ピ ュ ー タ。 技 術

　 ご 　ら

的 に み る と、 小 さ な ワ ー ド ・サ イ声 と最 小 限 の コア 。 メモ リ を備 え 、 磁 気

テ ー プ あ る い は デ ィ ス ク の 記 憶 装 置 や ラ イ ン プ リ ン タ ー とい っ た 数 多 くめ

'付 属 装 置 を 接 続 で き る 他 た
、 別 の'コ ジ ピ ュ 一 夕..など との 通 信 もで き る コ ン

ピ ュ ー タ と い う、こ とに な る 。 、い..、 … ピ 、、

肋 ども・ ・-9
1ンr－ 二珠 空 調Cき ぽ 計算セ"畦 るr'

大 型 コ ン ピュ ータと は違 う。 ミニ どい う名 前 が 示 す よ うに大 き さは、 普 通

の事 務 用 タイ プ ライ タ ー程 度 の もの だ。 大 き さば か りで な く・ そ の機 能 も'

手 元 に置 いて 使 用 す る とい う性 格 上 、 タイ プ ライ タ ーと同様 に大 げ さに空

1謙 とか は徹 る必 要 厳 い山'型 で軽 便 とピ,r特 聖 上va肝 心 な点;tt・

安 価 な こ とだ。 事 実・ 大型 コン ピ ュ ータの ビン ぞル料1ヵ 月 分 「『1ミ 〒 コ

、ン ピー ・樽 入 で きそ の で あ る○

ミニ ・コ ン ピュ ータの プ ログ ラ ミ ジ グ吐 だ ら売 いが 簡単 な ものが 多仏。,

た とえ ば、.FOALと い う対話 型 プ ロ 久 ラ ミン 久 で き る よ うに な る と㎏ う
ロ ト シ

し ろ.も の で あ る。Il .tt,-1・ 一 ,1

こ う した ミニ コ ン ピ ュ ー タ の シ ス テ ム は 、 メ ー カ ーに よ っ て シ ス テ ム 構

成 が 各 種 各 様 な の が 現 状 で あ る が 、Di,gitalEq.uipment社 の

基 本 シ ス テ ム は 次 の3種 類 で あ る と さ れ て い る 。

ま ず 中 央 処 理 装 置 。 これ は 少 な く と も4,096語 の コ ア ・ メ モ リを も つ 。

雄 テレ殉 グライダーのよほ 人助 雌 ・そして実用的轡 願 のプ

ロ グ ラ ム と な っ て い る。 以 上3要 素 が な け れ ば 本 当 の 汎 用 コ ン ビ=.・71タ と

はいえ施 ので あるが、,一,ン ピ∴ 。.ジ.が の多 くは垣 基本 的

一52一



、

●

な ミニ コン ピュ ぶタ 。シス テ ム に入 出力 装 置 を入 れ てい ない の が 実 情 で あ

るo

周 辺 装 置 の 種類 は、 ミニ コ ン ピ ュ ータ とい え ど も大型 シ ス テ ム と同 様 数

多 く考 え られ、 理 論 的 に は4,096語 の コア 。シス テ ムの コ ン ピュ ー タは

4,000台 ま での 周辺 装 置 を接 続 で きる こ とに な る。 現 在 市販 され て い る

最 大 の ミニ コ ン ピュ ータ ・シス テ ムは、9種 類 の 周辺装 置 の オ プ シ ョンが

あ る。 しか し大 半 の ミニ コン ピュ ータの 周辺 装置 の数 は、 きわ め て少 な い。

ミニ ・ンピゴ タの最大長所 である経離.靱 性 を生かす 鋤 である・

一 定 限度 以上 の周 辺 装 置 は、 ミニ コ ン ピ ェ 一夕の 性 能 を殺 す こと にな る の

だ。

こSに 、 ミニ コ ン ピ ュ ータの ビ ッ ト数 が 少 ない理 由が ある。 大型 機 の

24～36ビ ッ ト、 中型 機 の]6～24ビ ッ トに対 し、 ミニ 。コ ン ピ ュ ーー

タ の ビ ッ ト数 は8か ら18で あ る。 この ビ ッ ト数 の 少 なさ が複 雑 な プ ログ

ラ ム作 成 を 困難 に し、 ミニ コ ン ピ ュ ータの・経済 性 を維 持 して い る。

ミニ コ ン ピ ュ ー タの 良 さ は卒 なる 日 々の業 務 を手 軽 に処 理 す る こ とに あ

るの で、 大 容 量 の 記憶 装置 や精 巧 な プ ロ グ ラ ミン グ を要 求 す る の は間 違 い

で あ る とい う意見 もあ る ぐ らいだ 。

もっ と も ミニ コンの 定 義 は これ で よ しとす るわ け には ゆわ ない だろ う。

言 っ てみ れ ば それ は大 ま か な イ メ ージ の よ うな もの で、 ミニ コ ンに含 ま れ

る機 能 と機 種 につ いて は表1の よ うに も う少 し細 分化 した もの を掲載 して

お きた い。 一

☆ プ ロ セ ッ サ ー

・ 典 型 的 な も の と し て は 固 定 ポ イ ン ト、 シ ン グ ル ・ ア ド レ ス 。 イ ン ス ト

ラ ク シ ョ ン

・ セ ッ ト ーi掛'算 、 割 算 、 ラtir－ テ ィ ン グ 。 ポ イ ン ト、 特 殊 な イ ン ス ト ラ

ク シ ョ ン 　 '

・ ワ ー ド の 長 き 一8
、i2、16、18ビ ッ ト

ー53－

o
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.ジ エ ネ ラ ル.レ ジ ス タ ー

:1'Rtイ クr7ロ グ ラ
.ミ ㌘_ .

☆ メ モ リ=

,・ ・,・P .・ 三 ・3… …L'・'

・・.・ 一 門 ク ・セ カ ン ・ ニサ ・ クノレ∵ タ縮 ぽ ・

1・ア ・リ ジ ン グ ・モ ー ド1;ペ ージ ン グ訂 ン列 レハ ・ イ ンァ・・ク

,・ ・ モ リ ー ・ プ ・わ シ ・ ジ ニォ プ ジ 』'ン

ミニ ・ ンの機 能 と機 種

第 ・ ・r:』 類 』
1'

要 ・ ・求 ご ・ 機 能
コ ン ト ロ ーノレ、 デ ー タ 。'

ア ク ィ ジ イ ジ ゴ ン ξデ ィ ス プ レ イ
一)」 「

,三.ワ ー ・ド の 長 さ

・

プ ー

8,9,10,12,ビ バ こ『あ る 種 の マ シ
一 'シ についそは 卍6ピ ット 三

,・1"'

メ モ リ ー 。 サ イ ズ

:〔,.二 会1さ

1,000'『 か ら8,000『 ラ ニ ド 『

1ρ ン

・・{『'
.・ ブll・ 『'一.・}

'、

.;一 メ・モ.り ∵ .ス ピ ー.ド
1.6～8'マ イ ク ロ セ カ ン ト"『

「 、 「
'・

:三 β'シ ス'ト ラ ク シ
ョ ン 。 セ ヅ ト, ,巨 ン ト ㌣ ツ ヒ、・オ ㌍ ン テ ィ ぎ ド ・

掛 算 、 割 算 、 プ ロ 」 テ イ ン グ δポ ィ

ン ト、 特 殊 イ ン ス ト ラ ク シ;白 ・ン(ソ

フ トウ ェ ア)

イ ン プ ッ ト/ア ウ トプ ッ ト 。'チ ャ ン
、

不 ル

ノぐ 一 テ イ 。 ラ イ ン 。 ス ・タ ン ダ ー ド;

マ ル チ ブ レ ク サ ー 。 オ プ シ ョ ン;D

MAオ フ'シ ョ ン が 時 に 提 供 さ れ る 。
`

! ・、 パ ・∴'

イ ン タ ラ プ ト 。 シ ス テ ム. .

、 ち

ソ フ ト ウエ ア で コ ン ト ロ ー ル さ れ た

プ ブ イ オ河 イ:テ イ パイ ン タ・ラ プ ト

一54一
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、

☆ 入 力/出 力、 、

.マ ル チ プ レ ク サ ー、『ゼ レ ㌘ 一 ・チ ・ シ'ネ)ジ

.プ ラ イ オ リテ ィ 。イ ン タ ラ プ ト 。ス トラ ク チ ャ ー

.DMA(ダ 行 パ ・ン 副 詞 ・ア ク セ ス):-1:J'『

・多 量'∂周辺 装 置 の だ め め プ'ド レ ッ シング能 力_

。 リ ア ル ・ タ イ ム 。 ク ロ ッ ク ・ オ プ シ ョ ン

r中7

・・「 一 ・,、 ÷ ・

第 ∬ 類
1第1類 に 加 え て デ ー タ 。

リダ ク シ ヲン・ 分 析 、,,

第 皿 類

第1、 皿類 に加 え て フ'オ ァ

ーグラン ド/バ ッ クグ ラン ド 。,モー ド

12,16ビ ッ ト

・ 、シ 参 、.・

こ.ト ー

16か ら18ビ ッ ト

〔.,,
F■ 、

16,000か ら'3『2;ぴiOO;ワ;一'ド:

`:
吟

32.… 、 愈4,… な い 四 .、.

、131,000ワ ー ド.、 、、,、、.,:

v

.・;,'.・

:1 .5～2マ イ ク ロ セ カ ン ド'
0、0乍 ∫1.5〔 イ ク.買 主 カ ン,ド::.1_,

「

,コ ン トロ ール 。オ リエ ン テ ィ ッ ド;

:掛 算 、 割 算 、 フ ・ 一テ イ'ツ グ.ポ イ

ン トお よ び 特 殊 万 シズ ト…ラ グ.・シゴ ン

n(1:… ∵i
－

科 学 額 び ・ ン ト・∴ ノ品 川 、王 ンア

イ 。 ド ・掛 算・ 害慣 、フ ∴ 二・テ.イ㌘ グ

.ポ イ ン トお よび 特殊 イ 叱か:ラ4シ
・'` .タ 『.

(』ハ ー ド ウ エ ア 。オ プ シ ョ ン 』う
ヨ ン 。 ス タ ン ダ ー ド.

パ ー テ ィ 。 ラ イ ン 。 ス タ ン ダ ー ド;
パ ーテ ィ 。ラ イ ン お よび マ ル チ プ レ ク

掛 算 、 割 算 、 フ ロ ーテ ィ ン グ 。ポ イ

ン トお よび 特 殊 イ ン ス トラ ク シ ョ ン

サ ー ・ス タ ン ダ ー ド;DMAは 通 常 オ

プ シ ョン 、 時 に ス タ ン ダ ー ド タ イ プ で

ピ ・一 ドウ エ ア ・オ プ シ ・ ン)
提 供 一 一 一 』「

㌧1ノ ノ 、
r・

・L

.ゴ1・ ㌧'

'-

、 ㌻ ∴;..・ 、・"、 ・ ・ 、 」 一;

自動 プ ラ イ オ リ イ テ ィ 。イ ン タ ラ プ ト
.～『7「;
。 シ ズ テ ム ・　一

～ く 『『v.、 ち 、二.「 皐τ

一
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DigitalEquipment

CCD/Honeywell

Hewlett-Packard

Varian

IBM

DataGeneral

MicroSysterns

GeneralAutomation

ComputerAutornation

BusinessInformation

Technology

Interda'ca

DataMate

GeneralElectriC

GRIComPuしer

SPIRAS

Lockheed

∫閲[otorola

Raytheon

Redcor

Xerox1)ataSystems

SystemEngineeringLab

Tempo'

TransistorEleetronics

Westinghouse

Viatron

PDP8L-S8500

PDP11/102-S8900

H'1122-$7200

HP2114A-$10,500

520-1-S7500

NOva-S9200

MS18ユ0-S8100

SPC122-S7600

PDC208/808-88000/7000

482-S9310

Mode11-$5850

Mode1909-$10200

MDP-1000-・S9250

Mode1704-$10,950

Mbdle・ 」}2i40-S-・-6000

●

■

b. ..、ぐ ん と 伸 び る タ:ミ ナ,ル 利 用

t'"一
・一 ・ ン ピ ・ 一夕剛 用分 野 を ・つ に大 男・1直 るe・ 生 意 研 究 分

野、 デ ・・タ通 信 分野 、 教育、 タイ プ セ ッテ ィ ン グ、 ビジ ネ スの 各分野 で、

1969年 の 時 点 で ほ、 出荷 額 は この 順 序 を とっ てい る。 す なわ ち1969

-56一
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●

PDP81-$12.800

PDP11/20-'$10,80G

PDP12-,91 .4,900

DDP316-S11,400

HP211 、4B-810・50..q 、

620-1-811.500

Supcrnova-S13,000

MS182-S12,500

SPC16-Slo,ooo

PDC216/816-$14,90Q/12・OOO

483-$9760

Mode13-$10,600

Mode130-1/2-$11,800/14,960

Nlode1909-$13,000

Mode1703-$15,000

RC70-00-S14,700

CF16-£17990

Tempo1-$15,000

TEC520-$13,800

Prodac2000-S10,000

PDPgL-$19,900

PDP15-$16,500

bDP4=16-$ゴ6,goo

,DDP516-S25,000

HP2116B(8K)一$26,000

System3-$～21,000

System18/30-$18,000

亙∫odel4-S12.600

』近ode116-$16.850

Mode1909-S～18,000

Mode165-$14,300

16-$11,950

706-$19,900

RC70-$2ユ.500

CE16-$18.000

SEL810A-$18,000

出 典(A・th・ ・D・Littl・)

●

年 の 出 荷 額 は 生 産6,000台 、 研 究 開 発 約22.000台 、 デ ー タ 通 信 約

1::::1・鱈 ㍑ ㌍ 字 テイ"約4⌒ ビ　 約
'一"∵
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間

荷

台

放

こ の 予 測 の 中 で 注 目 す べ き こ とは ビ ジ ネ ス ・ア ブ リ ヶ ニ シ ョ ジ の 伸 び で 、

あ ろ う。1969年 に450台 で あ っ た も のが 、1970d年 に は は や ぐも

2・300台 ・1972年 に は な ん と.3・800台 の 伸 び を示 して い る。 さ ら

に これ とな1らん で大 き、な成 長 ぶ りを見せ て い る のが デ ータ通 信 の 分野 で あ

　 し ト へ

る。 こ の 分 野 で の ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ需 要 は1973年 を 境 と し て 、Lビ ジ ネ

ス ・ア プ リケ`,"・.Ygン ニをbよ うが し、1974年 に は7,450台 に ま で 出

　 イ ヒ バ

荷台数が伸びるだろ うとされ てい る・(参 照)＼ .言
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川69～ ぼ7砕 までの ・r

、パ ・一川 …品 数糊

と ころで タ ー ミナ ル ・コ ン ピ ュ ー タとい うこ とで ミニ コ ン ピュ ー タを な

が め てみ る と、 デ ータ通 信分 野 で の利 用 が 急増 す る とされ て い る よ うに非

常 に有望 な装 置 で あ る こ とは ま ちが い な い。

§
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熈
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摩羅

19ソ1;
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.・ 、

c.激 化 す る 市 場 競 争

ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ の 出荷 額 はf9'6i8年 と1t'"969年 の 間 に お よそ75

%が た 上 昇 した 。 産 業 お よ び デ ー タ 通 信 む け の 出 荷 が 伸 び て い る こ とは 前
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に も述 べ た と お りで あ る。

総'出 荷 台 数 は1969年 に600台 で あ っ た も の が 、1974年 に は

35,000台 に ・な る と い う。(ArthurDLi.ttle・ の 調 査)

Dieboldの 調 査 に よ る と.'こ れ が1970年 に13,000台 、1980

年 に10万 台 と い う ピ と に な る。 ・'・

一 方 ミニ コ ン ピ ュ ー タの マ ーケ ッ ト 。サ イ ズ を金 額 で 見 た 場 合 、1970

年 に は1億2沿00万 ドル で あ っ た もの が19…80年 に は1・0億 ドル マ ー

ケ ッ トに な る と い う。(Diebold調 べ)

IBMを 含 めごた 大 型 コ ン ピ ュ ー タ 。'メ ーカ ーは 、 ミニ コ ン ピ ュ ー タ の 価

値 を見 越 せ な か っ た 。Digital・Equipment社 が ミ ニ コ ン ビ=一

夕分 野 の 先 駆 者 で あ り、5年 前 と 同 様 に ほ とん ど 最 近 ま で、 同 分 野 の3分

2シ ェ ア を 持iっ て い たo

し か し今 や ミニ コ ン ピ ュ ー タ 分 野 に 進 出す る 企 業 は 多 い 。 が デ ィ ジ タ ル

・土 ク ィ ッ プ メ ン ト社 の 市 場 シ ェ ア が4・0%を や や 下 回 る 程 度 まで 落 ち た

とは い え 、 そ の ミニ コ ン ピ ュ ータ 販 売 高 は ラ イ バ ル 企 業6社(ビ ュ ー レ ッ

トぽ ・パ ッ'カ ー ド、 ・パ リ'ア ン・。デ ー タ、 ハ ネ ウ ェ ル 、 シ ス テ ム 。エ ン ジ ニ ア

リ ン グ ・ ラ ボ ラ ト リ ーズ、 ゼ ネ ラル ・エ レ ク ト リ ッ ク、 バ ロ ース の 各 社)

の 総 販 売 高 と、 依 然 とし て ほ とん ど大 差 な い の だ 。 ミニ コ ン『ピ ュ 一 夕市 場

の 残 り'20%は 、 潅 ん ダ ー ス と い うメ ー カ ーが わ け あ っ て い る。'tt

将 来 、 こ う した ミニ コ ン ピ ュ ー タ の 市 場 分 布 は 変'1ピ『す る で あろ う6そ れ

は プ ロ'グ ラ ミン グ ・サ ボ'一 ト と マ ーケ テ ィ ン グ に 対 す る シ ズ デ ム`。 ア プ ロ

ー チ どへ の 需 要 の 増 大 が 、 ミ ニ コ ン ピ ュ ータ 市 場 に 大 型 コ ン ピ ュ ー タ 。メ

ーーカ ー を 呼 び 込 ん で い『る か ら だ。 特 にIBMは360/20、 『1130、

1'8'00モ デ ル に シ ス テ ム/3、 さ らに 本 年11.月 に 入 っ て シ ス テ ム3/

'
モ デ ル6、 ㌧シ ス デ ム7'を 追 加 した こ と に よ っ て 、 本 格 的 に ミ ニ コッ ピ ュ 一

夕 ・ ラ イ ン を 拡 大 す る 気 構 え で あ る 。

最 ・新のIBM二1ユ 」'一。・モ デ ル2台 が 発 表 さ れ だ と き 、DECの 株 が37・5
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セ ン トが た 横 す べ り して61.87ド ル と な っ た。 こ れ に 対 してIBMの 株

は55ド ル と な っ た。 こ れ に 対 し てIB'Mの 株 は55ド ル が た は ね あが り

296.5ド ル に な っ た と い う。 特 に シ ス テ ム/7に つ い て は シ ス テ ム/3

の 下 を、 つ ま り本 格 的 な ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ 市 場 を ね らっ た も の と受 け 取 ら

れ て い る。 値 段 は16,000ド ル で 、 モ デ ル/6の 方 は 月 額 レ ン タ ル 料

1,035'ド ル で 、 売 り値 は48,250ド ル 、 出 荷 は60個 以 内 と い う こ と で、

ベ ー シ ック 。コ ン パ イ ラ ーは 月 額110ド ル で ラ イ セ ン ス 。

両 方 の ミニ コ ン ピ ュ ー タ と も に、 性 能 の 高 い 通 信 機 能 を持 っ て お り、

IBM1120、360お よ び376シ ス テ ム と の 完 全 な 互 換 性 を 持 っ て

い る。 こ の ね らい は 新 ミニ コ ンhsIBIVIの マ シ シ で 構 成 す る 大 規 模 ネ ッ ト

ワ ーク の タ ー ミ ナ ル と して 機 能 す る こ と を 計 算 に 入 れ て い る こ と は 言 うま

で も な い。

IBMの こ の 一 連 の 功 勢 は 確 実 に 各 ミニ コ ン ピ ュSタ ・ メ ー カ ー の 脅 威

と な る。 す で に シ ス テ ム/3が 設 置 台 数 約670台 、 受 注 台 数 約7,500台

を 順 調 な 出 荷 状 況 を 伝 え られ る 所 で あ る。

実 際 に シ スf'ム/3の 存 在 で す ら業 界 に す で に 大 き な 影 響 を与 え て い る

と 言 わ れ る。 そ の 第1は シ ス テ ム/3と 同 ∨ ベ ル の マ シ ン で コ ズ ト/パ フ

ォ ーマ ン ス の 高 い も の を ぶ っ つ け る メ ー カ ーが 出 て ぎ て い る こ と。 た とえ

ばSinger社 のFriden事 業 部 は 本 年4.月:に 小 型 コ ン ピュ ー タttシ ス

テ ム/10"を 発 表 した 。``

ま ず 価 格 で あ る が、 シ ス テ ム/3が カ ー ド 。ベ ース で42,375ド ル 、 デ

ィ ス ク 。ペ ース で61.475ド ル で あ る の に 対 し、"シ ス テ ム/10"は カ

ー ド 。ペ ース の 標 準 編 成 で44 ,000ド ル 、 マ ル チ ・ タ ー ミ ナ ル 。デ ィ ス ク

。ぺ_ス で42;250ド ル で あ る。2た コ'ア 分 割 方 式 お よび プ ロ グ ラ ム 。セ

パ レ ー シ ョ ン 方 式 の 採 用 で 、 オ ペ レ ー ジ ョ ン ・シ ス テ ム が 不 用 と さ れ て い

るo

さ らに シス テ ム/3の ね ら うお客 を横 ど り し よ うと してい る。 一も うひ と

⇔60一
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つ の 野 心 の 高 い ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ が そ の 後 に 発 表 さ れ た 。 そ れ はHetro社

のS/1で 、 シ ス テ ム/3の 性 能 に 匹 敵 し、 しか も価 格 が 半 分 と い う も の

だ。 こ れ は 非 常 に 高 速 な イ ン タ ーナ ル 。 ロ ック(15メ ガ ・ヘ ル ツで 稼 動)、

5'0ナ ノ ・セ カ ン ト●、64バ イ トの ス ク ラ ッ チ 。パ ッ ド 。メモ リr・(2 、56

ま で 拡 張 、 リ ー ド ・オ ン リ ー ・メ モ リ ー設 計 の 最 適 化 を 助 け る ブ ッ シ ゴ ・

プ ル 。イ ン ス トラ ク シ ョ ン の3つ の 特 徴 を備 え て い る。

第2の シ ス テ ム/3登 場 の反 響 は 値 下 げ 競 争 で あ る。 この 傾 向 は シ ス テ

ム/3発 表 後 の 昨 年 の 秋 、FJCC前 後 に 起 こっ た が 、 あ な が ち シ ス テ ム

/3の せ い で は な く、 全 般 的 な ミ ニ コ ン ・ メ ー カ ーの 過 当 競 争 が 原 因 で あ

るの か も しれ な い 。 しか し 大 手 ハ ー ド ウ ェ ア 。メ ー カ ー ×D'Sの ミ ニ コ ン

CF.1-6が12,890ド ル か らひ と息 に7,990ド ル ま で 値 下 げ し・て 注 目 を

浴 び た。 ま たComputerAutomotion社 は モ デ ル216を38%

ち か く、 プ ラ イ ス 。カ ッ トす る と発 表 した り して い る。 こ の 動 き は

HewlettPaekard、DataGene'ralな ど数 社 に 波 及 し て

い るo

そ して197'0年 の7月 に 入 っ てDECが 動 い た。 しか し、.そ の や.り 方

ま

は 既 存 の マ シ ン を値 下 げ す る とい うの で は な く、 新 機 種 を 最 低 価 格 で 出 す

と い う方 向 ・を と っ た。=ユ ー モ デ ル は"PDP/8E"'を 呼 ば れ 、:・'?の価

格 は な ん と4,990ド ル(テ レ タ イ プ な し)。 現 在 市 場 に 出 ま わ っ で い る マ

シ ン で 一 番 安 い も の だ。

PDP/8Eの サ イ ク ル 。タ イ ム は1.2マ イ ク ロ セ カ ン ドで、 基 本 メ モ

リ ーは12ビ ッ ト40,967ワ ー ド(32.768ワ ー ドま で 拡 張 可 能)こ の 新

機 種 は"Omnibus"'と も呼 ば れ い くつ か の 端 末 イ ン タ ー フ ェ イ ス が

10.5イ ン チ ×19イ ンチ ×24イ ン チ の キ ャ ビ ネ ッ トの 中 に 収 め られ そ い る

の が 自慢 の 種 で あ る。 ・

さ て 「1970年 代 後 半 に50億 ドル に も な る と み られ て い る ミニ コ ン

ピュ ー タ 。マ ー ケ ッ トは あ る 意 味 で 限 界 に き て い る。 本 年 末 ま で に は75
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い 社 に もお よぶ 会 社 の 乃 が 淘 汰 さ れ る だ ろ う」 米 業 界 誌 「エ レ ク トロ ニ ク ス 」

tの シ ョ ッ ク な レ ボ ー.札 で あ ・る。 一 、./・ ㌧'1

、.・ 業 界 再 編 の 原 因 は 、'こ れ ま で 述 べ た 過 当 競 争 の き ざ しお よ び米 国 全 体 を

い お お う こ こ 当 分 の リセ 吻シ ョ ン(景 気 後 退)が 展 開 に あ る た め と じで い る

が、 こ れ に 高 い 利 子 率v・資 本 市.場 の 縮 小 と い う お ま け が つ い て'い る 。'じ か

し年 率35～50%と ・い う成 長 産 業 に 身 を置 い て い る 業 界 の 大 多 数 は き わ

め て 楽 観 的 で あ る。'ド',・ 、

た だ ひ と つ 深 刻 な,表 情 を し て い る の はDECだ け だ と言 わ れ る。

'な ぜ な ら 同 社 の 市 場 シ エ ア は 高 速 度 で 拡 大・す .る 市場 規 模 ど参 入 企 業 の 増

加 とで 相 対 的 在 低 下 の 途 を た ど る ば か り ど見 られ'で い るの だ。」 、パ 已 ・

・た とえ ばPLrbdeiast社 は ミ『⇒ コ ン ビ1エ 一 夕 。 メ1diン'。 ワ1レ ー訟 二i。ン ー

☆、 か,.の 市 場 占 有 率 を 次 の よ うに と ち え で い るい1.'t、t『t:パ"一'xl・ ・t

.・ ミ ニ・コン ピ ギ 戸 メヨ ン ス レ〔 へ ・,、∵

出 荷 の 市 場 構 成 傾 向(%)

.・ ・ 企 業 ノ196:5 ,・、1⑨70㌧
ユ975・

IBM
」 シ,

.0、
皐 「

,0、: 10
、
、

Rビ
ッ グ ・ ゼ プ ン"

づ‥ ス・CDC＼ 、GEO 、
1q 、 ,_ .16

L

25

ノ・ネ ウ エ ～KNCR、RCiA、 、 ll・"・ ・

"■
∫'

1・

ス ペ リー 。 ラ ン ド

、デ ジ タ ル ・エ ク イ ッ プ メ ン ト.
'

65

1

3 .7
、

、:

25ンi

㌧
'

"リ トル ・ フ ォ ー"
, ,、

ラ、帽' L

ビ ュ ー レ ッ ト 竺ノ5ツ カ ー ド 。 20 23 25
バ リア ン ・デ ータ、'シ ス テ ム

多芸 詫Zリ 法 王ロッ
「 ↓

、、

そ の 他 5 24 15・

総 計 ・ゴ00
100・ 100
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●

●

E】 高 速 ア ウ トブ ・ッ ト、 高 密 度 蓄 積 のCOM 、.・、.蔓,三il;':[.

a.写 真 技 術 と コ ン ビ=一 夕 の 結 合 、Ft,ビ,..一,

ト ー,マ イ グ ロ フ ィ!レ ム の着 想 は 古 く か ら あ り、 写 真 技 術 が 発 毘 さ れ た 直 後 か

三ら海 う た。 カ メ ラ が捉 え た フ ィ ル ム上 の画 像 は・ 武 含 と大 き い 景 色 を小 さ

"ぐ 代 表 さ せ た馬 の で
、 そ の 当 時 で も写 真 家 は、 輻の 縮 小 能 力 を 活 用 す れ ば

何 百 年 に もわ た る 資料 を収 容 した図 書館 の 内容 を小 型 に で きる こ とに気 づ

い てい た。1870～71年 の 普 仏 戦争 に お いて す で に マ イ ク ロ フィ ル ム

は伝 書鳩 に よる通信 に利 用 され てい た。

マ イク ロ フ ィル ム の 利 点 は、 そ の発生後 か ら認 識 され て い た。 す な わ ち

マ イク ロフ ィル ムを 用 い れ ば、 大 き な空 間 を節 約 で きる し、 複 製 を廉 価 に

作 る こ とが で き(1ベ ージ当 りiAeセ ン ト程 度)、 配 布が 簡 単 容 易 で、 複 製

を遠隔 地 に保 存 す れ ば記 録 の 保 全 は 万 全 で あ る。

これ に反 し、 そ の 欠 点 は 読 む の に リ ーダ ーとい う装 置 が必 要 な こ と、 さ

っ と読 み流 した り多 数 の ペ ー ジ比較 を した りす るに は不 便 な こ と、 後 日検

索 のた め に索 引 な どを念 入 りに付 けね ば な らない こ と、 用途 に よっ て は 内

容 の更 新 が 困難 な こ とな の で ある。

電 算機 とマ,イク ロ フィル ム を融 合 させ て使 用すれ ば・.亡 の・よ、う,な問潟 の

多 くは 解 決 で き'る・更 新 は機 械 で処 理 で き るデ ー タ.ぺ ∴ ス で芦 ・ρ れ る・

、所 要 の情 報 を マイ クロ 記録 の中力・ら探 す こ とは、求 め る記 録 の 位 置 に光 学

的 なマ ーク をつ け た り、 内 容 を表 わす 索引 を示す 『ご ドをっ け た りして 容

易 に行 な え る よ うに な っ た。 フ ィル ムの 内容 を表 わす 索 引 語 の管理 は電 算

梼 で 行 な う こ とが で き る。. 、=㌻..で ∵ 一 ≡l

Iす な わ ち、 写 真 技 術 と電 算 機 を 結 合 させ.て つ1〈.:られ た 〔 イトク 旦 フ ィ,,IVム

装 置(Computβr、OutputMic・ro:fjlme}・s・,qQM>は 、 テ

・一 プか ら マ イ ク ロ フ ィ ル ム を 作 成 す る 装 置 で 、 この 技 術 は か な り
:前 か ら存

在 は し た が 、 最 近 注 目 さ れ 始 め た 。 これ は 機 械 で 読 み 取 れ るズ ィ、ジ タ ル 。

デ ー タを 眼 で読 め る 情 報 に 変 換 す る も の で、 写 真 技 術 とデ ィ、ジ ぞ ル 電 算 機
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との長 所 を融 合 させ て、 電 算機 で作 成 され た報 告 書 フ テイ ル な どの デ 」 タ':

を印刷 し蓄 積 す るの に利 用 され る。

Cot■ は3つ の 主要 部 分 に分 け て考 え られ る。.第^1は デkジ タ ル 入力 と ブ ラウン

ブ ラ ウン管 の 螢 光 画 ま で の電 子 回 路、 第2は 補 助 画像 シさ テ ム 固定画 像 や

コ ー ドの映 写 部、 第3は マ「dク ロフィ ル ム ・カ メ ラで あるo'(図i.Tli参 照)

コン ピュー タ

浩 く

一く1漂{藩i聖 £〕
CR "Tl・^".1・ ・:

・㍊ ・㌫ ヱ こフt'"[㍗

、 ・ 鉾1-.

図1COMの 構 造 、、:、'一 フ ィル 争 ・レクユー ワー

し

デ ィジ タル 入 力がCOMに よ'って ブ ラ ウ ン管 の 螢 光面 上 の画像 に変 換 さ

れ る と、 これ が マイ ク廿 フイ ル ム 。カ メ ラ で撮 影 記 録 され る。 デ ーダは 螢

光画 に電 子 ビー ムに ようて 所 要 の ペ ージ形 式 に 順 次 に 示 され 、 書 く速度 に

撮 影 され る。 書 く速 度 は 装 置 に よ りsefkる が、 通 常 は毎秒3万 ～12万 字

とい う入 力 の デ ープ速 度 と画面 を変 え る速 度 で あ る。 たい て い のCOMで

は、 ブ ラ ウ ン管 螢 光面 の画 像 を撮 影後 別 の 映 写 機 か ら補 助 的 だ固定 画 像 を

直 接 マ イク ロ フ ィル ムに複 写 す る こ とが で きる。 検 索 用 の コ … ド付 加 器 は

別個 の映 写 器 で ある。'こ れ は マイ ク ロ フ ィ ル ムの コマ の外 側 に 光学 的 な コ

ー ドを付加 ず る装 置 で、 そ の コ ー ドの内容 と映 写 は、 通 常 もっ と複雑 な技

術 で プ ログ=ラム に よっ て制御 され るが、 自動機 械 の機 能 と しては 単 に マ ー

ク を数 え る どい う よ うな もっ と簡 単 な方 法 に よって い る。 　
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●

㌔ にら ・てほぎ ・椀 ラ)ぷ 嶽 ㍊ 鞠 議 は、補職

置 か らの も含 め て、 い ろ い ろな もの の混 合 と なる こ とが あ る。

た とえ ば、ComputerIndustries社 のCI-120は ・ ペ ー

ジ 。プ リン タ ーと プ ロ ッタ ーと固定 画像 の映 写 と検 索 用 の コ ー ドとを 混 合

した シス テ ム で あ る。 勿 論 、 画像 が 複雑 に なれ ば な るほ どそれ に伴 っ て ス

ル ープ ッ トの 速度 は減 じ、 入 力デ ータを定 め られ た 形 式 に作 る プ ログ ラ ム

に要す る時 間 も長 くな る。

COMの た めの 入 力 テ ープの プ ログ ラムは 基 本 的 に は利 用 が 自分の もの

を 自分 で や らねば な らず 、 そ の ため の 汎 用 プ ログ ラ ムを提 供 して い る会 社

は な く、 わず か にComputerIndustriesとDatagraphix

の2社 が プ ロ ッ トそ の 他 の 簡 単 な機 能 にモ ジ ュ ール を提供 して い る のみ で

ある。Datagraphix、East.manKodak、CalCompお ・

よびDetaInstrumentの4社 では、 各 製 造 機 種 間 お よび

ライ ン プ リン タ ー用 に 作 られ た テ ープ間 に お いて 互 換 性 を達成 す る た め に

かな り努 力 を した。Datagraphix社 提 供 の 装 置 で は、 選 択 して付 加

で きる もの と して ラ イ ンプ リン タ ー 。シ ミュ レ ー タ(LPS)を 備 え・ こ

れ に よっ てCOMを 改 修 せ ず にテ ープ をIBM1403に 使 え る形 式 に す る

る こ とが で きる。COMで は 通常 は各 個 に磁気 テ ープ装 置 が組 み込 ま れ て

い るが、 すべ て基 本 的 に はIBM729級 の テ ー プ駆動 装 置 と共 用性 が あ

る。COMは す べ てIBMの テ ープ形 式 がそ の ま ま 使 用 で き る。

COMの 装 置 は大 き く分 け て、 ペ ージ 。プ リン タ ー と融 合 プ リン タ ーo

の2種 に分 類 され る。 ペ ー ジ ・プ リ ン ターは字 画 法 、 ドッ ト法、 電子 ビ ー

ムの 型抜 きな どの方 法 に よっ て字 形 を 発生 し、 そ の 結果・ 書体 は そ の字 形

発生 装 置 に よっ て 固定 さ れ て しま う。 ま た、 字 種 数 もこれ に よ り限 られ て

しま う。 ま た、 字種 数 も これ に よ り限 られ て しま う・ ペ ージ 。プ リン タ ー

で 自由 に な る のは普 通 は 文 字 の大 きさ と傾 きだ け で ある。 これ に対 して・

プ ロ ッタ ーは字 形 の 発生 は 各独 立 した プ ・ ッ ト機 能 に よ り・ 固 定 した マ ト
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表1ブ ラ ウ シ 管 よ リ マイク「ロフィルムへ'の プ リンタ ー お よ び プ リンター・

.

機 種 DATAGRAPHIX. DATAGRAPHIX KODAK
特 性 436σ ,14440

「

、KOM- .90

,オ ン ラ イ ン ・ インタフェイス な し な ・ し な 、 し 、

7ま たは9チ ヤネル!:NBZ 4360と 同 じ 7または9チャネル:NRZ

テ ー プ 入 力
固定長 または可変長レコード:
BCD.BCDICま たは

.固定長または可変長レコード:

EBCDIC,BCDICま たは

EBCDIC: ASCII:

556ま たは800bpi: 200,.55.6ま たは800bpi:

IBM729と 共 用性 あ り IBM729と 共用性 あ り
'

テ ープ 転 送 速 度
(×1000字)

20.8,30.41.7

.

20.8.30.41.7.60.

62.5.90,120.'

90以 下

画像の形式 字の大さ 1種 1種' :1種:'線 の太 さ
1種 1種 1種

頻'度 『 1種 1種 、, 1種
、

1行 字数(最 ×) 132 132 i3・2

・1画 面 行数 磯 ×) 64 76 64

字の傾き +90ア ぼ 一9㏄(手 動) +9(eo9-90。(手 動) .十90?¢ 。-goo(手 動)

キ ャ ラ ク タ ・ セ ッ ト BCE,BCDI'Cま たは BCD馴BCDICま たは" EBCDICま たはBODIG、

EBCDIC ECDIC

書 体 大文字,小 文字 大 文字,小 文字1 標 準 字 体,太 字,一 斜 字'.'

水 平 ・ 垂 直 タ ブ
プ ログ ラムのみ に よる あ り,ピ ンボ ード設定 あ り,ジ ョブ 制御:穿 孔 カ ー

ドに よる 一

形式の制御 とジョプリ設定
入力 テ ープと操作 者の
制御 に よる

入 力 テ ープと操作者 の・'

制御 に よる

ジ 。 ブ制 御 カ ー、ド .

'

'

'

フイル ム形式

大 きさ 16㎜ 16㎜ 16㎜

コ マ.の'合 せ ∫ 、 な し. .な し な し

ダ ブル フ レ イ ム あ り な し なレ

フ イ ル ム 送 り
100フ ィー トの カ セ ッ ト 600ま7故1,000フ ィート

の マ ガ ジン

200,400ま た は エ000

フィートの マ ガ ジ ン

固 定 図 形 の 映 写 手動または自動 手動または自動 自動または自動

検 索 用 コ ー ド
コマ数の計 数 コ マ 数 の 計 数,コ ー ド線

ミ ラコ ー ド

コ ー ド線 画 像 ・制 御,

ミ ラ コ ー ド

誤 差 検 出 縦横奇偶検査 縦横奇偶検査 横奇偶検査

プロ 。 トの特性 不適用 不適用 不適用
プ ロ ッ ト速 度

表示面積
マ トリックス の大 きさ

線の太さ
点の大 きさ,

ス ル ー ゾ ッ ト 速 度 5184行/分 19200行/分 26600行/分

(平 均)`

納入価格(ド ル)' 78000ヤ ・ 102500 116800

(テ ープ装 置,選 択 装置
な どを含 まず)
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白

プロッターの 比較 表

3Mシ リーズF

EBR

DATAGRAPHIX
4060

LINK
APD-5000 CI-120.

な し あ り あ 夕 な し

7ま7敏 土9≒F－ヤネル:NR/Z

固 定 長 または 可 変 長 レコー ド
BCDま たはBODIC:

200,556ま たは800bpi

IBM729と 共 用 性 あ り

r.

436・0と 同 じ
・7または9チ ャネル:NRZ:・ ・

200,556ま た翫ま800bpi

レコード長 無 制 限:

IBM729お よび2`400と

共 用 性 あ り

7チ ャネル;NRZ:固 定 長
'または 可 変 長 レコード:

556ま たは800bpi:

IBM72gと 共 用 性 孝)り

15.41.7.60 7.2.15.20。22.5.41,7. 90以 下

へ'〆P

20

60.62.5.90 (10qoOO×1,000字

(16ピ ット×25qoOO語 オンライン)

秒 オンライン)

1種

1極

4桶 プログラム 選 択

・、.4種 .プ ログ ラム 選 択

…':

(不 明)
4種,プ ログラム選択

2種,プ ログラム 』'選択

2種,プ ログラム 選択

1楢 1種 一 4種,プ ログラム選 択 ・ ・1種

132 132ま たは 172 128

64　

十909〔9-goo(プ ログラム)

.64.

+90?0「 日 一90。(鋤)

64.・

不 明

64

十9(eo?-90。(プ ログラム)

十90?o隅 －goo(プ ログラム)

BCDま たはEBCDIC 無制限 無制限 無'制限

「

大文 字,小 文字 、 無制限 無 制限 無制限

.
A

あ り,ジ ョブ 制 御 カ ー ドに 鍵盤入力と會設計算機に』 プ ログ ラム の み に よ る 「
'プ
ログ ラ・ム のみ に よる

よる る ー

ジ 。ブ制 御 カ ー ド 鍵盤 入力,計 算機 お よび操 入力テ ープ と操 作者 の制 入力テ ープ と操 作者の制御

作者の制限 御

16㎜' 16ま た は3恥 励 16ま たは35㎜ 16㎜

な し あ り あり あ り

な し な し な し あ り

800フ ィートの マ ガ ジン 600フ ィートの せ ガ ジン 400フ ィー ト'の マ ガ ジン 400ブ イ」トの マガジン

声

1種,30種 の等 速呼 出

1,600種 以下 の遂 次呼出

手動または自動 手動または自動
8種 まで任意選択

自 動

な し Stromberg検 索 マ ーク な し コ ー ト◆線,ミ プ コ ー ド

コ ー ド線,ミ.ラ コ ー ド.

横奇偶検査 縦横奇偶検査 不 明 横奇偶検査

不適用

、

40μS(任 意1打 点 に 対 し)
'
48×3.6イ ンヲー

4,096×3072

30μs(任 意 獅1'打点(対 し)

2.2×.3.3イ ンチ 〆
4.096×4,096

30μs(任 意 打 点 に対 し)
・3×3イ ンチ

LO24×LO24

α0064イ ンチ(最 小) 不 明 不 明
ノ '

0.002イ ンチ 不 明', 不 明.

19200行/分 15360行/分 8、576行/分 て680行/分

(ハ ート・コピー作 成 の (:ハード◆コ ピー作 成 の と ぎ

と きは半分 とな る) は半分 となる)

7て6000 275000 9⑨000 11'6600

(内 蔵 テ ー プ
.、 「

装置を含む)

.
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リ ック ス な ど の よ うな も の を 使 用 し な い の で 、 どん な 字 憲 どん な書 体 の も

の もの も 発 生 さ せ る こ と が で き る。(表1参 照)

プ リ ン タ ー ・プ ロ ッ タ ーのCOM装 置 は 、 ペ ー ジ 。プ リ ン タ ー に プ ロ ン

タ ー の 融 通 性 を 備 え た よ う な 利 便 が ある 。 代 表 的 な も の と して はDa

Datagraphi×4060、CもmputerIndustriesCI-

120、 お・よびLINKAPD5000な ど が あ る。

b.ベ ー カ ー調 査:70年 末 に10億 ドル を 予 想

年 間3億8,600万 ド ル(1,389億 円)と い うマ イ ク ロ 業 界 の10%弱

を 占 め る に す ぎぬ も の だ が、 業 界 の 注 目す る と こ ろ は100%こ の 分 野 に

向 い て い る。

今 春 サ ン フ ラ ン シ ス コ で 開 か れ たNMA(全 米 マ イ ク ロ フ ィ ル ム協 会)

の 年 次 総 会 に 集 ま っ た 関 心 は 、 これ を ビ ビ ッ トに 反 映 しCOM(COmP-

uterOutputMicrofilm)が 軒 を っ らね て 売 込 ま れ た。CO

Mユ ー ザ ー の 専 門 会 議 も2つ が 独 立 して 開 か れ た 。 そ の1つ で 市 場 研 究 会

社 のRobertHellenAssociates社 の ベ ー カ ー(Charles

B.Baker)氏 がCOM市 場 に つ い て の 調 査 結 果 を 公 開 した 。

ベ ー カ ー氏 はCOMと そ の 関 連 機 器 、 機 材 は69年 で 全 マ イ ク ロ フ ィ ル

ム事 業 の 約8%、3,000万 ド ル(108億 円)を 占 め て い る。1974年

に は35%に 当 る2.7億 ド ル(6,840億 円)の 全 体 の 約 半 分 、10億 ドル

(3,600億 円)の 大 台 に近 い もの に 急 伸す る も の と思 わ れ る とい う。 ま

た 、BusinessWeek誌 の5月9月 号 は、 マ イ ク ロ フ ィル ム 。 レ ー

ス(Theraceformicrofilm)と い う タ イ トル でCOM市

場 の 概 況 を 次 の よ う に 報 じて い る。

「1g68年 末 で 、200台 弱 のCOMが 稼 動 してk・ り、69年 に 少 く

と も100台 が 運 用 に 入 っ た 。 そ し て 今 年 に 入 っ て 毎 月30台 内 外 が 出 荷

さ れ て い る。 新 進 出 の 会 社 を 含 め て18社 が 出 力 プ リ ン タ ー で、 ま た10数

一68{
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社 が フ ィ ル ム ・ス ト ッ ク 、 ビ ュ ニ ァ 、・ス ト レ ー ジ機 器 を 販 売 し てい る。 マ

1イ ク ロ フ ィ ル ム ・サ ー ビ ス ・セ ン タ ーは 過 去3年 間 に150セ ン タ ー が 店

開 き した と推 測 で き る。 」

こ の よ う に、 こs1年 間 のCOMは 急 速 に 伸 び て きた こ と が わ か る が 、

1)onM.Avedon氏 が1969年 のFJCC(秋 季 合 同 ヲ ン ピ 『 一 夕

.会議)で 発 表 し たNMAの .69年 調 査 に よれ ば・ ・968年 末 現 在 でCO

Mの 利 用 は300台 に 及 び、 うち60台 は サ ー ビス 会 社 で 使 わ れ て い る。
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6768697071727374757677

歴 年

図2COM利 用状況の将来予測

しか も・今後COMの 需要 は うな ぎのぼ りに増 え、1975年 まで には 最悪

の場 合 で も6・000台 、 場 合 に よっ ては1・2万 台 に達 す る だろ う として い

る(図2参 照)。

このNMA調 査 の 結 果 を以 下 簡単 に紹介 す る。 なお、 この 調 査 はNMAの

会 員 約3,000社 ,にアZケ ー トを出 し、 回答 回 収率 は24%で 調 査 と しては

まず 成功 した もの で ある。,
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(1)74社 功:.8『 三8、台 のC,・OMを 採 用 し て お り 、.29台(33%)は 科 学 技::・'1

術 用 、←59白 く617%・1/)は 事 務 ・ 経 営 用 だ っ た 。'こ の カ テ'ゴ1リ'一 の 分 け1

方 は 表2の 通 り で あ る 。 『・1';'一 ‥

.一/L『 　'∵'表2・'COM利 用 方 法 ど ア プ リ ケ ー シ ョ ン:'・,・ ・/t・

,、 ・ ノ'、i,、..i/・1∵ 』r乙
`

主 な アプリケ ーション そ の展 型 的 ユ ーザ ー
, FＬi 、 ・1

.,べ 』 ゴ ・'..・.・. .,、.と ・

こ の カ テ ゴ リ ー の ア プ リ ケ ー NorthAmericanA;iatio1Y'

科' ジ'ヨ9ジぱ そ う多 ぐないご 電 子回 ㍉ 摺 ξ臨 、瀧diも ・・・ ・・… 一 山

F

学
。 路 、 印 刷 回 路 の ボ ー ド 。マ ス タ

BellTelephone
A7

Laboratories

技
術

一 の 製 作
、 薄 膜 フ イ ル ム 、 ア ニ

メ ー シ ョ ン 。 ム ー ビ ー 、 グ ラ フ 、

LawreneRadiation
Laboratorieo

MITLillcoln
Laboratorio3

チ ャ ー トの 作 成

ほ とん ど す べ て の プ リ ン ト ・ SearsRoebuck&

事 ア ウ トが含 まれ る。 会 計、 経理 、

ColnPany
J.C.PenneyCcrnpany

務
。 各 種経 営 情 報 レ ポ ー ト、 ラ イ ン

SocialSecu∫ity .Ad
mimctratlon

経
営

プ リン タ ーでや る仕 事 を置 き換

え る もの で、 と くに大 量 印刷 の

EquitableLife
AssuranceSociety

BureauoftheCensus
Internationa1

ア プ リケ ー シ ョ ン で 効 果 が あ る。 HarvesterComPally

●

亀

(2)今 後2ヵ 年 以 内 にCOMの 利 用 を は じ め る と い う の が105社 あ り、

追 加 購 入 と い うユ ー ザ ー が28社 、55社 が 採 用 を検 討 中 と答 え た。

これ.ら を総 合 して 、1970年 末 ま で に た ぶ んCOMの 設 置 台 数 は

1,000台 の 大 台 に 乗 る だ ろ う。

(3)オ リ ジ ナ ル の フ ィル;ム 記 録 媒 体 の 種 類 はkノ ー マ ル な1ポ ジ む ブ ィ ル 、ム5

が5』6・ ネ ガ が29:で こ の 場 合 は 特 殊 な 処 理 装 置 が 必 要 液 こ と か二ら ど う し

て も普 及 し て い な い 。p:、1.・ 一 ㍑

(4),Co・Mで 使 わ れ て い る マ イゾ ロ フ ォ ー ム の 種 類 は ロ ー・ル 、。.フ%ル ム'・

・56
、:マ イ1ク ロ フ ィ ッ シ ュ21、 ジ ャ ケ ッ ト13、 ア パ ー デ ャ カ ー ト".

13で あ っ た。 全 体 で の 比 率 は ロ ール フ ィ ル ム55%、 『マ イ『ク ロ フ ィ'ttッ

ー70一
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●

シ ュ21%、 ジ ャ ケ ッ ト、 ア パ ー チ ャ カ=ド 、各12%で あ る。

(5)ハ,-1ド コ.ピ ーに つ い て は、 こ れ ま で 取 っ た こ と の ない の が5社 、 時 々

使 う、が2:0社Ns.'.頻 繁 に 使 うが3,4社.常 時 ・・一 ドーコ,]e－ を 取 る が6社 だ

っ た 。 結 局 選 択 的 に 八 一 ド コ ピrを 取 っ て い る.ζ,と が わ1か ⇔'た 。

(6い:3、5社 か ・ら の 回答 で ぐ 一「 ドコ・ピ ー1は 児 平 均 ・トTタzレ84・4万 枚 ・CO

Mシ ・尽昂1ム1台 当 り の ζご,一・ドコ ・.ピー は 月 平 均24;OiO・:0枚 に.な っ て い る。

NMAに よ れ ば ICρMの 機 能ezl大 別 して ・3つ に 分 け て 考 え られ る。 す 禄

わ ち(1)マ イ ク ロ フ ィ ル ム(ComputerOlltputMicro.,,ii.lm,,).

は コ ン ピ ュ ・ タ か らの デ ご タ を入 間 が 認 識 で き る言 語 に オ シ!、ラ イ ン も し く1

は オ フ ラ イ ン で変 換 ・し、・そ れ を マ イ ク ロ フ ィ ル ろ上 に記 録 す る。.(3)こ れ を

実 施 す る た め の 手 法 、(C・m・p.u,・';;1・・一廻tp・ ・t'IMi.ccgfilmi,P9♪

の3っ で あ る。 こ のCOMリ ー ダ ー一の メ ー・カ ーは38社 に の1ぎ り・ しか も

そ の 数 は 増 え つ つ あ る と い う。

と こ ろ でCOMの 採 用 が も っ と も望 ま れ て い る背 景 は コ ン ピ ュ ータ の ス

ル ー プ ッ ト能 力 が1秒 間 に25～100K桁 も あ る の に ラ イ ン プ リン タ ーで

は1秒 間2.5K桁 と い う ア ン バ ラ ン ス な能 力 で 出 口 が つ ま っ て しま う と こ

ろ に あ る。COMは こ れ ま で 、tt貧 者 の タ イ ム シ ェ ア リ ン グ"と しば しば

言 わ れ て きた 。 と い うの はCOMサ ー ビス ・ ビ ュ ー ロ ーの 料 金 が1月 に1

日1頁 あ ての マ イ ク ロ フ ィ ル ム処 理 を す る と、 同 じ1頁 の デ ー タ を コ ン ピ

ュ ー タ で磁 気 デ ィス ク 上 に 記 録 し て お く コ ス トの10～40%で 上 が る と

い う こ と に よ っ て い るo

ス ピ ー ドア ッ プ と コ ス トの 切 下 げ 、 利 用 し 易 さ がCOMの セ ール ス ・ポ

イ ン トな の で あ る。

図3は これ を 示 した も の で 、 印 刷 時 間 で ラ イ ン プ リ ン タ ー%o、 コ ス トの か

か る コ ン ピ ュ ー タ 時 間 で1/18と 大 幅 な 節 約 が で き る し、 出 力 さ れ た も の

の 物 理 酌 量 で は1/50と な っ て 保 存 と取 扱 いが 極 め て簡 単 に な る こ とが わ

か る。 図4～ 図6に ラ イ ン プ リン タ ー との 経 済 比 較 を 示 す が 、 こ れ を 取 り
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ま と め て み る と次 の 「よ うk結 果 に な る6・ 』1:.

(1ジ ゴ ン ピ ュ 一 夕 。?一 イ ク ロ フ ィ ル ム 。サ ー ビ ス ・ゼ ン タ ー は通 常 の ラ イ

ン プ リ ン タ ーに よ る サ ー ビス セ ン タ ー に 比 べ て50%方 安 く上 が る。 こ

の コ ス ト面 の 利 点 は た ぶ ん 高 く な る で あ ろ う。

(2)COMサ ー ビス 。セ ン タ ー は 月 間 出'力 量 が 約20万 頁 ま で は も っ と も

安 い デ ー タ 処 理 コ ス トkな る。20万 頁 とい うの はIBM360/30に

1台 の ラ イ ン プ リ ン ト ーを つ け て 週6日 、1シ フ トで 出 力 で き る 最 大 枚

数 で あ る。

(3)専 用 の 社 内 導 入 コ ン ピュ ー タ/マ イ ク ロ フ'1ル ム 。 レ コ ーダ ーは コ ン

ピ ュ ー タ/ラ イ ン プ リ ン タ ー 。シ ス テ ム に 対 し て1ヵ 月 に9N10万 頁

分 の 、 も し くは1日 当 りの コ ン ビ ュ ー 」時 間 で5～6時 間 の コ ス ト節 約

を 可 能 とす る。

印刷 コンピュータ 検索 消耗品
時 間'、

フ イルム ・レコーダー

ラ イ ン プ リ ン ター 、10"

時 間 時間 コス!

"18'
.・t3、'8

図3COMと ラ イ ンプ リ ン ター の比 較

高
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F.プ ロ ッ タ → ・

a.自 動 プ ロ ッ タ ー
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図6COMコ ス ト比 較

の サ マ リ ー ・

自動 プ ロッ タ ー産 業 は、・過 去数 年匿 に著 しい成 長 を経験 す る こ、とに なっ

た・ そ して ・4待 で は年 平 均 約 ・・%の 威 力・馴 す る・もの と雛 され

てい る6:69年 末 の年 間 売 上 高5600万 ドル の 割 合 はv ,7'4年 末 迄 に は

約1億9,50・0万 ド.ルに達 す る と,いう試算 が 出 てい るか らで あ る。 他 の殆

ん どの コン ピュ ータ 周辺 機 器 産業 と同様 に、 自 動 プqツ タ.r業 界 も、 シ ス

テ ムの全 機 械 構 成(コ ン フィ ギ ュ レ 三シ ョン)に 努 力が 集 中さ.れてピ る傾 ・

向 に あ り、 利 益 もそ こか ら得 てい る と言 え よ う。

コ ン ビュ ー タ工 学 の 第3世 代 は・・シス テム の性 能 に 新 しい1次元 を創 出 し

た。 シス テ ム の全 般 的 な 向 上 には・ 主要 な コン ピュ 三 夕奉 体 の メ ー カ ーだ

け で な く、 おび た だ しい 数 の関連 機 器 メ ー カ ーの 参 加 も含.ま れ てい た。 そ

うしてハ ー ドウ ェア・ 周 辺 装 置・ コ ン ピュ 一夕サ・.一・ビス等 の全 分野 に亘 っ

て ダ イ ナ ミ ック な 進歩 が み られた 。 情報 表 示装 置 産 業 も勿 論 ζの 向 上 努カ
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に全 面 的 に関与 してい る と言 え るだ ろ う。

新 しい 多重化 技 術 の 開発 と歩 み をそ ろえ て、 高速 度 で 印字 に よ らない 表

示 技術 は、 従 来 の低 速 度 で イ ンパ ク トに よる 電子 プ リン タの持 って い た ア

ウ トプ ッ ト部 門 の陸 路 を大 き く変革 した。 しか し なが ら・ これ らの新 技 術

といえ ど も、 入 と機 械 の効 果 的 な コ ミュニ ケ ーシ ョン とい うよ り大 きな複

雑 な問 題 を悪化 させ た に す ぎなか っ た。 莫 大 な量 の 文 字 数 字 式 の生 まの デ

ータは、 それ を吸 収 し利 用す る人 間 の能 力 を酷使 してい るの が現 状 で あ り

従 っ て増大 した情 報 の実 用性 は極 め て小 さ い か・ 或 は時 に よって 否定 的 で

さえ あ る。 情 報 表示 シス テ ムは、 現 在 この 問題 を最 も人 間 が理 解 しやす い

様 式で 情 報 を 表 示 す る グ ラ フ技 術 の応 用 を通 して 解 決 させ つ つ あ る。 そ の

結果、 人 間 が 効 果 的 な決 定 を下 す の に必 要 な リ ー ド 。タ イ ム(調 達 時 間)

を短縮 す る こ とが期 待 さ れ るo

技 術 的 側面 か ら見 る と、 情報 表示 装 置 は3つ の タ イ プに大 別 され るが、

出力情 報 マ イ ク ロ フ ィル ム(COM)、 ブ ラ ウ ン管 デ ィス プ レd装 置 くq'。

RT)そ してX-Yプ ロ ッタがそ れ に当 る。 だ が これ らの 情 報 表示一システ

『
ムあ市 場 ぱ幾 分達 づ た 趣 きで合 装 してい る こ どが 分析 結 果 と して得 られ て

Mる 。 じ σぬ ス み は、 英数 字 式 とグ ラ's'・式 の2・勘 の基 本 タ㌧イ フ1・.VC分

1"け る ご
と71s出 来 る。 前 者 は後 者 と全 ぐ違 づ たr9'一'ケ ッ トを形 成 してい て、

'そ あ

理 由ばぐ 前 者 が ア ル フ ナベ ジ ト及 び数 字 の ギ ャ ラク タのみ を表 示す る

'ご
とが 出来、ttそQ!3た1め直接 に イ ジバ ク トを 与え る 与 え な い・に かか わず 印字

t'

機,E競 争 す る立場・tzc立つで い る。"グ ラフ式 めCO'Mシ ・ス テ ムは別 名 グ ラフ

式CRTマ イ ク ロ フイ ル ム・e'・シ ステ ム と呼 ばれ る。 そ して 線、 グ ラ フ'、複

雑 な イ メ ∵ジ を図 示 す る能 力 をか われ てい る為▽X-Yプ ロ ヅタ と同様 の

特徴 を 市場 販 売面 で はみ せ て い る。 米 国 の 調査 会社C'r.1"'e-ativ.e

Strategi'es社 は この よ うな 市場 の 分 岐 を グ ラフ式COMシ ス テ ム

X-Yプ ロ ッタ及 び 自動 プ ロ ッタの3市 場 と分 け て考 え てい る。 結 論 的 に
'

言'kぱ 、 情 報 デ ィス プ レ イ装 置 産業 め 市場 は、 英数 字 式COMシ ス テ ム、
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寧 基 鑓 そし口 頭Z㍗ タの3つ に分かれていると考えられる.

、鴛膨二鷺論議㌫ぽ三1㌶㌻㌧遮
・ 歯 入漂 いる瀦 詮 輪 文二`Yプ磁 力繊 べ:ス で開発さ

砲 短;議,そ して娘 初のグラ・'式eOMシ ステムが設備さ^

麩 φ垣;畔 であるのと晦 編 を1なじでいる譜 越 は全般的に

、感 興 醗 ごYプ1・「8の処理滅 び信融 限界があった為
と殼 られているぼdbMの 嚇 鋤 拾 歩魂 酷 く・に 繍 印字さ

品 織 詰 く1」、☆ ラ㍍ ・魂 趣 け賠Eb聾 ・:ザめ 気にそわ

な か っ た せ い で あ る 。'一'バ ㌧ 二 一 一'＼ ・'・',

'＼ ヒ∴
ピ≡ 。'西 治 ら)、 二間 。ア滅 シガ ゥ土ア ぱ 咲 きな

糎 嚇 躍 進注 瀧 さば 亘の噸 置ミ'・廠 の信雛
を難 し工 ㍗ ∴主 疏 の出が清砂 氾敵 演 励 る'よ旅 な≧

顯 自動 ッ獅 ⇔ 酬 這呈しく迦 た滋 迄磁 の大部

懸 獅繊 耕鋤 騨 適 淫i寮 が 套誉の蹴 報
処野 ダ ムで自動プ・シニ・鞭 廃 れる噛 性峻 酷 たるもの拗

れ ぷ 蟻 蝉!≡ 言え'載がじこ6一 蹴 が重要
性 を増 す の は 、 経営 管 理 用 の ソ フ トヴニ プbパ ヅケ ージが 開発 され て か ら

でジ;.そ ㌫;ぶ 。ケづ 疏 注研究醗 ∂辻 商 るが、著しい

繊 をみるまぞ疏3～ ・紗 頴 の経 過力撹 込 甑 て66・=einプ ・・

・ 殖 郵 は・一響 理情恒 云 ゐ樋 馳 繊 嚇 しぷ と

,手鞠 醜 ⇔ 迦 ≡ 顧 の図竺麺 ス裡 艦 工む有
・ 力業 種 とな るだ ろ う。

迫 動興 言 の購入騨 磁 当化癒 ・鶴 される締 的な
分析は、 各 々の主な市場 分野毎 に著 しい相 違を暮 せ ている。 低 コス ト、低

い論 敵 品 。ラシー)の 癖 睡 示シス恒 迷 を利用する… ザ漣

は中 入酬 う鉢 支出地 軸 勺少なく・醗 紬 蝶 雌 定し剖 数量
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化 す るには 最 も難 しい もの で あ る為 、 厳 密 な 分 析調 査 を行 なう ○ そ れ故 、

最 終的 な決 定 は、 デ ータ の グ ラ フ式 表示 法 の有 効 性 に対 す る主 観的 判断 に

ょっ て下 され る ことが しば しば ある。 高価 な 自動 製 図 シス テム の 買 手達 は

ア キ ュ ラシ ー(正 確 度)、 反 復 可 能 性 そ して 省 力度 及 び待 ち時 間 に重 点 を

置 い て評 価 す る。 ま た、 集 積 回 路 の被 覆 メ ーカ ーの よ うな 高度 の精 密 さ を

持 っ た 自動 製 図 装 置 シス テ ム が 必要 なユ ーザ ーは、 速度 や 価格 よ り も正確

度 や反 復 可 能 性 に重 要性 を よ り多 く置 く。 他 の 多 くのユ ーザ ーは 時 間 と人

力 の 節約 に関 心 を抱 い て い る。 ちなみva・・一一つ の 自動 製 図 シス テ ムは、20

乃至30の 製 図 マ ンに取 っ て替 る能 力が あ る。"

ク ラフ式 のCRTマ イク ロ フ ィル ム ・シス テ ムは、 プ ロ ッタ がそ の シス

テ ムの 附加 物 ど して 役 割 を果 す の に較 べ て マ イ ク ロ フ ィル ム ・シス テ ムが

普 通 コ ン ピュ ー タ、・シス テ ム の主要 構 成 部分 に とっ て替 る 点 で、 文 －Yプ

ロ ッ タとか な りの相 違 が あ る。 そ の為 グ ラ フ式 のCRTマ イク ロ フ ィル ム

・システ ムに 対す る経済 的 調 査 は、 現 在 使 用 中の 出力 シス テ ム の 出力 コ ス

トとマ イ ク ロ フ ィル ム 。シス テ ム のそ れ とを比較 し考 慮 す べ き点 と して取

り上 げ てい る。 英数 字 の 印字 のみ につ い ては、 大 部分 のCRTマ イ ク ロフ

ィル ム 。レコ ーダ は電子 工 学 構成 の イ ンパ ク ト印字 機 よbも40～70%

以上 経 済 的 に操 作 し うる こ とが判 っ て い る。 英 数字 式 か グ ラ フ式 の いず れ

をそ の シス テ ム に使 用す る か と い うバ ラ ンス に よって、 シス テ ムの節 約 総

額〔は40%か ら70%の 開 きが あ る。

市場 の高 コス トは、 自動 プ ロ ッタ業 界 の 純利 益 を保 伝 売上 げ 高 の 約

7.5%を 計 上 して き た。 市 場 の需 要 の増 加 と生 産 競 争 は 今 後 もほ ぼ 同 じレ

ベ ル で収 益性 を保 証 して い くもの と期待 さ れ て い る。

自動 プ ロ ッタ産業 は コ ンピ ュ ー タ本 体 の 製 造会 社 に よ っ て 支配 され た り

重 大 な影 響 を受 け た りしな い数 少 な い コ ン ピュー タ周 辺 機 器 生 産 分野 の一

つ で ある。IBMが 唯 一 この 自動 プ ロ ッタ市場 で展 開 して い る活動 は、 小

型計 数 型 イ ンク リメ ン タル ・ ドラム ・プ ・2タ の 販 売 で あ 虫OEMの 契

一76一
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1約 に 従 っ てCalifornia
.C-ompuiter.Produ-c滝S社(Calcomp)

に よ り購 入 さ れ て い る。13M社 の 次 期 の 主 要 な シ ス テ ム 生 産 に は 、 シ ス

テ ム の 必 要 不 可 欠 な 構 成 要 素 と して の 映 像 表 示 装 置 が ふ くま れ 石 ㊤ 推 測 さ

れ る。 しか し 現 時 点 で は そ の 具 体 化 は 殆 ん ど採 用 の 可 能 性 が 考 え られ な い 。

ControlData社 は 映 像CRTマ イ ク ロ フ ィル ム 市 場 に 参 加 し.て い

、る が 、1一 ケ ッ、ト内 部 で は 有 力 な 位 置 を 占 め る に到 う て い ,な略 しぐ74年

ま で は 少 く と も そ の ま ま の 状 態 を 続 け る だ う うg.コ ン .ピき 一 夕生 産 会 社 の

将 来 的 な 自動 プ ロ ッタ 市 場 へ の 参 入 は ・'IBMが そ の 図 形 表 示 装 置 を 彼 等

の 次 期 に・予 定 して い る
.シス テ ム に 統 合 す る 場 合 の ほ か は・・小 規 模 の 鰭 に

、と ど ま る 《≒予 想 さ れ る。1い ∴ ・ ㍉ ….

b・CRT映 像 て イ ク.・ フ ィ ル 市 場

現 在 の ブ ラ ウン 管(CRT')図 形 表 示 マ イ ク ロ7イ ノレA。 マ ー ケ ッ トの

規 模 は 、 大体1,700万 ド ル で あ り、 自動 プ ロ ッ タ ー 市場 全 体 の3∩%に

当 っ て い る。 そ し て74年 迄 に こ の 市 場 規 模 は6000万 ドル に 成 長 し・ 市

市 場 で そ の ま ま の シ ェ ア を 維 持 して い く と考 え られ る。$tromb.erg

I)atagra .P.hics社 が ま ず 最 初 にqRT図 形 〔 イ、ク ロ フ'イ・、ル ムi市 場 を

,開 拓 し たtt)で あ る がs最 近 は 多 くの 後 発 メ ーQご も 市 場 に 参 入 して い る。

St・
、・mbp.・g鎚 現 在 市 場 占 有 率 ・6...5%を 維 持 し て い ・る が ・7・4年 ま で

に は 約40%程 度 に 落 ち込 む だ ろ う。 同 社 の 最 強 の 競 争 相 手 は、.高 価 だ が

質 の 高 いFR-80 、シ ス.テ ム を 開 発 し たInformationI-nter-

. 、natioりa1社 と、 カ メ ラ の代 りに 電 子 ビ ー ムe.ヒ コ ー ダ を 使 用 し て い

る3MCompanyと み,て 良 い だ ろ う。Inform.a・,tion・ ・.・・1!.lit.、.er-

n .,atglonal社 は ・ グ、ラ フ式qR?マ イ ク ロ フ ィ ル ム 市 場 の 約1こ7%を

74年 迄 に獲 得 す る と 思 わ れ 、 一 方3MCompanyは15%.と 在 る よ う

だ 。 供 給 サ ー ビス(サ ー ビス ・ ビL－ ロ ー)を に な う事 業 所 へ のCOMシ

ス テ ム の 売 上 高 は 、,年 平 均30～35%の 伸 び 率 を 示 す と思 われ る 。CR

・一..7,7・一一.



丁映 像 マ イク1ロ フ ィル・云;・シ ス テ ムは、 英 数 字、・図形 の 両様 式 の ア ウ トプ

'
ッ ト能 力 を持 って い るそ の柔 軟 性 が 武器 とな り、'ご れ.らの売 上 げ の拡大 の

大 部 分 を 占 める だ ろ う6・'tt"・ ぺ 馳・・1'ii・、t』㍉'

c.工 自動 製 図装 置 の市 場t'tlt!'」:『1パi;ζll-'"

・自動 製 図 シス テ ム'は、 高度 な正確 さ を要 求 され る製 図作 業用 にデ ザ イン

され た 大型 の 電子 技 術 応 用 の プ ロ ッタで あ'る。 現 在 自動製 図シ・ス テ ムは 自

動 プ ロシ ダみ ∋Lゲ ッ ト'∂2[5%を 占 め、 年 間 販 売額 は約1150d'万 ドル

を計上 しそ い る。i',74年=に は その 額 はs,060万 ドル ざで…成 長 し、 年 平均

の合成 した成 長 率 は29%に 達 す る と予想 され る。拍 動 製 図 シズ●己 は

74年 迄 は 自動 プ ロ ヅ タ市場 の25%を 占有 し続 け る こ とは ほぼ 確 か で あ

る。 比 較 的少 数 で あ るが、 高 い 経 費 の 自動'製 図'シス テ ムの 実 用化 κ夫 ぎ!〈

踏 み 出し てい る企 業 が 出て きて い る。 そめ 中 でも 自 動 車 及び 宇 宙 の 商産 業

ば 最 大 ゐ ユで ダ ∫で あ る。'Ge}ber社 ぱ 同 市場 め 約6'5%を 占有 す'る主

導 企 業 で ある が、 しか じ他 の 多 くの'メ ごカ 一方落 々め 機 器 を 改善 し、・新 し

・い 会 社 が 参 入 す る よう に な
って 以来 、 そ め リ9ご～ダージ ッ:プを保持 す る 為に

新 しい 低 コズ トの装 置 を 開発 す る立場 に 追 い込 ま れ てい る6C・r,eピtive
『
S杜ate"gi6's'社 は、`Ge'r'ber社 が 市場4>首 位 を'保6が 、「7--4年 に は

市場 占有 率 を564と 若干 減少 ざせ られ る楚 ろ う1ど予 測 してMる 。'新 設 立

会 社 で あ るXynetガcsは 、 驚 くべ き 速度 あ しか し性能 が 完全'に実 証 さ

れ1て い な いプ ロ ヅタ'をee8Eし1て いち がくGerbeTr社 め 市場 に於:る 首座 に

挑 戦 し、74年 迄 に 自動製 図装 置市 場 の30%を 獲 得 す る もの と思 われ る。

琉 搬 で は精 密 図形 表宗 装 置 の 供給 サ ー ビス(サ ーゼ スCピ と 一ゴ ー・ 部

門 が、 実質 的 た存 在 しない しV将 来 的 シピも著 しら 普 及率 をみぜ る とば 考 え

らi九ない。 ・・一…e'… …''""
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●

d.低 コ ス ト、 低 ア キ ュ ラ シ弐(正 確 度)の プ ロ ッタ市 場 の動,向 一;/.

低 い コ・ス トで しか も低 い 正 確 度 を持 っ た図形 表 示 シス テ ムは 、 小 型 の 電

気工 学 的 ・静 電 学 的 な表 示 装 置 で構成 さ,れてい て、 基 本 的法 映像 能 力 を提

供す る ため設 計 され た・もの で・教 るが、 価格 の 点 で は精 密1な製 図用 プ ロ ッ タ

や映 像CRTマ イ クJ,ロ:フ・イ ノレム ・シ.ステ ムのそれ・と比較 す る・と著 しく安 価

)で ある6低 いマ・ス ト及 び 低い ア キ ュ ラシ㌔ を 特 徴 とす る作 図 シス テ、ムは、

自 動 プ ロヅ タ・市 場 内 で は最 大 の 構 成 部分 となっ てい る。、69年 の2,50.0

、万 ドル に のぼ る売上 高 をtt算定基 準 とす る払 この 製品 分野 は1自動 プ ㈱ ッタ

市場 全体 の45%を 占 めて い.る、こi,と・にな る－dL7・.4.年まで に1こ¢)分野 て の 販

売額 は 約8,500万 ドル に達 し、 全 体的 な市場 で の 占 め る一割 合 は4':3%程

度 を 維 持 し て い:る'だろ.う。 己 れ.らの シス チームの 安 い コス トは、 政府 関 係 の

こ 需 要に も又 一般 企 業 に も一応 用 面 で様 々 な方 向 を提 示 して い る と言 え よ う。

古 た比較 的 已の 市場 へ の 参 加 が 低 い 必要 経費 で す む た め、 最 近 にな っ、て数

社 の登 場 を促 す 結果 を示 して お り、 これ らの後発 企 業 は新 しい作 図技 術 つ

ま り、 静電 気 学 的 なプ リ ン タ とプ.ロ シタの両 性 能を 備 え た装 置 や・3次 元

.的 な プ・ロ1・ッliFを 開発 して いる。 ・t・ttl・t、 ギ ・t'

Calcomp社 は 現在 、 低,コスr、トs低 、ア キ ュラ シ・一の プ ロ ッ タ、市場 を支

!配 して お,りv殆 ん ど170%,に 近・い 市場 占有 率を 保 有 し}でい'る。'し か し174

年 にはそ の シ声 ア が50.%程 度に 落 ち着 くも の とみ られ るが、市 場 での 強

力 な位 置 は 保 ち続 け るだろ・う.。℃ 娯 ・cqlnp社 の装 置 シ入 テ.ム・がζ の市 場

が この 市場 へ接 近 を画 っ で以 来 、・ヅ1フ,、トウ.エア の、開発、・販 売、'供給 サ ービ

スそ して 生産 選 択 性 に お け る 業 界 の主 導 権 を与 え られ る結 果 を 斉 しデζQ

.・:この 低 コ ス ト、 低 ア ギ ュ ラ シー装 置 ¢)市場 で、 伺 社 の最 も手 強い競 争 湘 手

はCompnterIndnstries社 にな る もの と予 想 され る。t・そ の要

因 と して は、UniversityComputing社 に よ って 買収 さ れ 経

営 内容 の強 化 が は か られ た こ とが あ げ られ る。 そ のComputer

Industries社 につ い て、CreativeStrategies社 が分

一79一



析結果 を出 して い るの を参考 にす る と、 同社 が74年 迄 に 市場 占有 率 エ7%

を獲 得 す る と して い る。 高速 の静 電 気学 的 プ.リン ぞ9プ ロ ッタ の メ ーカ ー

は・ 現在 の 市 場 琴)ユ ーザ ーに よって・ 「汚れ て い る」 化 学 処理 され 牟紙 の

上 に 出力 情 報 を表 示 出来 る よ うに・ 業界 が は じめ か ら持 って い る腰 ρ重 さ

を克服 しそ の 種 の装置 を開 発ず るこ とを期待 さ れ て おb、74年 には 同 装

置 の市 郷 占め る妻崎 は ・2%に 達 して い る 胆 と思 わ れ る・U∂ 苦i・ ・

Asso ,gia、t;s社 は、 そ の 静電 気応 用 の装 置 の販 売 を独 占 では な く リ ー

ドす る よ う望 ま 処 て い る。.ま た空 間 的 なデ ータ を処 理 す る3次 元 プpッ タ

は・ 興 味 を そ そ るゴ ÷ 三 クな もので あ るが・ 市場 で の将 来 性 は非 常 に 限定

・され た もの ÷な らざ る を.得幸 い。. 一...、

低 コス!、 ・低 ア キ ュ ラ シ ー¢)図形 表示 シス テ ムへ の タ イ ム,シ ェ ア リン

グの応 用 は・ ま だ現 在 的 には 限 られ て 分 り、・'そ の 理 由は 主 に デ 三夕通 信及

q'伝 送 の 限 界 に よる。 テ レ タイプ の速 度で の デ7タ 伝 送 は・ 最 も低 速 の プ

ヲ.ツタで さえ 実 用 に耐 え ない し・ 内蔵 され た作 図 装 置 に代 るべ き手 段 と し

、て の タ イム ・シ ェ ア リン グ を経 済 効率 の低 い もの に して レま う。

自動 プ ロ ッ タ業 界へ の 新 規 参 入会 社 で あ るZeta耳eミSearch.社 は、

,低速 の タイ ム、。シ ェ ア リン グ方式 ρ情 報 伝 送 速 度 か ら生起 す る問 領 を解 決

、し左 い と 自称 す る新 し吟 プ ロ ッタ を開発 して間 もな い。・実 地 試 用 でZeta

P1.01tteτ,230.の 操作上 の 有 効性 が実証 され た な らば・i'1'ttイム 竺シェ

.ア リイ、グの 映 像 図 示 鑓 の 売上 高 は・・7、4年 に は 低 ・ス ㌧ 低 アキ ュラ シ

ー ・プ ロ
、,ツタ市 場 で1、0%以 上 を 占 め るi'、うに な るだ ろ ウ。 そ の よ うな売

上 高 は、 現存 の メ、一カ ーに よっ て期 待 され て い る売上 げ の一 部 門 の 削減 に

よって もた らさ れ る もの
1では な く・ む しう市 場規 模 の拡 大 の結 果 と して生

まれ る もの と考 え られ る。 、 一 一 パ,、

〉 ∴;'・ 、 ・『

㍉
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.'POS'(Point-'olf-Salesl)'・'タ'・ 一・・ミfナ ル

a:J'.Cペ ニ ー と'G・Eの ト レ イ ダ ー ・:シズ テ ムーの失 敗

現 在 で は す で に ほ とん ど の 店 頭 販 売(機 器)メ ー カ ー が、 小 売 業 者 は イ

。1写 が バ チ か の シ ス ニテ ム に 自 らを 賭 け る意 志 を 持 ら て い な い 、'と い う こ とを

認識 して い る 。 ・ごゐ 小 売 者 だ ち の 態 度 が、 店 頭 販 売 機 器 メ ー ガ ーの1社 で

'
・あ る:リーヅ・カ 。デ ー タ 。 シ ス テ9ム(・R・ic・aData・System-.s)は ・ ロ

'サ シ『ゼ ル ス に あ る ヌ イ 社-系 店 舗(May・Company・Store)に お い

、 て、 在 庫 管 理 専 用 の オ ン ラ イン 試 作 ゾ ス テ ム の 製 造 を も と も と は 行 な お う

'
ど 考 えて い た の で あ る。`て

リジ ヵ は'ト'レ ∵ ダ ニの 実 験 中 止 に よーっrて 、 そ の 計 画 を 変 更 し オ フ ラ イ ン

・シ ズ テ ム'・を'製

'
.MDTSは 独 自 に働 く'こ と が で き、 連 動 ・キ・一 ボ ー ド(inte'irlocki

・n・9Keybbdr-d)と 順 次 照 明 す る フ ァ ン ク シ ョ ン ・キ ー(sequen-

tiallyi-1・'.1n:minatedfunction.keY・1.,s)を 経 由 して

ゴ ン ト・りざ れ る 取 引 きの コ ン ト ロ ー ル、 あ る い は エ ン タ ー ド ・ コ ー ド、 金

額 、.計 算 ず み の結 果 な ど を デ ィ ス プ レ イ す る た め の 掛 算 と現 場 チ ェ ック ・

デ ジ ッ ト証 明 を 行 な うに 必 要 は エ レ ク ト ロ ニ ク ス 製 品 を す べ て 内 蔵 して い

る。 さ ら に ま たMDTSは 、 パ ン チ さ れ だ が 磁 気 化 さ れ た 商 品 タ ッ グ の 細

・片 な らび に グ レ ジ ッ ト 。カ ー ドを 読 み 、 い ぐう か つ ぐ られ た(multi-

..、par・ ゲ'_辞 書 に な し、・恐 ら く は 同 ≡ の セ ー ル ス 。 レ シ ー トを コ ピ ーな

.ど し て、'い くつ か 逢 い た た めmulti'Partと 呼 ぶ の で は な い か と想 像 。

い くつ か の 部 門 で 同一 の セ ール ス ・レ シ ー トを 必 要 とす る こ と は 考 え られ

・ ・る か ら)セ ール ス 。レ シ ー ト、 あ る い は 不 合 格 品 レ シ ≒ トそ して 目録 テ ー

プ を 印 刷 す る た め の 、 両 用 途 の 機 器 も装 備 で き る よ うに な つ て い る。

こ の よ う なMDTSを す で に フ ラ イ デ ン はY2シ ス テ ム納 入 して い る。 そ

の うち の ひ とつ は ル イ ズ ビル の シ ァ ら ズ 竺 ロr－ バ ック'(Sea・rsRoe-

buck)に 納 入 した60タ 』 ミナ ル の シ ス テ ム。 残 る ひ と つ は ミ ネ3ポ リ

.'-81一



ス の タ ーゲ 。 ト ・ス トア('T`・ ・g・ ・t'S二 、;・f'・1'e'"s"):tZC納入1さ れ た ・{砂r

_ミ ナ ル の シス テ ム で あ る。 両 店 と も集 合 的 な「ス トデ 。・'アン ド 。フ・オr・-7・'i

ー ド配 置 を使 用 して い る。:t、'・'t'・'t=.'ttttti

きPOS用 機 器 ど し て
、 こ あ よ う に 多数 め 恩 恵 力誓 非 常 に 広 範 囲 の バ ラ エ

テ ィ を も'つ た装 置 趨 供 さ れ て い る の に、 そ う し'た シ ズ テ ム 鱒 入;し て い

る小 売 業 者 が この'よ う に数 少 な ら の 砥 一河 か 理 由 が あ るの だ ろウ か?ニ リ

せ ネ ラルe'土 レ ク 『 リ ジグ 社 の トレ ー ダL‥ 。 シズ テ ム が 落 ち 入 っ た 非 運

が そ の 理 由 を 明 らか に し て'く れ る か も1しれ な い。

トレ ー ダ ー ・シ ス テ ム は 成 功 し 一 当 初 の 目的 通 り うま'ぐ 働 い た の だ 一、

鶴 齢 ら迦 鎚 当のものからも露 を受洗 のであつた・'じか じ・店

舗 が 新 しいPOSシ ス テ ム を採 用 す る とい う立場 に なつ てみ れ ばペ トレ ー

lli・"一'Oとっ た ア プ ロ ーチ は 間違 っ てい た よ うだ。 確 か に小売 業 者 ぱPOS
9

6、聴 を欲 しがっ て い た の で あ るが、 醜 にン」・売 業 離 宮ら め 必要 とす る

装備 以 上 の もく6に ビダー一一・:文た りどい えiど も:支払 い た くな いの だ。1t£ ご

'店舗 全 体 に渡 る
シ ステ ム を除 々に 造 り上 げ て い く事 に よつ て、 小 売 業著

た ちはそ の危 険性 を最 低 限 に お さえ てゆ くこ とが で き るの だ。'

●

ズト'6':'
小 売革 命 を呼 ぶPO'Stt`'∵"〔

1
こ癖 で 移 ぴ 店舗 がEDP設 備 、 取 引 や 在庫 デ ー 舛 ど を経 営報

告 や 会計 の 目的 ゐ ため に処 理 す る 目的 で、'使用 して きて い るが、 七 か し処

漣 の高 速度 化 をぱ し、・信頼 性 をあげ てぺ・さ らに包 括 的 な もの にす るた め

に'ばEb-・i・pシ ス テ ム に店 頭販 売(POS)・ タ ー ミナ ル ・一シス テ ム をつ け

加 え る必 要性 が あ っ』た。 そ うナ るごと に よって、 入 間の 手 に よ るデご タ 。

イ ジ プ レ ド方 法 よ りも、 ず二 と大 きな能率 で もっ て、 在庫 状 況 、 販 売・ そ

乳 に売 れ ゆ きの 早 い、 あ るい ば 遅 い 商 品 な どにつ い ての 情 報 を:処理 で き・

1ミ
しふ も適蒔 に報 告 で き る'よ うに'なる』の で ある㌔61∵
♂会
計 処 理 の面 に おい て も、poSほ 役 に立 づ、 顧 客 計 算、 受取 勘 定 帳、

一'82-'



そ の他 の 会 計上 峰 類 醐 埣?osタ ー ミナ… ヒ ジス1タ.".MEIItzcよ る

販売 取 引 の 自動 言瞬 か ら麟 ・/ピ ・ゴ タに よっ.て処理 で き.る・叉 た 店 頭

販売六 郷 噛 四 順 客勘麟 即 記録が容昂1に㍗ 督 でき.み う

ほ った,こと底 オンラインの頴 状況チ・ぜ パ,つ.雑 業 可能に、、し

,て い る の だ 。一 一 、○ ・ 、 ガ,○,:.一 ∵ ・.㌔

・P・Sデ ・タ収鱗 瞬 っ安 い頑 のは・} .、95、・繰 ρ噸 ・、蹴

で読み取碩 綱 秘 グ,・b,/LX表れ 準 であ,る9.主にK'm.b三"や

－D・nn.…P,i… など呼 ロ バ 製造さ恒 ・商 品,㌧,グ ら 酉興 、売

主 色彩、.型式、、恒 パ 坪 価格 といヰ 碑 ㌃ 櫻 晒 す㌣ 鎚

の 隼 ⇔ いてヲ ・パ する目醐 たやに・/ぽ 鵠 の町 剛 鞭 用

され垣 である,.ζ うレ担 ・グぱ一頭 デニ但 印刷とパ㌘ 穴陸 る

・。.殉 エンヲー.brを嘩 師 ○ 酸 ・・鰐 擬 佐野 る・jミ売美都

・って準備さ糠 のである,.縫 商品が売埠 磐 却さ恒 ぽ 触 とも

なつて諏 麺 当者がや 獅 ・・クを商殿 聾 ずレ・亘 『センケ

に・・ッチ処理治 安 を行劫 ために興 す細 い_,_、

その後・値 縫 オン刻 ㌍ ㌣ ピ言弓 ㌣ ㌘ パ 恒 嫡 嚇 み

取雌 が操 たが、鞭 嘩 帥 、ぞ・舛 ・ンピヂ 拠!助 前陥・ た

とえば蹴 テー7'の ・うな・ンピー 繁 興 変鰻 掴rと 穆 ぬ こ

う した 処 理 を 経 た 後 に な っ て タ ッ グ 。エ ン コ ー ド 。デ ータ や そ の 他 の す で

剛 理ず みのデ ータにも とずいて、.・ン ピギ .・樺 麟 賠 殴 厚 きる

.の で あ る6
,.'ら(.'一 、、1,,・ 、 一 ・/,{1'.l

M.・xi・ ち睦 経 テ ム の よ う,な磁 気 的 にエ ンttコー ド琴 鱈 ツ、㌘ 鯛

・す 醜 しぽ イブ の 機 殿 読 纏 れ る ・ 久 力㍉ 去年P・ 頑 ㍉ 聾1ら

発 表 され た・ttタツ久 ・イ ンフ ォ メ、一ツ ヨン容 量P増 加㍉ オシ ラ・イ ン 。.=ン

ピベ タ ・殉 グ,一・..・・.・b.."・T7xプの 可 能 性・ ㌃ ・トl!ヒ聾 茸 ツ グ/e.デ ー

タの 自動 証 明・・高速度 の 読 み 取 り能 力・ と!?ρ 　『見 、の が・ 『の シ ス.テ/一ム の

長 所 である … 敏 ンペ ・レ ・シス .テムス は・ 繭 的 に も㌧ ㌣ チ短 ㌣ 一

一
、88=..



ζ
ドで きる マ ル チ ラジ ゲニ ジ商 品 タ ッグを、 現 在開発 中 で あ り、'こ うして、

新 しいPOSシ ス デAあ る い は手 持 ちの 設 備 の更新 な どの変換 を希望 して

'
い る 店舗 のた め に、 漸 進的 な進 法 を可能 に して い るの で ある。'Monarch

『㌧M
arking-Systemsで 使 わ れ て い る も うひ とつ⑳ 方 法 は;,光 学 式 の

マ ーク ・タイ プ読 み取 り機 に よっ て ス キ ャ ンで きる タ ッグを使 っ て い る。

繊 で読 顕 れ 諏 引 記録 を製 作 す る キ 。でッ'ぬ ・レ ジス1・ 一揆 表 さ

ガ'たの は、19-60i年 代 の初 期 で あっ た。 そ う した 装 置 の3大 メ ーカ ーは
コ ナ

シ エ セ

Burroughs、NCR、 そ してSwedaで あ る 。 通 常 の ジ ャ ーナ ル テ

ープ 印 刷 の 副 産 物 と して 、 補 助 パ ン チ を 通 して ペ ーパ ー 。テ ごプ に パ ン チ

を す る 方 法 と第12にOCRフ ゴ ン ト に ジ ャ ーナ ル 。テ ー プ を 印 刷 す る。 と
'

い うの が 初 期 の2っ の 方 法 で あ つ た。 こ の 両 シ ス テ ム は 、 現 在 で も ま だ 広

範 唖 わ れ て い ん こ うした システ ムが言置草す'る'セ ー・レス情 報 に は・ 次 の

よ う:なもの が あ る。 商 品認 識 番 号、 総 販 売高 、 そ して 日付 け な どで ある。

上 記 の テ ヴ を処 理 す る'ため ゐ標 準 的手 続 きは渇 日の終 業 時 ない し週 末
'

時 に デ ー ・をaと め、ED:Pセ ン ・-va手 渡 す こ と で あ・る.イ ンプ ・ トさ

れた テ ープ類 や 以 前 の 記録 を も とに、EDPセ ン タ ーは 在 庫・ 販 売 分 析・

セ ごル ズ マ ンの 活動 状 況 、収 支 バ ラ ンス、そ して受 取 勘 定 報告 左 どを収 録

した 報 告 を、 準僻 す るの だ◎

c.'poS(店 頭 販 売 シ ス テ ム)登 場 の 背 景

POS(ポ イ ン ト、。オ ブ 。セ ール ス)の 必 要 性 に つ い て はAbraham

&Strausデ パ ー トの デ ー タ プ ロ セ シ ン グ 担 当 副社 長Robert

-GO1己
ste"ihが ズ バ リ次 の よ う に語 っ て い る。'デ パ ー ト・で は 誰 ひ と り と

して 、'ブ ァ シ ョ ン や 新 しい 店 づ く り と込 う こ と以 外 に パ イ 牙 ニ ァ とい うべ

ぎ仕事 を した者 はい ない。 しか しながち、 近年物理的 な大 きさ、 多角的な

店へ の位 置 、 よ り大 きな店、 よ り多 様 な品ぞ ろ え な どの 問 題 に い や が 応 で

も直面 せ ざ る をえ な くな っ た。 現 在、 ク レジ ッ トの 販 売額 の増 加 は販 売 高

P-84一
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s

の60%以 上 に も の ぼ っ て い るが 、 ク レ ジ ッ トの チ ェ ック を 即 座vak－ こ な

っ て 、 ク レ ジ ッ トが 不 正 に っ か わ れ な い か ど うか コ ン ト ロ ー ル で き る 方 法

を 持 た な け れ ば な らな い と い う問 題 も こ れ に 並 行 し て 起 っ て き て い る 。

Goldstein副 社 長 は バ ッ ク 。オ フ、イ ス で は 相 対 的 に み る 左 ら、 か な

り うま くコ ン ピ ュ ー タ化 で き て は い る が、 キ ャ ッ シ ュ 。 レ ジ ス タ ーか ら、

自分 た ち が ほ し い もの を 正 確 に知 り た い と願 っ て い る の で あ る 。 勿 論 こ れ

は 彼 ひ と りの 要 求 で は な い 小 売 業 者 全 部 の 問 題 で あ る。 レ ジ ス タ ーは こ と

に リモ ー ト 。 コ ン ピ ュ ー タ が 電 子 式 ク レ ジ ッ ト 。チ ェ ッキ ン グ ・ フ ァ イ ル

とそ の オ ン ラ イ ン と1の 双 方 と に よ っ て 稼 動 し なけ れ ばkら な い と考 え られ

て い る。 さ らに 小 売業 者 の 話 に よ る と・ マ シ ン は 電 子 的 論 理 チ ェ ック を 持

っ て い て 、 販 売 員 を リ ー ドす る テ ィ ーチ ン グ 。デ ィ バ イ ス の よ うな 機 能 を

持 た な け れ ば な ら な い と い ラ。 さ らπ も うひ とつ 言 うな らば レ ジ ス タ ーは

読 み や す い レ シ ー トや ジ ャ 「 ナ ル ・テ ープ、 あ る 種 の マ シ ン が 読 め る レ コ

ー ド
、 た と え ば ・ オ ン ラ イ イ 。 ヲ ン ピ ュ 一 夕 へ の メ ヅ七 一 ジ ャ ー 。パ ン チ

・テ ー プ あ る い は 印 刷 さ れ た テ ー プ、 ま た は磁 気 テ ー プ を つ くる 必 要 が あ

る。 多 くの 小 売 業 者 は あ る 種 の フ ォ ー ム の 値 札 や ク レ ジ ッ ト 。カ ー ド 。 リ

一夕㌔(こ れ らは 入 力 の 際 エ ラ ーが あ れ ば 切 り取 り も で き る も の で)も 求

め て い るo

こ の よ う に数 多 くの 要 求 が あ る の で 、 レ ジ ス タ ーは ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ で

あ る 必 要 が あ ろ う。 す な わ ち、 レ ジ ス タ ーは 集 積 回 路 、 エ レク トロ 。メ カ

ニ カ ル な プ リン タ ー、 エ レ ク ト ロ 。オ プ テ ィ カ ル な 値 札 読 取 り機 の よ うな

電 子 技 術 を 用 い る もの と な る の だ。

レ コ ー ドは 販 売 に 関 す る 完全 な 情 報 一 た とえ ば 販 売 部 門 、 店 員 、 品 目、

か た ち 、 品 番 、 数 量 、 価 格 、 ク レ ジ ッ ト価 格 の 形 成 、 勘 定 番 号 、 税 金 お よ

び 金 額 合 計 一 を つ か ん で い な け れ ば な ら な い 。 マ シ ン は ま た い くつ か の

異 っ た タ イ プ の ト ラ ンザ ク シ ョ ン が 扱 え な け れ ば な ら な い。 た と え ば 、 デ

パ ー トは 、 マ ー チ ャ ンダ イ ズ 。 リタ ーン、 別 の 値 付 計 画
、 値 下 げ 配 達 な ど

一85一



をう・く蝉 して⑭ な城 ぱならパ 醐 ζフいてNCR賂 瀦 に

っ い て 、 そ の 個 々 の ト ラ ン ザ ク シ ョ ン を 記 録 す る1包 め〆に、 平 均42.5回 も

キ ー を お さ な け れ ば な ら な い と 予 想 して い る。 し た が っ て1全 て の メ ーカ

ーは 値 札 と ク レ ジ ッ ト 。 カ ー ドが 読 み取 れ る 電 子 的 な 手 法 を 開 発 しつ づ あ

る わ け で あ る。

さ て 、 この 分 野 で ス タ ー ト ・ラ イ ン を 切 っ た の はRiC6・ 」D・t・
ノい ヘ ズ し ミ ロ 　ロ ペ ヒ

S。 、t。m、 社 で 、968年 の ・9で あった.Rid・ ・め み テ辿 レ イ○

シ オ ン社 の ミニ 。コ ン ピ ュ ー タ を 使 っ た もの で あ っ たo

シンガ.社 はF。 、d。。蝶 蔀 ぬ って 、'1・6』;年・、。滅 の癌 心

入してきた.同 社は今や こ磯 託 著名な擁 どEっ た吻T'S'を 誌 、

以来,つ の離 陸 力輪 中しぶ る.註 ・砺 虻 清遊 る捲 ぱ
　 ニ ご 　 く コ 　 ら

界 第 一 位 の 取 り扱 い 高 を 持 つ と言 わ れ るDiぎitrbnic'sやMatk-

。,i。gS。 、 、。m、 ・・、 ぴ 縦 のt'P'il・ ・'ジBδ ・・Af6e馳 二・ ξ'

やった専門メーh- .の醐NCR・'q・ ⊇eば 頭RCAと

い っ ぱ 手 メ か 力蹴
.し て ㌣ る. t.,.,,、 ㌶,、1.一 、

d.出 そ ろ った 各 社 の製 品

,上記の今祉 楡 滋 齢 発表している・

た とえば、 しvaせ のRicca社 購 札 ㌍ ドを読 辿 り・パ ∴ ・で

計算 を して記録す るRicc。D。tバly、 戸t;迫'を1絞 こて 融 蛯

業 界 で は コ ン ピ ュ ー タの 王 者IBMに 匹 敵 す 為 よう 宏POSの 王 者 とみ ら

れ てい る、NCR社 は 最 近NCR-280を 発 表 じたが、 そ れ 以前 に は

185(値 札 読 取 り)を 市 場 に 出 して い る。

なお現 在 市 場 に 出 ま わ っ てい る主 な装 置 に は表iiゐ よ うな もの が ある。

と ころ で これ らの 装 置 を 使 って実 際 に どん'な店 頭 販 売 シ ス テ ムが で きる

の か。 また そ の シス テ ムの ユ ーザ ーには どん な と ころ が ある の か。 た とえ

ばSingerのMDTSは 値 札、 ク レtY'ッ ト 。カ ー ド、 円形 バ ー 。コ ー ド
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値 札 、 磁 気 値 ・鵠 動 識 接 置 ・・ジ と して ・97・ 年1月 よ り,二,,et-,Zぎ 「

ジ ーのP・ ・…u・S.Cで 実 用 試 験 を 開 女礼 た ・ ま た01 ,.i・vOtt1 .、

はRAS(Rettt'1・AutomatiC ,System)と 名 打 っ て 欧 州 の 百

貨 店 で 実 用 試 験 中 、 トレ イ ダ ー(GE)で 使 用 し た ミニ ・ コ ン ピ ュ ータV

ECTOR5000を 使 い 、 機 器 構 成 は 磁 気 値 札 作 成 機 ・ 磁 気 値 札 ・ ク レ ジ

ジ ッ ト 。カ ー ド読 取 リレ ジ を含 む も の で あ る。

Pit・ ・yB・u・AIP・xはN・wY・rk&Fra・kli・

Storeで1970年2月 よ り実 用 試 験 を 開 始 して い る 。 さ ら に コ ン グ

ロ マ リ ッ トのL,ittonIndusS:ryがSweda、 を 通 じて シ エT－

ズ ・・ 一・・ック と ・97・ 年 ・月 よ り期 開 発契 約 を ㌣ だ との 発 熱:あ

っ た 。 ・ 一

ま た、 ζ のほ か 現 在 稼動 も し くは試 験 中 の 大規 模 な店頭 販 売 シ ス テ 今 に

は表2の よ うな もの が あ る。 、

1980年55万 台 と予 想、 注 目 され るNCRの 動 き

小 売 業 界 は ア メ リカ経 済 の 大 き な部 分 を構 成す るが19.β9年 商 務省 の

発表 に よる と百貨 店 だけ で も年 間 売上 高320億 ドル(・!;1兆5200億

円)、 全 米5,000店 、 従 業 員150万 人 と い う規 模 で,あ るOス ∵ こ,一 。

マ ー ヶ 。 ト ・ス トア や、 零 細 規 模 の 小 売 商 を 含 め た 総 売 上 高 は .少.な く と も

倍 近 く に な る で あ ろ う。 推 定 に よ る と、 自社 で コ ン ピ ュ.一 タ亘 設 置 し て い

る三か も"し く は サ ー ビ ス・。 ビ ュ ー ロ ー な ど 外 部 の コ:ン ピュご タ を 便?て ピ る

小 売 企 業 は19・69・ 年 現 在 全 小 売 企 業 の5、%弱 ζ見.》tてh、 る 。.t、

1968年 の 時 点 で 全 米 小 売 業 界(Natio -na,11Re、tA↓.1.Mgrc-

hantsiAssociation)の!」 ＼売 業 調 査 研 究 所(亭Ct・ail

ResearchInstitUt・e.〉 ・が 行 な っ た 調 査 に よ る と、 年 商1.000

万 ド ル(36億 円)以 下 のee-一 ・の 百 貨 店 で はEDP装 置 をr部 で サ ー・ビ ス

。ビ ュ ー ロ ー を 使 用 、.そ の、他 は 計 画 あ る、い は 考 慮 中 で あ る。 年 商1,000万
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ドル 以 上2,000万 ドル(72億 円)以 下 で 複 数 の 店 舗 を持 つ 百 貨 店 は 全

部 が サ ー ビス 。ビ ュ ー ロ ーを 利 用 中 か も し くは 自社 に コ ン ピ ュ ータ を設 置

して い る。 た と え ば、 百 貨 店 業 界 第5位 の ア ラ イ ド ・ス トア ー ズ(Allied

Stores)

こ う したEDPへ

600

の資本投下状況は今

後次第 にオツ ライン`

1
店頭販 売情報 システ1

ムの需要増加 につ な:

ては 　

が る潜 在 力 とみ られ 敢

て い るo干
台

GEとJCペ ニ ー)

の1,000万 ド ル その1の 喉 頚

200-

(36億 円)契 約 、

トレ イ ダ ー ・ シ ス テ

ムの キ・ンセル後・ ト鞄

オ ンライン店頭販売L
l970!9751980 年

シ ス テ ム に っ い て は

業 薫 別 店頭 販 売 タ ー ミナ ル
メ ー カ ー と ユ ーザ ー 設 置 台 数 予 測

の 動 きが と も に 慎 重 に な っ た とい う。

に もか か わ らず こ の 分 野 は きわ め て 有 望 な マ ー ケ ッ ト とみ られ て い る。

た と え ば 著 名 な 調 査 会 社Quan・tum・S・cienceの コ ン ピ ュ ー タ技 術 デ

ィ レ ク タ ーBarryKeagy∴ は1975年 ま で に は オ ーダ ー ・エ ン ト

リ ー を含 む 店 頭 販 売 タ ー ミ ナ ル の 設 置 台 数 は126,rO・00台vak'よ ぶ で あ ろ

う と 予 測 して い る。 同 じ く調 査 会 社 と して 名 高 い ブ レ デ ィ キ ャ ス ト社

(Predicast社)は 小 売 業 お よび 各 種 業 務 に 使 用 さ れ る タ ー ミ ナ ル 装

置 の 数 は 】970年 に は55,000台 、1975年 に は190,000台 そ し
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て80年 に ば542,000台 に も 達 す る1だ ろ う とみ て い 百。 こ の うち 小 売 業

に つ い て は1・9マ5年 ご ろ か ら急 激 に 増 加 す る も の と み で い る。・・

'i
'『"ぷ'・ 参 照)

Nl'CRの 副 社 長R.StanleyLai'n"9がcl「 我 々 は197・1年 の

販 売 目 標 を 電 子 機 器 に 置 く」'と 発 言 して ま もな く、N・C・ ・R--290と 名 ず

け られ た 店 頭 販 売 シ ス テ ム が 発 表 さ れ た 。'ご 一.・

-NCR-280シ ス テ・ムーは
、 す で に 市 場 に 出 ま.わ つ て一い るNCR-785

"ワ ン ド(魔 法 の ツ エ)"リ
.一ダ ー付 き⑳ デ・一 夕 。タ ーーーミ ナ ル とNCR

7ゾ2・3,磁 気 テ ープ 。デ.一.タ ・。コ レ ク タ ー`お、よ・びNCR74-7値 札 プ リン タ

＼ が ら構 成 ざ れ て い る。NC・R会 長 のRober・tS
.・Oeimanが

"ミ ニ ・コ ン の エ
ッ セ ン ス"・ と 自 画 自讃 す る 性 能 を 持 つ こ の シ・ス テ ム は 、

商 品 の 販 売 に 必 要 なほ と ん ど す べ て の デ ー タ を 自動 的 に 迅 速 か つ 、 正 確 に

処 理 す る も の で 『あ る 。 す な わ ちNCR－280は 値 札 、 ク レ ジ ッ ト'・ カ ー

ドの 読 み 取 り、 税 金 や デ ィス カ ウ ン ト額 ま で の 計 算 を 行 な い 、NCR723

・に 記 憶 す る。'・ ・… 』-t'・ ～…'1・]『 、

実 施 試 験 に協 力 したMoでtgomeryWard社 に よれ ば 、 こ れ に よ っ

て サ イ1ズ か ら カプ ー に'い た る ま で の 商 品 情 報 や 各 責 任 者 ご ど の 売 上 げ 、 在

庫 管 理 に ま で 利 用 範 囲 が お よん で い る と の こ と で あ る。 ∵'1

全 米 で 約30'/oi台 以 上 と言 わ れ る キ 培 ジツ,=・ レ ジ ス タ ーの 髄 を 販 売 し

'て い るNCRが ど うで る'か
、 大 げ さ に 言 え ばPOS市 場 の 各 社 が 注 目 し て

・い る と こころ で あ る
。 レ ジ ス タ ー のIBMはPOSの 王 者 と も なb得 る 潜 在

能 力 を持 っ て い るjか らで あ る 。/t・"ll'・'"

・た と え ば 大 手 の小 売 業 者 はNCRの 新 機 種 を 見 る達 で は 他 社 の シ ス テ ム

㌧ を 買 お う と し な い ど ま で言 わ れ る 。Bussne・"・Week誌 に よ れ ば ユ

』 ザ ー は 実 際 に オ ハ イ オ 州 ・。'デ イ トレ の 本 社 に 代 表 を 送 りデ モ ンヌ ト レ ー

シ ョ ン し て く れ と言 っ た そ うで 、NCRも こ う し だ お 客 の 動 き を み て

㌧
.『1969年 の ,ア ニ マ ル ・レ ポ ー トに は べ ーーバ ー ・マ シ ン(完 全 に 商 品 化 し
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て い な い と い う意 味 て)を 写 真 入 り で 乗 せ て い る くrら、い だ 。.∵,,,l

NCRは2180,1・/vaつ い,て.セ ン チ ュ リ ー 。シ・リ ー・ズ1.1,-opと200の ,連 動、シ

ス テ ム を お・客 に 宣 伝 し て い る が 、 店 頭 販 売 シ ス テ ム と は 大 規 模 に な れ ば な

る ほ ど全 社 的ED 、Pシ ス テ ム.と して 認 識 して ゆ か ね ば な ら な い庄 こ の 点 で

一!コ ン ピ
ュ ー タ 。メ 〔 ヵ 一 は 実 績 実 力 と も 有 利 な ポ イ ン ♪ に 立 っ て 換 る だ け

に こ の 市 場 で の 存 在 は 大 き く な る。 ∵ ・.㌻.・L':、li・,1/.一 バ.

近 着 の エ ユ ース に よ れ ばJBMが ス 」 パ ーパ マrケ ッ トの チ 至 ヅク ・ア

ウ ト 。テ ス トを 行 な っ た と伝 え られ る が 、一同 社 の 動 きは 業 界 注 視 の 的 で あ

る。 しか しそ の 影 響 力 はNCRほ ど で は な い と さ れ て い る が 、'.最近 ミ ニ ・

コ ン ビ 副 一1タ1・ シ ,ステ ム/3お よ び シ ス テ ム3/モ デ ル6・ 、'シ ス テ ム/7

な ど 一 連 の ニ ュ ー ・・シ リ ー ズ の 発 表 に よ つ て こ の 方 面 で の 野 心 は ふ くれ あ

が る か ・も しれ な い 。.・ ・ 、 ・,… ・ ・、一,._,・

コ ン ビS.r・ ・J6eL・.メ ーカ・一 で は この ほ かGEが 例 のTra'derで 手 を 染 め

i/.て い る ほ かsBurroughsが 小 規 模 で 限 定 ・さ れ た シス テ ム を 手 が け て い

る。 ま たRCAはKrOger社 と 組 ん で ク レ ジ ッ ト 。カ ー ドな ど の オ ン ラ

.イ ン ・チ ェ ッ ク ・eア ウ ・ト1・ タ ー ミ ナノレを 開 発 中 と い わ れ て い る。 ・1.

た だ 全 般 的 に み る ど店 頭 販 売 シ ス デ ムー市 場 は 専 門 メ ー カ 戸、 た とえ ばR

Riccaの よ うな,と ・こ ろ が 不 イ オ ニ ア'と な っ て き たも,

専 門 メ ー カ'の 中 で は 企 業 規 模(必 ち ず し もP,QSシ ス デ ム の 売 上 高 だ

け で は ・な い ・)の 大 き い の はSinger社 のE.ridlep事 業 部 とPi・tney

BoWes社 の 合 併 会 社P'itney1-BowesA1・PCx社 で あ る。 こ、の ほ

か 欧 州 か ら手 を 伸 ば して き て い る011ivet・te.、Vnde・rwood社 な ど

も あ る.が 大 て い は 規 模 の 小 、さ い 若 い 専 門 会 社 の 方 が 多 い6た と え ば ロ ス ア

ン ゼ ル ス1の 工n,ventoryManagement-Sys↓.ems社 と かData

Dimension
.s社 ・yer.i・fab社 ・・Condec社 、American

Totaliz、ator社 な ξ が そ れ で あ る。'・.・ 、J,,

す て に 前 述 した とts・bPOS市 場 そ の も の が き わ め て 若 く、 歴 史 もた か
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、 だ か3年 ぐらい で あ る。 した が っ てほ とん どの シス テ ム も計 画 中 か、 も し

くは 開発 中 の も¢)であ る。 専 門 メ ーカ ーが この 分野 に多VT,)と言 う.ことは こ

れ と強 い関 連 が ある。 創 業 の 利 益 を ね ら うの は ビ.ッグ企業 よ り も、・ア イ デ

アで勝 負 す る専 門 メ ーカ ーにえ て して 多 い もの だ。

こ うした 会社 の発 想 は、 キ ャ ッシ ュ ・レ ジス タ ーの 機能 の 改 .Rを した も.・1

の を安 い 価格 でいか に提 供 す るか とい う よ うな段階 か ら出 発 して い る。P

CRリ ーダ ㍉ 磁 気 テrプ 。カセ ッ トな どのオ プ シ ョン を うま くつ けて 出

発 す るの だ。 そ して そ れぞ れ が 独 自の 保 塁 を築 こ うと してい る。 た とえ ば

American・Tot・laJi,zator社 な どは簡 単 なキ ー、。エ ン ト リー装 置

∵ め分 野 に最初 か ら 目をつ 賦 現 在 これ で独 走 して い る。 ・;.一,.. .

… こ れ と対照 的 なの は大 企 業 のや り口 で、,最 初 か ら画期 的 な シ ステ ムを ね

らう6た とえ ばq封 のTraderな どは そ れで ある。

も っ ともTraderの1,000万 ドル(36億 円・)のキ ャン セル 劇 は・

・ い か に も大 企業 的 な や り方 で あ っ た と言 う意 味 で、 業 界 に大 き な波 紋 を投

.ヤ.じた。.そ の 真 の 原因 がは た して ど こに あ るに せ よユ ーザ ー・はTradeτ の

1部 始 終 をみ て、ここの 種 の シス テ ム が と てつ もな く大 きな ス テ ップ を踏 ま

な くて 吐 な ら安い ご とに今 さ らな が ら気 がつ き、 あ る意味 で神 経 質 に な っ

て しま った と言 え よ う。 特 に考 え方 そ の もの は立 派 で あ るがs処 理業 務 が

広 範 多 岐 に わ たり 大規 模 一な シス テ:ムだ け に コン ビ.ユ一夕 ま たは 回 線 が ど こ

か で ダ メに な っ て しま った ら店舗 全 体 に どん な影 響 が お よぶ だ ろ う と考 え

た ら足 が す くん で しま うと こ ろだ。 さ らに この共 同 開 発期 が4年 間 で あ っ

.た已 とか らも、'これ だ け 手 塩 にかけ た シス テ ムで もそ れ が コス トを 回収 し

,㌔ない うち に、 さ らに水 準 の 高い ものが で て くるの で は ないか との 恐 れ を抱

くと い うの だ。''"1「"い'tt・.f^'..tt1':

実 際、 全体 と して みれ ば この 業種 は華 々 じい ア ・ド・バ ル⑭ ンを打 ち あげ る

わ りには 試 行錯 誤 の状 態 に あ,り、 未 だ これ が安 定 した 店 頭販 売 シ啄 テ ムの

決 定版 だ と言 うよ うな シス テ ム 出 て い ない。 従 って大 多数 の ユ ーザけ は 高
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い 関 心 を示 し左が らも直接 行 動 にな か な か 移 りた が らな いぷ 特 に大 、き な店

舗を 持 つ ユ ーザ ーほ ど現状 の レジス タ ー'をリプ レ イスす る という 決 定 に踏

み きるの がむ ず か しい よう だ。 ＼'

、

HL.キ ー ・デ ー タ 。 エ ン ト リ ー装 置 ・'.,,、

a.,キ ー パ ン チ に 代 る も のt/・r.〆

"ス タン ド ・ア ロン 装 置"と"キ ー 。 ツ ー 。 デ ー タ 準 備 シ ス テ ム・"と

鵯キ ー ・ ツ ー ・マ グ ネ テ ィ三ジク ・テ ー プ 装 置"・ は これ ま・で の よ うに デ ータ

を 一 度 パ ン チ して か ら入 力 す る プ ロ セ ス を 省 きv直 接 に 磁 気 テ ープ に デ ー

タ を 入 れ る こ とが で ぎ るデ ≡ タ入 力 記 録 装 置 で あ る。 こ の 装 置 が 近 年ED

Pユ ー ザ ーの 間 で 高 い 関 心 を 持 つ で 注 目 さ れ て い る の は ギ ベ 。一パ ツ チ ヤ ー

の 不 足 お よび 賃 金 高 騰 に よ る,EDP.コ ス トの 上 昇 お よ び デ ー!.Bの 即 時 処 理

'化 が 背 景 と な
っ で い る。-11・ 、d::

こ れ ま で の と こ ろ、 コ.ン ピ ュ 一 夕 の コ ス ト/パ フ1`ガ ー マ ンス の 著 る し い

拡 大 、 中 間 メ モ リ ー装 置 の 急 速 な進 歩 、 ・出 力 装 置 の 改 善 左 ど に と も な っ て

キ ーパ ン チ 装 置 の 弱 点 が 一 層 きわ だ っ て き・た 。,〈 間 と コ ン ピ ュ ー タ の 情 報

交 換 そ れ も特 に 出 力 に 比 べ て 入 力 分 野 で の コ ス トがEDPオ ペ レ ー1シ ョ ン

費 用 で 最 大 の 費 目・と なbつ つ あ ゐ。,一'ご1… ご

デ ィ ー ボ ル ト社 の 調 査 に よ れ ば 、 大 企 業 に お け るIED・P直 接 コ ス トの 少

・な く と も18%は キ ーパ ン;チ 部 門 の 費 用 で 占め られ て い る とい う
。 ま た あ

る 場 合 に は 全EDP費 用 の50%を 占 め た との レ ポ1-・・.hlも・あ り、,年 率5%

と い うキ ーパ ン チ ・コ ス トの 上 昇 が 依 然 と続 く'・な ら・ぱ 、1.1975年 に は 限

界 点 に 達 す る だ ろ う と 言 う,。・ま た1965年 の デ ー タ で は あ る が、 連 邦 政

府 の 発 表 に よ る と、 マ シ ン ・ リ ー ダ プ ル な か た ち に デ ・・タ を 変 換 す る だ げ

で も5億5,000万 ド ル の 金 が か か っ た と い う。

こ う した 入 力 コ ス トの 上 昇 を ふ せ ぐ方 法 と し て は 、 キ ーパ ンチ に 代 わ る

経 済 的 な シ ス テ ム を 導 入 す る しか な い。 キ ー 。 ッ ー 。磁 気 テ ー プ 装 置 は こ
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うした 期待 に応 え る もの と して登 場 して きた のだ。

H.キ ーe"デ ー タ ・エ ン ト リr登 場 過 程 、

a.入 に よ っ て は キ ー ・デ ー タ ・エ ン ト リ ー分 野 の パ イaオ ニ ァ は 通 常 言 わ れ'

る よ うに 、Mbhawk・Dato社 のUNIVA.q事 業 部 で あ る と言 う。.す

な わ ちUnityperと い う装 置 が 今 日の キ ー ボ ー ド『。ツ ー ・'テ ー プ装 置

の 先 駆 者 だ と見 られ て い る の だ 。 こ れ は1950年 代 の コ ン'ピご 一 夕 用 に

準 標 準 型 タ イ プ ラ イ タ ーか らUNIVACの 互 換 性 の あ ろ メ タ ル 。テ ー プ

に直接 デ ータの書 き込 み をす る もの で ある。

もっ と も これ をは た して キ ー 。ツ ーテ ー プの 先 がけ と見 る1か ど うか は、

衆 目の一 致 す る と こ ろで は ない。 た だUNIVACの ユ ーザ ーが実 質的 に

はCPUに 対 する婿 の デ ー搬 入作業 陣 た って・ パンチ ・カ ゴ に:代

る最 初 の装 置 を 世 に 出 した とい う点 で は疑 う余地 は ま った くな い。

1958年 に1な っ て・ 最 初 の第2世 代機 のデ リバ'リ ーが 拾 っ た時 点 で・

CPUの 処 理 速 度 とデ ー タ 。イ ンプ ッ ト作業 速度 の間 に大 きなギ 王 ッヲ が

生 ま れ は じめ た。 す なわ ちCPUは ミソ 。セカ ン ドの ス ヒ㌔ ドで情 報処 理

を行 な うよ うに な った か らだ。

さ らに19 .60年 代 の 初期 に ら た る と『 ン ピュ.rタ1台 あた り・の コス ト

/パ フ ォ ーマ ン ス は上 昇 し、'コ ス トは実 質的 に 低下 した の に もか か わ らず

EDP装 置に 占 め る イ ン プ ッ トの コス トは 除 々に増 大 して い っ'たの で あ・る。

そ'し て19'64年 に 第 三 世 代 機 が 発 表 さ れ る とCPUの コ ス ト/パ フ ォ ー

マ ン ス と イ ン プ ッ ト ・オ ペ レ ィ シ ョ ン の そ れ は ま す ま す 拡 大 して い っ た 。

こ う した 中 でMohawkDataScienees社 の モ ー ド 。デ ー タ ・レ

コ ーダ ーが1965年4月 に 発 表 さ れ た の で あ る。

こ の 装 置 は2つ の 点 で 画 期 的 な 特 徴 を 持 っ て い た。 ユ つ はキ ー 。エ ラ ー

を直 接 訂 正 で き る こ と で あ る。 これ は レ コ ー ド全 体(通 常 、80カ ラ ム)

が 直 接 ス ト ー レ ッヂ 装 置 な い しは バ ッ フ ァ ーに キ ーざ れ 、 オ ペ レ イ タ ーは
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i

加算 機(MobileCartMe-20型)

1
1970年5月 現 在1,700

」

・ カセ ット式 磁 気 テ ープ 記 録 装 置 、 ア ヵ テ ィ ック 加 盟店 の うち2ぴ σ店 が この

。 ト ラ ン ス ミ ッ タ ー800型 の 組 み 合 わ ぜ で シ ス テ ム を 採 用。

稼動 す る シ ス テ ム で ある。 加 盟店 に お い て、
'陳 列 ダ ナ で空 に 左

っ てい る箇所 の商 品 コ ー ド
'を 加算 機 の キ ーにた た きこ む

。 デ ータ は 磁気

テ ー プ と ロ ール 。ペ ーパ に 収 録 さ れ る。 カ セ

ッ トは ト ラ ン ス ミ ッ タ ーに か け られ 、 電 話 回
●

線 を通 じて本 部 に注文 デ ー タが送 られ る。
1

(3分 で1,000品 目)

LINCと 同 じ よ うな補 充 注 文 シ ステ ム で あ る 11969年 末 で 加 盟 店 約1,600

が、 空 に 左 っ てい る陳 列 ダナ 商品 の 商 品 コ ー 店 中40店 が この シス テ ム を

ドを手 で 入力 す る代 りにOMR(ロ トマーク) 採 用 、70年 来 ーま で に200

を使 用 して直接 に加算機 と磁気記録 テ ープに 店 ま で に増 加 す る とい うこ と

読 み こ ま せ る の がね らい で あ る。 ト ラ ン ス ミ
'

で ある。 なお モ ナ ーク 社 で は

ッ タ ー はIBM製 で 、 カ セ ッ ト装 置 は 大 型 で
ロ トマ ーク を 値 札 、 ク レ ジ ッ

あ る。 ト 。カ ー ド倉 庫 の 棚札 に応 用

、

■ 一

し、 こ の イ ン プ ッ ト 。シ ス ァ

ム を 拡 大 し よ うと し て い る 。

ミニ ・コ ン ピ ュ ータ を 連 動 した シ ス テ ム で、 フ ー ド 。フ ェ ア ∴ 社 傘 下 の ポ
`七t.

レ ジ で 商 品 コ ー ドを キ ー 。イ ンす る と、 小 売 一ル ド ウ イ ン店 で 採 用O

価 格 が ミニ 。 コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て 索 引 さ れ 、

デ ィ・ス プ レ イ に 表 示 さ れ る。 そ して レ シ ー ト

に商 品 コ ー ド売 価 が うち こまれ るわ け で あ る。

値づけ、 値札 金額変動i交換作i業お よび発注業
・ 務 に威 力 を発 揮 す る。 1

「

■
v

.

●

w

●

'、.:・ －i『 ・

'

'

、
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・TRADER J。Cペ ニ ー

(TRAnsactionData
DataRecorder ,

Systems) 、

値 札 、 ク レ ジ ッ ト自

動 読 取 リ シ ス テ ム

GE

i1

単 に誤 りギ ャ ラク タ ー⑳ 上 に、甚 し くは フ ィ ー'ルド上 に訂 正 ギ ャ ラゾ.ダ ー
r-'"・'.・ ・ 、

、'』';"

'を 打 ち 込 む だ け で よ吟 の で あ る。

2番 目の 特 徴 は 磁 気 テ ー プ使 用 と い う点 で あ る。1964年 ま で に 磁 気

テ ー プ は 高速 蓄 積 お よび リ ト リ ーバ ル 用 に 広 範 に 利 用 さ れ る 媒 体 と な っ た 。

Dat'a・-Recordeは キiー ボ ー ド ・バ シ フ ァ ー か ら直 接 に コ ン ビ ュ ー

・用 磁 気 テ ー プ 鳴 き こ め る よ 獺 計 さ、れ た の:だ ・,.・..・◎ ・年 の 初 期 ・ 二

一ザ ーは キ ー 。 ツ ー ・テ ー プ 装 置 を 認 め 始 め た。 そ し て在 庫 管 理 や 伝 票 発

行 小売店頭販売などの分節 勧 れ抑 たのだ.∵ 工…'

SangamoElectric社 が 参 入 し て き た の は そ う した 時 期 だ っ た。

同社 はMohawkDatoやHoneymel1の 装 置 を 類 似 した キ ー ボ

ー ド ・ ツ ー 。テ ー プ 装 置 の ニ ュ ー ・バ ー ジ ョ ン を 発 表 した の だ。 しか し、

Honeymel1やMohowk社 の"ス タ ン ド 。ア ロ ン装 置"よ り も多

くの オ プ シ ョ ン、 例 え ば デ ィ ジ タ ル 。バ ッ フ ァ ー 。デ ィ ス プ レイ 装 置 な ど

を 備 え て い た の で あ る。

1968年 に な る とい よい よIBMが 進 出 し て き た。 そ の 年 の 中 頃 、

■・・t98一
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磁気 ク レジ ット㌦ ガ ー'ドお よび 磁 気 値 札 を 自

動読 み 取 り リ.ピー・地 区の 集 配送 セ ンタ ーの コ

ン ピュ ータ にオ ン ラ イ ンで送 る。 これ に よっ

て レジーの言†上 が値 札 に よっ て 才ご ト・メ化 さ れ

る と と もに売 上 げ デ ータ が即 座 に地 区 本 部 の

コ㌶ ピュ 一夕ρ磁気 テ ープに記 録 されて ゆ く

ク レ ジ ッ ト処 理 も磁 気'ク レ ジジ ト ボ カ ー ドに

よっ て セ ン ト ラル 。 コ ン ピ ュ ・一 刀 の デ ィ ス ク

。メ モ リ ー に 照 合 、 処 理 さ れ る。

機 器 構 成 は 磁 気 値 札 作 成 楊 、 磁 気 ク レ ジ ッ ト

。カ ー ド作 成 機 、 磁 気 値 札 い ク レ ジ ッ ト ・ カ

ー ド読 拠 り機 ・ マル チ.プ ロセグ ー・.ラ イ
ン 。 コ ン ト'n－ ラ ーo'`'へ

1967年 秋 よ『り実験 開始^

196g年 正 式 採 用 発 表

1969年12月 突 然 キ ャ ン

"セ ル を 発 表GE社 改 良 タ1イ ブ

発 表 、、

壬BMは"ModeJ'50・{Data1'h弔criber!'を 発 表 した の で あ

る。Mode150の レ コ ー ド、 イ ン プ ッ トは キ ーパ ン チ 。キ ーボ ー.ド か

、,ち行 な わ れs'非 互 換 性 の1'・'6ミ リ磁 気 テ ープ に書 き こ± れ る。 この テ ー

プ の ス ト ～ レ ッ:ヂ 密 度 は.1イ ン.チ あ た り20,キ ャ ラ ク タ ー・で1あ る 。 ナ な わ

ち レ コ ー.ド 密 度 は 高 くSそ の レ コ⊂ ドはマ グ ネ テ ィ ・ック.?テ.}プ 。カ ー ト

リ ッヂ に 直 接 書 き込 ま れ る こ と と な っ た 。 各 オ ー ト リ ッヂ は そ れ ぞ れ 約

2・75枚 の パ ン チ ・か 一 ド分 に 相 当 す る デ ・一・t9・を 入 れ.る.こ と が で き た 。

・'そじて か 一■tトリ ヅヂ はIBl遜 製 磁 気1テ さ プMT/STlと
.互換 性 を 持 つ一て い

一 るo .さ て.こ.(∂カ7ト ・リ ッヂ ↓まMode1・ ・2・i4951と 呼 ば れ る テ ←プ 。、リ:ダ

・ に 入 れ ら れ 、、そ こ か ち900 .キ,ヤ ーラ汐 先 ≡/秒 とい う速 度 で レ コ・一,・ドさ れ

●

た 情 報 を コ ン ビa'-iタ に 投 入 す る の だ 。 」 ・ ・'・'一;tt`

さ て そ の 後 こ の 業 界 に はVanguard・ ・Dat・aSy・s,t』ems－ 社 と か ・

r .,Potter・.'Inst'rument社 と い っ た 新 規 参 入 が あ'っ ・た が 、'何 よ り も

・ ・注 目 を 浴 び た の がVi'iatrlonのSystem21 .ど 呼 ぱ 、れ る 装 置 ・で あ;る 。

'-System21の 特 徴 は ユ"一 ザ ー に 様 々 な 選 択 オ プ シ
ョ ン を 与 え た ・こ と だ 。
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す な わ ち キ ー ボ ー ド 。コ ン フ ィ ギ ュ レ 三 シ ョ ン(タ イ プ ラ イ タ ー な い し

キ バ ンチ)ぴ 型 カセ ・'ト・ これ らCRTデ ・ス プ レイ経 の猷 が可

能 で あ っ た の だ。 そ して 最 も注 目 を 集 め た の が 何 よ り も安 い と い う こ とで

あ っ た。'・

も っ と もCRTと か カ セ ッ トと:の 結 婚 は 決 して 目新 ・し い 出 来 事 で は な

か っ た。1968年 に 発 表 さ れ たMode1301キ ー 。カ セ ッ ト 。タ ー シ

ナ ル が あ る か らだ 。',..

さ て1・969年 の 中 頃 に な る とい よい よ こ の 製 品 も本 格 的 な進 化 の 時 を

迎 え た 。 す な わ ち3つ の異 な っ た タ イ プ の マ シ ン が 生 れ て きた の で あ る。

そ れ は

ω キ ーボ ー ドに ょ る 互 換 性 の あ る テ ープ へ の 入 力 。

(2)キ ー ボ ー ドに よ る 互 換 性 の な い テ ー プ へ の 入 力 。

(3)時 分 割 プ ロ セ ッサ ーの だ め の 複 数 キ ーボ ー ド ・・デ ー"多 入 力1ス テ ー シ ョ

ン0

1969年 の 中 頃 い よい よ マ ル チ 。.キ ー ボ ー ド装 置 の 出 荷 が 始 ま っ た。

こ の 分 野 で は キ ー 。デ ィ』ス ク 。シス デ ム1を 持 っ たLogic社 とModee9

を 持 っ たComPtlter'Machiner'y社 が そ れ ぞ れ 異 た っ た 歩 み を 取

始 あ た。

Logic社 の720シ ス テ ム は あ ら ゆ る デ ー タ が タ イ ム シ ェ ァ ー ・キ ー

ボ ー ドで 入 力 さ れ る が 、 そ れ は 中央 処 理 装 置 の 磁 気 デ ィ ス ク 上 に ス メ ア ー

さ れ る の だ。 各 レ コ ー ドは デ ィズ ク に 対 し て 照 合 さ れ 、 訂 正 さ れ る。 そ し

て も し 必 要 な ら この 作 業 は 会 話 型 モ ー ドで 行 な わ れ る の だポ こ の シ ス テ ム

で は、 中 央 プ ロ セ ッ サ ー1台 で60台 の キ ー ボ ー ド ・ス テ ー シ ョン が コ ン

トロ ー ル で き る ど い う こ とだ。

キ ー 。ツ ー ・磁 気 テ ー『ブ 装 置 を実 質 的 に 最 初 に 生 産 し た企 業 はMohawk

DataSciences社 で+1"965年 の1100シ リ'ズ ・ ト ラ ン ス ク

ラ イ バ ー とい うの が そ れ で あ る。 も っ と も 磁 気 テ ープ 上 に 情 報 を記 録 す 洛
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た めに キ ーe、、ス トロ 三ク を使 うとい うア 〈デ アは す で に1950年 代末 に

生 れ て お り・ 実 際 に開 発 され て もい た。 しか しMohaWaDa声a・ 社 をは

じめ と して60年 代 に入 っ て キ ー ・ツ ー 。装 置 が 次 々 と発表 さCる よ5 .va

な った のは キ ーボ ー ドとかICお よび テ ープ装 置 の値 段 が安 く なっ た と こ

ろ に原 因 が あ るoも っ と も安 くな った とは いえ 、一 般 に キ ー;ツr。 磁 気

テ ープ装 置 は従 来 の 吉7 、.パンチ装 置 の レ ン タル料 ζオ ペ レ ニ「〈ヨン ●コス

即 比 べ て ・,・触 琉 高 くつ く とい うことで あ る・ い ス タン・ドア ロ ン"

で 肺 〃 タル5・O・ ・～9・… ドル) 、し ・

しか し利 用 ユ ーサ 三1に言 わ せ る と10%ぐ らい の 『ス ト高 は1-● ツー

磁 気 ㌃ プ鑓 嘩 つ生 産 性 の高 さで帳7肖 し臓 る とい うeと だ・ すlt:b

ち生産 効率 は キ ーバ ンプ 装 置 よ りも3・0%か ら40%は 高 くな る と言 うの

だ 。 ・

b.キ ー 。デ ー タ 。エ ン ト リ ー装 置 の 種 類 一

と こ ろ で ひ と 口 に キ ー ・デ ー タ ・エ ン ト リ 三装 置 と 言 っ て も い ろ い ろ な

も の が あ る が ・、こ れ を 大 き ぐわ け る と2つ の カ テ ゴ リ ーに 分 類 で き よ う。

ひ と つ はCス タ ン ド ・・ア ロ ン"と 言 わ れ る 装 置 で、 も うひ と つ は"キ ー 。

ツ ー ・プ レ パ レ ー シ ョ ン"と 呼 ば れ る装 置 で あ る。 左 お・ キ ーoツ ーrプ

レ パ レ ー シ ョ ン装 置・は キ ー 。 ツ ー中 デ ィス・ク装 置 ・と も 言 わ れ て い る。.、

ftス タ ン ド ・ア ロ ン"型 装 置 は ギ ーボ ー ド
、 磁 気 テ ー プ 。 ド ラ イ ブ、 制

御 装 置 さ ら に 場 合 に よ っ てCRT装 置 が こ れ に 加 わ る こ と が あ る。 こ れ ら

'の 装 置 の 構 成 体 が1ヵ 所 に 置 か れ 稼 動 す る もの で あ る。 こ れ らの 装 置 は キ

・ ・ス トロ ーク を 磁 気 テ ー プ 標 準 乃 イ必 チ も、し も は%イ 、ンチ 磁 気 テ ー プ上

・に あ る い は オ ーデ ィ オ ・テ ー プ 。タ イ プ の カ セ ッ ト・に 磁 気 化 した コ ー デ ィ

ン グ を 行 な う も の で 、 ベ リ フ ァ イ機 能 も あ わ せ 実 行 す る も の で あ る。

ほ とん ど の キ ー ・ツ ーr磁 気 テ ー プ装 置 はIBMの029型 キ 三パ ン チ

・キ ー ボ ー ドを使 用 して い る 。 しか し メ ーカ ー の 中 に は大 量 の ア ル フ ァ ベ
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ッ ト文 字 情 報 を イ ン プ ッ トす る よ うな 場 合 、 タ イ プ ラ イ タ ■ ・キ ーボ ー ド

を使 用 す る か 、 ま た 時 と して ニ ュ ー メ リ ック ・キ ーボ ご ドを 追 加 して い る。

なfo大 多 数 の ア ル フ ァ ニ ュ ー メ リ`1);キ ー ボ ー ドは1セ ッ ド64キ ャ ラ

ク タ ー を 持 っ て い る 。

"ス タ ン ド ・ア ロ ン"装 置 と言 わ れ る マ シ ン は オ ペ レ ー タ に どん な デ ー

タが記 録 さ れ て い るか を 知 らせ るた め に何 らか ゐ 種 類 のデ ィス プ レイ装置

を持 っ てい る。 この デ ィス プ レ イ機 能 をは たす も の には タ イ プ ライ タ ーか

一 ・1奇 ・

らCRTま での もの が あ る。

CRTデ ィ ス プ レイ装 置 を使 った もの は、 こあ分 野 め ユ 三 ジ トの 中 で最

も精緻 妄 システ 己 とされ てい る。 とれは投 入 され た レ コ ニ ド全 部 を孟 宗 す

る こ とが で き、 さ らにオ ペ レ ータが情 報 を入れ 換 え た りす る だめ に 完全 な

レコ ・・ド 。フ ォ ーマ ッ トを映 し出す こ とが で きる の だ。

ほ とん どの"ス タ ン ド。ア ロン"装 置 は キ ーボ ー ドを手 動 で操作 し、 小

型 コア 。メモ リ ーや テ ー プ ・カセ ッ トに デ ータを 蓄 積 す る。 レ コ ■ ドの最

大長は 普 通 は コア ・メモ リーの サ イズ に よって 規 定 され るが、1コ:ア ・メモ

:b －を使 わ な い モ デ ル の場 合 は レコ ー ド ・サ イズ が制 限 され 左 ご とは ない。

た だ ひ とつ の 例 外 を 除 ピ て あ ら ゆ る標 準 テ ープ 。 り ■ ル は 牙 ベ シLタ に よ

っ て ロ ー ドさ れ ね ば な ら な い 。'tttJ1

テ ー プ 。カ ー ト リ ッ ジ お よび テ ー プ 。カ セ ジ トは 通 常 標 準 サ イ ズ で マ ス タ

ーテ ー プ に 蓄 積 さ れ る。

コ ン バ ー ジ ョ ン 。プ ロ セ ス は 通 常 カ ー ト1ザ ジジ ・ リ ー タ ー に よっ`て 行 な

わ れ 、 ぽ と ん ど の メ ー カ ーが デ ー タ を 記 号 に 書 き 直 す か も し ぐは カ セ ッ ト

の デ ー タ を200/556/8100bpsも し くは そ れ 以 上 の 密 度 で7『 な い'し9

ト ラ ッ ク 。フ ォ ー マ ッ トは コ ンバ ー トす る キ ー1・ ツ ー 。磁 気 テ ー プ装 置 を

つ くっ て い る 。

さ ら ピ 各 社 が モ デ ル の 内 部 に 通 信 機 能 を 組 み 込 ん で い る6キ ー…。 ッ ー ・

テ ー プ め 中 に は 、 最 初 か ら コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム と して 設 計 さ れ
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て い る もの も あ る ぐ らい で 、.こ の 種 の'も の は タ ー ミ ナ ル を 形 成 す る の だ。

「tス タ/ド ●ア ロ
.、ブ 鑓 ρ 晒 は 月 齢 ン タ ル で5・OOOド ル か ら

9;・ ・.:σ'.ト:)v:1 ...Zテ ナ イ,幼 く、15,9下 ル か ら185ド ル と い うこ とだ ・

k)ン トさr戸 壕 助 メ
・.・・カ・1・'曙 品 ・騨 表1・Qよ う な も の カエあ る。

表1ス タ ン ド ・ ア1ロ ン 「装 置(iメ ー カ ー と 製 品 ・・一/'」 ・:・・特 ・ ・

'

会 社:、 名 ・ 製"品 ・、名 ∫－
lA

pや1"id=Periph6ralSystemS・..
DG-4ぶDG・-5….

Inc'＼
ボ'「

:Burrρug}iSICorp・:・'』'[∫ ∵ 』

'「シ

リ1ニズN〕 磁 気 デ':ニプ';・苧 シロ・r・ダ ー

lC'OmmUni・tyρeCorpこ … ・ … べ ・ ・
a.

モ デ ル9.4、,.9.5・,・.・.1・ パ
L

.Compu・C・orp・1'nc・'・ デ ータ6セ ン ス5・01010z'i

.ComputerTerminalCorp デ ー タ 。 ポ イ ン ト220、0:、 ・l」 .,(.・.、 、.

iCybercomCOrp,' マ ー ク1,キ ご.・・エ ン コ ■ タ1三'3当 ジ～才 ム 回

:DataAction .Corp・

r-■

,い ド 馳

150・ 磁 ,気 デ ー'タ 。イ ン フ～ク12バ}}

● ・-
500テ ー プ 。フ ー フ ーi

ilご'

「.

.ミ"・.

DataInstrumentsCol、1.
)

!「1.

1.".

デ ータ 。プレ ックスR30レ コ ーデ ィング

Cタ イ プ ラ イ タ ー・'・:・ ・.iい.…1万.1い

モ デ ル101プ ロ セ ッ サ ー

DicomInderstriesInc デ ィコム144、244、344

iEldoradoE .1ectrodataC・o、rpl

.」」

モ デ ル101、102、13'3、:.「

FacitOdhnerInc

一

モ デ ル600.3SL1610・04、:6・00.5、 ・・.、

620.2':・'`∵.:…:.!=『 、'・

r「.

iFrid .en∵Di・v.:S .ingerCo

‥L

、

・

■'.■....

4・:3・01.磁 気 テ,一 プ ・↓〆コi.一ダ!「 ・、・
三

43'02'.磁 気 テ ー プ:。,キ:㌣ 潔ri隈 、、.、.'ゾ

～

4303お よ び4304磁 気 デ …「 タ ・

セ ン ト ラル 。プ ロセ ッサ ー

HoneyWellInc キ ー テ ー プ700シ リ ーズ 、900シ リ ーズ
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会 社,名 ・, 製. .・ 品 各.
/、L

InternationalBuSinesS
■ ●....・

MachinesCorp

:モデ ル510デ ニ ダ 。=イン ス ク リバ ＼
`

_・9●,● ●L-「 、.・1・ 層・"〉 一.「7,、.「^.

モ デ ル.24・9カ 」 ト リ ッ'ヅ ・フ㌧ ラ ー1

InternatiollalComputer

-'…,-7一.念 念..・'」.」.→

ProductsInc

キ ー セ ヅ ト・'9モデ ル ・.200・0:
」.

Internati。na1Data リブ ラ1.ll

SciencesInc
㎡

.

KSWContr..01slnc モ デ ル900/925 、ご

K・ym・ti・D・ta[S烈 β印 吊
_.,

-

CorP

シ

'・シ 仁 夕1⑳ 磁 気 テー7rレ ・チ ㍗ 乙 ..、
⇒ ・ ・..r5」,,9・ ・,・,

グ6キ ー』ボ ー ト・' い「

…工VIAI ."、耳q尊ipmenlt「.'Co、rpl、:、. MA'1100デ 一 夕 ・,.ト乏 ン ス ク1り ぐ ・'1:

'M・haWk'D・t・Sbi「e取e・'C
,0司

'i

100/6400'当 り1÷、ス'・ 、デ 三 夕r'…レ`ヲ・rタ1一

M・t・r61・1・S't'r麺 ρn'ぽi・ ・' .

and'Cont』rO11〔.1、hlで:1… ノ.
「

KB'600シ ザ ベ 纐 「8?∫;シ　〆
「
・

1・ ご・1:・;力ir・!'1い'1馳'い い ・.1二1・1:-■)

・Nati豆na ・lCashB「C9 、辱tε.riqo、

.'F..「 」--1

NCR735、736ピ.・i㌧'』}.∵ 、...、 宅… 、, .
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er;1 ,nstrume『 亘.t、・:Co

.L...

i・シ リ ー ズ3009v・ ・4"00・Ol・

lSycorInc'一

.、..c、L 、F

、

S .ycorモ デ ル301、302、352、
'..〔..

340
.'.ド,フ'㌔ ・1'・ ・.ヒ;"』i'

SYSComputerCo叩 一'・ ・

、.

}'1=

i:...

、300KTキ ー ・テ ープ 。ユ ニ ッ ト、

SYS10カ セ ッ ト 。デ ー タ 。ス トレ ー ジ 。

二Lニ ッ ト 、

..㌦,,・i・.、;、 、

'Ta11'CO
rpl

l}

,L

io.2'1云 ざ タ ・』クr.ミ ナ ル ・・1〔
、,.』 ・;.,

.
Tfan'9'i ・telC, .《事】斡P導te↑1.-『

.P-

SupportSystems
,、

7100、'igl∫ ゴ0'0,,.i二

㊨ ・'

VanguardPa垣Sy ."ems,lnc KB-600・ シ リ.・ス ・K畦800・ 沙 プ …
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●

Corp

一
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キ ー 。 ツ ー 。デ ー タ準 備 シ ス テ ム は 通 称"キ ー・・ツ.-6 、デ ィ.ス ク"

"キ ー 。 ツ ー ・プ ロ セ
ッ シ ン グ .。シ～く、テ ム,"な い しは 鴨集 団 型 キ ー ・ ツ ー

。テ ー プ装 置"と も呼 ば れ て い る
。.

キ ー ⑨'ツ ー ピデ 一 夕準 備 シス テ ム の 典 型 的 タ イ プ は8Kか ら16Kメ モ

リ]を 持 っ た ミー=9コ ン
.ピ=L・、一－Bと 磁 気 デ ・ ダ パ ラ イ ブ、 テ ー プ ・ ド

ラ イ ブ、 ス:tパ ー バ イ ザ ー ・ス テ ー シ ョZを 持 ち
、、.こ れ に6か ら64ま で

の キ ー 。ス テ ー・シ ョ ン で 構 成 さ れ て い る。

デ ー タは ど の キ ー 。ス・テ ー.シ ョ ン か らで・も同 時 に入 れ られ る よ.う に な っ

て お り・ こ れ ら投 入 デ ー タ は プ ロ セ ッ サ 三 に 行 き・ プ 『 セ ッサ ーは フ ォ ー

マ ・ トを 比 熟 練 し・一デ ・ ス ク に ス ト
.ア ーす る ・ ▽ ぽ 与 え る こ と に

よ っ て ス ー'パ ーバ イ ザ … ス テ ー シ ・ ン か ら磁 気 テ ー プ蓄 積 デ 三夕 を 大 量

に送 り こむ。 ま た 中 に は 直接 、 デ ィス ク か らメ イ ン 。コ ン ピュ ー タに デ ー

タを送 りこむ もの も ある。

現 在 この分 野 には お よそ1、5社 が参 入 して い るが、 各 社 と も力埠b広 範

多岐 な機能 の組 み 合 わせ を考 え た装 置 を市場 に送 りこん で い る。

この 分野 で 使 用 され る小 型 ・ ン ピ⊂ 舛i醜 行 ち い
.ぞ か マ ・

テ ・ン グ・ エ デ ・テ ・ ング・ 計算 か らア ウ ・プ ・ トに ぽ 確 旬 治 テ

ム 。オ ペ レ ー シ ョ ン を コ ン ト ロ ー ル す る
。 マ シ ンは だ い た い8Kか ら16

Kワ ー ドの メ モ リ ー を 持 っ て い る。

磁 気 デ ・ ス パ し くは デ ・ ス ク … 。 ク は デ ー 傭 積 装 置 と し て 使 わ れ

る と 同 時 に プ 『 グ ラ ム 。ス トレ 「ジ の 機 能 を もは た す もの で あ る
。 従 っ て

デ ィ ス ク ・フ ァ イ ル の 容 量 に よ っ て シ ス テ ム の 中 に ス トアLさ れ る プ ロ グ

・・の・・一.マッ ・が制興 る・ζと嘩 〇 三 ∵"∵ .
ス タ ン ド.ア ロン.シテ プ 鑓 とキ ー.ツr

.r.た 増 嘩 嘩 些 較'し

て み る と・ キ ー.ッ ‥ デ ー タ の 場 合 最 大 限 の
.レ・コ ゾ ρ 長 、さ,と、ス,!ア ー

で き る フ ォ ー マ ッ トの 数 が よ り拡 張 の あ る柔 軟 な 機 能 を 持 ちう る之 言 え よ

う。 ま た そ れ ぞ れ 異 な っ た 仕 事 を 同 時 に 多 数 の キ ー 。ス テ ニ シ ョ ン か ら八

一105一



れ る こ とが で き る 点 も・挙 げ ち'れ よ うb

ほ とん ど の シ ス テ み は 、rキ ャ ラ ク タ ー'か ら300キ ャ ラ ク タ ー以 上 め 可

変 長 レ コ ー ドで 、 デ ィ ス ク に ス トア ー され る・プ ロ グ ラ ム の 数 はtsよ そ'1・OOO

にの ぼ る も .ので あ る。,/t./1

こ の 種 の 装 置 に つ い て は ソ フ ドウ ェ・ア が 問 題 ・と'な る。 す な わ ち ソフ'ト ウ

ェ ァ,は 基 礎 デ ー タの 投 入 、 ベ リ7イ ケ ー シ ・ヨ ン 、 ス ト レ ージ お よび ア ウ ト

プ ッ ト 。ル ー チ ン を 取 り あ つ か う一も:のでv.た い て い は シ ス テ ム を 買 う と一

緒に.っ い て く る 。 しか し大 多 数 の メ・一 カ ーが こ れ と は捌 に プ.ロ'セ ッ シ ン グ

。パ ワ ーを ア ッ プ さ せ る よ う な ソフ ・トウ 土 ア を 別 に販 売 ・して い るδ ・.…"

キ ー ・。.ツ ー 。デ ー タ準 備 シス テ ムで い わ ば タ 三ベ ナ ル の 『よ うな役 割 り を

す る キ ー ・ス テ ー シ ョ ン は 、 キ ー ボ ー ・ド(ほ とん'ど が キ ーパ ン チ ペ タ イ プ)

や デ ィ ス プ レ イ 装 置 を 持 っ て お り、・こ の 点 で は 『ス 三夕 ン ド 。.ナ ・ロ ン"装 置

と 同 じで あ る 。.=.バ1,,∵ 二.∵ 、_、.

.しか しあ る種 の 装 置 は 、 シ ス テ ム 。コ ン ト・ロ ÷ル の こ ま ご ま しだ 仕 事 の

た め に ス ーづ 三t.〈イ ザ ー 。ス テ ー シ ョ ン を 持 っ て い る。:'''":ir

キ ー ・ソ ー 。テ ー プ 。デ ー タ準 備 シ ス テ ム の 生 産 メ ー カ ・ と 製 品 に は 表

2の.ξ うな も の が あ る。.ご ・ …,ttttt・ 、 ・一 一..

1・ 』 ・'tt・

表2キ ー 。 ツ ー 。テ ー プ ・デ ー
..タ準 備 シ ス テ ム の 生 産

、 ㌧,_.....・ 、 ・.:メ ・ 一 ・元 三.ζ 製 品

-

・=会 社 名
1三

製 口 品 　名

AddreSsOgraphMultigraph』

,1層.幽

シリーズ6000

ApPlicationsUnlimitedInc

‥,L

AU'100デ ー タbエ ン'ト リ ー 。ジ ス テ ム

ComputarMac、hineryCorp 、CMC7、 ∵CMC9'

丙

Consoli・dataComputer

Services ,IＬtd

キ 「4エ デ ッ ト・・

)・ -』
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●

会 社 名 製 品`名

EntrexInc 4.80デ ー タ 。エ ン ト リ ー1Φ シ ス テ ム

GeneralComputer-…
一

デ ー タ/テ ー プ2100
-.「 ・ 一

、

一'

:・、Sys'tems・Inc 二, u

…-Hoheywe11・ ・1靱 一 二'
・キ ー プ レ ッ ク スoシ ズ テ ム ・

、 一..Inforex,}・ 一 二
」

『イ ンテ リジェン ト『。キ」6・エン トリー・シヌテム

・一{」Ogic℃or・P .
'『こ ン

'LC ・-72 ,0・ キ で 。デ ィ'スク 。シ ステ ム

=Moha・WkDぼtaSciences二, MDS∴ シ ス テ 云9-2・o・o・-'
F,

、Real 、tron・iCSII'・nc・
・R'1シ ス デ ム 幽・

・・Redco・rCσrP・ キ ニロジ ジク 。デ ータ 。エン トリざ'。シズ テム∴

㌔Redifon『L>td・'=

》/七1
.;'.・

i-

ミ'

・キ ーチェ ック6コ ンピゴ■タ七コン ・トロール ド

F

、一 デ ータ 準 備 シ1ス デ ム い ・・一

.Sa☆ders1・ASsocs'、 ン・
・ジ ンいテ ム6 ・・ooい"1層'・:'一

,Sysゴte㎡"Engi㎡eerjng-

Laboratories

A

.'キ ー6ト ラ ン ・・=三 ・

■一

「

-'

.

、→ 〉一曹s

●

な お 、"キ'一 。'Jッござ テ ープ お よび ギ ー 。 ヅー一 。デ ィ ズ ク 装 置 を含 ん だ 各

社の代表的 治 テム ど・離 にづ'いて畦3に 示す紗 である∴.幽'

c.・・キごボ ー・ド入力の競争相手"・ 「'"

・S6ぱ 。m・。El・ 。cthe=社(電 議 翻 ・二 が')融 ・白 峰 在 っ

た 市 場 調 査 に よ る とご ユ ニザ ニ あ妥 ㌧二 ・ヅL。9<グ ネ テ ィ ッ'ク装 置 に 対 す

tt"・・"る主kdメ ー ジ は 次 の ゴ う瀦 の で あ っ'売 と言 うこ ー'㌍';"

▲ レ コ ーデ ィ ン グ'・ タ イ∵ム『が キ ー パ ジ 』チ'に 比 べ て 著 ∫輪 く'減 少 ・し て い

るo

ム エラ.1-1・'コ レー)シ ョ ン が キ づ こン ヂ に 比 べ て 迅 速 に で.ぎ る 。'

・一:、 ・ll'
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ム ベリファ郁 楽でしパ 齢 恒 る・

ム コ ン ピュ 一 夕へ の 入 力時 間が きわ め てはやい 。'

△ 作業 能 率 は 全 体 と して2～3倍 は あが っ た。

また、ComputerWorld1970-10-8号 の 調 査 デ ータに よ

る と一 興 キ ∵ ツ ー ・テ づ 装置 の使 用 一 ザ ーの 言 うと こ硫 よ搬 、

従来 の キ ∵'1ン チ 鑓 の レン タル とオ ペ レ ーテ ィン グ費 用 砒 べ て蛙

そ10%が た 高 くつ くと言 うこ とで あ る。 しか し この10%コ ス ト高 はキ

ー 。ッ ー 。テ ープ装 置 の 持 つ生 産 性 の 高 さの た め 帳 消 しに な る と言 うの だ
。

す なわ ち生 産 効 率 は キ.パ ンチ鑓 、 り も 、 。%か ら14b%が 蠕 く垣

と して い る。 もっ と も他 の ユ ーザ ーに言 わせ る と、 生 産 効 率 は そ れほ ど高

い とは 言 え な い とい う意見 も ある。 実 際、 磁 気 テ ープ装 置 匠 も経 済的 ま た

は運 用上 の限 界 と い う もの は あ る1もの で、 た とえ ば エ ラ ー ・チ ェ ッキ ン グ

機 構 は格 段 に進 歩 した とは言 い難 い し、 デ ータ 入力 の'正確 性 は キ ーパ ンチ

以上 に改 善 さ れ る ことは 人 手 で オ ペ レ ー トされ る限 ぢ、限 界 が あるの だ。

1.そ の他 ファ ク シ ミ リと プ ロセ ッサ ー

a.フ ァク シ ミ リ装置

ファ ク シ ミ リ装 置 は コ ジ ソ ール ある いば デ ィス ク 。 トップ 。ユ ニ ッ トと

して利 用で き、 送 信 器、 受 信 器 ある い は 送受 信 器 と して の機 能 を備 え て い

る。 そ の 送信 器 は、 も との 資料 を走 査 し、 そ して、 そ の イ メ ー ジを電 気 信

号 に分 解 して 電話 回 線 で 伝送 す る。 受信 器 はぐ そ の 電気 信号 を受 信 し、 そ

れ を再 変換 して、 も との 資料 を ハ ー ド ・コ ピ ー9に撮 る。 送 受 信器 は1台 の

装置 の 中に送 信 お よび 受 信 の 両機 能 を有 してい る。

最 も二 股 的 な伝 送 路 は・ 電話 線 や・ 専 用 線 の よ う嫡 声 繊 回 線 で あ る・

そ の他 の伝 送 蕗 と しては、 広帯 域 回線 、 マ イ ク ロ ウエ ーブ、 無 線 など が あ

るo

入 力(情 報)に は 印 刷 され た もの とか手 書 の コ ピ ーも し くは グ ラヲ ィ ッ
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ク資料 な どが あ り、 時 に は写真 も入 力 で き る。、す べ て の装 置 は 入力 で き る。

すべ ての 装置 は入 力 情 報 の 幅 を 制限 してい るが、 中 には 入 力 情報 を制 限 し

ない もの もある。 情 報 を読 み こむ機 構 には、 一般 に、 ドラ ム とフ ラ ッ トベ

ッ ドの2通bが ある。 す べ て の装 置は入 力 と同 様 に 出力 に も幅 の 制 限 が あ

る。 巻 紙 の状 態 で 用紙 を供 給 しゼ い らマ シンは どん な適 当垣 長 さ の 出 力 コ.

ピー も可 能 であ る。 有 効走 査 幅 は送 信 器 が 走査 で きる もの と資 料 の 最 大 幅

で あ る。 そ れ は 常 に、 最 大入 力幅 よ り もわず か にせ ま い、 とは い え、 時 に

は そ の差 は きわ め て重 要 で ある。 主 な レ コ ーデ ィ ング技 術 は 静 電く 電 解、ぱ

電子 感 光 お よび写 真 な どで、 オフ ィス で 用い られ てい る複 写 機 と似 て いゑ 。

再生 さ れ る イ メ ージ の解 像 度 は ラ イー}i,/イン チ 《LPI)走 査 で表 わ さ

られ る。 伝 送速 度 は イ ンチ/分 、 も し くは1分 あた り8Y2×11イ ン チ ・

ペ ージで表 わ.され て剖 ・ 別 の 方 法 で は表 わせ な い・ 速 度 は解像 度 誤 び

驕 醜 の質によって剖 ・フ・クシミリ装置の運醐 刷 継 しひ そ・

フ ァ ク シ ミ リ装 置 は 買 い 取 り、 も し くは 賃 貸 で 利 用 で き る。 買 い 取 り価

格 は1,00"O'ド ル か ら10,000ド ル 程 度 で あ り、 ほ とん ど の 装 置 の 月 間 リ

ース 料 は ・"b'・ ドル か ら ・50ド ノ・て'あ1る
.表 ・は フ ァク シ ミ リ ・メ ー カ

ー と機 種 構 造 を示 した も の で あ るo
.

b.ブ ・ セ ヅザ"`'1'

プ ロ セ ッサ ーは タ ー ミ ナ ル と セ ン ト ラル ・コ ン ピ ュ ー タ の 間 の メ ジ ゼL

ジ の 流 れ を ユ ン ト ロ ー ル す る。 プ ロ セ ッ サ ー と し て 使 用 さ れ る 装 置 の 種 類

は槻 模 剛 繊 櫛 ら酬 に ス
、トレ、一 ジ機 能 を持 つ ミニ ●コン ビ ー,,タ

ま で あ るP ,一,. ,.

プ ロ セ ッサ ー市 場 の 伸 び の 予 測 に つ い て は 次 の よ うな 事 実 を ま ず 考 え な

くて は な ら な い 。

す なわ ち、 大 型 コ ン ピ ュ ー タ あた り、 接続 名 一 ミナ ル数 の 増 加 お よび オ
,ン

ライ ン 。シ ス テ ム の 拡 大 傾 向 で あ る。 こ う し た こ と か ら プ ロ セ ッサ ー 市 場
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オペレイティング

モ ー ド
.

ディスプレイ

の 種類

コミュ才 ーシシ デ一夕

。オプシ ョン 芸者蕉
購入価格

㎡

月額汐 タル

価 格
－

Printout・ ・'

Transmit.

Typ・ewr・iter
'-

Yes No $11)60、0-.
,ム 、F、 ・

..$,395

Receive '

'一..r.. ...-.・-

Read,Wri、te,Verify .,P

rogram'Sel・ect

Program・Bnfry
・

…

」

pah■

..r「

YesYes
(ondisk)(

6

r",

$剛 際
、謡 ξ9)

・瞬iρ 叩) .、 パ,

.Re.cρrd TyPewriterNo No 一 －

DataEntryand

Ve「if・P「o∀ 「am

Panel Yes Yes,
∫ し'

$.8,250
、

,「

.$.,160
L

・Entryanderify 」."
㍍,.

…Search .イ
.

■.
'.

→ ・・; .`
LL'

.

DataEntryand Panel No 畑 $9,900 $180
VerifyProgram
SeleetSearch '

1L,

、 .「'

u、;い 』11.' .▲ ・ 「.,「.、
DataEntry』 「LightedKeysYeS No $』 …『:{71,960・'

一

^'

DataEntfyandpaneユ ー

1..

・』Yes YざS∵
1.

'$12i
51060.・

;「:、 .・

VerifyProgram
・DoubleVerify

、'`. .

iメ.
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1.=… ….レ1
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-

「'i'{
.

DataEntryand(Light一 Yes No $.・ ・'15β001

、

・'$」 ・145

翻;y霊 鑑,y
Search

:DataEn'tryand

:蓋鵠y。 ミ;1鮒,y
Search∴

耳mi.ting
・・Di'odl6Sl);

A

,.

pa五e・1・ ・

.

」・.Y=.

'」

パYes

.、F-

Yes

・1・'ン'

:・$,『}7120σ 礼
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L』㌔ ・ ・:1'「 ごF

' F■.
・

・ll$':165
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,"1

・DataEnLt.ryand
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Pane1'「 Y6s Yes
!=イ「 一

・ ご:!';
'
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iSearch.
「
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・1㍗ 「

・DataEntryand
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「1
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▲

$7,250
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「'71・ .「

'
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「～ ・《
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Search
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DataEntryand C・RT:・ ・ 一 Yesり
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、VerifyProgramE
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●

'テ

ー

DataEntry CRT Yes Yes
'層

$5,300"1 －

On-LineSearch
I

Display

D。t。Ehtry Typ6writer Yes No 一 －

DataEntryand Alphanu一 Yes Yes
、

$4,995 一

翻;y。 三50眠?,。m識 謹、
1

DataEntryandPane1 品 No － F 一

叢ぽ 。r50竃鑑y
Seard

Data-Entry CRTDisplay Yes Yes 二 二・ $40

は 実 際 に は タ ー ミナ ル 市 場 と密 接 な関 係 を 持 ちつ つ もそ れ以 上 の ス ピ ー ド

で 伸 び て ゆ く こ と が 充 分 に 予 測 さ れ る の だ。

そ れ はPredicast社 の 調 査 に よ、る と、1973年 に は2億4,000

万 ドル(864億 円)に 、 そ して1978年 に は 刀ん と12億 ドル(4,320

(4,320億 円)の マ ー ケ ッ トに な る だ .う う と さ れ て い る 。(表1参 照)

小 胆 ン ‥ 一 夕 は 現 在 ブ リブ ロ
、セ ・シ ン グ 市場 の 綱 詰 め て い る と考

考 え られ る・ そ れ らの マ ー ケ・ッ『ト'シ ・ ア は ・.9'78年 に は 興 到 達 す る

こ と が 計 画 さ れ て い る。 小 型 コ ン ピ ュ ー タ を 編込 ん だ シ ス テ ム の 利 点 と し

て つ ぎの よ う な と とが あ げ られ る。

(1)セ ン トラル コ ン ピ ュ ー タ を 有 効 に 利 用 す ろ こ とが で き.る。ttt,

② 伝 送 時 の エ ラ ーが 少 な い 。

(3)蹄 ㌍ ㍗ の離 を拡鱈 る・'

ω 高速伝送 が可能。

(5)伝 送の必要性 を減 じる。

,-113一



表1フ ァク シ ミ リ ・ メ ー カ ー と機 種 構 造

1

↑

　
《

1

メ ー カ ー 名

要求される 入力蛎 ア

寸」

杉 ・一 ド;コ ピそ
一 入力機構 価 一 格

機 能

機種名

伝送 路 の

種 類

'.七

く
咄 力および

最大 寸法
⌒ ]r着

ンク技術

伝送速度

'}

1走 査

(謡
グ
ム 誇6他 買い取 りs

月間 レ吻

(最」・)

*AIdenEIectronic& '-.

'

ノ

ImoulseRecording 無 一挙馳F,
EqtlF五entCo.Inc

i
.た :〆

r'
∨.

"DOcuボax9208ス キャナ ー HC24旬
＼11"W rシ

●一,

.ーこ

la.1. a・1
■ ●

110乃"" 1泡5" 9敬66 文 ll、
'

9203レ コ』 タニ 3kHZvg 'シ
;._

∨, ,.2.50
-噛

4002type

18AIPIrfax
9165・ ス キ ャナ ー もしぐは HC24てv

!

18"W 18"'` 電子感光 ,一 9畝66 X
`=F

等価物
` 7㌦

9244。 レコ ーダ ー
a・1. Da.4..・

::.
MicrofilmScanner

'

: ・10 .5.×12.循 ,プ
:

Mode19207・ ス キ ャナ ー 25㎜ 、:・18× 三22、 、 35朋 L25"、 工459 X !

6000rderDispatch ,,一 3:5mロ/
二、

'-

Syst㎝ 送 信 器 二.■
SerleS225

3kHz"

Vg'

「

噛
,一

/
.
1 二1.1

6×8乃"
∵page

i:二
吝 馳』'

・:

・
r{、r

-,

で参

受 信器 一 i・ !「
▼

、

Series450送 信 器 ・

受 信 器

3馳vg
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もしくは等醐

HCUグ:W,.6"斑

」ち
－

a.1』.

で'、

-
,

「

5乃".一

三1
、,

,.L

電子感光

:'
`

・ご_

i.85m〆

6×8珍
page

「」－L.

96

x

∴ }噛

『文

一

,・',

,、,^「

=1

,、

二'

Scrics1800送 信 器'『 151並 もし
メ

1

=-

A 27sec/

エ こ.

ρi一

'
一

」

く1縣撒 きる ∨ 」

介、 」"

,『 ご 6×8珍
'〔

X

受信器 等価の帯域
、 ' :..一 ・一 、、,page

、

一

.、

・ 一

/、
*

1

,「参.

一

rF・ 、

馳「「

ConぜaxDiv. ,-L'

、-

L亨,.

ら・

InforrnationUtility DDNも しくは HC
}く

.

㌍
'∵1
、 ～'

Systems,Inc. 専 用 線 11×14" 8垢14" 8,3" 電子写真 1㎝
〉、

9碗 β6
'x
紗200 $240

Comfax60送 受 信器

● 4 ● δ ●



一 ● `

膿 猫 .彊,・・。1
送 信 器"

・.FaρsimileSystem

・一 、受 信 器

DDNも しく
は専用線

HC

8乃"w

a .1.

'
9"Wa.1. 8拓" 電 解 物 1mn 80 X $175(2年)
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～・Datafax1824FT

送 信 器

'」 ・
,・ ・

.・1...,..受 信 器
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・

1、:i

1.875" X

・『 周 り

$2750
、「-「,

$75

3623FT送 信 器 3kH乞Sch∬

Condも しく

』 HC

8珍 ・.ノ

私.1.

4

.、

8珍 騨.1.ト

.▲ 」

一

敬 確
電 気

メ ッ キ

3.75β 96
X $2750

ヲ$ ・75'
、

一

i'・r-・

3〔28FR受 信 器

9.3?5"

X $3ユ06 $1009G95FT造 語 . 15細 しくは

乃Te1P蝕A
.'…tiバ ㌔ ・

㌍ ・・9σ95FR・ 受 信 器 X

1.β75タ

ll、 一

・X '・$a810 『$〕75

一

;i80'三いDρFfc送 儲
DDN

-

、一.
w

. 》'

』)ら ・'ド'・ 、1い ・}㌦

180Dン?FR受 信 器
一

硅 ぽ 。6i日m。g♂1'

S搾teIp{3{・ ・Xn「c。Subof

l・↑1欝 罐 姉 戸

,=・理elikon・ 三,退きず量器

』ジ

1ノ:)

」,

PDN串 ,

∴.㌧

HC,

8珍Wa. 卍`
●

、

1mo

こ バ 層 ぶ

㌍ 川 、1'..、 、蔀 器 『 8宏k11"
L.～F.

亘reCtrgIIiCTranSlniミSiOI]

Syste碇lf取C
ノ.'

・二Speed■Ol－ 罫ax/送 信 器

,)㍑'

DDN

もしくぱ 、

専 用 線

lHO・

…β叛11 8体i・" ♂ 電子感光 6mn 105

x $aoOO

-A

$10q

X $aoOO $100
.受 信 器.

・,二

GraphicSciencesInc.

dexI送 受 信 器 ・
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声
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メ ー カ ー 名 要求される 入力メガア ハ ー ド。コ ピー 走湯 入力機構 価 格

機 能

機種名

伝 送路 の

種 類*

の最大寸

法**

出力および

最大寸法**

有 効

走査幅

.
一

レコ ーア イ

グ 技 術

一

伝送速度

***

ラフ

(LPI)
夢
ム

2・

葎
そ

㊨

dexH .(hardwire送 受 信 器
model)

vg専 用線 HC

9×14" 9×14 9" 静 電 気 1.7" 88 x $日00 $75

dex田 送 受信器 DDN X $5225 $125
(unattendedrecption)

dexV送 受 信器 vg専 用 線 17㎡1 176 X "$a-900』

GrapbicTr{郎mission

System㌧lnc. DDN専 用線

Bandoom1000・ 送 信 器

広帯域,
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ウエ ーブ al 2m鯉5sec'

●
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受信器
● ●
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InternatiOnalSCanatrOn

,
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'
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文
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・1
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.『,':9,

1匝 γ6age
X P「 (・1万年)

,1LＬF
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,《i・L

〆 8兇 電 解 物 　 '
m《

96
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.'㌦
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緬 レコーダー m秒 φage pr (1擁)
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㌦…1
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Colorfεx送 信 器

.

vg
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、Phg、to
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HC

95×67㎜

一.ル

95㎜ 写 真
－F

6.5mn/

picture
1
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受信器
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NOTtefax;'送 受 信 器 HC叙6"
,

3×6" 3ζ
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page
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8捲Wa,1.
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・'、、・… ら

.-

8珍
、

.P

2.5sec

perinch

150 .X
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〉
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1』

": F.V

i・1

-
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・
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Photorecorder送 信 器
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正eS註 取 』01送 信器
広 帯 域

f6乃×22%
・:『
ド.:

i6擁 門 尊 く真

3mn/

16豚22猪

page
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400
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proof
page
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←r

・二:'.',
、

Photc廷=
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8珍
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一

$75
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8殆 ×14㌘
「

A

8殆ぐぽ
←

;L

8珍
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8珍W碗1.
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一 カ ー 名

機 能

機 種 名

要求される

伝 送路 の

.種 類*

入 力

メディアの

⌒

ノー トもコヒ≒

出垣 鞭 ・

最大撒*

有 効

走査幅

レコ■デイ

ング 技術

髄 度{聾
***

インチ

(LPI .).

入力機構

・一 一 一^'

価 、,,

i

ダ
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「Zo

溶
苫
他

:
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1
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表1デ ータ通信 用 プ リプ ロ セ ッサ ーの 売 上 高

●

1960 1965 1968 1973 1978

タ ー ミナル の 売 上 高(100万 ドル)

プ ロセッサ/タ ーミナル

プロセ ッサ の 売 上 高(100万 ドル)

プ ロセ ッサ(ド ル)/タ ーミナル(台)

9.5

.11

1.0

500

63.2

.15

9.5

730

243.3

.18

44

880

1160

.21

244

1017

4800

.25

】200

1200

J.モ デ ム ・カ プ ラ市場

a.カ プ ラ とモ デ ム の相 違

'リ'モー ト㌔'タ ー ミナル はモ デ ム㌔(宅 デ ュ レ ータ ー・デ モ デ ュ レ 一夕)と い

'う 名 で知 られ る電 子 装 置 に よ り通信 線 とつ なが っ て い る。 モデ ュ'レ ー タに

よ リデ ィ ジ タル信 号 を通 信 線 で伝 送 可 能 な周 波数 に 変換 し、'デ モ デ ュ レ 一

夕で そ め 通信 線 か らの信 号 をデ ィ ジ タ ルな 形 に なおず の で ある。

連 邦 通 信委 員会(FCC)が1968年 に カ='タ フ牙 シ裁定 を下 した と

き、 期 せ ず して情 報 産 業 の 内部 に広 範 囲 な市 場 を きり開 くこ とに な っ た。

と い うのは、 カ ータ ーフ ォ ン裁 定 以 前 まで はAT&Tが 自社 の通 信 回線 に

対 す る フォ ー リン 。ア タ ッチ メン トを料 金 条 項 で禁 止 して い た か らで あ る。

(フ ォ ー リン 。ア タ ッチ メン トとは ベ ル 。シス テ ム以 外 の会 社 の製 作 した

通 信 機 器)

この フ ォ ー リン ・ア タ ッチ メ ン トの 内 に2種 類 の重 要 な砂 器 が 含 ま れ て

いた。 そ れ は モ デ ム とア カステ ィ ック ・カ プ ラ ーで ある。

周 知 の とお り、 モ デ ム(変 復 調 器)は デ ータ通 信用 人 出力機 械 、 た とえ

ば テ レ タ イ プ の直流 信号 と音 声 周 波 電流 との変換 の機 能 を も って お りっ長

距 離 伝 送 に必 須 の装 置 で ある。 標 準的 な200B/8用 のモ デ ムは 図1の よ

うな接 続 で ある。 層"… 一

一123一
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電 話
－r=一 一 一 「

データ
切替 部

図1.モ デ ム の 接 続 説 明 図
モ デ ム

電 話 回 線

___ny__-J

電話 線 との 接 続 が 図1の よ うな切 替 ス イ ッチでteこ なわ れ る ¢!:で、 モ デ

・ムは
、 電 話 機 同 様、 電 話 線 に固 定 され た カ タチ とな り、 設置 上 の息 由度 は

制 約 され る。 、 、、 、

カプ ラの 主 目的は、 この 制 約 を除 き 自 由度 を大 き くす る宅 とに ある。 カ

プ ラの典型 的 接続 構成 は 図2の よ うで ある。 ・t- t 、 、

「 一ーー一一受縮 …1
:::::二二Il'…'ll

の 　 　 　 　 ロ

;変 鯛 部1
テ レ タ イ プ1 .,

・1
L-一 一ー一 一____ ____一 」

カ プ ラ

図2・ カ プ ラ の 接 続 説 明 図

電話回線

、図2で ・ 相 手 を ダ イ ヤル で呼 び 電話 機 の送 受 話 機 を カ プ ラの受 台 に設 置

す る と、 ス ピ ーカを介 して、 音響 的 に変 復調 部 と結 合 す る。

図1と 図2の 比較 か ら、 カ プ ラ とモ デ ムの相 違 は 、 モ デ ム 自体 の 電話 回
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線 との 自 由度 の 大小 に帰 す る もの で あ る。 カグ ラ では 電話 機 の ある と ころ

であれ ば、 どこ か らで も コ ン ピ ュ ー タ と通 信 で きる の で、 不 特 定 多 数 の 加
　

入者 を対 象 に コン ビ呉r・ タ ・サ ー ビスが で きるρ で・TSSが 一 般化 して

い る ア メ リカ で は、 と くに そ の 利用性 が 高 ま っ て い る。

●

a.カ プ ラの構 造 と動 作

カ ブ ラの構造 と動 作 を図3お よび 図4の 例 でや や詳 細 に述 べ る。 送 信 の

場合 は、 テ レ タ イ プ か らの 送 信 符号 電流(図4のa)は 変 調 回路 で 周 波 数

変調 をお こな い、 音 声 周 波 電流(図4のb)に 変 換 さ れ る。

この変 調 出 力 は ス ピ ーカ か ら音 と な り、 送 話機 のマ イク ロホ ン を駆 動 す

る。 マ イ クの 出 力 は変 調 出 力 と相 似 の 電流 波 形(図4のC)と な り、 電 話

器 に 接続 さ れ る。

受信 の ば あい は 、送 信 と逆 の構 成 で あ り、 受信 され た 周 波 数波 は、 送 受

話機 の ス ピ ーカか ら カ プ ラ の⇔ イ ク ロホ ンへ音 響 的 に伝送 され る。 マ イ ク

の 出力 は復調 器 に 入 り、 復 調 さ れ た 受信符 号 電流 が テ レタ イ プ を駆動 して

印字 をお となわせ る。

以 上 の よ うに音 響 的 な結 合 を介 し て音 声 周 波 数 電流 の伝 達 をお こな うの

で、一 般 的 に カプ ラは使 用上 の 簡 便 さの代 償 と して、

① 電 気 →音 響 →電 気 の変 換 過 程 の損 失 が あ る。

② 室 内 外 の他 の 音 源 か らの雑音 に弱 い。

な どの欠 点 を もっ て い る。

各 社製 品 は これ らの 欠点 を カ バ ーす るた め に、 構 造 的 に種 々工 夫 が な さ

れて い るo'

カ プ ラは回 線 接続 の 簡 便 さか ら種 々の 用途 に利 用 され て い るが、 機 種 別

に分類 す る と、

① デ ィ・ジ タル符 号 伝 送 用(い わ ゆ るモ デ ム担 当)

② ア ナ ログ信 号 伝 送 用

・;-125一



③ 携 帯 用 簡 易 端 末 機

に大 別 され る。.い

デ ィ ジ タル 伝送 用 は 前 記 の モ デ ム との相 違 と して述 べた とお りで あ る。

送 受 話 器
、

/
ー

＼

受

話
器

一一 一一 三 一ー一 『一二 ～ 、

1'、

〉〃易に 三 … 一=慈 〉

イ ン タ ー フ ェイ ス 回 路

＼
＼

∀

1'

l

L______________会_____」

テ レ タ イウプ

図3カ プ ラ の 構 成

a.タ イプ ライタ送信 符号

b.変 調器 出力

(カ プ ラ ・ス ピーカ出力)

c.送 受 話機 出力

図 ↓ 電 流 波 形

た とえ ば、 ポ ータブ ル 。テ レ.タイ プ と カプ ラ を携 帯 した 外交 販 売員 は 、

出先 で顧 客 との取 引結 果 を顧 客 の加 入 電話 を借 りて即 座 に コ ン ピュ ータ に

一1269



●

入力 した り、 あ るい は問 合 わせ した りす る こ と もで きる し、 ホテ ル に帰 っ

て1・ 日の集 計 を 同 じ く電 話 機 を使 っ て、 コン ピュ ータに入 力 す る こ と もで

き る。 す で に、 カ プ ラ を ポ ー タブル ・テ レタ イ プ に組 み込 ん で しま った 、も

の も発 売 さ れ て い るo

llア ナ ロ グ信号 伝 送 用 と して は、 心 電 図 伝 送 な ど の遠 隔 診 断 の伝 送機 器 と

して、 す で にCCITT(国 際 電 気 通 信 諮 問委 員 会)で も標 準化 の 動 き が

見 られ る。 心 電 図 伝 送 は、 専 門 医 が少 な い こと、 患 者 が多 い亡 と、 患 者 が

遠隔 地 に あ るぱ あい 等 の い わ ば人 命 に 関係 あ る問 題 と して、 カ ブ ラの効 果

が ク ロ ーズ ・ア ップ され て きた が、 もっ と一 般的 な利 用法 、 た とえ ば フ ァ

ク シ ミ リな どの図形 の簡 便 伝送 な どに も、 今後 幅 広 く利用 ・され るで あ ろ う。

携 帯用 簡 易 端 末 機 は、 コ ン ピュ ー タ用 人 出 力 機 械 を小 形軽 量化 し、TT

Sの より便 利 な用法 と して 特 殊 な機 械 と カ プ ラ を組 み 合わ せ た もの で あ る。

コ ン ピュ ータ との情 報 の 入出 力 と して、 もっ と も便利 な通 信 方 式一は押 ボ タ

ン 。ダ イ ヤ ル電 話 機 で あ ろ う。

しか し、 タ ッチ トーン では0か ら9ま で の10種 類 の キ ー と、 他 の2種

類 の 特殊 キ ー合 計12種 の キ ーしか な い の で、 コ ンピ ュ ー タ との 通 信 には

利 用 上機 能不 足 の面 が 多 い。 さ らに タ ッチ トーン の普 及 もま だ大 き くない

点 な どか ら、'通常 の ダ イヤ ル 電話 機 を 利 用 す る簡 易端 末 機 と、 カ プ ラの組

み 合せ・の種 々 の機械 が 開発 され て い る。

b.モ デ ムお よび カ プ ラの生 産 メ ー カ ー と製品

FCCの 裁定 後、 モデ ム な い しは ア カス テ ィ ック ・カプ ラ.を生 産 す る会

社 の数 は ふ くれ あが っ た。1969年BusinessAutomation誌

(9月 号)が 発 表 した数 字 に よ る と26社 が生 産 と販売 に あた づ て いる と

い うこ とで あ った が、 本年1970年 に は なん と約3倍 の'62社 の会 社 が

モ デ ムな い しは ア カ ステ ィ ック 。カ プ ラの マ ーケ ッ トに参.入 ・じて い る。

モ デ ム とア カス テ ィ ック 。カ プ ラの パ フ ォ ー'マンスの 違 いの ひ とつ は ス
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㌔ 、

ビ ー ドに ある。 ほ とん't'の カプ ラが最 大1秒 あ た り300ピ ッ トの伝 送 速

度 を持 っ て い る(中 に は 少数 だ が1,800ビ ジ ト/秒 の もの も ある)こ れ

に対 して モ デ ムは1秒 あた り100万 ビ ッ トもID伝 送 速 度 を持 って い る。

もち ろん この速 度 は 使 用 通信 回線 の 種 類 に 大 き く依 存 して い る。 た とえ ば

テ レ タ イ プ ライ タ ーない しはTWX－ タ イ プ回 線速 度 は1秒 あた り約1510・7

ビ ッ ト ぐらい で あ る。 音 声 回線 は1秒 間 約9,600ビ ッ トま で搬 送 で きる

よ うに な るだ ろ う。 もち と も これ は 専 用 リ ース 回線 ス イ ッチ ドCネ ッ トワ

二 七 エ

ークの 一 部 で あ るか ど うかVさ らに コ ンデ ィ'シ'ヨyゾ ン を通 じて グ レイ ド

・ア ップす るか ど うか に か か っ ている 。 広 帯域 回 線 は1秒 間 あたb。:i・ ・、

250,000ビ ッ トちか くの伝 送 能 力 を 持 つ。

音 声 級 チ ャ ネル(有 効帯 域 幅2,700サ イ ク ル)上 そ は、 理 論 的 には最

大 毎 秒5,400～20,000ビ ヅ トを送ts'こ 一'とが で ぎ る とい わ れ る'(こ の

5,400bPsと い う「最 大 値 は正 し くない。'特 殊 な場合 にはi音 声 チ ャ ネル

上 で も10,000bps以 上 のス ピ ー ドに 到 達 す る か らで あ る')6

現 在 の音 声級 チ ャ ネル⑳"名 目的"伝 送速 度 は理 論 的最 大値 を大 幅 に下

回 っ てい る。 ベ ル 。シス デ ム'の音 声 回線 用 の最 高速 モ デ ムはご ダ イ ヤル 回

"線 上

、で は2、000bp's専 用 回 線 上 で は24,00bpaSの 最 大 速 度1'を示 し て い

る。 も 二 ど も、 ダ イ ギ ル 回 線 上 で 最 高3,600bps、 専 用 回 線 王 で 最 高

4,800bpsお よ び5,400bpsと い う よb'高 速'の モ デ ム も 出 現 し つ つ あ

るo

ス ピ ー ドは、 モ デ ムの 用 い る変 調 方 式 に よっ て変 わ っ て くる。…づ ル ス を

音 声 の 高 低 で 表現 す る芳 法 では、 か な り低 いス ピ ー ド ー 毎秒 数 十 あ るい

は数 百 ビツ トー'し が 達成 セ ぎ ない。

1,00bん3,000bps'め'範 囲の ス ピ ー・`ドに つ い て、 周 波 数 あ る!いは 位 相 変

調 方 式 が主 と して 用 ら られ て きた。…3,000bps以 上 でぱ、"AM残 留 側波

変 調 方 式 が 注 目さ れ る よ うに な っ て きて い る。

モ デ ム の速 度:以 下 は、 電 話会 社 に よつ て 提 供 され て きたモ デ ム の見 積
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最 高 速 度 を 、.毎 秒 当 リゼ ッ ト で 表 わ し た も の で あ ろ 。.:45.5

110'J,150300・10001!2001,400

1,8002,0003,6004元800、 ・5,40019,200

40,80050,000お よ び230,4・0・0・ これ らの5ビ ー ドは・ テYタ

イ プ ラ イ タ ー ・チ ャ ネ ル 、 音 声 級 チ ャ ネ ル お よび 広 帯 域 チ ャ ネ)レ の す べ て,

に わ た っ て い るo

同 様 に、 以 下 は 電 話 会 社 以 外 の 会 社 で 作 られ た モ デ ム の 速 度 で あ る:

75110200300600800

1.000'1,2001,4001,6001,8002、400

3,600'お よ び4,800。

モ デ ム の ス ピ ー ドは 、 音 声 級 チ ャ ン ネ ル の 容 量 と は 密 接 に 関 連 して い な

い 点 に 注 目 して ほ しい 。 ス ピ ー ドは む しろ、'端 末 機 械 のヌ ピ ー ドや 変 調 方

式 に っ いて の技 術 購 の 現地 関 連 して い る,ま た、「黙 った モ デ'ム間 の

ス ピ ー ドに は理 論 的 関 係 が ほ とん どな い。 あ るス ピ、一 ドよ り早 いス ピ ー ド

の モ デ ムを製 作 し よ うとす る と きに、 異 なっ た ス ピ ーざ が あ る論 理 的 関 連

一1 .200bPs1,800bps2,400bpsと い うふ 、うに一 を持 っ て

い れ ば大 変 便 利 で ある。 しか し、 ・2.000bpsと い う速度 一 ダ イヤ ル 回

線網 の最 高 速 度 一 は、 いま 挙 げ た3つ の ス ピ ー ドに は適 合 しな い。

モ デ ムは なぜ 数 種 の 運 転 速 度 を持 た なけれ ば な らない か とい うと、 そ れ

は、 あ る特 定 の 日に チャ ネ ル に雑 音 が多 く、'し カ1もそれ を一 掃 す る手段 が

な噛 飾 伝送難 を下げること'ができ触 て華 ・'その亨ぺ 嘩
、

に必要塒 蹴 長 くなるが・.と抄 くデー残 移動 、ること・はで草 『㌣ ,

あ る 。 …,・ ∵ ば'『'一.,.

端 末 装 置 もス ピ ー ドの 混 乱va-一 一役 員 っ て い る。 テ レ タ イプ33型 と35

型 の 速 度 は110bpsで あ る が 、 新 しい37型 の 速 度 は165bpsで

あ る 。IBM1050の 速 度 は132.2bpsだ が 、IBM2740の 速 度

は134.5bpsで あ る。
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声 デ ム と,カプ ラ につ いて は この ほか に 方 向性 を問 題 と しな け れば な らな

い。 最 も簡 単 な 装置 は一 方 向の み で稼 動す る。・この ほか、 半 二 重 は2方 向

交 互 伝 送 でs全 二 重 は、2方 向 同時 伝 送 で あ る。..

モ デ ム と ア カろ テ ィ ッ、ク 。カ プ ラを 生産 しで い る 会社・ 製 品名・ 伝達 速

度は 表1の とお りωt.t'…t－

亀

●

表1.、 モ デ ム 、.カ'1プ 、ラ,・ メ ∵ カrと 機 種 の 概 要

,・`『 ・(a・ 、1、

会 社 名 製 品 名
」:

伝1.送 速 度,.
.

'い 価 格

AmericanData

Systems

ADS448AEM
L,:・'

一
モアム

'

x

2,400/4,800 ,

bps

$6,000

Anderson

Jacobson

ADC240,241

お よび242ア カス

テイラグ ・カブラ 〉

1

3090bpS
1
モ
『-

DCM240ゴ ・2二41'

-

24.2モ ァ ム 、…

、デ1

占 「

・3 ・00 、bps

、

ADACも200,一{]

.・興oや.カ プラ

,・'・ ドi

1・209・bps

、

、

DCM151,1日

一
154モ アム

1 .50お よび
/

600 .bps

DCMlo3Fモ テ込 3'00bPs

DCM240F
't

z、L

110bps

ApPliedDigital

DataSystems・
挙r

COM・100シ リーズ

モデぷ カブラ 300bPs

$480

～$495

AstroconCorp

㌧

,9■

、■{・

`
$

シ リ ーズ130モ デ ム 300bps

シ リ、一ズ200モ デム 2.000～9,600bPS

シ リ ー ズ400モ デ ム 10ρ00r三
、 、

100ρ09b咋
、 、

シ リ ー ズ120モ デム 1,800bPs
「.
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唱

一 】

Vanguard

}・ 《 《

Data'SySt'em言

-VDC
30⇔ よび

,

300Aモ デ ム 300bps $500～600

Vernitr6n9バ

CorP・.'

VTσ1お よび2'

∴ アカスティック6カ プラ '" 300bps $5100～1,100

Westernl-

E1頭ati、c、 … .

qLd・03お よび202・

、1モ デ ム,,

:

.・;1,.2 ,ぴObps,

/.

$2・60以 上

=.・ 心 一 ■、

ト リ コ コ コ ゾ

d.zほ じま6た 価 格 競 争 」
"
主 デ 云 あ るい ぱデ ータ ・セ ツ下 の価 格 は1,000ド ル(36万 円)か ら

15,000ド ル(540万 円)の 間 で あ る。 この うち安 価 な低 速価 格 の装 置

が 一番 成長 が見 込 まれ て い る。
'

低 速 モ デ ム は デ ー タ通信 装 置 市場 のer3以 上 と見 られ てい る。(?redi-

1・a・ 端 べ)低 速装 翻 テ レ 祈 プ ライ ヂ 壷 の他 の醒 キ ーボ ー 陸

置 で使 わ れ て い るσ この 装置 は音 声 帯 域 電 話 回線 、 広 域 電 話 回線 で用 い ら

れ、 価 格 は1,000ド ル ぐ らい で あ る。

中速モだ は1
、rO～r、00キ ャラ!㌍/秒 担r・900ビ ット

/秒 の甦 で伝興 能で?る ・音声電話r観 する、t5;ので価格は

2.0』00ド ル(72方 円)か ら10,000ド ル(360万 円) ,の 間 で あ る 。

高速 モデムはマ 元ク ・ウ・魂 るぱ 蟻 髄 信チ ・ンネルを用い・

100,000キ ャ ラ グ タ ー/秒 以 上 の 速 度 で デ ー タ を 伝 送 で き る 。

AT-&Tは こ の デ ー タ 。セ ッ トの 重 要 な 生 産 会 社 で あ る が 、 同 社 の デ ー

タ.セ ・ト鑓 台数剛 嘩 状芦 め
、姫 ㌘ の参都 なρだろう・こ

・ れ に よる ど100シ リーズ と呼 ばれ る低 速装 置 が一－ts成 長 力が あ り、 次 い

'で ・ ・:b'

.卵 …!・ 一ズ の、中途1て 、して、300,と 呼 ば れ る 高 速 シ ス

テ ム が一 番 低 くな っ てい るo

P「edicast社 の調整 よる≒㌃
,!髄 脳 担 嘩 キ離1968

年 で5,000方 ド ル(180億 円 ㎡)で あ る もの が1978年 には5億4,000万
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ドル(1,944億 円)に ま で 増 加 す る だ ろ う と して い る。

(Predicast社 調 べ)

こ絃 鱗 の即 ・らな が め 年 毎 年 平 均 組 そ60%の 増 加 率 で196

年 ・,… 台 で あ った もの が、 ・8年 は ・8・… 台… 年 に は ・5…9'・

台、1、evaは ・.・万台 を蹴 る もの とみ られ てい る.(表 ・参 照)
'

米 国 の業 界 誌BusinessAutomation誌(1970-9に よ

れ ば 「景気 の ス ロ ーダ ウン に もか か わ らず・ デ ータ通信 産 業 に お け る企業

の数 は ひ きつ づ き増 大 をつ づ け て い る。 」)と の こ とで、 全体 で デ ータ通'

信装 置 メ ー カ ーは1970年 には1969年 の約2倍 に な っ た と して い る。

表2.モ デ ムの増 加 傾 向

年 1962 1964 1966 1968

推 計
二

1 ,97 .0
1972

モデム数 1,000 2,500 7,000 18・
.0 .00

4.5,000 110,000
'

また 同≧ 噺 しい デ ー'タ伝 送 技 術 なち び に複 雑 な メ 。ゼ ージ交換 を処 理

で きる装置 の開 発 は ビ ジネ ス に お け るデ ー タ通 信 の役 割 りに新 ら しい意 味

を付 与 しつ つ あ る」 と述 べ てい る。

特 に モデ ムや譜 結 合 カ プ ラ ー業 者 の数 は26社 か ら6'2社 へ と増 加 を

示 した が、』これ は ・968年 のFCCに よる カ's>。 ン裁 定 の影 響 とみ

る ととが で き よ う。

カ ータ フォ ン裁定 以 前 に はAT&Tは 自社 の装 置 同様 にぐ 他 社 製 の付 属

機 器 を取 り付 け]i5こ と を法 律 的 に制 限 してい た。 こ め意 味 でFCCの 裁定 ・

は 制 約 を取 り除 き、 競争 の効 果 を もた らして い るの で あ る。

」 争 の効 果 、 そ れ はま ナ 第一 に モ デ ム製 作 メ ーガ 」数 の増 加 と な つた6'

も ちろん そ の 裏 にば 絃 支 え る需 要が な ぐて は 筋 な い が、 ・ ン ピゴ

…
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吟

タ対 コ ン ピ ュ ータ通 信 の急速 な増 大 か らモ デ ム の需 要 は急 増 して い る。

一・競 争 市場 の 効果 の 第二 ・ そ れは 専 門 メ ー カ ーの 成長 で ある。 た とえ ば

Mi19・ 社 だ・ こ の会 社 は前 掲 の表 には 出 ・ごこな か った が、 この会 社 はモ

デ ムの た め に生 れ、 そ とで育 』 て い る よ"うな もめ だ。 同 社 め昨 年 の 売 上 高'

は430万 ドル に な る もの とみ られ て い る。Milgoの 代 表 的 モ:デム は、 .

2,4004,8009,600ボ ーの各3種 で価 格 は それ ぞ れ2 ,45"0

5,88511,500ド ル と い うもの。

Milgoは これまで 中速・ 高速 の装置 を低 価格 で生産 して きたが今 後は

低 速 デ ー タ市 場 に 進 出す る と発 表 した 。 こ れ は300ボ ー ぐ らい の 装 置 で 、

モ デ ム300と 呼 ば れ るが 、 同 社 の 株 価 は こ れ を 好 因 、と して2 .25ド ル か

ら25・7ド ル に ま で は ね 上 づ た とい う。

確 か に 低 速 装 置 ぱ 需 要 も 多 く あ り、 モ デ ム の 主 戦 場 とな る だ ろ う。

EIectronicsgNews(1970-8'-3)は ベ ル 。 シス テ ム が カ ー

タ フ ォ ン 以 来 モ デ ム 市 場 で 大 々 的 に 反 撃 に 出 た と シ ョ ッ キ ン グ な ニ ュ ース

を送 って きた・ 独立専門業者の重役連が・ 「醐 は打撃だ 訂 声 っ鱒

どで、 事実 そ れは これ ま で の 同 じ性 能(100ボ ー)の もの で月 額 レ ン タ

ル料25ド ル に比 べ て 月額10～12ド ル と い う もの で あ る。 ベ ル 。モ デ

ム113A装 置 と名 付け られ た新 シ リ ーtズは こ の成 長 市場 に波 乱 を ま き お

こ しそ うだ。

●
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表1.モ デ ム、 カ プ ラ 。メ ー カ ー と機 種 の 概 要

会 社 名 製 品 名 伝 送 速 度 価 格

AmericanData

Systems

ADS448AEM

－
モアム

2・4ρ0/借 β00bps $6,000

Anderson

Jacobson

、

一

、
Abc』240,241

お よび242ア カ ス テ ィ

ック 。カ プ ラ

300bps

DCM240,241

-
242モ ァ ム・

'

300bps c"

ADAC1,200,1,210

モ デ ム 。カ プ ラ 1,200bps

DCM151,153

154モ デ ム

150お よび

600bPs

DCM103Fモ デム

DCM240F

1「r

3』00bps

110bPs

ApP恥dDigital

DataSystems

COM1-00シ リ ーズ'

モ デ ム 。 カ プ ラ 300bPs

$480

～$4 、95

シ リ ーズ130モ デ ム 3・00bτ)s
'

シ リ ーズ200モ デ ム 2.000～9,600bps

シ リ ーズ400モ デ ム 10,000～

100,000bps

_.

シ リ ーズ120モ ァ ム 1,800bps

'

Automatic

E1㎏ctricCo.

AE103Aお ・よび

AElO3モ デ ム 300bps

AE401AEモ デ ム

サブセ ットAE890
.

,

モデム

200bps

～ 皐r・ ・,ぺ φ 「.吟 「

240bps
.'-9

600～

2.400bPs

',

AE2024,2025,

一"

2026モ ァ ム

「一'
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治

も

●

、

BellSystem 27ト ■ タ ノレ〔ユ ニ ッ ト
,

一
シ リ ーズ 、100.モ ア ム 15←300bPS・

一
シ リ ニズ .2p:Ol.モ ァ ム 1,800～7,200bps

. シ リ ーズ3.00モ デ ム 19,200～230,400㎞

一 ◆

シ リ ー ズ40』0モ ァ ム 40～6.00bps 11}

…

シリーズ600モ デ ム 0～100Hz
1"」

±

、.ノ ・lc'-1ビ
'

'「こ"}:ア
・、

卜

603Dア カスティック
主 に ファクシ ミリおよ

び心遠 図アプ リプ ーシで .`

.L

・カ プ ラ
'

・イ00bPs

Burroughs'「 TA-211モ デ ム 1,20q 、bp,s
.馳

$44iら$5gq..

:

Corp. TA-2 .12モ デ ム 1,200bPS $524～$690.

TA-713モ デ ム 1,200bps $676～$890

Carterfone DM318モ デ ム 300bPS $395
A.

_.←.L. ._'..7..二.... 一.

.
Commun1Catiσns DB1132モ デ ム

パ ン ク
. 3GQbP

.5.、 ・
$600レ チ ヤネ・レ

DM3
、28、 モ デ ム

300bps $410

Dior/%)i .oranモ デ ム 300bps

CodexCorp. AE-96・ モ デ ム1 4,800～9,600bPs $11,5幻Ol〕

CollinsRadio TM)く 一
.202Gモ デ ム

600～1,8ρObPS:
Fl

$835

r

TMX-202cモ デ ム
ご"

150bps;
.:・・: $735

' TE216Aシ リ ーズ $5,100

モデム 2}400～4,800bps ～6 ,300

ComDataCorp.
一"

210モ ア ム 110～150bps $495 、, .:

301A2お よびB2
:;:.・

撒 、.■

:

.A.
.

;;「 、 ・1∫1『 し 、

....
L..

アカメティック 。カプラ
「
30qbps $295

11∵ ・1…

'

,

301F2.モ デ ム. 3300坤S 、 $295
.・';7「1Il.

301P2 ・・ ㌧ ・・
1「.:)(.i

P..A.

づ 〉:}`

アが ティ・ク.カ プラ
300b甲 .…1'.・ ・ ㍍

一ユ35,



〉・

Co㎜ 皿icati㎝s カ フ'ラ 皿 300bPs・ $'39…5・'.}・:レ ・

Logic
:

L-、12'00モ デ ム ・ 1,200bPs'・ ・∴ $395

Ll]2・4'.σ0モ デ ム 2.4'o'ObPs";'1 $2ユ00

'L
ISMロ ゴお よび2モ デム '3'0 ・ObPs: $.1395

COInputer 1・nte]ドt:ralig16
,..「

.10,000～

Transmission '
モアム 250;000bps 、' $1,925

Corp. Intertran915

一
モアム
〆

20ρ00bpsま で $1,875

DatamaxCorp.. . lQB㌶2』4孝rよ び
.

L $3,300
ド
48モ デ ム 2.4q(～/ノ4,800bps ～$8 ,160

「
DataProduets 703-AC

'.
` li

Te/ecOmmuni一 アカスティック。カプラ
'300

・bps
.F

.

catlons 703-DCモ デ ム ・30bbPs『

デ ータパ ック 。モ デ ム 75～1,800b玲'

DC402モ デ ム 600bps』
'∫ 「
、 ・'㌍'

`

DC-802モ デ ム 1,200bPs

DS-16Cモ デ ム 75～1・50bPぎ

IC .モ デ ム 150bPs
'

DC4σ2』 モ デ ム 600bPs:;∫ ○'i『'}….'.

、

DC-802『 モ デ ム
;`

1,200bp§ ・・'

.1'.

'

《.

DS-16Cモ デ ム
'

7'5～150硫"

」

ICモ デ ム 15・ObP、 ・ビ …'

a

F 'DMシ リーズ 。モデム 2.400'}9,600bps.

DatelDiv= ■
University
ComputingCb6

9020お よび9120

アカステイ・ク・カプラ

1

.・1

30b::も 樋 ピ

、

$500～650

Designビ …二・ De'sign'7'9
「

E】emen・t`ざ` アカスティック』カプラ 300『bPSl・
$345～435

Dig輌ta1 DC820 .};、 『

ReSOurcesCorp . モデム6カ プ ラ
'
300b恒 $295

「.-

.

・-1367・

パ

..

9

■

、

●



、

も

■

,

'G
eneral GDC・1'010シ:リ ー ズ 「 !

Dataeom・ i・ モ デ ム
.」 、

110～300bPs

Industries GDC-202モ デ ム 1β00bps
'ジ 「! .'1'1

GDC-40・2モ デ ム'
一

'600bPs 「

..・.∵ ・'・

Genera1 TDMlloお よび
F'=.

.〕
`ご`'・.'⊆ 』.-

El◎c.tric 111モ デ ム 』:
".30'ObPs ∵ … 三

TDM114お"よ び
「 」

幽

い 115ア カステック 。 ㌦ 3.00bps
・ミ 馳 ・il1

カプラ
1'

了

'L・ .・ 「 』

TDM二1乞00シ リーズ' i,00〔 レこ2400bPs

・1.

一
モア ム

TDM330・ モデ ム.
㌃2
,400ん{),600bPs

DigiNbt400モ デム 40β00ん50加bbps

Pigi・Net:59・ モみ 「'

」.㌦'

2 .3.0,40'ObPs

HoneyWe11 AN/USC25モ デ ム 4βOb～14400bPs-一':バ 匹・

HCC-24/48モ デ ム'
㌔
2,4do二 こ4β00bps

.

HCC-48/96モ デ ム
=4
,800∴ こ9,600bps

Info-Max 31'-卍;1

アカステイツクス 。カプラ ・
'3
00bps' $395

IBM 一
4872モ ァ ム 4β00bps $4,460～4,850

Internationa1 550(》/96モ デ ム 9β00bP『S $11,500

Commullicatiα1s 400シ リーズ 。モデム 2,0`00～4β0』ObPs $5,050～5,885

Corp∴ 3300/36』 モ デ ム 3,600bPs $3,620～3,995

2200シ リーズ 。モデム 2.Oo・0/214bObPs $2450

1100モ デ ム 4,800～100万bps

1/OnexDi仏, 31モ デ ム 300bps $280

SonexIne
● 30フ カ培 イ・・ク ・.カカ ・

''

300 .bPS』1 $295

Lenkurt 25Bモ デ ム 75～600'bp・s

'・`' 、

Electric>Co. 26C.モ デ ム

:
1'5・0～21400bPs'

.1

-$700～22010 ・』

26Dモ デ ム
ノ

4,800.bPs
,.

$3.0100

一'ゴ37『-1



26C/4;OB 、1(b/魯 20・40
,0～

40,800bps $2,000
9:『'

Livermore A, .肪 よびc
'

↓

DataSystem
川 ア桧 テイ・ク・カプラ

300・bps $250～245

LynchCo㎜un一 L2103 チ
'

、,i; 『

〉

「 レ

.●
1catlon』

-

:・.

シ リ ーズ ・モ デ ム ,、 β10ρbps 、$52(ト570

Systems 440/MQ 、(　 ・一

Multitech
,')∠ ア加 ティック.カ カ..1 609bPs $635

DATA 440/MR
1

Products
_タ ア擦 ティ・ク.ガ ラ

15、ObPs $825
`

440/MS 1

アカステイック・カプラ
シ

1,80 、Obps
.

$825
、

44 .0/MT
l1

アカ窄 イック・カプラ 30 、obps $249

NovationInc. PC/102A.. -、 メ
'
1:、 、ヒ.

`

^`-

アカステイック。力方 . ,.44,0・b、ps
$315

DC/斗 .02AP .
'オ 、

'=『 、'

一 ㍉∵)i;,

－L
一 ・一

モ ァ ム ・カ フ フ
←

440bPs'
'

$350..一
傷1

;M・2Dモ 烈
.4140・bPs $335

、1
TM/102A^
,「

`・

'

1

アカスティ ック 。カプ ラ『
)・ 、

'一.

.、4
、40・DP・ ・

、、..、$315

Tル
、102AD

t・'一

一 ◆一

モ ア ムoカ7フ 、 .440hps 悶 ・50'"
戸

DC/102AMA
、1 、1

アカステイック。カプラ 44ρ,bps $315
`・i 「

… .「

DC/102AD
、

MAモ デ ム ・カ プ ラ
、^{

440bps $350
、 、

OmnitecCorp.

(晦t・ ・ip・'1・ ・.
」1

701Cお よびD
、'、 」

1_・

アカス ティ、ック'カ プラ
L

し

、

300bPs
. $345

の子 会社)
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●

■

Onei層da アカステ ィカム

Electronics 260,2 、62お よ び

'

, アカステイック・カプラ

《
'3δObPs

Pa、radayrLeCorp. MARQ-48モ デ ム' 4,80'Obps $6,750
,

PenrilrDatla・ ・ PDC-2.400B
一1-r.P 一,.一.r層 泉F■● ",' ・「・.

Com'm泊ni;cat「 ㊤ns … モデム 2.410-:0・bPs $1,100

Pertice、,・.… ・ ㌃DCL二22
:.,

、L

二^,..・ 丙 ・.㊨.「 一 . .

ElectfOniCs『1∩ モデ ム 。カプ ラ 300bps $29'8
FAr、 「

Pu1§e'
'!

ll、

「 一
一 ∵..・, '一 「.9

Comm皿ications〔1 三シ リ ーズ4000
.'.

一"

モアム 300bPざ'・'ミ1
,三.,・ シ:.

'Q
・uindar ・'QDMIo3FO/FA

」・

一

,、E・1◎'c・troniCs;・
1

.一、 ・ 三 ㌦ ば・.一,

いモ ア ム
,

ーぎ δ6

bp、 ㌧

r

$450

「:. QDM～:209モ デ ム 1,2'δObPs

"=
」

$1950
」 ・A.」 」」 一.-

". ・QDM-600モ デ ム 6σObps $485
「 一

RFL ,・ ∴ 『 らc ・3・2DR/EIA
'

≒

Indus・tries
.1吟

・モ デ ム
"
1`26/ゴ200b⑪ $1,040

一
3952モ ァ ム 2;-4'0'0』bps $2,100

－F 41'6σ4モ デ ム 210臼bp・ $2ユ00

' 一"

322』7モ ァ ム

!ご

1;0'010・bPS. $1,085」『

Lr
:

13AF/EIAモ デ ム';-
9
3:00'bps

"$8
44

,㎡ '13AOお よび

AA/EI・A三 ∵'→ 川 30'0もps

'

$655

一 ∫
、1「i・ 2・・2PB/EIAモ 六

一
.1β ℃ObPs

『$
934

22DBR/EIAモ デム
、 、

1;200bPs
v

$1185

13A:O/TTY 〔 』

F

・1モ デ ム ・カ プ ラ
'
1120bPs $3801

Rixon FM-・1』8・ まデよ び

、. ミ}
こ 』

(United 18Bモ デ ム' ユ80もPs $445～550

Business FM-3.'00モ デ 云 ・・1㍉L 3・60bp・ $430

」

一1'39一



Colnmunicati㎝8

の 子 会 社)

「 一 「

..'

PM-24Aお ・よび

月,,ザ ム

PM-48苧 宕

Sebit-48Cモ デ ム

Sebitご72・ モ デ ム

Sebit-96"モ デ ム

一 ・::'.一 ・

』̀

、・..120q/で2,400bps

4βo.⑪ps・'

.
4,0:00～4βfOO・bps

3,600～4,800bps

4,80〔 レ、9.600bps

3

$1,970～2,400

$5,650

$3,6ρ0・'

・$9,9、5・0 .,・

$11,500

'S

anders
、,AssOCs

Simulators-

Inc
●

モデム ・パ ック 1,800bps .$725,

200ア カスティック。カプラ 150bPs $245
一 ◆ ●

300モ ァ ム ・カ プ ラ 300bPs .・$278, ..

Tele-PynamicSDiv..

Ar【ibacIn(h岱tries 7103モ デ ム' ,300.bPs、 .' $150～330

Tele-Signal

C・rp. .,、a.

SingerCo .

883Aお よびFモ デ ム
.

・.

300bps $420～425・

883R .モ デ ム. 1,20Cレ/1β00bps $825

898Aモ デ ム .、 .〆..
6gg《 〔1,200bps $575

898Cモ デ ム ・
∫1・20(レ/1,800bPs $598

Te1-TechCorp. TT、 二10.3、 モ デ ム 3..o.0・bPs $2qo… 、

TT- .2iO4ノ ≒まe,よび

8 ..モ デ ム.

'
.111

.2,000～2,4q
,0、bPs $1β00～L900

TT2 .q2..モ デ ム .1,8.00,bp§ ・ $300

Transilel

Computer

Support,
「
=

..

Systems .,Div.

ofSangamo`
'
.}

Electric

T1⑪ シリニズ ・ザ ム
パ.

(5ユ ニット)

…

30q・bpぷ
'

$483～600

T200シ リニ「ζ・モデム
、,,■'■,w■ 、

(14ユ ニット)
'

.
'・12ρ0呼400・bps

,「,「.,,・

$740～2220

T401E3 ...お よび.

E5モ デ ム

:'.:・

.1;8晒ps $234～254

Tuck
,・',・

Electronics

,「

一
15モ ァ ム

3・.0..0、bPs $350～675

モ デ ム1098'モ デ ム .
.2,56,0、0ρbps $8'00-.,

1120シ リ ーズ 。

アヵスティック.カ プラ

,11

2,40.0 .bps・
皐

r
.■ シ 「

一140一
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■

●

卍1、4β シ リーズ 。モデム ・1(し/20 .bps $400以 上

TymshareInc. MarkV

アカステイック・カプラ 3、の ρbps 、

Ultronic
ト̀ 〆

Sy .stemsCorp.
,A

300モ デム。カブラ
,3P⑪P・ 一 ・

$450～513

一
1200モ ァ ム 1.200～1β00bPS $499～625

-」

一?

2,400モ ァ ム 2,400bps
.

$1,935
v「、

V。d{c噛d・rp. vA300モ デ ム 300bPs

v

$175

VA1200モ デ ムF 1,200"bps'
"～

$250'

.VA3bo]y昆 デムラ ック 國
」

300bPs $30(ソiネ ル

Vangu'ard

lD砕aSystems

VDC300お よ び ・

300・Aモ デ ム 300bpβ

'

$50、0～600
へ
.

Vern1,tron
=

Corp .

VTCIお よび2.

アカスη ック。カプラ

,」

300bPs $500～1・100

Western
A

Elematic

CL103お よび202

-v

モアム 1,200bps

オF

プ

$260以 上

■

▽

一141'一'



b"'
2.',iUモ]ト ㌔ タ ー ミ ナ ル 市 場 の 将 来 予 測

・ ・〆:、 ・ ピ'1
.::ti『.'∫ ∴.「i'

　

A.台 数組 び綴 に 垣 剛 一 ぷ
.

嫡 の'tt査会社P,6di,a、t社 の魅 したデ」 タに よる と、 入 膿 琶 ・
ll・t「

t.1,〆 →'≒

(キ ー 玲 ド・'デ ー タ 収 繰 置 、 紙 テ ー プ ㍉<ン チ ・.カ ー ド、 キ ー ・ ツ ー ・
さ コ ほ

.デ ・ス ク・ ㌔ ・ツ∵ ㌃ 芦 どの米 国恒 隠 顕 上 高は ・,p・ 鰻Q,『

時 点 で 、3,500万 ド ル て あ っ た.が 、 こ れ が19:7～3;年 に は2億 ドル そ して.

19・78年 に は9億2、5iO・a・,万 ドル に な る だ ろiう,と 推t足 し て い る。 ま た 出 力

装 置(プ リン タL、 紙 テ ー プ、 ハ ー ド ・Sピ 式 、i:音声 応 答 、 ビ ジ ニ ア ル)(19'デ'

イ ス プ レイ な ど)の 方 は1968年5,400万 ド ル ヤ あ っ たWめ が ↓'19∀ ぎ

年 に は ・億8,6。'。 万 ドル 、 そ し て ・978載 法"億2.'5。 。方 ドル:titti'

∵ ・'t,t':、"一'
.'.1る だ ろ う と し て い る

。
〉 …パ

『 ・ ・i:i/

さ らにCRT/キ ー㌻ ド鑓 ・ テ レタイプ カ ター/キ ーボ∴ ぽ 嘩

ど入 力 装 置 の 売 上 高 は1968年 、1億5,400万 ド ル、1973年7億

7,400万 ドル、 そ して1978年 に は33億5,000万 ドル に も急 激 に 上

昇 す る もの と み られ て い る。 最 後 に 入 力、 出力 、 入 出 力 を総 計 し た総 出 荷 金

額 は1978年2億4,300万 ド ル、1973年11億6,000万 ドル さ ら

に1978年48億 ドル とい う数 字 が 推定 さ れ て い る。

ま た 、Predicast社 の デ ー タ伝 送 装 置 に よ る とモ デ ム、 プ ロ セ ッ サ ー、

マ ル チ プ レ ク サ ーな ど の 各 種 デ ー タ 伝 送 装 置 の 売 上 総 額 は1968年5億

5,800万 ドル 、1973年24億2,600万 ド ル、1978年86億

4,000万 ドル に な る だ ろ う と い う。

一一14-2-'
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入 力 装 置

出 力 装 置

入出力装置

端 末 計

種 類 別ゲ 一 夕伝 送 装 置 の 成 長 度
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1968

/一
/

/

24///L2Q2-
//
/

//

1973

/

モ ア ム

一 一一 合ー プ ロセ ツサー

_.._一 多重 伝 送 装 置

その他各種 装 置

データ伝 送 装置

1978

■

種 類 別 デ ー タ伝 送 装 置 の 成 長 度
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`

籔 各調査会社のデづ による各鱈 要入力・出力・人助 端末鑓 ので ケ・ト予測は丞鵬 穴 ある・

.卜
㌧
」
:
心

白

1

装 置 名 予 測 データ発生 先
1965年1970年1975年1980年

1.CRT/キ ーボ ート㌔ ターミカ レ ModernData
て197碑 う(196{痢

7500(冶
,200ρ00台 、

2.ミニコン后 一夕(デ ータ通 信 用) AurthurD.1ittle
(1964年)(1974年)-.'

650台7β00台 ・

3.POS(店 頭 販 売システム) Predicast

EDPIndustry
Report

(1980年).(197(陣)(1975年)

、542.000≠ 今190ρ0(冶55ρ00台

4キ ー 。 ツ ー 。テ ー プ 装 置

・(1969年)(1973年) ・ ・

28000台69,000台

キ ー ・ ツ ー ・デ ス ク、r

・

,

層(
11當 .(;;1鶏 バ

5.COM

'」L
ObertHellen

Associates

(.1975年)(1968年)(19-7(陣)

300台3200～5500台6ρ00～12000台

雄 躍 の ヂ 初 うちfl-'.-o・.一 ・、∈ プ・SP"'"eヅ ー ・デ ・ス ク・COM・ プ ・:シタ'㊦ 元 て は

オ ン ライy・)一 ミナル 用、と して綱 さ れ でい る も⑳ 数 は その上 部 で あ る こ とを考 慮 さ れ たρ・1



B.タ ーミナル産業 と利用形態 の傾㎞

i、..、}

ターミナル鑓 暢 を拡大するために岬 坪 タ1・ミナル悶 τ硝 鞘

を解決 して ゆか ね ば な らな い が、 ユご ザ ーは タ ーーミナル に どの よ うな不 満 を

r,,il、;li/'

持っているだろ城 これについて鱒 述四 一ミナル利用燗 駄 」ピ

述べてあるこ轡 ・ここではテ噴 ブξ嘩Tlイ 興 ついて言弓述さ亘

㌶ 鷲 ㌶ ㌫ 喫 欝…≧㌍ 　 査は
同社は ・91≡ 末細 で1・8・1・

一社vak'よ ぶ米 国⊇ 民畦 趣 舩

共団体を対象砂 ベ ナ・刷 用調査 行なっ坤 だヰ これによる各一 ザ

ーの ・ ・一・ナ・レ稗 に 関す る不 勝"揮 弾 麺 ・ う噸1垣 ・う・
IL・,.r

・一・ナ・レ棚 の噸 点;g-一 ザ畑 らの嘩 助 ち抑
,1

タ ー ミナ ル 。、,コズ ト

デ 一夕 。ベ ース 開 発 の 問 題

回 線 コ ス ト ー

アフツケーション・ソフトヴエァの不足

処 理 と構 造 の 標 準 化 の 欠 如

ユ ーザ ー教 育 の 問 題

ア プ リ ケ ー シ'ヨ ン 需 要

要 望 に 適 した 装 置 の 不 足

生 理 的 拒 絶 条 件'ご 、

ターミナル 。パ フォ7マ ンス

ス トーレ ッヂ機 能 の 欠 乏

回 線 パフォーマンス

そ の'他
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,そ れでは こ ζて指摘 され峯領 邑?問 題1点匝り.ピて、 現状は どの よ クに動 い

て い る か を 見 て み よ う ・ ∴ パ 駆
・
,一

.・、!11.・':・1＼ 川 、1・「:ー二・:..;:・ .L`三1.・rl・;二∴'一,iiliri.1「 ・二i・

C.コ ス ト 低 下 に 関 す る 予 測

1.タr'1ミナル1;ラ ス トは実質的 に もつ と も安 くな亘れ ばを らない。 これは現

在のほ とん どの ターミナパ ユ づ 鱒 で を匁 鴫 熱 熱 てぽ が ご と

・子 価欄 峨 のス ケつ 騨 ζれ を示 嫉 ぽ ・三 ・プ か らの回答 ⇔ よそ

40%近 くが現在@タ ー ミナル価格 の5 、0多力・るれ以≠ の価格切 下げ の必要

性 を挙げ てい る。 そ してユ ーザ ー達は大体 それ ぐらいの価格 カ ットが あ・?て

は じめて・.タ三 ミナノピが多 くの二股 ピ冴 ス ●フ カ ㌘ シ頑 分野 で経済

的 用具 ζ して飾 され るよ うにな るだろ うと指摘 して層 ・ 一 ・

さて・ 製齢 社 の加 嫡 端 綱 肝 騨 ロ5寧 四 嘩 興 離

達成 さ姫 垣 うζ断言 して吟る・1しカ"し・1ぼ7,砕 まで・タベ.ナ ル.'

川 輪 む全体 の⑪ ξ㍗ トの中で実質的 畔 分以上 砧 顕 ξい う状 態

を示すだ ろ う。 とい うQ,.は19,75年 までにプ 口上 シサrQ価 格 は著 しく低

下す る。 ア方 システ 至あた りの タ7.ミ ナル数 は、.すなわ
,Sコ ス.1は 相対的 に

増 加 す るか らで ある。 さ らに これ に加 え て装 置 は イン プ ッ ト、 ア ウ トプ ッ ト

機能 を改 善 して ゆ くttiろS ,。..そして通信 時 間 と(1王:U,タ イ十 ρ減少Kよ つ て

シス テ ム;オ ペ レイ テ ィ ン グ 。コス トを大 き ～噂ll減 ± る よ う年設 計 され る だ

ろ う … _,… ば ㌍ 、, 、 … 一..

ま た メ ーカ ーは 市場 の 拡大 に と 樟 っ て 木星 生産 体 制 に入 る・字 して これ

1焔 よっ、て部 分 的 に タ ー ミナノヒ。.『ス トを よ り低 下 させ た$う 、な装揮 を世 に送

り出 す こ とで あろ う。 テ レ タ イ プ ラ イ タ ーを 例 外 と レて、 ほ とん.どの リモ ー

t/。 デ ー タcタ ー ミナ ルは依 然 と して小 量 隼 産 、.一不 経 済 な型 で つ く られ て い

る。、そ して しば しばvほ とん どQS専 用 の機 と して?く られ てい る現 状 か ら、

汎 用 の機 能性 を 持 って利 用分 野 を拡 大 して ゆけ ば 量 産基 盤 を充 分 に か ちえ る

こ とが で きるだ ろ う。 ・ ・、 ・/-1二.一 一 .
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'.さ らに コス ト・ダ ウン要 素 に つ い て 言 え ば 最 も大 ぎ な役 割 をは たす のが 部

品 の 価格 削減 で あ り、 性 能 の 改 良 で ある。

ま た そ れ 以 上 に画期 的 な値 下 を望 む な らそ れ は 新 しい技 術革 新 の 波 を起 さ

ねば な らな い。

タ.ミ チ 、じの 技 術 進 歩 は イ ンプ 。 ト、 ア ウ トプ 。 トそ れ に通 信 とCPUの

各 分 野 で の総 合 的技 術 の 進 歩 と して あ らわ れ る。

こ こで は イ ン プ ッ ト、 ア ウ トプ ッ トそ れ に通宿 の各 分 野 で キ ーボ ー'tド、C

RTな どに っ い て 技術 の推 移 と方 向 の概 況 をみ てみ よ う。"

。イ ン プ ッ ト

こ の分 野 で最 も注 目され るの は や は リアル ジ ァー 二三 ー メ リ ック 。キ ー

ボ ー ドの 分野 で あ ろ う。 これ は この装 置 が リモ ニ ト ・デ ータ 。エ ン トリー

の手 段 と して最 も広 範 に 利 用 され てい るが らで あ る。"

現 在 この方 面 で新 技 術 の適 用 成果 と して 注 目を集 めて い るの は エ レク ト
ベ ほ

。二 。ク ・ギ ㌔ 一 ド鵠 で あ る.同 類 ぱ 来 の'三 レク ト・ メカづ ル

な キ ーボ ーFi装 置 に代 る もの と して2年 ほ ど前に 登 場 して きた。.ζ の技 術

開 発 は従 来 ∂醜 融 に 削減 し、 授 け に性 能 を高 め て い る とい う。

・ア ウ トプ ヅ ト

Di'bbold社 の 推定 デ ー タ匠 よれ ば1973年 まで に汎 用 タ ー ミナ ル

設 置 台 数 は20万 台 を越 え る もの とみ られ て い るが、 との急 速 な タ ー ミナ

ル 利 用 増 を支 え る 大 きな原 因 とみ られ てい る の がデ ィス プ レ イ装 置 分 野 で

の コス ド ・ダ ウンで あ る。 この 方 面 で の アプ ロ ーチ は様 々で あ る。 例 え ば

Viat'ronの や り方 な どば そ の一 例 だ ろ う'。伺 社 は 大量 生 産 方 式 とLS

1部 品 の 利用 淀 よっそ 大 幅な コス ト ・ダ ウン を な し とげ た。

その 他 の技 術 ア プ ロ ーチ た とえ ば ラ ス タ ー ・ス ギ ャ ニ ン グ技 術 な どはC

RTの コス ト/パ ラ ォ ーマ ンス を改善 してい る。 ま た、 高価 なイ ン タt'一フ

ェ イス とコ ン トロ ール装 置 機 能 を 改善 す る こ ど に よら て経 済 性 を改 善 す る

こ とが で き る し、 通 常 の テ レ ビジ ョ ン受像 機 に オプ シ ョン をつけ て タ ーミ
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ナ ル を す る や り方 も 検 討 さ れ て い る6i'・ ・tit.,,,.tt'

1970年 代 に は こ う した 無 数 の技 術 改 良 が 相 互 作 用 し て 成 果 を 生 み ・出

す だ ろ う。 ま た 現 在 画 期 的 新 技 術 と して プ ラ ズ マ 。デ ィ ス プ レ イ 装 置 が 脚

光 を 浴 び て い る。 例 え ば さ き ご ろ 開 か れ た ア メ リ カ 情 報 学 会1970年 デ

ィ ス プ レ イ 方 式 シ ン ポ ジ ウ ム で 、 近 い 将 来 の コ ン ピ ュ ー タ デ ィ ス プ レ イ は

現 在 の 陰 極 線 管 方 式(CRT)か ら マ ト リ ッ ク ス デ ィス プ レ イ に 変 化 す る

で あ ろ うと の 見 解 の 大 方 の 賛 同 を得 たが そ の 際 、 多 くの マ ト リ ック ス 方 式

の どれ が 技 術 的 あ る い は コ ス ト的 に 有 望 で あ る か の 問 題 は 意 見 の 分 れ た と

ころ で あ る が1そ の 中 で も㌦と くに プ ラ ズ マ デ ィ、ス プ レイ 方 式 が 注 目を 浴 び

たo

こ れ は 、 イ リノ イ 工 科 大 学 のDonaldBitzer教 授 とEug・ene

Slo'ttow教 授 の援 助 を 受 け てOwens-111inois社 が 開 発 した ・

も⑳ で、 半 透 明 ガ ラ ス 上 に設 け た 多 ウ ィ ン グ リ ッ ドに 高 電圧 を か け て 発 光

さ せ る も の で あ るδ 現 在 開発 さ れ て い る・も の は、1'28・ ラ、イ・ン で4イ ン チ

'
の 装 置 で あ る が 、:近 い将 来500ラ イ ン、 、10イ ン・チ の も の が 可 能 に な る

と云 わ れ'る 。'そ の 特 徴 は 、 第1に 価 格 が 安 く'、CR:Tで ・は.5,000ド ル す

る規 模 の タ'"一・ミナ ル が2,'000ド ル か ら1,80'0一 ドル ま で 低 下 す る と 見 積

られ て い る。'ま た 第2に は コ ン ピ ュ ー タへ の 接 続 が 容 易 で あ る 点 で あ る。

こ の た め 、 と く にCAI・ に お け る 利 用 が 開 発 ざ れ ～tttイリーノ イ 大 学 に お け

るPIato(Programmed'Logic50rAutomatic

TeaChingOperations)で は 新 た にプ ラズ マ デ ィ ス プ レ イ 方 式

に よ る タ ひ ミ噛'ナル を 用 い る こ と に な っ た 。 こ れ'に よ る と、1テ レ ビチ ャ'ン

ネ ル に1,000台 の タ ー ミ ナ ル が 接 続 で き る。"〆`・'・'

・通 信'・ ・ 噛:'ミ'・ ㍉ 三

通 信 回 線 に つ い て め ユ ー ザ ーの 不 満 は 先 の グ'ラ フ の 中 で も…第3番 目 に 属

して い る。 こ れ に つ い て は ま ず 料 金 が 高 ら と い うの が ほ どん ど の ユ ー ザ ー

の 声 で あ る。 低 料 金 通 信 ザ ー ビス は よ り高 速 な 伝 送 速 度 に よら て の み も た

「
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ら さ れ る も の で あ る 。 特 に よ り 高 速 の 伝 送 は つ ツ ・きrl己 を.タ ー ミ・ナ ル か ら

・
,・、収 集 し 、qp.Uに 送 る メ砂 土.,Tジ 。 コ レ ク タ ・に と=・っ一て 必 要 不,可 欠 な も の と

な っ て く るol… 、 ■ ,ttt.t.t… ・:・

' ・さて最 近 市場 に登 場 して話 題を 集 め・:た又 ヲ・ミフ喫 レ装 置=を こ;ζヌ 悲2紹 介

!]:し て お こ う 。1・.・ 、'、,□:・ ・i
.・.、tt.・ ㍉ 、t-・,'i

'1197
,0年Vari・n・AS・ …・・i・ti'1・t・s社 の発 表 レ た 高速 稼 動 ラ イ

ン プ リ ス タ,-S,.t'altos21・ 一,に反 映 し て い るd .同 機 は 毎分5,0.o,0,行 の ス

ピ ー「ドを持 つ 従 来 の も の よ り5倍 速 い 乏 い う。、,な お 価 格 は1.,5倍 高 く な っ

て い る6iこ の 装 置 は ま た 地 図 や チ ャ ー・トな ど グ ラ ス ィ・ッゑ 類 の プ ・リン:F・

ア ウ ト もで き る 機 能 を オ プ シ ョ ン と して 持…っ て い る。

ま だ 丁読 み や す レジ}Tド ・;ピ ーが 作 成 さ れ な け れ ば な らな いρ・」 と い

う要 求 に 対 して 独 、立 素 メ ー カ ーで あ.るPhotOP.hy葺.t・ ρ,s、社 は デ ィ・ス ク

。 ト ップ 型 の 夕 日 ミ・ナ ル で ボ タ ン を 押 す だ け で5秒 間va, ,5.イ ン チ 平 方 の 静

一こ電 コ ピ 「が 取 れ イXダ ーバ ル2秒 で 次 の コ、ピ ーを 出 す ど い う装 置 を発 表 し

た 。 同 社 の ぐ 一 ド 。コ ピ ー・機 能 付 揚7iミ ナ ル は2台 の ρR肥 と特 殊 カ メ ラ

を持 ちvこ の カ メ ラがCRTの 光 学4メ ージを 電 気 信 号 に 変換 す る:ス ラ ッ

トな 特 性 の 光 導 電 素 子 を 使 用 して い る。 こ の 方 式 の 特 徴 は 従 来 のい か な る

方 式 と 比 べ て み て も ス ピTド が 速 く・ 廉 価(1.枚1#. 、ン ト奉呈度)で あ る。

タ ー1ミ ナ ル 価 格 は8,000ド ル だ が 量 産 に ょb,tlっ ≒安 く,kる と話 して い

る。.、そ して こ の 装 置 は 他 社 の 競 争 心 を あ お っ て い るq
,1、 ∵ 、、

1・ と こ ろ で・ こ の よ う な技 術 革 新 の 中 で タ ー ミ ナ ノk・ メ∴ カ7,達 は ど の よ

うな 動 き をみ せ て い る の だ ろ うか。 米 国 の 業 界 誌E.1.,eCtron.ig

News(1970-6-29)は 最 近 ¢～.米国 タ ー ミ ナ ル 業 界 は 再 編 成 期 に あ

る と して次 の よ うに 報 じて い る。 す なわ ち、 最 近 この分 野 で生 き残 る た め

の条件 が厳 しく・ 弱 小企 業 は次 第 に 脱 落 の様 相 を 強 め"尊き産 。.その 原因 は・

第1に 製 品が レン タ!レ制erva依 観 て い るの で 資金 需 要 量 が本 き・〈.・ 中小

企 業 独 自の資 金 量 で は,Z)ee.コ ス トを十 分 ま か な い きれ な い こ と、:::した が っ
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て大 規模 か つ 経 験 の 多 い企 業 に依 存 せ ざ・るを得 なメ孝 っ・た:こ とが 挙 げ られ

る。 また 第2に は・ 入 力装 置 の 技 術 が進 み・ 従 来ρ 屯 う－k,単機 能 か ら よ り

高度、 吉ψ 柔 軟 性 のあ る機 械 が 要 求 さ れ る よθ に章冴1ピ ζ.とであ る。 あ る

.Mは 従 来 か ち の各機 能を 組 合 せ た複 合 機種 の 開発 も必 要 匝 なprk。 さ らに

第3に は、ビ ジュ アルデ ィス プ レイ装 置 と－P5'Siコ、ン晶wξ1、一一4レプ ロニグ ラ.ム方 式

とか の まっ た く新 しい方式 が 開発 され つ つ あ る,ζ必 に よって ・・従 来 の機 種

が陳 腐 化 す る亡 と も考 え られ るb、 、、1、.、_、

ま,た 中小 企 業 の生 存 条 件 が 厳 しぐな っ た理 由と して別の 見 方・に よれ ば・

この 市場 へ の 参入 コス ・トー＼ す 左わ ち 資金 需 要 量 は、そ れ ほど(太 き、くない が、

問題 はそ れ らの 企業 の販 売 やサ 、一 ビス 能 力 の 低 さ に ある と云 わ れ る。

、この よ うな市 場 傾 向 は単 に入 刀機 器 市 場 だ け.に二限1ら穎 い。 タ⊂ ミナル 装

置 、 す .なわ ち 出 力、 入 出力 装 置 全体 につ い て も言 与る一.ことで ある。

D.タ ー[ミ ナ ル 利 用 形 態 の 変 化,c':
、 ・/,:,Il・

・タ ー ミ ナ
、ル の,利 用 は オ ン ラ イ ン序 シ、ス テ ム の 発 達 と 歩 調 を 合 せ て い る 。

:Predic,ast社 の デ ー タ に 、よ る と そ の タr.ミ,ナ ル 市 場 は19,60年 わ ず

.か1,i.・00'0万 ド ル 程 度 の .も の で.し か.,..jo>.っ た 。 も ち ろ ん 種 類 も・限 ら れ て い る 。

、す な わ ち プ.リ ン タ ー/手 一 ・ボ ー ド、 紙 テ;≡ プ 。 り ニ ダ ー一一な ど 単 純 な 型 式 の も

の が 支 配 的 で あ っ た 。 し か し オ ン ラ イ ツ:利 用 の 範 囲 が 拡 大 す る に 従 っ て タ ー

.ミ ナ ル 装 置 の 種 類 も 拡 大 し て 行 っ ・たd 、 ∵ 一一・ ・1,、 ・'1:

.特 に 最 近 の 傾 向 と し て 高 価 な オ γラ イ)㌘OゴCR、 装 置(IIBI'A・ ・1〈418.オ ペ テ

イ カ ル 。 キ ャ ラ ク タ ー 。 リ ー ダ ー と かCDC936-1,:ド ・ク メ ン ト 。 リ ー ダ

rな ど)の 商 品 化 や 全 体 のEDPシ ス テ ム 、と 多 目 的 タ ー・ミ ナ ル を 含 め て シ ス

テ,ム 全 体 を 商 品 化 す る 傾 向 が で き…て き て い ・る δ ,毛 の 濃 い 例 がRlOS、(Pgiηt

,ρfSales〒 店 頭 販 売 、シ ス テ ム)で あ る 。1:1[・,・ttt.一 ・・t-t・..

店 頭 販 売 用 タ ー ミ ナ.ル 自 .体 は デ ー タ ・ コ 、レ,ク タ ・一 の 一 種 な、い 、し:は 変 形 で あ

る が 、 そ れ を 構 成 し て い る の は ガ..・一 ド 。 リ ー ダ ・一・.機 能 、O℃.R値 札 読 み 取 り

一1 ,5.1,一
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機 能 、 紙 テ ー プ 穿 孔 機 能 、 磁 気 テ ー プ 。 レ コ ー ダ ー、 演 算 機 能1デ ィ9ズ プ レ

イ 機 能 、 レ シ ー ト印 字 機 能 な ど で あ る。1・'

こ の よ うな 良 い 例 はIMS(InventoryManagemeht'5

Systems):のMarketronやGEのTRADERな ど で あ る。 例 え ば

そ の典 型 と も言 え るTRADERシ ス テ ム は、 手 ヤ ッ シ ュ ・'ジ ジ ・チ ェ ッ'ク

地 点 で お よび 磁 気 値 札 を 自 動 的 に読 み と り 地 区 の 集 配 セ ン タ ー の コ ン ピ ュ ー

タに オ ン ラ イ ン で 送 る。 こ れ に よ っ て レ ジ の 売上 が 自動 的 に 計 算 、 フ ィ ー'ド

。バ ッ ク さ れ 同 時 に 地 区 セ ン タ ーの 磁 気 テ ・・プ に 売 上 デ ー タ が 記 録 さ れ る。

ま た 同 時 期 の う ち に 磁 気 ク レ ジ ッ ト ・ カ ー ドが オ ン ラ イ ン で 読 み 取 り伝 送

さ れ、 コ ンt;'ユ ー'タ で 照 合 処 理 さ れ る。 この ジス テ ム た お け るTRADER:

タ ー ミ ナ ル の 機 器 構 成 は 磁 気 値 札 読 取 機 、 磁 気 ク レ ジ ッ ト 。ヵ ー-F・作 成 機 、

マ ル チ 。プ ロ セ ッサ ー、 ラ イ ン コ ン ト ロ ー ラ ー な ど 多 くの 機 能 を 内 蔵 す る のs

だo

綱 の業騰EleC・ … ・・s誌 のP・Sデ ・が ・一 ミナルあ蟻 ぽ

よる と 「1機31.000ド ル か ら500ド ンレIDも の まで オ プ シ ョンに よっY巾

広 い価 格 の もの が 出 まわ り、 小 売 業 者め 経営 管 理 に寄-与す る と ころ が 多 いた

め際 々 に現 在の 電 気式 キ ャ ッシ ニ レ ジス)→ に代 るだ う ち二 まfc'Pbs)と

ミナル は 従来 の 価 格 計 算、 集 計 の ほ か、 正札 読 み と り、 商 品 コ ー'ド読 み と り、

オkレ ィ 歩 一の確 認 表 どを 実行 す る機 能 を持 う」
・`}:

このElectronics誌 の 定義 が 明 らかにす る よ うに今 やPq ,Sl歩 一 ミ1'ニ

ナル は数 々の 機能 を旙 プ シ ョン と してつ け 加 え た 多 目的 な端 末 装 置 と レて 姿

をあ らわ しつ つ あ る。

わ:㌫熱 発隠蕊鷺 ㌢ 欝欝1蟹
売 タ ーミナ ル な どはそ の典型 的 な サ ン プ ルだ ろ う。 また 組 み合 わせ という こ

とで は次 の 章 の タ ー ミナ ル利 用 例 で も紹 介 す る'よ うに タ シチ ボ ト㌧ ン電話 機

/音 声 応 答装 置 という た 組 み 合 わ せ とかOCRカ ー ド 。リ ーダ ーと タ シチ 。
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トーン を入 力 と して音 声応 答 とプ リン タ ーを 出 力 とす る よ うな使 用 目的 に合

わせ た 自由 な構 成 が 普 及 して い る。

さ て、 この よ うな傾 向 とは 別 に特 定 業務 分 野 で の か な り特殊 な専 用 タ ー ミ

ナ ル 利用 も 目立 っ て きた。 例 えば ア メ リカの航 空 会 社 は、 コン ピ ュ ー タの 自

動切 符 販 売 シス テ ム(AutomaticTicketVendorSystem

;ATV)で 大成 功 を収 め た と伝 え られ て い る。

この シス テ ム はIBM360に リンク され、 磁気 コ ー ドク レ ジ ッ トカ ー ド

に よっ て 動作 す る も ので、 片 道 左 らび に往 復 切 符 を 発行 す る。 乗客 は・ 自分

の カ ー ドを挿 入 し、 それ か ら質 問 に 対す る回答 と して ボ タン を押 す 。 も し・

予 約席 が あれ ば、 カ ー ドと一 緒 に チ ェ ック され、 切 符 発 行 タ ー ミナ ル は 飛 行

ク ーポ ン券6枚 ま でつ いた切 符 帳 を発行 す る。 この間 の所 要時 間 は49秒 か

ら56秒 で ある。

,

Eタ ー ミ ナ ル 。ア プ リケ ー シ ョ ン

産 業 の 業 種 別 に み て、 ど ん な ア プ リケ ーシ ョ ン に タ ー ミナ ル が 使 わ れ て い

る の か 。 こ こで はJohnDiebo・1d社 の 調 査 に な るa－ ミナ ル 。ア プ リ

ケ ー シ ョン の マ ト リ ッ ク ス 。ス タ イ ル を 紹 介 し よ う。

こ の 表 を み る とわ か る と お り、 在 庫 管 理 ア ブ'リ ケ ー シ ョン が 圧 倒 的 に 多 い。

次 が 注 文 処 理 ア プ リケ ー シ ョ ン で あ る。 特 殊 目的 と し て は 現 在 計 画 中 の も の

が 多 くリモ ー ト 。テ キス ト 。エデ ィテ ィ ング、 写 真 合成 シス テ ムさ らに は 科

学技 術 情 報 検 索 シ ス テ ム とい っだ もの が あ る。

タ ー ミナル使 用 ユ ーザ ーは産 業 全体 で み み と どん な業 種 が 多 いの だ ろ うか。

DieboldGroup社 の ユ ー'ザ ー調 査 に よる と金 融、 輸 送 とい っ た と こ

ろが 多 く、 政府 機 関 が 以外 に少 ない。 な お 、.輸送 に関 しては リザ ベ ーシ ョ ン

。シ ス テ ムの 普 及 な どで一 応 頭 打 ちの 状 態 とな り今 後 は'さ ほ ど伸 び な い ≒

み られ て いる。
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3.・7ン ピ'a-'S・ ヂ ← ミ ナ1,va利 用 状 況 ・パ,じ ・こ',

Aオ ン ラ イン ・シ ス テ ム に お け る タ ッチ ・ トー ン 入 力 装 置 と音 声 応 答 装 置

近 年 コ ン ピ ュ ー タ ♂ター ミナ ル 機 器 と'し て ス タ ン ダ ー ドな タ ッチ ・ トー

ン ・"ダ イヤ ル 電 話 機 か 重 要 な 存 在 とな うて い るぼ'、 い

.す な わ ち 平 均 呼 出 し時 間 が 短 か .ぐノ・一 ド ・コ1ビ ー カ～特 に 必 要 ど され な い

・三 時 の デ ー・タ の投 入 お よ び 検 索 用 と して そ の需 用 は ふ く らみ つ っ あ る
。

こ の 種 の シ ス テ ム に デ ー タ を 送 る た め,、 電 話 ゼ ジ ドキ 「 ・ボ ざ ド上 の 押

し ボ タyか 押 さ れ る 。 呼 び 出 さ れ た コ ン ピュ+タ は そ の デ ー タを 分 析 し,

前 も って 記 録 さ れ て い る語 句 に よ り選 択 さ れ た プ ロ グ ラム を ぞ ゐ 構 成 要 素

とす る メ ッセ ー ジ の形 で 利 用 者 に 応 答 す る の で 断 る 。'・t'・ ・e'n'tt

音 声 応 答 シ.ス テ ム'は コiン ピ ゴ ー】タ産 業 に必 づ て 決 し て 新 じ い も の で は な

い 。'現 在 既 して 応 用 さ れ て い る 部 門 に は 、`銀 行 業 務 が あ り非 常 な 成 功 を 納

ttめ て い る
。"1":i・/'1㌧'バ.t-,、 ∵J-T∵.-tt-i,'・ ・1・:i::.::・'・'・

しか し な か ら 、 現 在 ζ の 音 声 応 答 サ ー ビ ス は 決 じて 全 国 的 規 模 で 利 用 さ

れ て い る 訳 で は な く、 大 都 市 の 数 市 で 存 在 す る だ け で あ る 。・ま た 電 話 会 社

か ら安 価 な 押 し ボ タ;x・ ・zく ジ ドを 入 手 す る こ と が可 能 であ るた め 、 どの型 式

の 回 転 式 ダ イ ヤ ル 電 話 コ ン ピ ュ ー タ 入 力 装 置 に転 換 し得 る の だ 。・

音 声 応 答 シ 入 テ1ム を 商 業 中 心 地 に導 入 し た こ と に よ って 、'こ の デ ー タ 通

信 シ.ス テ ム が 処 理 し 得 る 応 用 面 の 幅 も ぐ っ と拡 げ られ たe'.1す な わ ち ク レ ジ

・ッ ト ・カ ー ドの チ ェ ック 、・在 庫 管 理 工 場 の 工 程 デ 十 ,タの 投 入 お よ び バ ラ ン

ス の 照 会 等 に 利 用 分 野 が ひ ろ が り平 均 呼 出 時 間 は 一 分 以 内 で す む 。 こ の た

め 、 数 本 の 同 時 平 行 的 に 使 用 し得 る電 話 回 線 を 持 づ シ ス テ1ム が か な りの 性

・、 能 を 持 つ に至 っ て い る こ と を 証 明 し て い る。『音 声 応 答 ツ ズ テ ムで の 使 用 言

語 は 実 際 の 運 用 面 で は32、 ～25、 ・0語 で 充 分 で 溢 『る が 最}大 の は ば を ア ッ プ

さ せ る だ け の 技 術 は す で に 存 在 し て い る お.'＼ ○:パ ー

さ て 、 タ ッチ ・ トー ン 入 力 装 置お よ…ぴ 音 声 応 答 シ ス テ ムは 実 用 化 の 段 階

に 入 って い て 、 経 費 の か さ ま な い デ ー タ の投 入 、 検 索 を 供 し て い る.ま た
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大 事 な こ とは 誰 に も親 近 感 を 持 た れ'てい る情 報 伝 達 装 置 つ ま り電 話を そ の

媒 介 と してい る こ とで 赤 る。

デ ー タ投 入 は わ ず か12の ボ タ ンで 構成 され た キ ー ・ボー ト◆に ょ つてな

さ れ 、応 答は 人 間 の会 話 の形 で帰 って く る。終 局 的 に は 家庭 の主 婦 が この

シス テ ム に よ つて コン ピ ュー タの恩 恵 を 受 け る こ とにな ろ うか、差 し当 っ

て は 、 この応 答 シ ス テ ムは経 済 的 な コ ミュ ニケ ー シ ョンを提 供 す る もの と

い う感覚 で 、 実 用 化 の枠 を 拡 げ て行 くもの と思 わ れ る。

さて以下 に タ ッチ ・ トーン と音 声応 答 の組 み合 わ せ に な る タ ー ミナ ル装

置使 用例 を紹 介 し よ う。

aカ ー ソ ン ・ ビリ百 貨店 の 例

シ カ ゴ市 内 には多 くの百 貨店 が あ り、以 前 か ら ク レ ジ ソ ト販 売 か お こ

な われ てい る 。5'大 百 貨店 の ひ とつ とい われ るカ ー ソ ン ・ビリは 、 な か

で もその 機 械 化 に熱 心で あ り、3年 ほ ど前 か らIBMを 入 れ て ク レ ジ ッ

ト販 売 の機 械 化 を お こな つて い た。'し か し、 な かで も問題 の多 い のは プ

ラ ス チ ック の カ ー ドか らIBMカ ー ドにパ ンチ す る こ とが 非常 に人 手 が

か か る点 で あ つた 。 この点 を 改善 し よ うとい ろい ろ 検討 の結 果 、 イ リノ

イ ・ベ ル電 話 会社 の協 力 に よ つて、 百 貨 店 の 中 に タ シチ ト+ツ 電 話機 を

置 き、計 算 機 に音 声 応 答 を つ け る こ と と した 。 そ の 試み は2年 ほ ど前 に

店 員 だけ を対 象 と して お こな い 、実 現 の見通 しを 立 て た 。 今年 に入 り、

タ ッチ トーン電 話 機 を増 や し約6、000人 の顧 客 に たい して は サ ー ビス

の 改善 こそ す れ 、 な んの影 響 もな しに お こな'つた の で赤 る.

お客 が購 買品 を店 員 に示 して、 ク レ ジ ッ ト ・カー ドを さ し出す と、店

員は タ ッチ トーン に よ り計 算機 を呼 び 出す 。.タ ッチ トー ンは 店 内 の セ ン

トレ ック スを 通 じて計 算 機 に8回 線 の中 継 線 で つ な かれ てい る。 次い で

顧客 の ク レ ジ ッ ト番号 、 購 買 金 額 と順 次 タ ッチ トー ンを操作 して い く。

計算 機 の音 声応 答は 、=ζれ に対 して

.①OK
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② 問合 わ せ先 ・ ・

③ 再 ダ イアル

④ ク リrr要 求 ・

・の4通 りの答 え を 出す 。 そ のた め 応 答 装 置 には32の 単 語 が入 って い る 。

・同 百 貨店 の 計算 機 はIBMの1 ,440型1台 で あ るが、 今後 規 模が 大 き く

な れ ば大 型 にす る ことが 予 想 され る。

(図 参 照)

1441

プOtッ サ

百貨店内

タッチ トーン

磁気 ドラム

カ ー ソ ン ・ビ リ百 貨 店 の タ ッチ トーン ・シ ス テ ム

bス タ ン ダー ド石 油会 社 の例

オ ハ イオ 州 にあ るス タ ン ダ ー ド石 油 会 社 で は 、 約3,000の 向 州 に あ る

小 売業 にた い して、 リー マ とグ ラン ド、 ア ク ロン、 コ ロンバ ス 、 トレ ド、

シ ン シナテ ィの 計5ヵ 所 の営 業 所 ご と に販 売 活 動 を お こな ってい る。 各 営

業 所 で取 り扱 うお もな 品 目は 、 タ イヤ 、 バ ッテ リい アク セサ リ(TBAと

略 称)で あ るが 、夜 来郵 送 に よ つて 各営 業 所 か'ら注 文を 取 り寄せ 、 これ を

集 計 して各 営業 所 ご とに送 り状 と とも にTBAの 品 物を 届 け てい た 。 また

諸 統 計 は、 これ ら の伝 票 を カ ー ドにパ ンチ して お こな ってい た 。 約2年 ほ

ど 前か ら、 同社 で は35型 のテ レ タイ プを便 用 してい た 。 た ま た ま6台 の
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タ ッチ トーン電 話 を デ ー タ フ ォン とテ レ タ イ プ付 加 装 置 で つ ない で み る

こ とを考 え て、 タ ッチ トー ンの信 号 を テ レ タ イ プの信 号 に変 換 す る よ うに 試 み

に試 みた 。 そ して1,800枚 の タ ッチ トー ン ・ダ イ ヤル 用 の プ ラス チ ッ

グ ・カ ー ドを 用 意 して 、、これ よ り種 々の品 物 の注文 が テ レ タ・イ ブに送 れ ・

パ る よ うに して みた 。:しか し間 もな くiそ の 申で必 要な ものは550枚 の

カ ー ドで あ る ことがわ か つて きた 。 こ の よ うな 試行 に あ た ってぺ 同社 で

も当初 い ろ い ろの批 判 や 反対 は あ つた 。 しか しそ の後 、2tヵ 月 ほ どた つ

て 、小 売 業 の主人 に聞 い て み る と、 い ま まで よ り正確 な 注 文 が 出 され、
や

しか も速 い とい う ことが わ か つて きた。 しか も、 そ の 正確 さは 間 違 って

注文 す る と、 それが そ の まま送 られ て くる とい う認 識 まで 小 売 段階 で持

た れ だ した。 小売 業 者 は550枚 の比 較 的小 さな プ ラスチ ック ・カー ド

箱 が用 意 され てい る だけ で 、まずTBAの 中 の 必 要 な注文 品 の カ ー ドを

取 り出 し、 これ を タ ッチ ト ーン電 話機 に か け て 品 名 を送 り、 しか る後 品

物 ごとの 数 量 を ボ タ ンで送 れ ば よい ので あ る。 倉庫 に あ るデ ータ ・ス ピ

ー ド、 また は ター リ一社 製 のテ ー プ ・パ ンチ に この デ ータが パ ンチ され,

やが て テ レ タ イプ ・オ ペ レ ータに ょ って 、 コ ン ト ロール ・デ ー タ社 の磁

気 テ ー プ変 換 装 置で 磁 気 テ ー プに移 され 、IBMの1460に 入 力 され

る 。 中間 的 な 段階 と して、6台 の35 .型 テ レ タイ プに よ つて 紙 テ …一プは

印字 され モ ニタ されて い る。 この テ レ タ、イ ブ・も近 くi.llO50、 ワ ー ド/1分

の高速 プ リン タに 置 き換 え られ る ζと に な つてい るdlOtt

・、i.今 日では 、 各地 域 に わた つて200の 小 売業 へ の販路 に タ・ッチ 十一 ン

が つ けら れ て い るδ タ ッチ トー ン の カ ー ドには14桁 の 数字情 報 を入 れ

る こ とが で き る..同 社 のば あいは 、最 初 の1桁 が キ ャ リッヂ …5タ ー ン ・

L.う イ ン フ ィ て ドに な る よ うに な つてい るJ.。つ ぎの10桁 は製 二品 の番号

や 粘 性 系 数 な どが 入 れ る よ うに なbて い る 。tt・:・t,:㍉.」...1.

一 、タ ッチ トー ンの 置 か れ て い ない 小 売業 に た い して は 、 地方 営 業 所 に タ

2テ トニ ンを 置 き、 そ こか ら間 接 的 に 注文 を 受 け る よ う に して い る。
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毎 日決 め られ た時 間 に、WATS網 を 通 して デ ー タ ・ス ピー ドの パ ンチ

を セ ン タポ ー ル して、 注 文 テ ー プを集 め て しま う。 こ の作 業 は 午 後4

時 に終 了 す る。今 日で は一 万3,000項 目の デ ータを 毎 ・日集 め,全 体

の80%の 注文 に相 当 してい る。

午 後8時 には 必 要な 指 示 や送 り状 を つ く りあ げ て2ヵ 所 の 倉 庫 に伝

送 し始 め る。 この シ ス テ ムで は オハ イオ 州300マ イル の 範囲 の一番

遠 い と ころで も翌 日 の3時 半 まで は注 文を 満 たす こ とが で き る。 この

ほ か に、 計算機 は 注 文 に よ るデ ー タを もと に して 超 過 在庫 の もの に対

して も適 切 な 指示 が出 せ る よ う㌧に し てあ る〔。 この.よ うな 漸新 な シ ステ

ムで も、 今 後 に 多 くの 問 題 を 有 して い るが、 見 通 しは 明 るい 。

た とえ ぱ、 数百 枚 とい うプ ラスチ ック ・カ ー ドを ま とめ て パ ン チす

る良い.機械 は い ま は な い 。 また べ〔ル 電 話会一社 で は 、 す で に タ ッチ トご

ンの改 善 に つい て＼も十 分 配慮 しセ∵3'回 も変 更 を お こな つてい る。 ま

た 同社 で は、 今後 タ.ッヂ ト・」 ン ・一シス テ 人の 応 用 範 囲 を さ ら に拡 大 し

て 、小売 段 階 の売 上 統計 報 告を,ま どめ"よ'う として い るも 同社 で は タ ッ

チ ドー ン ・ごシス テ ム に ょる この業務 につ い てこ 多 大 の成 果 を 収 め た と

・評価 して い るが ボ シス テム導 入 め最 初 に は ぶ電 話を す ると い う慣 習を

利 用 す る この方 法 が 長 所で あ る反 面 、汐 ッチ トー ンめ 操 作 に よ って テ

.「 ブに パ ンチ を お こな う とい う事 実 にた い して'、小売段 階 で 抵 抗 の あ

った こと を 指 摘 して い1る・6t't

,L.

●
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タッチ トーン

、 中央事務所1・.L:地 方営業所5,・ 小売業200、

ス タ ン ダ ー ド ・オ イル ・カ ンパ ニ ーの注 文集 収方 式 図

㌧T

cRohrの 迅 速 応答 シ ステ ム'"..

コ ン ピュー タ ・メ ーカ が第3世 代 の機 械 を 売 る際 の主 な セ ール ス ・ポ

イ ン1・の1つ は 、 そ れが 迅速応 答(オ ン ライ ン)作 業 に使 え る とい う点

で あ る。 しか し、 セ ール ス ・ボ イソートは別 と して 、迅 速 応 答 シ ステ ムを

使 うこ との利 益 や問 題は どん な ものか?EDPAna-lyz,er誌 で は こ う

した 質 問 に対 す る1つ の解 答 と して 、航 空撫 部 品を 製 造 して い るRohr

社 の ケ ース ・ス タデ ィに、 珍 ら し く68年9月 号 全 体 を あ てて い る、 以

下 、紙幅 の許 す か ぎ りこれ を紹 介 したい 。

Rchr社 は カ リフ ォル ニア 州ChulaVistaに あ.り、 航 空 宇 宙関 係

の 種 々 の製 品 を製 造 して い る 。同社 は 年 商2億5千 万 ドル 、伎 楽 員

12.OOO人 程 度 の 中堅 企 業 で 、 主 要航 空 機 メ ーカ か ら 請 負 ま たは 下請 の

形 で 多 くの仕 事 を得 てい る。 同社 の 製 造 して い る部 品 を 寄せ 集 めれ ば、

それ だけ で ほ とん ど1台 の完 全 な飛 行 機 が 出来 宙 が るほ どで あ る。同 社

は 製造 のほ か に工 事 も行 な ってい る。

Rohr社1950年 代半 ば 以来 、 コ ン ピ ュー タ の利 用 に も積極 的で あ

つた 。 さ ら に同 社 は 、 コ ン ピ ュー ター の応 用 領 域 と して 、会社 の憂 事 的

事 業 に も っと も 貢献 す る領 域 一製品 設 計 のた め の科学 技 術 計算 、 お よび

r-16n－
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●

工 場 作 業 のた め の 製造 計 画 と管 理 の 機 械 化 一を 選 ん だ。過 去 ・10年 間 の

大 部分 は 、 同社 は 製造 命令 の追 跡 、重 要部 品 の不足 報 告 書 ・ 出勤 表 お よ

び労 務 関 係 の 報 告 、 そ の他 類似 の機 能 を 機 械 化 して きた 。 さ ら に同 社 は 、

部 品 加工 の た め の数値 制 御工 作 機 械 の広汎 な 利 用 を行 な って お り、、 また

工 具 や仕 掛 品管 理 の ため の この 種 類 で は唯 一 の 自動 化 され た 倉 庫を 開 発

・して きた 、 さ らに 、 デ ー タ通 信 を通 じて100マ イル以 上 離 れ た ロサ ン

,ゼ ル ス にあ る大 型 コ ン ピュ ータ ーを 、技 術 計 算 や 数値 制 御 に か な り利 用

して きた 。・

同社 の コ ン ピ ュー タ ー利 用 の著 しい 特 徴は 重 要ぽ,メ イ ン ・ライ ン"

機 能 を 迅 速応 答(オ ン ライ ン)化 しよ うと して きた こ とで あ る 。'ここで

メイ ン ・ラ イン とい うの は 、工 場 作 業 の計 画 と管 理 の よ うに 、企 業 の主

要業 務 に と って 中心 的 な機 能を 指 す 。 メ ィ ン ジ ラィン機 能を 実 行 す る迅

速 応 答 シ ス テ ムは 、現 場 の人 び との仕 事 を や り易 くす る ζ,とを そ の狙 い

と して い る 。逆 に言 え ば 、 も しメ イ ン ・ライン ・シ ステ ムが故 障す れ ば

、仕 事 は ス ロ ー ダ ウン し た り、あ る場 合 に はほ とん どス ト ップ して しま う

こ とを意 味 す る。

Rohrは,現 在い くつ か の メ イン ・ラ イン迅 速応 答 シ ステ ムを 日常 的

に稼 動 させ て い る、 これ らの シ ス テ ムは か な りの 利益を 生 み 出 して お り

同社 は.その 成 果を 誇 り に して い る6

(1)Rohr社 シス テ ムの特 質 ・)tt

Rohr社 は い ろい ろ な方 法 で コン ピュ ー ター.を利 用 して い るが、 こ こ

で は同 社 の メ イン ・ラ イン迅速 応 答 シ ス テ ムを 主 に取 上 げ る こ と にす る 。

ま た こに で は 、"メ イ ン ・ライ ン迅 速応 答"を 意味す る のに"1オ ン ラ

イ ン"と い う言 葉 を 使 うこ とにす る(オ ン ライ ン ・,シス テ ムは 、 い つ も

メ イ ン ・ラ イン機 能 に利 用 され る之 限 らない).。 以 下は 、Rohr社 の オ

ンラ'fン ・シ ステ ムの 特徴 で あ る。 ・ 、,

24時 間 操業Rohr社 の製 造 部 門 は 毎 日24時 間.、1週7日.1年51

-!61-一



・'週Cク リス マ ス休 暇1週 間 を 除 き)操 業 を 行 な ってい る。 しだ が つて オ

.ン ライン ・シ ステ 却 も.・↓.こ の ス ケ ジ ュール に従 わな けれ ば な ら な い 。

非専 用 機Rohr・ 社 は中 堅 企 業 であ り、 しかも広 範 囲 めデ,一 夕処 理作 業

を かか えてい る ので ぶ 航 空 会社 の座席 予約 シ ステム の場合 の'よ=うに 、小

'数 の 型 の取 引 を処 理 す るた め の専 用 オ ン ライ ン ・}システ ムを 設 置 して も

ii経 済 的 に、引合 わない 。 そ こノで オ ン ライ ン ・コ ン ピ ュrタ ーは 、"バ ック

グ ラウ泌 ド"作 業 と して は パ ッチ 処 理}淫 行 な わ ね ぼ な ら ず 、 ま1た

バ ック ア ップ ・コン ピュー タ ーは 、 予 定 さ れた作 業 を こな す の に 使わ な

け れ ば な ら ない 。 マル チ プ ロ グ ラ ミン グ と イン タ ラプ トを 通 じ'て、 パ ッ

チ作 業 は バ ック グ ラウ ン ド式 、に処 理 され 、・そ してオ ン ライ ン 業 務 が フ ォ

ア グ ラウ ン・ド的 に処 理 され る 。 ・ 三

目新 しい 入 出力 テ ク ニ ックRohr社 のオ ン ライン ・シ ス テ ムへ の イ ン

プ ットは 、特 別 に選 択 され 、 訓練 され た オペ レー タ、'に よ・つて で は な く

工 場 の人 び とに よ つて供 給 され な1けれ ば な らな い'。.そ こで作 業 の しやす

・ .や さ と共 に、 イ.ン プ ッ トの 精度 が決定 的 に重 要 に な る。Rohr社 は 、 デ

ー タ の入 出力 につ .いて い くつ か の変 わ った(こ うい う環 境 で』ま通 常使 わ

、れ 泊 ぶと、妨 意 味 で)方 法 を便 ってい る1。'多くの工 場 関係 取 引 や 問 合 わ

坪 枇 て墜T・ 熟 一丁。・・ 謙 と… ンピ'su・一夕r± の音声応答

鑓 をパ 京 る.滋, .y・くつかの主要 ファ イ硬 繊 にはCRTデ

ィ ス プ レ イを 使 用 して い る 。

(2) tt便 用 さ れ て い る 計 算 装 置

Rohr社 は 、 主 ど .してIBMと モ ニ パ ッ ク の 計 算 装 置 を 便 用 し て い る 。

ChulaVi:s'taに あ る メ イ、ン ・'コ.ン ・ピ ュ 一 夕 にはcIBM36Q/6/5

1台 、360/501台 が 含 ま れ る が 、 両 方 と も5'1・2Kの メ モ リと

・231・4 ,(9デ ィ ス ク ・・パ ック)の 大 容 量 記 憶 装 置 付 で あ る 。 さ ら に

360/65に は2303ド ラ ム が1台 付 い て い る 。 この シ ス テ ムは 、 多

くの 大 規 模 な 科 学 技 術 的 、 数 値 制 御 計 算 に 便1わ れ て い る 。 オ ン ラ イ ン ・
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●

シ ステ ムは通 常360/50上 で 運 転 され る'。 『

同社 は さ ら に、 ロサ ンゼ ル ス のUhiversityComputingCom-

pahyた あ る ユ ニパ ック1107へ の入 出力 端末 装 置 と しt'、'h.'ニ パ ッ

ク1104を 用 いて い.る 。360/65を 設置す る以 前の3年 間 は 、科 学

技 術 用 ・数 値制 御 用 の計 算 を迅 速 に処 理す るた め に1107を 広 汎 に活

用 して い た 。一般 に、 同 社 は この シ ステ ムか ら非 常 に満 足 な サ ー ビスを

受 け て い た の でい 自前 の オ ン ラ イ ・コ ン ピ ュー タを持 つ代 わ りに 、 これ

を オ ン ラ イ ン ・シ ステ ム と して使 うこ とを真 剣 に検 討 した ほ どで あ る。

デ ー タ収集 用 には 、 同 社 は い く・つか の型式 の装 置を併 用 してい る。 勤

務 表 お よび 労務 関係 の 取 引 に は 、IBM『357デ ー タ・・コ レ クシ 。ン ・

シ ステ ムが 引続 き使 わ れ て い る。 また主 要 な オ ン ラ イン ・デ ー タ収集 シ

ステ ム ー工 場内 で の製 造 指 図書 の流 れ の追跡 のため の 一 と して は 、 現在

は直 接360シ ス テ ム に読 み込 ま れ るTbuchTbneキ ー=ボ"ド 装 置

が 使わ れ てい る。 この イ ン プ ッ トへ の応 答用 には 、IBM77'70音 声

応 答装 置 が用 い られ て い る 。重 要 な部 品 や 材料 の所要 量 フ ァイ ルの 更 新

の た め の オ ン ラ イン入 力 装 置 と しては 、CRTデ ィス

プ レイ装置が使 われてい る。,,獣 日本 情 報 開 発 協 会i

`:蕊

上記のよう三 に,ン 。資 を禾‖灘 てき▲ 、

の領 域 が 最 大 の 利益 を 約 束す/tるか らで 由 る。『以 下 はRhor社 が 新 シ ステ

ムか らす で に得 た お も な利 益 のい:くつ か で あ る。

製造 命令 の位 置

従 来 の機 械 化 シ ステ ム で は 、 オ ー ダ ーの現在 位 置 ほ、全 時 間 のお ず か

40%し か 分か ら なか った が、 新 シス テ ムで は90～95%は 券 か る よ

うに な つたo』':・ 一 ・

製 造 命 令 の管 理 ㍉

自動倉 庫が、 オーダーの位置を 知 るシズデム忙結 びつけて使わ れてい
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る。 この2つ を結 び つけ た結 果 は 印 象 的 で あ る。 オ ー ダーが 加工 を待 つ

た め匹 各 部 門 に堆 積 さ れ る:q.とiは・もは:や な くな りい そ れ らは 作 業 中か 、

あ るい は、自動 倉庫 へ 出入 りす る途 中 かの どち ら,かに な るぶ そ れ に よ つて

得 ら れ る,利益 の 中には1;.s"失 な わ れ た"注 文 の減 少 、優 先度 の高 い 注 文

を 採 るの に使 わ れ る時間 の 減 少 な どが 法 る。t-"バ,.・ ㌧ ・1ζ こヨ

孔 ン ピュ 一 夕の 仕 事 の複合 化1>,,∴.:・r.i'ii':

Rohr・ 社 は 、同 社 の と⇔ て い る方 法 は ボ2台 の 同 じロ ン 日ユ三夕 に、

仕 事 の複雑 、な組合 わ せ を処 理 させ る方 法 で あ る。 この組 合 せ には 、よオ ン

ライ ン作声 ㍉ が ,ッチ 式 デ 三夕処 理 、 科 学技 術 的 計 算 、 数値 制 御 計 算お よ

び プ ロ グ ラ ム の翻 訳 とデ バ ッキ 1ングが 含 まれ る 。 も し 、.こ れ ら の機 能 の

どれ か に 専 用 機 ・を 便 った とす れ ば 、 同 社 の コ ン ピ ュ ・「タ ・ コ ス ・トは 高 く

つ くだ ろ う.。 .∵ パ_口 に パ 、.・.:,一

(3)Rph・ 社 の オ ン ライ ン ・シ ス テ ム'・'. ..:,一

製 造 命 令 追 跡 シ ス テ込 .、

シ ス テ ム の主 要 用 途 は ・ 製 造 命 令 を 埠 顕 す る こ と で あ る が 、 ほ か の 関

導 レた 用 途 を も 持 ⇔ て お り、 同 社 で は このシ ス テ ム が 非 常 に 有 効 な こ と

が わ か った の で 、 さ ら に 用 途 を 拡 大 し よ う と考 え て い る 。 しか し議 論 を

容 易 に す る た め に 、 こ こで は 製 造 命 令 追 跡 シ ス テ ム だ け を 取 り扱 う こ と

に す る 〇 一
、1・;・ 、!一.1.∵ ・、 一.一

.恥h・ 社 は ,}、こ の シ ス テ ムをRAI〕AR〈R・h・`sA・t・ 剛 ・d

DataAquisitionandB
.et.rivakSystem>と 命 名 した 。、、.tt

RADARシ ス テムの 目標 は.漆 べ ての 製 造 命 令 の 現 在 位 置 に 関、す る フ ァ¢

ル雛 持するこ只 ある・どんな蹴 をとつてもR・h世 の製鞄 穐 網 綱

2、・仇0{・ogの 製 造 命令 があ り、 また24時 間 の あい だ に、約4 ,000の

製 造命 令 が 工 場 内 の1つ の場 所 か ら他 の場 所 へ 移動 す る 。 さら に 、特 定

の 製 造 命令 の 所 在 に つい て の 問 い合 わせ ば24時 間 の あ い だ に約8,000

件、壬..り、 こ処,ら はRADARに よ つて 処 理 され る。 毎 日の総 取 引件 数は 約
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β:2・109?件 ⇔ 煕 ・ttt・ ・._,・1・ ・

ミ い 草 坤r.社 民 ま 呈195U年 代 後 妾 に 県 の製 造 命 令 追 跡 シス テ ム を

IBMのAutcmaticProduct
.io聖Becorde、rSiy§'tem・ を!便 って 磯

明 焦 し痴 、・ 』969早 月 、・風!口BM357P・ ‡∂,ρgllec・i・n,n

Systemに 移 行 した 。 し か し、 工 場 中 よ り多 く の 箇 所 に レ コ 一-S"一 が

、.:経 済的 に設置て きる よ うに○よ,り低廉p、 よ り矛 軟なイ ソプジ ト形式

を た え ず 探 し 求 め て い た 。 /..1/t

軍記会社が普通?電 話些取.り封け られ,るTOUI.ghTone信 号装 置を

発 表 ・U.tgときrRohr社 は興味を持 つた 。∫司社 の～ ッチ トーンの最 初

9使 刷 ㍉1騨02ぽ 孔勘 イ 担 恒 として鱗 蚕 は.じめは ・

同初は電話会社 の 自動 ダ イヤル装 置(製 造指図書番 号や従業 員番号を

ゴ ン ブッヒす るた やρ.)を 使お うと レたヵ㍉ 困 難 に蚕?が ったため.

大 部分 の取引江 ついては手作 業で打鍵す るづ之 プ ットを便5こ とに し

た 。1967年 半 ば に 、 同 社 は コ ン ビ ュ ー一夕 に 直 接 イ ン プ ッ ト さ れ る

タ ツア トー ン と音 声応 答 装 置 の組 合 せを ・工 場情 報 記 録 の新 しい 方 式

只 撰 刷 たr∴ ・ 一.・/…"itt.ttl.t

工 場情 報 を記 録す るた め の"正 常 な ㌧ 方 法{ま…、イくンチ カ ー ドとか コ

ー ド化 さ れ た バ ッ ジを読 み取 るレ コー ダーを使 うこ とで あ る。 ζの 場'

,合 ㌧工 場 の要 員は 適 当 な カ ー ドや バ ッジを挿 入 し・ たぶ ん ダイ ヤ ～レを

セ ッ トし、 レ コー ド、 ボ タ ンを押 す だけ で4い 。 そ 熟で は・Rohr社 は 、

工 場 要 員 が 手作 業 で デ ー タを打 鍵 す る ζとを 要求 さ妊 る よ うな ・RADAR

. 、,シ禿 ζ 三巴、,ど ん な利 益 を 見 出 した ので あ ろ うか?:_。 ご

み 罰 録 鑓 砒 較 随 い の で 工 場 肉 の ・Wるtと ・こ弊 設戯 ・る のは

便 利 で あ る ・ パ ○.,・ 、.

2・ .装 置が 電 話 な ので ・設 置 ・移 動 ジ撤 去 が容 易であ る。 三 ,

3・ シ ろ テ ムが 牢改 で あ る の で新 しい取 引型 式 が必 要 に応 じて追 加で き

る 。't・ ・'
、 ・.r・.ti':・ … ∴t
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4.音 声 応答 装 置 は、 コン ピュー タが イ ン プ ッ トをJb'イ ドし、 不 正 確 なデ

タ め送 り直 しを要 求 す るた あ の 手段 で あ る 。 正 当 な ラィー ル ド順 序 と フ

"
イ ール ド妥 当 性 が チ ェ シク ざ れ る.川 層 … 力 …'

ハ

5.工 場徒類 は電話が使い 肯 くな'じみめある麹 註 感 じるゐで 、訓
　 　 コ

練 の 必 要 性 は 最 小 化 さ れ る 。 」't「'.t'L'ご"9… い

6.基 本の詩 韻 はこ写 ス麟 姑 信頼ぶ舗 る.電 話会社 のサニビス

要 員 が必要 な ときは 、 す ぐきて くれ る 。

7,中 央 コ ン ピュー タ ・シ ス テ ムが 故 障 した とき 、 グル ニ プ.ア ナ ウン ス

メ ン トは 電 話 樋1じ て容 易 に与'え られ る.L_ザ_はe9し て 、 システ

ムが故 障 して いる こ と と、 そ れ カミとの くらい の時 間 か言 葉 に よ って知 ら

さ れ る 。

8:音 声応答 装 置 は、取 引を イン プ)iト す る人 間 に即 時 の フ ィ ニF'パ ック

を 与 える ので 、取 引 が 中央 コ ン ピュ ー タに よ つて受 入 れ られ た ことがは

づ き り確 認 で きる 。'-"r"「

9■ 音 声応 答 装 置 のた め に、 システ ムは 人 間 的色 彩 を い くらか持 つこ とに

な り、"冷 たい"機 械 とい う感 じが薄 れ る。従 業 員は 、・音 声応 答 装 置 を

「メ イ ベル(Mabel)」 と名 付 け た。'一

(3)対 話 の実 例

RADARが ど う動 くかttを説 明 す るため に、'あ る取 引 または 問合 わ せ を

イン プ ットす る最 初 の ステ ッ プを 追 って み よ ゲ。

RADAR電 話 はす べ て専用 回 線 シ ス テ ムに の つてい る ので 、a_ザ_

は ・ コ ン ピュ ー タに ダ イヤ ルす る必 要 はな ぶ 。 す な わち 、 電 話機 の赤 ボタ

ンを 押 せ ば 、電話 はRADAR× 専 用 回 線 に つ なが る 。他 の ス イ ッチを 押 せ

ば電 話は 工 場内 ダ イヤル 回線 網 につ な が る。

受 話機 を と りあげ 赤 ボ タン を押 す と、連続 音 が聞 え始 め る。3～4秒 た

つ とそ の音 は 止 り、 コン ピュ ー タ につ な が った こ とが わか る次 の ズ テ ジ ブ

は ・ ユ ー ザ ーが2桁 の取 引 コ ー ドを イ ン プ ッ トす る こ とで 、 それが 終 った

二^16'6`
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A、 キ イ ・ボ ー ド上 の2つ の余 分 の キ イを 叩 い て エ ン ト リ イ の 終 りを 知 ら

せ る 。,、1

イ ン プ ッ トさ れ て い る 取 引 が 、 製 造 命 令 の所 在 に つ い て の 問 い 合 わ せ だ

と仮 定 しよ う。 そ れ を 示 す 取 引 コ ー ドが 入 る と 、"MabelS'は"Regis・-

te〆'と 答 え る 。Rohr社 の 場 合 、RegisterNumberと い うのは 製 造

指 図 書 番 号 を 意 味 す る 。 そ してMabelは"Register"`と い う1語 に よ

つてRegiSterNumber1を 要 求 す る の で あ る。

そ こで 、 低 業 員 は 製 造 指 図 書 番 号 一 通 常 は7,桁 と チ ェ ック ・:一デ ィジ ッ ト ー

…を 打 鍵 し
、8桁 全部 を 打 ち 終 った ら"EndofEntry"キ イ を 叩

く。 コ ン ピ ュ ー タは 、 チ ェ ッ ク ・デ ィ ジ ッ トに ょ っ て 製 造 指 図 書 番 号 の 妥

当 性 を チ ェ ック し、 番 号 が チ ェ ックを 通 過 しな け れ ばMabelは"Re-

DialRegister"と 答 える。、もし番号 がチェック を 通 過 した ら 、 コ ンビ・ユ ー一 夕

は そ の 製 造 命 令 の レ コ ー ドを 求 め て フ ィ イ ル を 探 索 す るeも し 、 そ の 番 号

が 見 つ か ら な か っ た ら 、Mabelは 奇 骨 を 入 れ 直 す よ う に 要 求 す る 。 も し

レ コ ー ドが 見 つ か っ た ら 、・コ ン ピ ュ ー タ は 返 答 を フ ナ ー マ ッ ト し、 そ し て

Mabelは 返 答 を 与 え 始 め る 。.・'

も し 、 あ る 製 造 命 令 の 現 在 位 置 が 、 あ る 部 門 内 で あ る こ とが 示 さ れ る 場

合 はMabe1は 次 の よ うに 答 え る 。 『Loca'tion"idepartment3210

Date23・8,time1025,一 ー－r-"。Rohr社 で は 一 番 頻 繁 に 要 求

さ れ る情 報 は 現 在 位 置 だ と決 定 さ れ た の で 、 この 情 報 が一・番 先 に 与 え ら れ

る 。 次 に与 え ら れ る 情 報 は そ の 部 門 に受 入 れ られ た 日 付 で 、 こ れ は 製 造 日

番 号 で 表 現 さ れ て い る 。'そ れ か ら 、 受 入 れ ら れ た 時 刻 、 そ の 他 の 情 報(部

品 番 号 、'優 先 権 コ ー ドな ど ・)が くる 。、-

Mabelの 声 の 質 は 非 常 に 良 い 。1つ の メ ッ1土 一 ジはs.個 々 の 単 語 を 求 め

る 順 序 に つ な ぎ合 わ せ た も の だ か ら 、 声 は 通 常 の 音 声 よ り も不 安 定 で あ る 。

しか し、 い つた ん 答 の与 え ら れ る 順 序 を 了 解 す れ ば ご メ ッ セ ー ジ は 簡 単 に

一 理 解 で き る 。' tttl
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・=・:t/tti,ピ,・一一タ の 音 声 は ・ 応 答 装 置 の 申 の磁 気 ドラ ム に 記 録 さ れ た,7 .9の

語 彙 か ら 成 っ て い て 、 キ イ に ょ る イ ン プ ッ トを 受 け る と、 コ ン ビ ュ ー久 は

記 録 を探 り、 計算 を し、 回 答 を 組 み立 て る 。 磁 気 ド ラ ム上 の場 所 を 指 定 す

る こ 輻に よ つ て ・ 応 答 用 の 語 彙 を 声 の 型 に 生 成す る の で あ る 。 ブ1リ ー敗 トが

便 わ燕 るcの は〔 生 産 管 理 部 か ら の 要 請 に よ つて'sルrチ ン外 の 例 外 を1み;る

1と き の!み で あ る 。tt-,tt、-li

Rohr社 の 所 在 す る 地 区 で は タ ッチ ・ ト三 ン の電 話 が 入 手 で 己 な い ので

通 常 の ダイ ヤ ～レ電 話 に キ イ でくネ ル の ア グ.ッ チ ノくン トを 添 え た も の で あ る 。

こ の タ ー ミ ナ 励 塗 離 ご・136棊 コ/ピ ユ一 夕・随 結 し て い て ㌶4時 間

,の フ ル 稼 動 で ・ チ ュ ー ラ..・ビ イ ス タ ・ リ～ぐ⊂ サ.6・・,ド・カ ル.7,ナ ニ マ 工 場 で

働 い て い る(コ ン ‥ ご タは チ で ラ,・ ビ ィ ス タ に 設 謬 れ て い る、)・,正

、場 内 の 乏 一 ミ ナ!レ 設 置 個 所 は 、 製 造 現 場}
.倉 庫 に 限 ら ず 、 必1要 な あ ら1ピ)・る

部 門 で 苦 る 。 た とえ ぼ 、 生 産 管 理 部 臥 隼 享 計 画 部 門 、」資 材 部 そ して … 部

Qマ ネ ニ ジ 〆 ン,h部 門 な どで あ る 。.、 一.,..1、,、t、t、

:、 シ ス テ ムは 、1.日23,0,00,⑲ ト ラ ン ズ アク シ デ ン.の 処 理 が 可 能 て あ9・.

1回 に 平 均30・000個 の 部 品 検 索 が で き る 。一't・
:/:.t,.1-・ ・t、 ・t

タ ベ 才 ～レの レ ン タ ・レは ・1甚 助 ・月1 .1 .ド・1',r.1そ.の移 動 濾 力・6W・ で

可 能 で あ
,る 。,こ.の シ.ス テ ム は 、 電 話 回 線 で コ、ン ピご[.タ ノと結 ん で い る・りで 、

タ 一 案ジ ●ル は 、必 琴 .とあ れ ば 工 場 内 とい わず 、、ど 亡 に で 、も容 易 に設 置 可 能

で あ る.○.し た が つ て ・ 情 報 収 集 に対 す る 潜 卒 節 刀 は 非 常 に木 き い 。 ・・

(4),エ ラ1一 の チ テ1・ ク1 、.,.だ ・.ゴ:i"'.

,先 に も
、ふ れ た よ う1に 、 耳APARプ ロ,グ ラ ム.は 一－itの イ ン・71ッ トを 識 別

す る能 力 を 備 え て い る 。 た と え ば 、 登 録蚕 号 で あ.るp-eの 番 号 は8つ の 数

字 で 構 成 さ れ てP9・ 最 後 の 数 字 が チlxツ ク 用 で あ る 。 タ ー ミ ナ ル の オ ペ

M乏.一,カ;・ ト ラン ズ ア ぞ シ ・ンを 入 れ る と、・ コ ンピ ュ ー タ は 登 録 番 号 を 要

求 す る。 そ して 計 算 した 後 、 そ の答 と こρ チrツ ク螢 号 とを 照 合 す る の で あ

る 。 番 号 が 違 って い た り し て 、 オ ペ レ ー タ ー の イ ン プ ッ トが 間 違 う一とチ ェ

ー168一
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ッ;グ難 字やミァ 1ッ:チせ ず 、 コ ン ピ ュ ー タは 情 報 を入 れ 直す よ 与に 要 求 す る。

も う一度 誤 る と、 コンtli.ユ一 夕は再 び 同 じ反応 を く り返す 。 誤 りが3度 続

くと、 コ ン ピュ ー タは、助 け を 求める..よ う指示 して休 止す る 。

以 上 は シ ステ ムの正 確 性を 確 保す る ため に 、 コ ン ピ ュー タ ーに よる数 多

くの検証 の うち の ほ ん の一 例 で 語 るがrこ の 検証 機能 のお か げ で 、 デ ー タ

収集 シス テ ム の とき は45%に す 琴な か つた)tr－ ダ ー ・ ロケ ー シ ョンの精

度 が、 い ま まで は95%に 上昇 して い る ので あ る。 また例外 報 告 も 前の シ

ス テ ムに 比 べ る とず っと タ イ ム リィに な つ写し・、る。報 告 に記 され た情 報 は

リア ル タ イムで フ ァ イルか ら直接 に引 き 出 され る ので 、報 告 の 出た 時 点 で

す で に修 正 さ れ てい る。 注 文 の キ ャ ンセ ルは 、生 産 部門 か ら の要 請 に基 づ

い て 出す プ リン トに よ り事 前 に 処理 さ れ る。

このRADARシ ス テ ム は、 ドキ ュ メ ンテ ーーシ ョンや 検 索機 能 の 要 求 さ

れ るあ ら ゆ る場 所 に適 用 で き る可能 性 ピ 秘ぬ て ㌧・.る烏1.8カA ,に及 ぶ

・BADAR'の オ ンラ イン ㏄ よ る 経 験 と 、 『 オ1-・:'vム ー・・.・7'・1,機器 を 操 作 した

タ ー ミナ ル の6カ 月 の 経 験 が こ れ を 蕊 付 げ て い'る 。

な お 、Rehr社 で は 最 近Lこ の"オ ー トム ー ブ"耽 よる マ テ ハ ン'・ シ ス'

テ ム の開 発 を、 自家便 用 だ け で な くゴ 〔 一 ジャル

を 決定 してい る。

甑ス嚇 輪纏 協会

コ ン ピ ュ ー タ と デ ィ ス パ ー チ ャ ー の 会 員

も し、 デ ィス パ ー チ ャー が、 ～トゐ 登録 番 号 の 部品 ゐ状況 を知bだ け れぽ 、彼 の

コ ン ビ 三一・丸 め・ 会話 ・ トラ シズ ナ ク 治 ンは次'の ≒ うた な る∴'

』発'信'者= '

コ ン ビ ュ ー 〆

信 者

ゴL=ド35を 入が

登 録番 号を 要求∴

登録番 号を入 力

一16・'7一



コ ン ピ ュ ー タ 数字 計算 のチェ ック 、計算が満足 なら登録番号を

調べて、下記の情報で応答

ロケーシ ョン(保 管場所)

日付(部 品の製造 日)

時間(軍 時間)

量(注 文の個数)

製造 終了予定 日

部品番 号

休 止

部品 を 移 動 したい と きは 次 の よ うに な る 。

1.発 信 者

コ ン ピ ュ ー タ

2,発 信 者

コ ン ピ ュ ー タ

3.発 信 者

コ ン ピ ュ ー タ

休 止

コー ド33を 入 力

登 録 番 号 を 要求

登 録 番 号 を入 力
イ

数字 計 算 の チ ェ ック、 計算 が満 足 な ら ば・ ロケ ー

シ'ヨンへ"を 要 求

"ロ ケ ー シ ョンへ"を 入 力

"ロ ケ ー シ ョンへ"を 復 唱 、

(5)若 干 の問 題 点

Rohr社 が最 初 に タ ッチ バ トー ン シ ステ ムを設 置 したときには.自 動 ダ イ

ヤ ル装 置 の 採 用 を 考 えた が 、若 干 の 問題 のた め に そ の 採用 を 断 念 し、徒 業

員 に タ ・チ ・ トーみ キ ー ボ ニ ドか ら手 作 業 殉 ン プ ・ トさ⇔ 方 法 を 採

用 した 。 そ れ ら の問 題 の うち・ カー ドの大 量 生 産 と変 更が 起 った と きの個

別 カ ー ドの作 成 の 問題 は 、現 在 は解 決 して い る。 しか し、Rohr社 が テ ス

トを して い した ときには そ の た め の機 械 は存 在 しな か った ρ.

そ れ に代 わ って 採用 された手作業 に よる入 力方 式 も問題 が ない わ け で な く、

■
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●

パ 畔 勤記録やシ7頃 めの労務記郵 関しては・ピ一斑 興 は騨

ζは・弛 い㌘ ・た・え.そうであつても・現在同坪 嚇 乗 労融

弛 ついては,1興C57を 依然願 レ㌣'蚕 近蝉 永;こ れrの 取弓1

を 剛 胆 畷 肝 司 助 熱 てい?・ ・_、_ .∴ 、

,し1芦で、RAD今R呼 扱ア㌣ た取Blは:興 蝉 務岬 町 パ ので
は な く、 主 として工 場 内 で の移 動 に 関す る もので あ つたた め 、 取 引は 財 務

鱒 賢 そ類 て!煕;麺 ら頃 査煕 琴条興 ㌧・て,噸i・ ・

.き'杜寧?て い熱';、 、 、、,、 、 ノ,。ニ バ 、

、即 今R,興'て 蝶 類 の璽 に,鮎 ピ 醒 鍵 虻 嘩 ぽ す

烈 の興 ㌍ 麺 騨 巴断 る;の熊 蝉 顎 は信≡ 高い
ので虫 囎 間の非常に小さい割合を占めそ鱒

,勒 ・が 但 で.も雌
を起 こす こ とがあ る。 時 お り回線 が 不通 に な つた り、 話 し中 の信 号 を受 取 ・

った り、 伝送 が中 断 され た り、 二重 音 声 が聞 こた り、 コン ピュ ータ がオ ン

,イン魂 ぽ ったり這 疏 答授 恥 議 からたらするこξ緬 こる.

≡ 竺㊦ 蝉 茸 熱 たへ ㌃ 麺 理制@警 勿 係員噸 絡亘 よ

1麺 さ興'る ・.絢 ≧蝉 を記録し・2れを即時ぽ 鯖 ㍍ ∫
中9処騨 が故馳 と許 ㊥ ㌘〈・7糎 興 る・・鋼

下の故障で興 興 興 全部嘩 甦 アナウ畔 痴 埋 醸

・チカミ㌣ トさ≡ 一 ザ丁は嘩 ってか噂 烈 懸 聾 る・シ

ステムがも三≧苧 間興 しkう,な≒き1・・rグ・シーブ1アオ・㌘ ン

1垣 パ 恒 ン已 ・r－ 押 ≧シス軍 鞭 担 や恒 姻

頃 摩 こと綱 龍 ま塒 は・電話機の斑 曝 獅 蚕
ラザクシ・ン・か ドに記入を行なうよ嫡 旨辰 旭 ・これ助 力ザ

は・5分ごとに・・tpンジ・一によ三頭 集され・割 興 興 れ－wそ

こ磁 晒 呼 つ働 される・しかほ 際は・礁 は所 ・・一,

汐 、だ ム陸 再 興 垣 ンブ・・する舵 好み・‥ ・へ暇 人諒
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る傾 向が ある。 も し彼ら炉取 引を インプッ トす る ことを忘れて・新 しい移

動 が24醐 後 ⇒ 告 さぬ 肺 ば ・"Potentir1LOSほa「is"と

い う表 に製 造 指 図番 号が リ◆ス トされ て し ま う。 また 記入 さ れた カ ー ドは、
ら

以 後 の取 引 が タ ッチ.ト ー ンを 通 じて イ ン プ ッ トされた 後 に処 理 され る こ

ともあ り、 この 場 合 は、 取 引 の順 序 が 狂 った り、 ダ ブ つた りす るお それ が

生 る。 これ らは 、 プ ログ ラ ミング に よ つて正 し く処 理 され な けれ ば な ら な

い 。
'、

要 す る に、 有 効 な デ ー タ収 集 シ ステ ムが 開 発 され て お り、 また そ れは 工

場 徒業 員 に よ って 受 け入 れ られ て い る 。 タ ッチ ・トー ンを 通 じて の手 動 穿

孔 に ょる イン プ ッ トは 製造 移 動取 引 に つい ては 満 足 に動 い て い る 。現 在 出

会う魎 で主要な酬 ま沖 央処理装置カミ故障し工 業員が取引rイ ンプ

ッ トを 禁止 さ 治 た とき に起 こ る。

●

Bデ ニ タ'コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン分 野 興 る1ミ
・ニ コ シ ピ ぞ タ棚 ・

a概 況

過去数鞠 ・広蹴 デー樋 恒 ・ト㌃ ク全 体にわたづ 多
.くの バ

ート'タ ー ミナル嘩 続さ
、れた大規模㌣ ン ピユ三夕1シ ステムの齢 急

速醜 夫 し註 ◎'る 旦 在?こ の成長ぶ り既 の担
.9.㍗ 竺 で続

くで 赤 ろ う。 しか も計 算 機 能 を分 散 化 させ る よ うな 小型 コ ン ピ ュー タの コ

スト/効 果が物 する
.に寧 かわらずであ る・たと.紗 堅 牢 プ の

rス トがデー極 信職 炉 ストよりもesや ひ 顧 ていると括 も・ リ
モ ー ト ・ア ク セ ス ・シ ス テ ムで の み利 用 可 能 な 中 央集 中化 され た デ ー タ ・

ベ ース と多 種 類 にわ た る プ ログ ラム ・ライ ブ ラ リー の利 用 は 増大 す る通 信

料 金 を 相 殺す る よ うにな る。

リモ ー ト'ア クセス'シ ダ ムは多摘 用計卵 一ビス もし,く寧 扉

謝 一ビス・そ地 企業 内運営業 務(受 注 顧客調 保持 ・在醜 理ば

取/支 払勘定 とい った よ うな)を 行な う企業 によ つて採 用され得 るだう ち。
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切

この シ ス テ ムは 第7図 に 示 し た よ うな 構 成 要 素 か ら 成 り立 っ て い る。 こ れ

ら の 構 成 部 分 の い くつ か は 専 用 の役 割 りを は た す 市 販 の ミ ニ ・ コ ン ビ 三 一

、タを 使 うζ とが 出来 る 。 ミ ニ 三 コ ン ピ ュ ー タ が 果 た す 機 能 は 次 の よ うな も

・の で ～巨る 。..

QA・ 乏 一 ミ ナ ル ・コ パ ・rア 三 ・

②B・.回 転 も し くは デ'タ 集 信 装 置 … .、..、

③C・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ プ ロ セ ッ サ ー(プ ロ 叱 ド ∵エ'tド)も し くは

ス ト ア ー ・ア ン ド ・フ ォ ワー ド ・ メ ・セ ー ジ 交 摸 ._..

.そ の 他 回 線 交換 装 置 ・・ ぶ

B

＼ ケて ブル ジコネ方ター

モー ト・タ イプ ラ ライン も し ぐは コこユ ニケーシ ョ

ター ・ター ミナル デー タ 集 信 機 ン ・プロセ ッサ_・

ラ イ ン ・

プ リン ター

ター ミナル ・

コ ン トロー ラー

カ ー ド ・

リー ダr

コンソール

CRT .…:

●

●

リ モ ー ト ・ア'ク セ ス'・ シ ス テ ム 構 成 要 素

タ ー ミ ナ ル ・ コ ン ト ロ ー フ ー

デ 一 夕 ・ タ ー ミ ナ ル は 歴 史 的 に 以 下 の よ うな 装 置 で:・ 組 み 合 さ れ た 多 様 な

イン プ ッ ト/ア ウ ト ・ プ ッ ト周 辺 装 置 に 対 して は 一 定 八 三 ド ウェ ア:ロ ジ ッ ク を 採 用 レ ー

て き た 。
Oキ ー ボ ー ド/プ リ ン タr(テ レ タ イ プ ラ イ タ

,τ):.

o ..キ ー ボ ー ド/CRTデ ィ ス プVイ .:-1.1,,.t.tt.∫.

O ,紙 テ ー プ ・ リ ー ダ 三/iSン チL .、 .一:・,二

〇 カ マ ド ・ リ ー ダ ニ/パ ン チ .tt;1;・ t・ ・ttt、 、..…-1.

r173=



Oラ イ ン プ リ ン タ ー'::'r.:':-tt'''":'"

o磁 気 デ ー プ 装 置"{'1'　 '"へ 『1

・ ギ ㌔ 一 ドノ ノ リジ ダ ー も し くは キ ー ボ_ト ソcRポ デ,ス プレ イ'カら

構成 され て い るデ ー タ ・タ ー ミナル は普 通 は 会話 型 ア プ リケ ー シ ョゾで 使

用 され てい る。 これ に対 して カ ー ド.り 一 ダ ーお よ び ブイ ジ プ リンタ二二か

ら 構成 され る デ ー タ ・タ ー ミナルは 一 般 的 には 穴 ップ:デ ご ダの 伝 送:ア プ

ヅ グご シ ョ'ンで 採用 され て いる.』-

oデ ー一夕 ・タ ー ミナ ル の電 子 的 メ ・ガ ニ ック構成 部分 で 使 わ'れ る論 理 回路

お よ び電子 バ ッ フ ァー ・メモ リー(デ ィ レ イ ・ライ ン;ジ グネ テ ジ ッグ.

コ ア も し くは 集 積回路)が 安 価 な も の とな つて き てい る ので 、製 造 業者 は

タ ー ミナ ルの論 理 機 能 を拡 張 しは じめ て い る 。

あ る場合 は 論 型 愛寵 の拡張 に限、つて機 能 の追 加 が 行 な われ 、 また あ る場

合 は 柔 軟性 の あ る'コ ・ン ト ロー ルた と えば メ ッセ ー ジ ・フ ォーマ ッテ ィ ン

グ も し くは メ ッ セ ー ジ ・エ デ ィテ ィン グが 数台 の イン プ ッ ト/ア ウ トプ ッ

ト装 置を コン ト ロールす るた め プ ロ グ ラム可 能 な分 離 され た 装 置 の便用 に

よ つて 実 現 され る。

こ の種 の タ ー ミ ナル ・コ ン トロー ルはSCRATCHか ら つ くら れ るか も

し くは ハ ー ドウ ェ アの改 修 お よび 市販 の ミニ コ ン ピ ュー タ に よる適 切 な プ

ログ ラ ミン グに よ つて つ くられ る。 しか し後 者 の ア プ ローチは 、 も っ と も

それ が 少 な くとも オ プシ ョナ ル な タ ー ミナ ル ・コ ン トロー ラー の設 計 を 含

む こ とが で き る か も しれ ない が、 い くぶ ん安価 な も の にな る だろ う1と い

う の は汎 用 ミ ニ ・コ ン ピ ュー タの大 量 生 産 の経 済 効果 が あ がる か ら で あ る。

さて ご こに は 基 本 的 な ・2っの タイプ の・ミニー■コ ン ピュ ー タを もと に した デ_

タ ・タ ー ミナ ル が あ る6aglL・ ・一の'も の は ア プ リケ ー シ ョ ン ・'牙'リ エ ン テ ィ ツ

ドな デ ー タ ・タ ー ミナ ル で あ る 。 こ れ は 応 々 に して 特 定 の 反'復 性 の あ る 機

能 を 実 行 す る よ うに あ ら か じめ プ ロ グ ラ ム さ れ て い る 。 た とえ『ばCompat

社 は ハ ネ ウ エ ル416を 便 って タ ー ミ ナ ル を 開 発 し、 商 業 用 小 規 模 ビ ジ ネ

ー174-'

,

●



ス会計 に使 用す るため プ ログ ラム した 。第;ρ ヂ イプ の:タざ⊃ ナ ルは 汎 用 ・

遠 隔痺!用 む け に利 用 され るバ ッチ5・デ ニ 〈ダ ・～ ごS"iナ ル で あ る9

.・・㌧ これ ら,の装 置は 通 常 モ デ ユラ …千あ ∴リへ 広 範 多 種類 の周辺 装 置 を取 扱 う

'
_機 能 プ ラ.スエラ.∵ 、ロ ン.ト㌃ ル1およ び メ.・セ.三・汲 約 とy・",?:teよ うな 機

賄 提 供 犀 ～'る.・担 麺 コン 三白 三 .久 ・・.u・ミュ・=ケ7シ ・ン 社eま ・ ン

・ト ロ[ラ)tt t通常TVデ ィス プ レ イ:O,キ ご ボご.ド、,・そ.!て 低 速 カ ー ド ・リー

"ダ ー恒 イ1ンノブ ・リンタ ーカ'ら成 るcρ 一β 財 三 ミオ ィ・を 提 供 して い る ・

この 難 騨 独 の プ ロセ パ ン 控 孝行 す鍵 め に噸:理 カヲ玲 で は な ㌧・・

C・mp・t・ ・1・d・ ・t・y社(U・i'・C・ ・5i・yρ・㎝ 呼 ・i・9,.,,9,,・i・の 子 会 社)

は 珂C.りPPP[β ミテ;rン ピ ぞ二 培 使.:.て 鵬 立 て 頑 性 能 バ ジチ・

ノ ◎ ミナ ～レで 垣 ・GgP・・フ パ リご 提 供yて と二・る9三 ン.ト,㌃ ラ ーが ミ

,㍉rlン ピ ・ユ=タ 熟 デ イ 々 イ さ担 い る よ障 い く?蝉 ‥ タ ・タ

ベ カ レ顕 ・ユ.1賭 して リロ す 灸 ・、.1・㌧.ltt.tt。

特 定 のミ 三 －rひ ンゼーご 三 夕.を便 フたプ 三～三ミプ～レ1は 叱・ト三 一ラー

'「

;・';c'[ .1二 『 ・ 二 い1 .轟.;.
.,,・ 、:'….1,」c:tt＼ ニ ゼ 〔tt、:

t・W'1,,1造 一・会1…`社 ∵ 名 ・・'1・'…':'tモ ・デ ノレ名 ・ 使 用 ミS・ ゴ ン ピ
ュ ー.S

㊥ ・鱒 唖 聾 ゴ適E∵∵
・日
.・qg・ ・M・ 、te・ 匝9社 、.「 叩S二 号190,.,

'Cδm

pa幽t'社'∴:`』 ∴"層 ・1・:』r8S-;1-13/23

'ら ㍉;i㍍

D。,。M・ 、i'、h、竺。、社 『`』'520ン,'・ ・

」 ・1… 『 パ ・ ・,-・'・1・'L・.'.'.' .1、1..;.1『.-・'.1・ 一,

'
、,C・・mP・tg・qや 興 ・icati.・ ・ 社CC3,・O。 ・_、.

APP・1'i'e'd→S・ystεms社'・ □ 、t.・/..

出 典ArthurD.Littl・e社.

DEcPDi)-8L

・P.E .・qPPP-8L

't/slネ ウ エ ノレ;416

'V'

ar』ia己2'0_1

、NA.〆 』『:,・,.
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,我 々は リモ ー ト ・バ ッチ ・タ ー ミナル の数(カ ー ト㌦ リー ダー/ラ イ ン

・プ リン タ ー、小 型 衛星 プ ロセ ッサ ー な ど)は1970年 まで20.000台

か ら30,000台 まで 伸 び るで あ ろ うと考 え る。 これ ら の少 数 が ハ ー ドウ

エ ア ・ロジ ック とメ モ リーを 持 つ よ うに な る だ ろ う。 これ に対 して そ の他

残 りの ものは プログ ラム され てい る か も し くは プ ログ ラム可能 な ミニ コン

ピ ェ 一 夕 と して残 るだ ろ う。我 々は15,000～25,000台 の ミニ コン

ピ ュr.タ を ベ ー ス と した りモ ー ド ・バ ッチ ・タ ー ミナ ル が1974年 には

出現 して い る だ ろ うと推 定 して い る。

;層回 路 お よ びデ ータ集 信 装 置

,・ 低 速 デ ー タ ・タ ー ミナ ル集 団 を便 用 す るシ ステ ムは しば しば通 信 料 金 を

削 減 す る ことが出 来 る。 これ は 数台 の タ ー ミナル か ら デ ー タを集 め て単 一

の 高 速 通 信 回線 に デ ー タを 送 りこむ か らで あ る。 この 通 信料金 の 削減 は通

信 サ ー ビ ス会社 の料金 政 策 に よ つて も部分 的 に削 減 する こ とが 出来 る 。た

とえ ば ロス ア ン ゼル スve10台 の低 速.タ ー ミナル を持 ち ニ ュ ーヨ ーク 市 に

あ る セ ン トラル ・コ ン ピュー タ に専 用 電 信 回 線 を使 って伝送 す る(そ の距

離 お よそ30,00〔 イル)よ うな シ ス テ ムは各10専 用 回線 ζ と に月額1

マ イル あ た り約1ド ル もし くは 月額30,000ド ル を 支払 うこ とにな る だ

ろ5.こ の同 じシ寿 ムは 、つの専用曇声回watc対 氏 、ケ月1マ イルΣ

た り2ド ル か お よそ 月額6.000ド ル ・ぐら い を 支 払 うだ ろ う。'こ の 音 声 回 「

線 は ,もしデ ータ集 信 装 置 に江 ってJO、 台 の タ ー ミナル か ら の デ ータ が デ 「,

タ集信装 置 によ つて最初 に通 過 させ られ るな らば使 用で きるものであ る。

デ 法 性 齢 搬 的に低速度テレタイプライダ で漣 ☆ る.な

ぜ な ら ば プ ログ ラムと シス テ ム設 計 コス トが含 まれ るた め 、 デ ー タ集 信 装

置は 大規 模 な デ ータ 通信 シ ス テ ムで の み効 果 があ る か らで あ る。

一176-・



一

声

司
司
.
ー

● ■

ア プ リ ケ=シ.・ ヨ ン

デ ー タ ・ コ ミ ュニ ケ ー シ ョン ・シ ス テ ム ー ア プ リ ヶ ー シ ヨン と 傾 向

*パ ッチ ・タ ー ミナ ル ・コ ン ト ロ『≒ ラ ニ

・ロ ー カ ノk処 理(ビ ジ ネ ス も し くは 科 学 用)

・ロ ー カ ノヒ周 辺 機 器 の
、コ ン ト ロ ー ～レ

、,・ コ ー ド及 び ス .ビ ー ド『・コ ン バ ー シ ョン,

・書 き込 み/消 去 コ ミ ざニ ケ ー シ ヨン コ ン ト ロ ー ル ・キ

ヤラ ク タ ー ズ

・エ ラ ー ・コ ン トロ 「 ル 情 報 の 書 き込 み'

・デ ー タ要 約

・ メ ッセ ー ジ 作 成 お よび 編 集

*デ ー タ 集 信 装 置-t't'、

・キ ・ラ〃 ⇒ メ ・セ ー ジの ア 迦 ン プ ラ「

・低 速 か ら高速 ライ ンへ の マル チ プ レ ックス( 、分割 、

・回 線 有効 利 用Qた め の メ ツ
:セー、ジ ・パ7フ ァ リンク

・ター ミナル の プ ー リングお よび ア ドレ ッシング

・回線 監 視お よび 管 理

・メ ッセ ー ジ作成 お よび コン
.,トロ「 ル ・キ ャラク タ ーの

書 き こみ 、,

・コー ドお よび ス ピ一下 変換

・デ ー タ要 約

・エ コー:チ エ ツク ・、コ ン トロー空

・エ ラー検 出/修 正

・・ 一 ミナ で・利 興 告
、・.1∴ ・.,/・.L,

</1∴

[/.

*蓄 積 ・転送,ご メ ツ主 一ジ交 換 お よび処 理

装 置 ,1
・^キヤラク ダL/メ ーツ七一 ジの ア ツセ ン ブ

リニ(組 立 て)

・低 速 か ら高 速 回 線へ の マ ル チ プ レ ックス

(分 割)

・メ ッ七一 ノ ・パ ツプ アリン グ
、

・集 合 装 置 の プ ー リング と ア ドレ ッシング

・回 線監 視 お よび 管 理

'コ ー ドお よび 速 度 変 換

・コ ン トロ ール機 能 の 確認

・エ コー ・チ エ ツク管 理

・エ ラー検 出/修 正

・自動 ダ イ ヤ、リン グ/ア ン サ ー,リング

rメ ッセー ジ/ヘ ッダ ー分 析

・ン ツ七一 ジの シ三 ク エンス番 号 づ け

{1メ ッセ ー ジρ 自村1・時 間記 入
・メ ッ柔 一 ジ ・ル ー トイ ング

・
.ネ ッドワ ーク 統 計 の 集計

・メ ッセ ー ジの蓄 積 と検 索

傾 向

*装 置

・'リモ ー ト ・ター ミナル;低 価 格 ター ミナ

ル に おけ る論 理機 能 の 増 大

・プ ロセ ッサ ー,高 速 集 信 器 お・よび 予備 処 ,
』理 装置 一半 導 体 と磁 気 テー プ ・メモ リー

の 混合

・ROMの 混合 お よび主 記 憶 の 管理 一 コン

トロ ール 用ROMの 利 用 強 化

・2次 記 憶 の信 頼 性 強 化 一強 力 なデ ィス ク

装 置 ・磁 気 テ ー プの 促 進 とパ ー フ ォーマ

ンス報 告

・低価 格 ・低性 能 周辺 装 置

*ソ フ トウ エア

・タ ニ ン キー㌦ システ ム,プ アー ム ウ エア

と ソ フ トウ エアの混 合 と標 準 化 の推 進

*マ ー ケテ ィング 澄 よび保 守

・ソ フ トウ ェア専 門 会 社 お よび コ ン ピ ュー

タ ・メ ー カー の 提供 す る ター ンキ イ・シ

ス テ ム

・主要 コ ン ピ ュータ提 供 者 が エ ン ド・ユ ー

ザ ー市 場 を支 配 .
・タ ー ミナル が マ ー ケ ット ・シ嘱 アの 優位

を 占め る

・独 立 専 門 メ、一 カニ に よ って 提供 さ れ た装

・置 を サ ポ ー トす るた めの 保 守 組織 の 成長



デ ー タ集 信装 置 は一 般 的 にはCRTデ ィス プ レイを 使 うこ とは な い 。 も

し10～20台 のCRTタ ー ミ ナル が同 じビル に置か れ てい た な ら(た と

え ば通 常 株式 問 い合 わ せORTタ 一一ミナ ル は株 式 仲 直業者 の事務 所 で 便 用

さ れ る)こ れ ら の ター ミナ ル は デ ー タ集 信 装 置が は たす 同 じ機 能 を 特 殊

CBTコ ン ト ロー ラーに回 線 接 続 され て い る の だ。 さて建 物 の 中 で 一 群 の

CRTタ ー ミナル が使 わ れ な く、従 って コ ン トロー ラーに回線 接続 で きな

い よ うな場合CRTタ ー ミナ ルは 通 常 広 帯 域 チ ャ ンネ ル にほ とん ど接続 さ

れ て い な い よ うな音 声 回 線チ ャ ンネ ルを 便 用 す るので あ る 。(帯 域 幅 の 要

求 を 満 足 させ る た め に)

マ ルチ プ レ ッ クシ ング と か集 信 とか い う言 葉 を 定 義 す る場 合 か な りの混

乱 が発 生 す る 。 マ ルチ ブレ ック シ ン グに お い ては(チ ャンネル 化(Chanr

nelizing)と 同義 語)引 き入 れ低 速 線 の総 容量 は単 一 の高 速 伝送 回 線 の

容 量 に等 し くな る。周波 数分 割 にお い て 各低 速 サ ブチ ャンネ ル の 分割 は高

速 チ ャン ネル の帯域 幅 の 申で 分 離 され た狭 帯 域 周 波 数 み ぞを わ りあ て られ

る 。時 分 割 に おい て各 低 速 デ ー タ ・チ ャ ンネ ル の分割 は高 速 回 線 上 の タ イ

ム ・ス ロ ッ トを 割 りあ て る。 こ れ は低 速 回 線 か らの デ ー タ ・ビ ッ トを 効果

的 に高速 デ ー タ ・ス ト リー ムの形 に して は さ しこむ よ うにす る た めで 表 る。

マル チ プ レク サ ーで(時 分 割 も し くは 周 波 数分 割 のいず れ か)デ ー タ ・タ

ー ミナル ・ユ ーザ ーは 遠隔 地 に表 る 中央 コ ン ピ ュー タの ター ミナル に効 果

的 に接 続 す る専 用 の サ ブ チ ャ ンネル を 持 つ。 す な わ ち この サ ブ チ ャン ネル.

エ ン カ ウン タ ーを便 ったデ ー タ伝 送 は実 質 的 に断 簡 の遅 れ を 持 た ぬ こ とに

な る。 しか しなが らも しタ ー ミナ ル が使 わ れ てい ない 場合 、 それ に接 続 さ

れる サ ブチ ャ ン ネルは い ぜ ん と して空 い てい る こ とにな る。

デ ー タも し くは回 線 集 信 装 置は 単 一 高速 幹 線 回線 の容量 を 上 まわ る低 速

回線 の理 論 的総 容 量 を 許 す デ ー タ に利 用 タ ー ミナ ル の統 計 的分 が 考慮 に入

れ られ る 。

デ ー タ集 信 装 置は ハ ー ドワ イヤ ー化 され るか も し くは プ ロ グ ラム化 が可

一・-178一



亀

能 で あ るgハ 「 ドワ .イヤ ー 化 さキ,た集 信 装 置 は プ ログ ラ十可 能 な装 置 よ1,LP

も信 頼 性 が高 い の に もか か わ ら ず 柔軟 性 が よ り大 きい とい う理 由で プ ロ グ

ラム 可能 な 装 置 に と、つて代 わ られ つ つ あ る。 プ ログ ラ÷可 能 な デ ー タ集信

装 置は 回 線 ア ダ プ久 一を 付 加す る こと お よび 数 台 の汎 用 ミニ コ ン ピ ュ三 夕

の ひ とつ に適 切 な ソ フ トウ エア を与 え る こ とに ょ ってす ばや く構 成 され る。

データ集信 装置が実行 しなければな らない機 能 には以下の よ うな ものが

あ る 。 ・ ・

Oビ ッ ト対 キ ャ ラク タ ー組 立/解 体

oキ ャ ラ クタ ー対 メ ッセ ー ジ組 立/解 体

O通 信 回 線 コ ン トロールお よび メ ッセ ー ジ ・パ ッ フ ァ リ,ング望 み の機 能

が デ ー タ集 信 装 置 の 中 に組 み込 まれ るが 、 しか し次 の よ うな機 能 な 通常

要 求 され ない もの だ 。

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

エ ラー 発 明 お よ び 修 正

'
コ ー ド交 換

伝 送 ス ピー ド変 換 一.

メ ッセ ー ジ編 集

時 間 お よ び 目付 底 能

タ ー ミ ナ ル に 伝 送 す る 反 響 キ ャ ラク タ バ ッ ク'・ 』

自動 ダ イ ヤ リ ン グ お よ び/も し くは 応 答

タ ー ミナ ル ・タ イ プ の 自動'i'1…

メ ッ セ ー ジ ・コ ン ブ レ ック シ ョ ン

優 先 順 位 メヅ 必 ニ ジ取 扱 いk－

パ ック ・ア ッ プお よび再 検 索 用 に使わ れ る磁 気デ ィス久 ・1ド7 ,イズへ,

の メ ッ セ 一一:ジ ○ス'ト ー レ ッヂ

o回 線 エ ラ・一 ・ レ イ ト記 録 お よ び 監 視 お .よ び 利 用 タ ー ミ ナrv,の 記 録 と 監

視 。
}三

ミニ コ ン ビ ュ ー一'Ptに よ って 構 成 さ れ る デ ー タ集 信 装 置 は 表16に リ ス ト
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し造 る.我 。は197'4年 ・ま壷25万 合 か3筋 台 あW。 イ プ ラ'イ

タ_タ ー ミナ ル が ぶ ン・.シ ズテ ムで 利 用 され る・もの と予想 す る.こ の

う:ち大 体 半 分 以 上 が デ ニグ ニ収 集 装 置 よ り も時 分割 マ ルチ ブ レクサ ー、 マ

ルチ.ド ロ ッ プ ・ライ ン も『し'くは ダ イ ヤル 電話回 線 で採 用 され る可 能 性 が'

強t'・'二そ とで はデ ー タ集 信 装 置 は1台 あ た り約 デ ジ ン』イ ブ'ライタ ー 「・タ ー

ミナ ル20台'を 使 用 し、1'974年 まで には'6.8・8'0～ τ七80台 の集 信

装置 が 出 まわ る こ とに な るだ ろ う。

表 市販 さ れてい る ミニ,・ン ピ 。_タ を 便 らた デLジ 』 ンセ シt-:

・パ.ト 『レ 〃
_'一","・1'い'・'

ピ集 信 装 置)''"・ 一 噛::・

メ ー 七 一 名 機 種 名"使 用 ミ.ご ⊇ ジ 名'

VarianData

Machines520/DCVaria/nl"・520-1・

c。mp。t社cc204H6n・yw・s't":1'"416

)

Digit・IE・ ・ipm・ ・t社680
,DFC .PD㌃81t

TransistorElectro-"…..r∵y 、い11『--t・::・:一 バe

'n`cs
..TE煕OPP㌧ ・TD『9.,、

BusinessInformation・'・ ,・、:い,・lr-1.・1'1・:,・.

Tech・ ・1・gy社BIT4旦
、t,.理 工480.;tt t-

MicroSystems社MSI812、 口 、,. 、.』』,MSI8 .0、0∵.

ti。ri。Ywin"c。 卿tertttttL"一 ・… し ・t';・'ぐ ・

Contro1事 業 部516z.';,、,..HoneyWeN:516

-1'nt
。rd';t。'・1'3-…"1.'・Iht。}d;f。'3・ ・
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由 典ArthurD.LittＬe社

bコ ミ ニ ュ ー ケ ー シ ョ ン ・ プ ロ モ ッ サ ー
‥
デ三遠 濤 詩 鼻 ク媚 藪 それ漣 完 ト・・イ。ク伝送を・ン

ド ヒ コ 　 こ ご ソ ピ ヘ ロ ド ペ エ ロ 　

ト。:ル す るtiめvaセ ン ト ラル1コ ン 已 一 夕 と して設 置 され る施 設 には

㌘ よ江 麺 が雑 されな肋 ぱならない・ 一 、
oピ ッ ト 対 キ ャ ラ ク タ ー お よ び キVラ ク タ 一 対 メ ッ セ ー ジ 組 み 立 て

O通 信 回 線 コ ン ト ロ ー ル

i'ご'∵1・J.・1:'・,….J:;こi・'b

各 タ ー ミ ナ ル が い つ オ ペ レ イ ト で き る か を 決 定 し た り 、 い か な る モ ー

'≠涜 邊 ☆ 碗
決定する離

61蟻 詰 る作業 聲 鵬 に お とな うため の ・ 。ぶ ジ1バ'。 フ ァ リン

グこ これぼ特 元 メ 〉セージが ラシダムな形 で また変動す る性質で受 け と
!'らぽ 論

四 要 れ る1…tt」'",1'`

リモニ ㌧ ジ ミジ を持主 パ 。一。.シ 已 已 ヂ 法 返 ・ラ
ヘ

ロ ロ モ 　 りし き ひ

フ ィ ック を 管 理す るた め2つ の ア ブゴニチ が 通 常 採 用 され て い る6第 一 の

ア プ ローチ は コ ミュ ニ ケ ーシ 三ン ・プ ロセ ッサ ー た接 続 しな けれ ば なら な

い.乏 同爵 にゴ ミー ニケー∴ ンのi巖 を ゴ ミニニケ⇒ 。ン ∵ トラ・`。
'・l ll

ッ ク の 管 理 の た め に 大 型 デ ー タ処 理 コ ン ピ ュ ー タ に 呼 び込 む 。 ゴ ミ ュニ ケ

_シ 。シ.ブ ニセシ泳_般 的に疏 述 したよ'硫 』 ミ。ニケーシ。ン機

動 濤 二九 二 注 注 史詩 けちれぶ 、が ヂ プ わ け 一ク
・
.三'バ 二二ルに泊 るこのアブ。ニチ漣 舗 三昧,ン ピー一蟻 置

を便 ら市 なわれる言 と泌GE泡 。,。n。tこ3。・ジピ。一・紅B

の第二世辿 用,ン 壱。一ジ シ才 ムとして掬 す る'ゴ 綱 様iC'1BM

み774。 と桓77ら 加 ンピニ 》畠二泳'由M・ 二・☆ 二 蟻 置

を 便 用 し た 特 殊 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン ・プ ロ セ ッ サ ー とな る の で あ る 。'

第加 デジ。一チii。 ミ三ニグ シ。ンパ パ ウづ.。 ン ‥ ニル

と中央デLン 処理 コシ ピ」三夕それ 自身ら内部のン㍉ フナリングを実行す
t
,'..りll・-t-…tt.三`.1'7
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る ことで あ る。 プ ログ ラ ム不 可 能 な伝送 コン トロrル 装 置 は一般 的 には 伝

送 通 信 回 線 か らの ビ ッ トを キ ャ ラク タ ー に ア ッセ ン ブルす るた め に メ イ ン

フ レ イム ・コ ぐ ピュ一 夕 に対 して 取 付 け られ る旦 そ して高度 に形式 化 され

た[連 の反復 性 のあ る仕事 一 メ ッセ ー ジ ごア ッセ ンブ リー/デ ィス ア ッセ

ンブ リー 、 コ ー ド変 換 、 エ ラ ーチ ェ ック キ ング ーは コ ン ピュー タに よ つて

完 遂 され る。 この 方式 にお い てell第3世 代IBMコ ン ピュー タ装 置 が 使 わ れ

れ る。IBMは タ ー ミナ ルを サ ポ ー トす るた めお よび モ デル33/35と

い つた テ レ タ イ プを 広範 に利 用 す るた めIBM360用 の拡 張 性 の ある 性

能 の 高 い コ ミ ー ニ ケ ー シ ・ン'=ン ト ロ ー"ty・ ソ7ト ㌍ ア(通 計 寧 ・

TelecownumcationAccess .Method-BTAM 、お よ びQTA¥と 呼 ば

れ る)を 開 発 した ・
,そ の 他 の タ ー ミナ ル(IBMも し くは テ レ タ イ プ ・タ

ミナル と 互換 性 の あ る ものは 除 く)はIBM・BTAM/Q元AMコ ミ三

ニ ケ ー シ ・ン'ソ フ トウエ ア球?て オ ベ レイ トす る こ坪 で 諾 い ・ 征

ってIBMの コ ン ピ ュ ー タ で そ の 他 の タ イ プ の タ ー ミナ ル を 便 って み た い

と思 って ～・る ユ ーザ ー は 自分 自身
:の.コ ミ 子 ニ ケ ー シ ョソ ・ソ フ ト ウ エ ア を.

組 ま ね ば な ら な い 。 そ の コ ス ・トは プ ロ グ ラ ミ ン グ要 員1人 に つ き1年 か ら

10年 以 内 と み れ ば 充 分 。

と ころ で 特 定 の 反 復 性 の 高 い コ ミ ュ ニ ケ ー シ 。 ン ・オ ワ エ ン テ ム ッ ドな

仕事を実行す るため汎用 コ ン ピュータ利用 の交呼性を問 う質問が多 くある。

離 で雌 性の高い インス トラク シ ・ソ ・レく㌔ トリーは 砕 らの鱗 の

ため騨 要とされは しない ・ さらに デ ィス クとか テー プ ・ ドライブとい っ

た よ5な 外部記憶xesへ の イン プ・
.ト/ア ウトプ ・ト嘩 噸 定 酔 ていv

る煕 搬 性 のある イ ンプ・ ト/㍗ トブ パ
、・チ ・ンネル 罎 た髄 は,・

必 要 とさ れ ない の だ。

大型 コ ン ピ ュ三 夕 か ら の コ ミ ュニ ケ ニシ ョシ ・プ ロセ ッシ ング1コ 三 ド

を鋤 恒 た め ミニ ・ ン ピ ー ヂ ‥ か と専 門 メー カrが ニ コ ン ピ

ュ 一 夕 を ベ ー ス と した コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・プ ロ セ ッ サ ー を 開 発 しは じ め
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ゼ

、・.た・1'll(・表 ・・7・)こ れ 砿 節 多 融 タ τ ミtル'ノ イ ブ の サ ボ ー1とIBM

360Q・uN .lyAOllo8・ バ ・.TスB-5与ooお よ びcpC■6600

と い った1よ うな い く つ か の 大 型 ヲ ン ピ ュ
,TB.・ シ ス テ ム と の イ ン タ 三プ ェ

イ'ろ の 機 能 を 助 け る た め こ れ 噸 レ た ソ フ ト ウ 巧 お よ び 八 一 ドウ 『 ア ー

が つ い て、1る ・
_一._,・

・表1 ・7市 場 に 出 まわ ってY'る ミ・ニ ヲ
、ン ピ ユ ■ タ を ペ ー ス トPtt

・た コ ミ ュ ニ
.ケ ー シ ョ ン ・プ ロ セ シ サ ー,

メr.、_カttr名.・, .ieデ ノヒ1便 用 ミニコ/ピ ュ一夕

。 工nterdata"』 …ttBlt・ ・lnterdat:a3

⑭ ・;触 ∴ 、.1.t.14.一 _lnte「data14

01nt/.e
.rd..ataζ.・ ・...・,15(B/14)Interdata314・

。bigital'E;UiPm6nt』 社'『"680/11:`㍉DEG(POP-8.1)-

・M・…Sγ ・⌒ ∫ ○
、 一.1'1・9.'i',.'1-=MSI・i・ t..

oCompat社 ・:・
tt.:./・.Cq-27-0.・Honeyw:e.lil416

・T・a直 ・t・ ・Elei・t・61、 ・i℃;社"TEC52σPCT'『TEC520…

.漂 驚1㌶mp㌣er
・;・ ・

、 、6H。n。i,'w。H4、6.

eHoneywel1;C'Omp'Miti'e・r'

C。 。t,。1事 業 部 ・'t-』'`5'r6』'・H。 。eyぷhl.5・1・6

。VarianDataMachines620/bVarian620-1

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・プ ロ 苧 ッ す は 現 在IBMに 支 配 され て い る 大 型 コ ン

ピ ュ 「 タ 』.シ ス テ ム ・マ 「 ケ ッ トに加 わ る 道 を 開 く こ と が で き る だ ろ う。

・独 立 コ ン ピュ 三 夕装 置 メ 「 力 三 は プ ラ グ ー ツ下 プ
.ラグ でIBIII装 置 に互 換

一183一



性 の あ る周 辺 機 器 「(磁気 テ ー ラお よび デ イス ジ装 置 ・そ の他)の 製 造 で近

年IBMの 業務 に 侵入 しつ つ あ るよ マ イクtiコ ン ピュ ー タ ・メー ガ ーや'

cEMtS＼ は主 要 な 部 分 で あ る通信 の例 か ら同 じ よ うに大 型 コ ン ピュー タ

ビジネ ス た参 入 しょ うと しセ い る1し か し プ ラグLニッ]プ ラグの互 換性 の

あ る周 辺 装 置 にお い て は 大 型 装 置の供給 の点 で独 立 メー カ ーぽ 大 型 コ ン ピ

ュー タ ・メ ー カ ー と の競 争 を さけ てい る。

マ イ ク ロ ∵コン ピ ュー ダ ・特 た規 定 の ゾ フ トウ エア で す る よ りも早 く反

復処 理作 業 を マ イク ロ ブ 白グ ラムで き る もの は 、 コ ミ ュニケ ーシ ョン ・ブ

亘セ ッザ ーの特 殊 な要求 に非 常 に適 して い る。異 な った メ ーガ ー のコ ン ピ

ュー タ シス テ ムに お け る イ ン タ ー フェ イスの技 術的 問題 は い か に各 コン ピ

ュー タ ・メー カ ーの 間 で 需 要 が対 等 に 協力 的 に取 り きめ られ た と して もむ

ず か しい 。 しか しな が ら大 型 コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ー は 少 し も刺 激 され な

いi。そ して 事実 マ イク ロコ ン ピ ューダ ・メ ーカ ー との 協定 につい て も少 し□

も動 じな い 。 つ ま り結 果 的 に マ イク ㌣ ρコ ン ピュ ー タ∴ プ;亨 ツサ 「を 含 ・

めて少 しの コン ピ ュー タ装 置が 現在 ま でに 設 置 され た 。 そ して これ らは一

般 に大学 の コン ピ ュー タ科学 グル ー プあ るいは 経 験 あ る ジ ステ ムデ ザ イナ 」

一 に よ つて 商用 タ イ ム シ ェ ア リン グ ・サ ー ビス と して設 置 され た 。 とは い・川

和 ミユ⇒ 『シ・ン'プ 恒 酒 一具 て煕'鱒 る躍 のミ○ ンロ
、

ユ一 夕 は タ ー ミナ ル ・オ リエ ン テ イ ド ・デ ー タ ・シ ス テ ム で 用 い ら れ る メ

1イン・ レイムリ数 と同級 である(1974靴 数4)・ 我、媒 紬 継

る こ と と同 じ意 味 で こ の ア プ リケ ー シ ョン に 用 い ら れ る マ イ ク ロ コ ン ピ ュ

ー タ は た った 数 百 台 に す ぎ な い の で は な い か と思 う
。':『',一

ド:

CCRTの 利 用分 野

CRTデ ィ ス プ レイ装 置 は ↓年 々幅 広 く利 用 さ れ る よ うに な ってい る。大

き く分 け て 、 デ ィス プレ イ装 置 に は2通 りの利 用 法 が あ る 。'1つ は 、 比 較 的

小 さい 表 示 面 に、足 った 数 の文字 を 表示 して 、所 望 の デ ー タを適 当 な 量 だけ
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敏 速 に 示 す 利1用 法 で あ る 。 実 例 と して は 、 座 席 予 約 ζ 在 庫 管 理 、 株 価 一 覧 、

貨 車 配 車 計 画 な ど が あ る 。 も う一 つ の 利 用 法 は 、 情 報 を ブ・ラ ウ ン 管 に付 属 し

た 鍵 盤 か ら コ ン ピ ュ ー タ に 入 れ 、 新 しい デ ー タを ブ ラ ウ ン 管 上 に 表 示 』し、 人

ど コ ン ピ ュ ー タが 交 信 しな が ら 仕 事 を 処 理 す る もの で あ る 。 例 え ば オ ン ラ イ

ン の'デ 」'タ 処 理C複 雑 な 情 報 検.R・.「 プ ロ セ ス制 御 の た め の 機 械 製 図 や 設 計 図

作 成 は この 利 用 法 に よ る 。ご ・㌧..∵

今 日 デ ィ ス プ レ イを 装 置一じ て い る の は 、 公 私 立 を 問 わ ず 、,大 規 模 な 仕 事 を

して い る 機 関 で あ る 。 ・ ・∵ ＼ ・ に'_バ'㍉ ・ ノ 、

7」・規 模 な と こ ろIG'X・:、デ ィ ス プ レ イ装 置の 機 能 三 つ 才'り'も 人 と コ ンピ ュ ー タ

と の 対 話 一 は あ ま り必 要 で な い レ 経 費 の 面 で も引 き合 わ な い 。,',

そ れ で は デ ィス プ レ イ 装 置 は 、 ど ん な と'こ ろで 、ドど ん'な 具 合 に利 用 さ れ て

い る の か 、具 体 例 を 眺 め て み ょ:う 。tltt.「/

a教 育

CRTデ)`'ス プv4装 置 壱まτ 将 来1教 育 分 野 で 最 も よ ぐ利 用 さ れ る とい

わ れ る 。 米 オ レゴ ン 州 ポ ー ト ラ ン ド市 の公 立 学 校 で は 、す で に 教 師 が 教 育

計 画 を た て る た め に ご 教 材 、 指 導 要 領 、 参 考 デ ー タ が 何 処 に あ る か 、 デ ィ

ス プ レミイ装 置 に ・よら て 敏 速 に 、 そ の 場 所 を 知 る ・よ うに な った ♂ さ ら に 事 務

処 理 の 中 で も や つか い な 問 題 で あ つた 。'大 量 の 生 徒 の 記 録 保 存 、・学 業 成 績

の蓄 積 、・検 索 な ど も ご デ ィ ス プ レ イ装 置 に よ って や ろ∵う・と ・し・て い る 。 こ ・こ

で 便 用 さ れ 淀 ・℃vる ・のは 、':H"bri'eywe1'1・1・2'O之 テ レビttジ;:ヨゾ ・デ ィース プ レ

イ装 置 。 向 州 で は 各 地 域 の 学 校 に1台 以 上 の デ ィ ス プ レ イ 装 置 を 備 え 、 そ ・

れ を す べ て 中 央 のtiシ ピ ュ 」 タ と 結 ぶ こ と を 計 画 し て い・る 。tt.1,一 一・i

t:'ま だ ジ カ ゴ の 教 育 委 員 会 で は 教 員 に 関 す る8
,(3'O'0万 字 にお ・よぶ デ ーi3

を 、 デ ィ ス'ブ 〃 イ 装 置 で 検 索 じて い る と'`.

以 前 は 穿 孔 カ ー ドを 利 用 ・しセ い た が;ブ ラ ウ ン 管 デ ィ1ス プ レ イ装 置 が 入

っ て か ら は 、'デ ー タ を 即 座 に 呼 び 出 し、 眼 で 見 て 、 修 正 し』て コ ン ピ ュ ー タ

に 入 れ ら れ よ うに な つた 。 こ こで はJBunker-Ranib(…B⊥ もR社)の デ ィ ス

ー1,85-一



プゾ イ装 置がIBM1460と 接続 して使 わ れて い る 。』同 委 員会 で は 、将

来 は 、臨 時 代 用 教 員 の 配 置 事 務 に も、 デ ィ ス プレ イ装 置 を応 用 し よ うと計

『画 してい る
。

b電 話

シ カ ゴ のBellTelephone・ 社 は、B-R社 製 デ ィス プレ イ装 置を利

用 し、電 話 番 号 変更 の案 内 を や つてい る。 変 更 され た 電 話番 号 に呼 が起 る

と、以 前は 交 換 手 が 印刷 され た番 号 をい ちい ち探 して い た 。 デ ィ ス プレ イ

装 置 が導 入 され た 今 で は 、交 換 手 が押 ボ タンを押 した だけ で 、新 旧 の両番

号 が0.5秒 以 内 に ブ ラウ ン管 に表示 され る。Bell社 はB-Rの デ ィス プ

レ イi装置を.Univac418・ コ ン ビ=`rfタ と連 結 して便 って い る 。 この

シス テ'ムの利 点 の一 つ は 、 確実 性 、 速度 が大 幅 に増 加 し た ことで あ る。眼

に見 え る よ うに した情 報 は 、 交 換 手 に とつて 、 仕事 を 処 理 す る上 で ず つと

容 易 で あ る 。

IllinoisBellで は 、 顧 客 か らの サ ー ビス 要 求 の処 理 に 、9デ ィス プ

レ イ装 置を 応 用す る 計画 で あ る 。 … ….、

このためSanders社 のモ デル720と い うデ ィス プレ イ装 置 が入 れら

・れ る予 定 。同 装 置は す ぐれた編 集 機 能を 備 えて お り、 更新 の処 理 は ず っと

容 易 にな る し、一命令 全 体 を タ イプ しな おす 必要 も な くな る。,ま た この装 置

は 、 テ ー プに収 録 された 情 報 のす べ で をs十 ×1イ ンチ の ブ ラ ウン管 に表

'・ 宗 で き、 字 や 単 語 や 文 な どを 挿 入 して、情 報 の修 正 や追 加 もで きる 。

c証 券 ・,,

B-R社 のTelequote盟 とい うデ ィ ス プ レイ装 置は 、 月下 証 券 業 界

で 大 活躍 してい る 。8000台 以上 のTelequ『otoMが 、1,200ケ 所

以 上 の証券 取 引 店 に設 置 され 、最 新 の株 価 や商 品 相場 の情 報 を 、 ニ ユrヨ

ク のB-R社 計 算 セ ン 久 一か ら入 手す る の に利用 され て い る。Telequote

田は 、 ブ ラウ ン管 デ ィス プ レ イ装 置が商 用 に広 く利 用 され だ した 最 初 の も

ので 、使 用 開始 は1964年'5・ 月で あ る。
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ア メ リカ 証 券取 引 所 で は 、B-・ ・R・203と い うブ ラウ ン管 デ ィスプ レ'{

イ装 置を 使 って い る。 毎 日の終 業 時 、 各 銘柄 の 取 引 高 は 、Univac418

コ'ンピ ュ一 夕 に入 れ替 え られ る。係 員 はB-R2-0'3を 使 い 、 この コ ン

ピュ ータか ら 、6週 間 以 内な らば 、 ど の銘 柄 に つ いて も また どの 週 の ど

の 日に つい て も、価 格 の詳 細 ∴取 引高 、傾 向 を取 り出す こ とがで きる 。

d航 空'・

・航 空 会社 は デ ィズ プ レ イ装 置 の大 手 ユ ーザ ーで あ る6こ め分 野 では い

ろい ろな 利 用 法 が 検 討 され て い る し、 またす で に各 種 の ア プ リケ ー シ ョ

ンで利 用 され てい る 。 デ ィス プレ イ装 置は 、 空 港 の窓 口、 出札所 、・予 約

窓P、 貨 物 取 扱 所;本 部 な ど に設 置 され い 中央・コン ピュ ー タ と結 ば れ て

い る・。 そ して キ ッ プの 予 約 、乗 客 のチ ェ ック 、荷 物 処 理 な ど に応 用 され

てい る。

鉄 道

貨 車の 配 車 計 画 も、CRTデ ィス プレ イ装 置 の応 用分 野で あ る。'New

YorkCentra1'・ 鉄 道 の配 車管 理 室 で は 、,0δntrolDa.ta21σ とい

う装 置で 、顧客 か ら問合 せ の あ った特 定 の貨 車 の行 方 を追 跡 してい る 。

・コ ン ピュー タ とデ ィス プ レ イ装 置を使 わ な か つた 頃 は 、 問合 せ のあ つた

貨車 を 探 しだ すの に、 何 時 聞 もかか つてい た 。

e警 察

警察 情 報 シ ス テ ム の発 展 に伴 い 、.デ ィスヴ レ イ装 置 は ご時 に犯 罪 の短

期 解 決 、'犯人 の検 挙 に一 役 買 うよ うに な った 。 デ ィス プ レ イ装 置を 使 っ

て、・警官 は 容 疑者 を た だ ち に検問 で き る し、 また ブ ラ ゥツ 菅 に適 切 な デ

'一 夕を だ して も らえ ぱ容 疑 のあ る 自動 車 を
、 市外逃 走 前 に 検問 で き る ど!,・

'い う
.訳だ 。'.'.一 ・∵ ・'「

シカ ゴ市 の 警察 は 、Sanders720デ ィス プ レ イ装 置 を す で に導 入

し てい る。同 装 置は 、警 察 活 動 のか な め ど して、無 線 連絡 セ ン タ]に 設

'置 され てい る
が一'..'一`
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f小 売 店 ・:・'1['・ll-'… ・ ・

ロ サ ン ゼ ル ス の{B冠110ck百 貨 店 で は 、信 用 販 売 に 際 して;デ ィkプ1/

イ 装 置 を 利 用1し 、 お 客 の 信 用 チ ェ ヅク を や っ て(1・る 。'・こ の チ 土 ック 処 理 は 、

10秒 と か か ら な い と～・わ れ る 。 同 店 で は 、 各 支 店 も含 め 、B-R社 の

212型 デ ィス プ レ イ装 置 を 利 用 して お り、'中 央 事 務 所 に あ るNCR315

コ ン ピ ュ ー タ と結 ん で い る 。 ブ ラ ウ ン管 装 置 に ょ る 新 しい シ ス テ 云 に よ つて 、

つて 、 お 客 に は敏 速 な サ ー ビ ス が で き る し 、・『同百 貨 店 で は コ ゲ ッ キ の 防 止

経 費 の 節 減 、合 理 的 信 用 判 断 な ど多 く の利 益 が あ が つて い る,'

9病 院 ギ ○ ・ ・'t't:'・irパ'""

ボ ス トン ゐChildreri・"sHospitalMもdlibalCent'erで は1病 院

情 報 シ ス テ ム め"部 と して 、CRTデ ィ ス プレ イ 装 置 を 導 入 し て い る 。 デ

ィス プ レ イ装 置 は 、 入 院 受 付 事 務 室 と、 看 護 婦 控 室 と に 備 え ら れ 、二愚 老 の

管 理 に利 用 して い る 。

wそ の他t・/;.・ 。P、 ン ∵ ・"tt・ バ 』'lt

科 学 技 術 の応 用 例 と して は 、IBMが コ ン ビ 己 一 タ を 用 い て 図 面 を 敏 速

に 示 す の に利 用 じ で い る6,1対 象 とな る 図 形 は 、・鍵 盤 ど ラ イ トペ・ジ 匠1よ つ て 、

ゴ ン ピ ュ 一 夕 の フ ァ』イ ル か ら 選 ば れ た りご コ ン ピ ュ]夕 に 入 れ られ た り し
.

て い る 。 ～'一 ・

以 上 、CRTデ ィ ス プ レ イ 装 置 が 、 ど ん な 分 野 で 、 ど の よ う に利 用 さ れ

て い る か 、具 体 例 を あ げ な が ら見 て ぎ た 。・'・t・'・ べt't'

将 来 の こ とを 考 え て み る と 、 デ ィ・ス プ レ イ装 置 は 、 ご こで 触 れ た 教 育 分

野 で の利 用 の 外 ご 一 般 家 庭 で の 利 用 も 高 ぐな る と思 わ れ る6将 来 デ ィ'ス プ

レ イ装 置 が 今 の 電 話 と 同 じ く,らい に 普 及 す る と▽ ら て も過 言 で ほ な か ろ う。

さ て 、 次 に ど の メ ー カ ー が 、 どん な デ ィ ス プ レ イ装 置 を つ く っ て い る か

示 そ う。、1'、'・ 一 ・・1'・.'㌧1・

コ ン ピ ュ ー タ の市 場 とは 異 な り、 デ ィ ス プ レ イ装 置 市 場 に は 、 圧 倒 的 に

抜 き ん で た企 業 は な い 。 これ は 、 デ ィ ス プ レ イ 装 置 そ の も の が 、 比 較 的 新
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.ら しい こ と も原 因 のぴ と'つで あ る。 デ ィ'スシ レイ装 置 の価 格 は 年 タ安 くな.

り、 多 くの利 用者 の 間 に普 及 しつ つ あ る1じ か し;・:目的 に よ つては まだ ま

だ 高 くつ くし、 デL多 量 の 少 ない 仕 事 たほ 、 も づと廉 価 な 装 置で 、充分 ま

にあ うもの もあ るbデ ィス プ レ イ装 置企 業 が か か え て い る問 題 と して1価

格 を も つと引 下 げ る こ と;図 形 処 理用 ソラ ト ウエア の 開発 等 が あ げ られ て

い る。^各 メー・カ ー は、 ず つ ど こ の問 題 に と り組 んセ い る。…何 れ価 格 、性 能

と も]段 と同 上 しilそ れ と共la'ttイ ス プvイ 装 置 は、'tiす ます多 くの顧 客

を つ か んで 行 くだろ う 。パ'

それ では 次 に 具体 的 に 新 聞 社 の広 告 ゴ編集 処 理用ORTデ ィス プシ イに

っ い一て 述 べ る こ と に しよ う9:"!'y「ttL

D新 節 製 作 用 コ シ ピ ュ:・;'B?タ ニ ミナル ∴ 『"・

att要 約 ・'・ 一`い い

将 来 ∵ 自動 化 され た 新 聞 制 作 上 ピ ニ 二 一'ス の 処 理 に 相 互 伝 送 用 コ ン ビ 三

一 タ ・'』タ ーJミ'ナ ル(i□terゴciiVeComput6}teri垣naDカ ミ必 要 と さ れ

よ うが'"そ ゐ 場 合 ぶ5つ の 分 野 が は づ き り どあ げ ら れ そ い る 。 そ め第1(ま

新 南 記 事 の編 集 で あ り、第2は ∵ 分 類 され た 広 告(案 内広 告)、ig3'は 、

デ ィ1kプ レ イ広 告 、T－勇4↓ ぽ 紙 面ctl作1成 と レ イ ア ヴ ト(割 付 け)∴ 第5は 新

聞 記 事 の 蓄 積 と検 索 で あ る 二 こ の よ うな プ プ ∬ケ ニ ジ ョン に 対 し て 、 タ ー1

ミ ナ'・yvaよ 竜 ら'れ:た 要 求 ば 、L・;〈 つ か の ケ ー ス か ら'み る と、 現 在 の 能'力 を

越 え る・もめで あ る と され て い るご"　 ・'"

b'ニ ュ_ズ 処 理b自 動 化 ・・""'"一‥t-t'L'『ttt'`'

'・新 開 は
、 次 第 次 第 と 自動 化1さ れ て い る 。 活 字 の タ イ プ作 業((opOration)

に 関 して 、 行 を そ ろ え る こ と'Cj亘9tification)と 字 お ぐ り』(hyphena-

tion)に つ い て み る と 、 こ れ ら ぽ11現 在 、 い ろ い ろ な と こ ろ で 広 く 、 コ ン

ピ ュ ー タ に ょ って 、 行 な わ れ て い る∵)を'の 代 表 的 な 例 を み ょ'う 。theW6r-

ce・t'。,'.T。:,1。9,am紙 は 、'L。gi-f訂EdUipm6垣C。r'rib・ati・ri製

一1`8gL



PDP-8型 コ ン ピ ュ ー タ ーを 使 用 して い る 。 こ れ は 、 パ ン チ さ れ た 紙 テ

ー プ に よ?て
、 未 だ 、行 そ ろ え さ れ て い な い 記 事 を 受 け 取 り`行 そ ろ え 、、

字 お く りの た め に 処 置 を ほ ど こ さ れ た パ ン チ 済 み の紙 テ ー プを 作 成 、 キ ャ

・ス タ ー(linecastingmachines)に イ ン プ ッ トす る も ので あ る 。 そ の

ほ か の 分 野 で は 、 い ろ い ろ の 開 発 が ち ら ほ ら み ら れ る が 、 これ ら の 開 発 例

を 最 近 の 傾 向 と し て 、 引 用 し よ う。 例 え ばtheBos.tdn(}lobe紙 は 、

Honey-wel1120Qに 基 ず い た シ ス テ ム を 導 入 して い る 。 これ は 、活

字 の タ イ プ機 能 に 加 え て 、 記 事 材料(textmateria1)を オ ン ラ イ ン で

キ ー ボ ー ドか ら い れ る 機 器 を 持 ち 、.イ ン プ ッ ト用 の 紙 テ ー プ の 手 順 は 通 過

して しま つて い る 。theWashingtonStar紙 は 、 コ ン'ピ ュ 「 タを使 用

して 、 記 事 の 編 集 を 行 な う機 器 を 開 発 した 。M)iamiHerald紙 は 、す で

に 、IBM360/30を 用 い て 、 同 社 の 業 務 の 一 部 と してs・ 広 告 依 頼 主

の 分 類 を 行 な い 、 す み や か に 、 そ の 信 用 を チ ェ ック で き る コ ン ピ ュ ー タ ー

の 機 器 を 溌 発 レて い る 。theLosa・ngelesTimeS紙 は 、 広 告分 類 シ

ス テ ム を 開 発 して い る 。 こ れ は デ ィス プ レ イ ・ コ ン ソ ー ルか ら 、 広 告 が コ

ン ピ ュ ー タ ー に イ ン プ ッ トさ.れ る 。 こ の デ ィ ス プ レ イ ・ρ ン ソ ー ル で 、 タ

イ ピス トが 直 接 、 修 正 す.る こ と に な る 。theNew,Y.brkT.imes紙 は.、

情 報 の 蓄 積 、と検 案 の シ 入 テ ム を 開 発 中 で あ る 。 ・こ れ は 局 紙 の うち、、選 りぬ

か れ た も の の ttファ イ ル を 蓄 積 し よ うと、い う も の で 、 便 用 機 種 はIBM

360/50で あ る 。 デ ィ ジ タ ル ・フ ォ ー ム で ス トア さ れ た カ タ ロ グ ・ イ

ン フ ォ ー メ ー シ ョ ン と、 マ イ ク ロ フ イ ル ム の フ ォ ーム で 蓄 積 さ れ て い る全

文 が 両 方 と も 、 デ ィ ス プ レ イ ・コ ン ソ ー ル か ら 、 ア ク セ ス 可 能 で あ る ○ も

ち ろ ん 、 こ、れ ,らは 、 い くつ か の 例 で あ つて ぷ 新 聞 で の アプ リ ケ ー シ ョン の

全 て ¢・)領域 をミカ ノs－ して い る とは いえ な い 。 ス タ ン ダ ー ドな 会 計 業 務 お よ

び 、 伝 票 作 成 業 務 を つ け 加 え な け れ ば な る まい 。,ト ラ ン ス フ ァ ー(往 き来)

に 焦 点 を 合 わ せ る よ うに し て 述 べ ら れ て き た 。 こ こ で は,す ば や くニ ュ ー

ス を 変 更iし た り 、 宣 伝 の 状 況(adve・rtisingSituation)を 変 え た り
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す るため に開発 を いず れ に 反 射で き)る時間 が 欠 かせ ない 。 したが つて 、将

来 、 ニ ュ ース処 理 シス テ ム の 中心 とな る要 素 は 、 ま さに 、情 報 処 理 とマ ン

㌔マ シ ン,・・イ ンタ ラク シ ョン 〈人 間 と 機 械 との や り と り〉を す み や か に可 能

にす る ため 、現 在 開発 中 の 手段 、'すなわ ち 、、久 イム ・以 エ.ア ← ド ・デ ィシ

タ・ル ・コ ン ピュ ー タで あ る とい え よ う。・この よ うな コン ピ ュ ー タを ベ ー ス

と した シ 入テ ム が実 現 され る条 件 は 、 すで に開 発 され てお り、第1図 に描 ・

か れ てい る通 りで ある 。

C相 互 伝 送 用 コ ン ピュ ー タ ーター ミナ ル

本 論 文 の中 心 テ ー マ は 、 人 間 が コ ン ピュ'一夕に よ るニ ュ ー ス処 理 シ ス テ ・

ム、 つ 誉 り、.コン ピ ュー タ ・コ ンソ ール ない じは 相 互 伝送 用 タ ー ミナルで

伝送 す る手 段を 考 え る こ とで あ る。,.われわれ は_あ る 二,ユ ース機 能が も つ

と う ま く実行 で きる よ うにす る コ ンソ ール に対 す る要 求 に的 を しぼ ろ う。

これ ら の機 能 とは 、(1)新 聞 記 事 の編 集 、、'(・2>分類xと処 理 、一(3)広告.の割 り・付 け

と処 理 、(4)紙面 の作 成 とtZイ アウ ト〈割 割り付 け うおよ び(5)新 聞 記事 の蓄 積

と検 索で あ る。 もち ろ ん 、 ほ か に もい くつ もの、ア ブ リク ー シ ョンが あ る 。

これ らの ア プ リケ ー シ ョンは 新 聞作 成作 業 の一 部 で あ り 、 コ ン ソ ールを 必

要 とす る わけ で あ る 。'た どえ,ば、発 行 者 は、 マ ネ・ジ メ ン ト ・イ・ン フォ メー

シ ョン ・シス テ ムを 使い た い と思 うで あ ろ う・。 …・・三… つ ま り、 自分 のオ フ

ィスの コ ン ソール か ら、 す ばや ぐ、最近 の販 売 状 況 や広 告 の 申 し込 みの 数

,字 を で あ る 。"別の場 合 で,は、 経 営 分析 者 は 、 ある新 しい工 場 の開 発 を考 え

る にあた うて 、・PERT型 の チ ャー トを 入キ ャン した り・、 変 えた りした い

と思 づで あ ろ う。三 番 目 の例 と して 、新 聞編 集 にた ず さわ る プ ログ ラマ ー

は 、 正 しいプ 臥 グ ラ ムにす るため 、 オ ン ラインで ヂ バ'ッ.グ応 用 したい と思

うで あ ろ う。 そ の理 由 は 、 この種 の場合 は 、 中規 模 か ら大 規 模 で あ れ ば 、

どの よ うな企業 で もあ て は まる これ か らの コ ン ピュ ー タ.ペテ プ リケー シ ョ

ン の典 型例 で あ り、 こ こで は な く、ほ か の とこ ろで も論 、じ られ て きた り し

てい る。わ れわ れ は 、上 に のべ た よ うに、新 聞 作 成 に関連 し 、免特 に選 定 し
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・'1た5つ の分 野 のみ 、・・1:h点を お くこ1とに しよ う。・ ぼ ・ ・バ 、

.ア プ リグ 「1.シ.gン の特性cお よび コ ン ビ ュー 久 ・・B..一.ミ.、ナ ル に対 す る要

∴求 は.、・ニ ュ ース 処理 に必 要 な オ ■ル オ ーベ ・一な シ 又 テ ム構成 に依存す.ると

ころ.ぎわ めで 大 で あ る 。上 で わ れわ れが み た1よ⑥ に 、{r守ユ1』ろ の プ ロ…セ1ス

は 、中1枢機 能 と一して の タ イ,ム ・.シェア 三 ド ・1.・;コン,ピ・ゴー 久に よ って、基 本

,的 に 自動 化 さ れ る もので あ:る と考え る。iご の仮 定 が.{い 庄 だ い十 分に満 足

に はな つてい な いが 、次 に のべ る よ うな要求 は 、 今 日の 状 況 を 改めるの 忙

必 要 で あ ろ う。,..… 一..… バ

三 新 聞 とい う.ビジネ:スは 、 熱 い(hot){メ.タ!ル.・ タ イ ンキ ャ ス〆 「(.こ の

.一ライ ン キ ャス 乳rは い1㌣2%ど い う高 い・エ ラー:r－率 が あ る が.)一に よる 高速

で 、写 真植 字 機 、 電子植 字 機(こ の機 械 の エ ラー率}ま 、:作成 さ れ る活 字 の

うち の 数1,0万 分 の1・で あ る.・ レまで 便?て 展 開 され る の で1;全 て の読 み

合せ や訂 正 は＼ 現 状 の場 合 事 実 の後 とい うよ9も ㌦ どちら か と.いえば 、.事

実 の前 にな さ、れ る こ・とが避 け ら・れ な＼・・よ う,にな、る 。.,t、い ㍉'三1.'i1'、

・この方 法論 にお い て 、'この よ.う奉 、ド.ラ子 星 ックな 変 更 を お こ・な うそ もそ

も の理 由は 、 写 真 植 字 機 、電 子植 字 撰 ㌍ ξ乏rの 訂 正 、印 刷 そ一の他は 、.非

常 に 時 間 の か か る ブ 吐 スで あ る.・lrl方 途 の プ ロセ ろぽ 広 来 の効 率 性

、や 、 この よ うな複 雑 な 機器 を便 用 する⇔ と か ら、引 き出 ざれる 労 働の 経 済 性

を 、 そ こな うで ・あろ う し、 そ ζな う も.ので あ るlbCれ らの読 み 合わせ ない

しいfactρ 前 の訂1・ee能 を 行 な うκ あた ρて いも っ と もや さし、い 方法 は 、

デ 邪入 プレ イ ・.Sgr㍉ ナル を使 う:ことで あ る一.)この1よけ に 考 え ると 、毎 日

い くつ.かの生 産 べ販 売 の デ ッ ドラ インを行 な わ な け れば な らな い 企業 では 、

っ ま 亘ニ ュ三 スを 発 行す るよ,うな業 務 に は 、:コ…ン ピニ ー 久怜連 デ ィス プレ

イ ・タ ー ミ ナルは 、 現 在 の 高速 活字 技 術 .と将 来 ρ 高速 活 字 技 術 とを1い う、'ま

く接続 す る唯rの 装置 で あ る こ どが容 易 に考 え られ まう 。編 集 用 タ 〒 ミ1ナ

ル の基 本 的 な 機 能 は 、二.必然 的 に コ ン ピュ ータ ・ベ ースの 大 容 量記 憶 装 置上

の フ ァ,イノレの な か に 格納 されて い る一 定 の 記 事 の部 分 をデ ィスプ 叱 イ・じ、
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事 実 に 即 三じ(訂 正 し、 印 刷 上 の ミ ス を な く し 、 ス タ イル を.と と の え る た め

に 、 デ ィ・ろ プ レ イiさ れ た 内 容 を チ ェ 、ッ クす る こ とで あ る 。

、こ の よ う・な デ ィス プ レ イ ・タ ー ミ・ナノレの ユ ー ザ ーは 、(1)記 事 を は じめ

て?'ぐ り出 す 、リ ポ ーrタ っ 、・(2)印刷 物 、,手 書 き、 口頭 に よ .?て コ ン ピ ュ ー タ

に 記 事 を イ ン ズ ッ、'トす る タ イ,ピ ス ト・、(3)内 容 、 長 さ い あ る い は 一 般 の 興 味

を ぴ く よ うに デ ー タ ・バ ン グ なら 記 事 を 吟 味 す る編 集 者 で あ る 。 最 少 限 必

要 な 文 字 セ ッ トは 、 約9,0字 で い 大X・ 字tt;,t小文 字!)数 字 、・そ れ にふ つ う の

区 切 りの マ ーr2と ス ペ 「 ス で あ る 。Jそ の 他1・0な い し20・ 字 が ハ ン デ ィ ー

植 字 の ・ヨi,ン.トロ 〔 ル 用 に 、 ま た で・き、れ ば 、,規 則 的 なASC皿(American

S・tandardCOdefQ・r・;hforma担on 、hterghange).文 字 セ ッ トが つ

1く ら れ よ ぴ]。・仏 ・兄 リ ッ ク な い し、、肉 太 文 字 を 表 示 オ る た め に も しな い し'2

、っ の 〉.オシ.ト を つ け 加 え た 方 が 役 に泣 つ で あ ろ う・.、b・し かし い1二 ・れ ら,の 文 字

式ま、)上 の よ1う な 形 式 で 示 さ れ る よ,・D,.も、 ど ち らか と.い う とべ 特 別 記 号 で 示

..さ れ る こ ど に な ろう 、。同 様1に 、 タ ィズ の大 き さe‡:1つ で 十 分 で あゐ 。 つ ま

、り'、1頭 の行 は 、、も・し必 要 と な れ ばMナ イ ズ を 示 させ 、・デ ィス プ レ イ上 に は 、

フ ル ・サ イ ズ で 出 す 必 要 は な い 。 変 数(VariableCharacteち)rの 高 さ

や 、'右 ず め で の行 、そ ろ え は、、 お'そ ら ぐ.どち ら も必 要 な か ろ、うぶ 、

編 集 上 の 要 求 で ふ 特 に 機 能 上 重 要 な も・の は ・、訂 正 す べ き 記 事 の 部 分 を 示

t・tす手 段 で あ る
－e、ラ イ ト.ペ ン は お そ ら ぐ 、aこ う した 目的 を 達 成 す ・る た め に願

'⇔ て も な い 道 具 で あ ろ う
。 この 一目的 を 達 成 す る た め の そ の他 の 装 置 は'、 特

1t男ifq),コ ン 、ト ロ1'一ーノレ(.,た と え ば 、LjOys七ikσk』 ・ あ る い は 、 エ.レ ク ト・ロ ニミ・ッ

ク ・タ ブ レ ッ トな い し 、'directiona1.button… ド}に よ つで 動 か され

ttる'カ ー ン～レで あ る 。'最 適 の コ.ン、フ ィ.ギ、ユ レ ・rシ ・ヨ ンζと}し1で ボlrガ ーrツ ー ル の

・セ ッ トは 、各 種 の 記 事 内・容 の ス ト、リ ンゾ をdel.'imitす る た め;に 使 わ れ よ

う。 一 方 、 ラ イ トペ ン は 、 ス ト リン 久 な い,しilllr:ロ久 一 シ ョ ン を 示 す た め に

使 わ れ る 。 記 事 内 容 を 識 別 す'る 第3の'も の は ふ・文 脈(context)に よ る こ

と で あ る 。 す な わ ち 内 容 自体 の あ る 部 分 を タ河 、プ す る こ ど に よ る も の で あ
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る∵ もち ろ ん こ これ ら3種 類 の ロケ ー テ ィ'ングi・'メカ ニ ズ ム が単 独 に も使

わ れ よ うが 、 これ ら3種 類 を 組 み合 わ せ る こ とに よ って も つと も強 力 が 発

揮 され る こ とで あ ろ う。 その 他 ご特 別 の コ ン トロ ール が あ れ ば望 ま しい。

これは編 集 機 能ぺ た と えば挿 入 ぺ 削 除 な どの機 能 で あ る 。 これ らの編 集 機

能 が 現 在求 め られ てい るので あ・る 。 キ イが 固定 位 置 に あ る場合 は 、定 常 の

キ イ ・ボ ー ドとは 別 に こ う した 目的 を満 足 す る だ ろ うが 、 プ ログ ラム化で

ぎ る機 能 の ボ タ ンは能 力 と弾 力性 を付 け 加 え る こ とに な ろ う。

プル ー フの モ ー ドで は 、標 準 的 な大 き さの コ ラ ムで 可 変 速 ロール(niov-

ingwindowl)が 望 ま しい よ うに思 わ れ る。 た や す く操 作 で き る ペ ージ の

プ リッ ピンク ・モ ー ドをと り付 け る と、活 用 範 囲 が広 が る で あ ろ う。・書た

その次 に 長 い 場合 と して、 ロー]ル機 能 に と つて かわ れ る もの とな ろ う。)

行30字 ・の仔 は シ ン グル のコ・デムを 満 足す るだ ろ・'弓が 、ご1:・':;ラム半 ない し

2コ ラ ムの フ ォー マ ジ トの場 合 、.60字 まで が必 要で あ る6十 分 な文 脈 を

用意 す るた め に必 要 な打 数 は 欠 かせ ない 。'も七 ヌク・リー ンが太 き ぐて ∴見

やす け れ ば 、 お そ ら ぐ、20字 が最 大 限 で あ うv(、::こ れ は60字 ほ どまで

が 望 ま しい で あ ろ う。1パ;・.t・ 一.1・"['t-':・

記 事お ぐ りあ る いは ロー リン グの速 度 は 、妙 な ぐと も連 続 し て 、㌦高 速 の

・ブル ー・一一フ率 が で き るべ きで あ ろ う。 この モ ■ ドと1し'て、1.分 間f 、5、00語

まで ある い は 、1秒 間120字 ぐらい で きれ ぼ よい と思 う。'も つ とシ ビヤ

な要 求は 、 ・ペ ージ ・ブ リ ヅ ピング ηモ ー ドで 編集 者 が記 事 を ス キ ャ ンす

る場合 で あ る 。 この場 合 、1秒 間 に5ペ ー ジ、"ない しは、1秒 間 に1500

字 まで で きれ ば望 ま しい 。'・'"・ ・ ○'一 「'.

編 集 を うま く行 な うた め に も重 要 な1つ の フ ィ ーチ ヤrはs・ 変 更 が な さ

れ る と、 内容 の デ ィス プレ イを早 く調 整 す る こ とで あ る 言た と・えぱ、 削 除

した場 合 、'穴 ロが うめ られ 、一 定 の行 あ るい は行 そ ろえ のため の次 の 行

を 調 整す る こ とが 、 自動 的 にな され る 。 さ らに 付 加 え る と、 行 、行 の一 部

分は ペ ー ジ の下 を押 し出す だ ろ うが、 もち ろん 、 メ モ リーの 中 に と どま つ
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r
て い る 。1瞬 の うち に 修 正 され た べ ー ヅを:再度 デ ィス プレ イtるteめ に、

わ れ われ は 、す ば や く、 デ ー'タ'を転 送 しな け'れ'ばな ち な い 。

直 接 八 一 ドコ ピ ・一を ア ウ トず る こ どは㌧ 必 ず し も必要 で あ る とは 限 らな

い 。 た とえ ば 、デ ィス プレ イ ・タ ー ミ ナル が十 分 あ る と ころで あ って、 こ

の場合 、 どの よ うな記 事 で も、 現 在 の局 面 で い 常 に容 易 な編 集 能 力 とす ば

やい ス キ ャ ンニ ン.グ能 力 が 可 能で あれ ばよい 。'し か し、ほ とん ど デ ッ ドラ

イ ンを もた ない 記事 に対 しては 、 オ フ ラ・イン畠◆区別 され た ハ ー ドコ ピー ・

ア ウ トプ ッ トが編 集 者 に は望 ま しい。 これ は た とえ ば 、 どの・タ ー ミナル か

ら もは な れ て 、編 集 者 自 身 のつ こ うで 、.記事 を 「レ ビ ュ ー した り、 で き る よ

うにす る か ら・で あ る 。 この た め には 、.単一 のプ ールフ が と れ るよ うに修 正

す れ ばv定 常 の新 聞 製作 ライ ンを使 うこ とも可 能 で あ ろ う。

d案 内広 告 ・・'.へ ・`

大 部分 の'日刊 紙 で は;数 多 くの案 内広告 を 電 話 で 受 け 付 け る 。 コ ピーを

手 に した 案 内広 告 の電話 交換 手は.、広 告 を タ イ プ レ「 ・デ ィ ス プレ イ装 置

の表 面 に テ キ ス トを 写 して み る こ とが で ぎ よ う・。 一方 、広 告 の依 頼主 は ま

だ 、電 話 口に 居 る間 、・そ の広 告 の 依頼 の受 け 手側 は 、次 の操 作 に移 るた め

に コ ン ピュ ータ に コ ピ.一を リリ ー・スす る前 にζ こ の イン フォ ー メー シ.ヨ,ン

が正 しい か … … か ど うか を 、 依頼 主 と共 に ヂ ェ ッ.クす る こ とが で きよ う。

同 様 に 、広 告 依頼 の受 け 手 は 、 コ ン ビュー・久か ら信 用 状 況 を 受 け 取 り・、 依

頼 主 が 電 話 を 切 る 前に 一 定 の広 告 料 金を 受 け取 る。

案 内 広 告 の デ ィ ス プレ イで は 、.新聞記 事 のテ キス トと同様 に 、同 一 フ ォ

ン ト、 同一 の サ イズ で やり 遂 げ る こ とがで きる 。 しか し、最 終 的 に紙 面 に

の るの と同 じに、 これ ら の特 徴 が デ ィス プレ,イで ぎれ は 、 も つとず っ'と望

ま しい こ とで あ る。特 に新 聞 紙 面 で は 、 フ ォン トや大 き さの 変 化は 単 一 の

広 告 の範囲 に お さ ま る こ とで ある一。 基本 的 な単位 が1広 告 で あ るから 、 ペ

ー ジ の大 き さ の必 要 性 は大 い に 減 らす こ とが で ぎる。 案 内 広 告 で もr大きい

・もの に な る と20行 に も な ろ う。 案 内広 告 用 タ ー ミナ ル の 能力 を 越 え る よ
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うな大 き さの広 告.ま たは か な り変化 に 富 ん だ広 告 は 、 デ ィ ス プレイ広 告

(以 下 を 参 照)と して と りあ げ る こ とに な ろ ぢ。tt:1/ttt'

案 丙広 告 の編 集 は 、 記事 テ キ ス トの編 集 に似 て・洛.踊 種 の単 純 化 を

平 衡 を と ら て行 な うこ とが可 能で もあ る。 広 告 どい うも の は`ス ク リー ン'

全体 に フ ィ ッ トしやす い から 、

広 告 の依頼 主 か ら 、 交 換 手 が広 告 を 口頭 で 受 げ敵 ろゴ い るか ら、1デ ィス

プ レイに 必 要 な速 度 ば 、'記事編 集 用・ゴ ジソ 二元ゐ 速 度 ま'り'も観 っと時 間は

語 法 よ{、.他 方 渓 内酷 のサ ブシ寿 ム始 動化病1つ の噛 は

イン方 ト∴ 。 。一(i。p。,`ll。w)ttカ ミ一 顧 な・ここぽ あ る・譜 勘:

夫 泰 の新筒は 金魎 には汀 曜 日 の新雑 面を締 す るためにかかる

最大 の負荷を こな す ために、5'O人 以 上の電話交換手が必要である'6'!L－か

しなが ら、その数の3分 の1以 下は 、そ の週 のは じめ に必要であ る・ まだ

広告依頼主 の電話 がか か ちて くる場合 、そのス ドカ ステ♂ ジクな性格 か ら、

そ嬬 要には山 あ りほ 諮 もあ1注 あろ うも'もじ;電 話 畷 大 限 の交 換

手 捌 導'
.、 ご'ロ ー^':1'一"

す'でに(LosAngelesTime-S紙 に よ つて')提 示 され(い る'よ うに 、

イン ブ ジ'ト∵ フ 。_が 一 様セ ない とvづ 鴫 を 解 く1つ 助 法 は 、'電話 で

広 告依 頼 を受受け付 け るこ とは継続 し、 デ}ス プ レ』句 ・タ'L'ミ ナル で コン ビ

:一二 タ にバ ッチ で 処 理 ず る ことで あ るら この手順 は11穿'ジ ライン機 能 を な

くす こ とにな る が 、 イシ ブ 。 ドみ ス ドカ 寿'イ ら ク な 特徴 を な め らか にす

る こ とにな ろ う。 特k、'もt記 事 編 集 用 ゴ ジソ ー・一台ルつ きの ・Bイ ムs↓ジ ェア

'リ ジ
グが土 芙 ざれ れ ば 、 なお み ご とで あ'る。 も うゴ ろ の解 決方 法 は 、い く

ぶ ん遠 い将 来 にお、・て は 、1完全 に 自動化 きれだ 案 内広 告 の 受1け入 れ機 能 を

持 つ ことで あぶ 遠 離 頼 主 は ∴ プ 。シ 。.ボ ダ ン式 ダ 行 ル ・ゼ 。 ト

の っV、差 デ レ巨電 話 か ら電話 を かけ で くるこ とにな ろ う。依頼 主 は 広告 の

キ イを 入 れ 、^印刷 され た 広 告 フ ガ ーマ ッ トの結果 を見 る こ どが で き よ う。

目で 見 ご しか も口頭 で指 示 で き る よ うに広 告 依 頼 主 め便 宜 を 考 え て 、 と り
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`

入 れ られ ○ ち,ぱ ろ う・ ・人 の人1賑 い くつかの臨 の応待に同時va・tH

られ・人願 、Z・シ.担 ン トが可能であ る・'.

・・.デ ィス プ駁 広告.∵ 、

うま 傑 約 され品 酬 ㌍ ン ピ≡ 躍 るデ ・だ レ イ酷 のサ ブ

祭 テ ムは・,姉 らく＼殊 の ㌍ 一ス醒 治 テムの主琴 部分 は ろ

う.・こ城 壕 で闇 路 領 自?禦 ぼ 京 実繊 卵

酬 ・ど胤1も ので拒 興 二鯉 〔r難 で・浮 ル化すること
おバ 弊 レ培W難 ずるむずかぽ でらる・行担 劃 し鋤 趾 の

・カニズム恒 まく取 ることがなければ ある種卵 ンラ・づ 一シ・

ン・己アナ酵(埠 庭 亭 繊 細 形些 まであろ弧 またあ

る 種 の イ ン フ ォ ー メ ー シ 。 ン は デ ィ ジ タ ル 形(た と え ば 文 章 や 単 純 な グ ラ

フ)の ま、ま で あ ろ う 。

デ ィ ス プ レ イ広 告 用 タ ー ミ'ナ ルは 、 編 集 用 タ ー ミ ナ ル と同 様 、 キ イ ・ボ
./』=」.P-'

.一,

.r.,.F'r・ ン .・ ・ 元 ・、イ ・ペ ン、・ デ ・ス プ レ ・ ・だ ・ニ シ を 持 づrと

に瞭 ・鯵 .これ噸 隼醐 広告・1司甦 魎 っ迦 恒 ・

烈 ・グ形㌘ ・や1竺 一スrク 、ト'・二;グ:タ ブ亘(B・ ぽ

型)に 対 して 、 イン プ ッ ト'.ス テー シ ョン もあ ろ う。八二 ドコ ピーを とる

必 要性 は 、 そ の他3つ の 匪 連項 目に 左 右 されFる 。 そ の(1)は新 鞠 、 企業 内

(、・n-h・u・e)で デ・ス.プレイ ・〔クリrン カ1俄;rど ・、竺 ぽ 依頼

主のζζろでく である・,砿 ・広 告 寮 主てもご醜 い くっかあ

り'、,.分散 し嚇 轡)(2)完 全砿 章働 ㌘ 興 癒 、竺 ブ

リ がある こと,(・)ブルニ7㌍ るために淀 常の治 醐 む プ・i・ゼ スを
一"

・ttt、1'・"t/ll
,.;」L,・',c'.・Nt,

㌘ 兵 錫 ち 早く曾 ≡ ・ 一 、、 ∴,∴.、)

獅 各綱 告魎 力綱 讐 繰 同座 興 るこζD澱 だと
考 え て い る 。 した が つて、 広 告 依 頼 主 が修 正 す るた め に1デ ィス プレ イ ・

ス ク リー ンを使 うな ら ば 、多 種 欧 文活 字 と同 様 、白黒 写真 お よび 図形 を 適

呼 な興 繰 、・簗 憾 広告輌 遍 ぷ ・n働
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訂 正)め に、わ れ われ は似 前 よ りも少 な い 能 力で な し遂 げ る こ とが で き よ

5。 図 形 は 、 図 形 の大 き さを 示 す の には 制 限 が あ ろ う し、お そ ら く、'2・X-

3の 識 別す る ため の フ ィ ーチ ャ ー(粗 い ア ウ トライ ン)が レイ ア ウ トや セ

)ロ ッ ピン グす る際 に 助 け と な る だ ろ う'eこ とで は 、エ レ ク トゴニ ック ・

タ ブ レ ヅ トが便 利で あ る とい うこ とが わ か ろ う。 広告 依頼 主 に よ・つて 創 ら

カ る よ うな 一 時 的 な レイア ウ トは 、太 き ざ どア ウ トラインを きめ るた め に

電子 針(eieCtron'iCStylUS)で トV－ ス ざれ よ う。同 時 に 、'フtl'ン ト

で表 現 で きる範 囲 が決 め られ.よ うが;あ とで作i業 が減 らせ る よ うに とい う

必要 性 か ら、効 果 的 な構 成が で きる 程度 ま'でば よか ろ う。

'こ ごでは
、 サ イズを 実 際 に ひ だ の あ る ブ ォ ジ トで 描 く'よりも、 正 確 に表

現 す る ことが 、 も っと重 要 で あ る 。

新 聞 の広 告 は1ペ ージ大 の もの が あ り得 るわ け であ る6ぺLジ 全 面'Oデ

ィ ス プレ イを完 全 に細 が な部 分 まで 行 な うeiと は 必要 で ぽ7L"L・。 す なわ ち
』

そ の広 告 のい くつ か の部分 に 関 して 、 全 く細 か で あ れ ば十 分 で あ るbま さ

に、 ど こまで これ が実 行 され るか 、 ど の程 度 まで プナ ログ表 示 で 鉛筆 に よ

る ス ケ ッチ に ま さ つて い る だ ろ うか ・・∴∴修 正 が 容 易 に%き る こ とは1づ の

利 点 で あ るが … …… とい う こ とは 、『は つぎ りと しな い 。'

f'新 聞 紙面 の作 成 と割 り付 け'

コ ンピ ュー タの手 助 け に よ つて 、 紙 面 を作 成 し、 レイ ア ウ トす る こ とは 、

密 接 につな が って おb、 編i集 用 ター ミナル とデ ィス プ レイ広 告用 タ ー ミナ

ルが制 作 者 に と って利 用 で き れ ばcか な り単 純 に達 成 で きる よ う。必 要 と

み られ る機 能 を 付け 加 え る と、記 事 を 示 す た め に づ け足 された ブ ロ ック

(矩 形)と して 、1ペ ージを 表 現 す る こ どで あ る。・プ ロ'ック化 す る'ことは

大い にアル ゴ リズ ム的 な もの で あ り、製 作 担 当者 は 再整 理 の段 階で ラ イ ト

ペ ンを 使 うガ ろう ∴

特 に、製 作 用 デ ィスプ レ イ ・コ ン ソー ルは 、製 作 製集 者 に と つて必 要 な

全 て の コ ン トロール を持 ち 、 以 下 の よ うな業 務 を効 率 的 に広告 を 構 成す る
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』、

ものを デ ・ス プヒ イす る で あ ろ う・ ..,、

〒一 一全 て の新 聞 記事 、写 真 、 リザ ー ブ さ れ てい る ニ ュー ス、な い し記 憶

、 .,装 置 内 のデ ィス プレ イ広 告 にア ク セ スオ る ζ と,

一 一一便 利 な形 で これ か らの 材料 を デ ィス プレ イす る。

一一 「 イン プ ッ ト材 料 の修 正 が で き るよ うにす る ・∵∵た とえば 、ふ ち ど り、

充 足 ない しは特 定 の 記事 を 導 き出す こ と。

一 一 ー ペ ー ジの レ イ ア ウ トあ る いは ダ ミイに応 じて 、紙 面 上 の適 当 な位 置

に各 々の 要素 を 割 り付 け る こ と。

一 ー 一あ る表 現 形式 で 絵 の 部分 か ら な る 材料 を 全 てデ ィス プレ ∠ しゴ 求 め

に叫Cこ れら嗣 榊 観 たり・切りとつ聾 恒 能婿 持つ

こ と9

-一 一最終 ペ ー ジを うつす め の手 段 を 用意 す る。

一一 一最終 的 に活字 を 組 む 前 に 各 ペ ー ジに つ い て 、 デ ィス クな い しは 磁 気

.テ三 プ上 に1レr－ ドを 創 る//

9新 聞 記 事 の蓄 積 と検索 、

こ のサ プシ ス テ 培 働 　 ザ ーは ・ リ苓 一 夕・や 嘩 亭 棋 び新 聞

社 か ら遠 くは な れた とこ ろ に あ る タ ー ミナルを 便 って 、 イン フ ォ ー メ三 シ

・ン .・サ ー ビスを 受 け る一般 ρ人 々もふ くまわ るだ ろ う。 コ ン.ピュ 三 夕に

よ る記 事 ラ イ ブ ラ リー検 索 シ ステ ム に関す る プ ランの 詳 細 は 、 ほ か の と こ

ろ で 発 表 されて き た。2種 類 の異 な った種 類 の ター ミナル 炉必 要 で あ る 。

しか し・最 近 の研 究 に よれ ば ・い か に して・せ い ぜ い部 分 的 に,こ れ らの

2種 の ター ミナ ルを くりけ る こ とが で きる が 、 が のべ らih'て き た.まで で あ

る。、

こ の場合 、1つ の種 類 の タ ー ミナル は 、 記事 そ れ 自体 を見 るため に使 わ

れ る。 何 故 な らば 、 記事 は 写真 か 、他 の絵画 的 な イン フォ三 ぞ三 シ ョンと

も含 ん で い るか ら・ 白黒 レ ベル で の能 力が デ ィス プ レ イに要求 され る・す

で に こ れ まで 述 べ た よ うtc、 記 事 の ス キ ャ ン ニ ン グ が 、1ペ ー ジ単 位 の モ

一-199-一



_ド で 、1秒 間5ペ ー ジ まで要 求 で き る。 しか しな が ら 、毎秒iべ ージな

い しは2ペ ージで 、 どん な 場合 で も十 分で あ ろ う1!、 一 ドコ ピー に よる ア

ウ トプ ッ トは 、は つき り した 要求 で あ る。 しか しなが ら』、'デ ィス プレ イが

今tぐ 使 える とい う こ とが 、 この よ うな 要 求 を 少 な くして い る;毎 秒1ぺ

_ジ を ハ・_ド コu・・=で ア ウ トプ 。 け る'ことは お1ぞ'ら ぐ愉 で あ ろ5。'こ

5し た ア ウ トプ 。 トを 直 接 始 め る こ とが 望 書 じい 応f分 ぐらい のお くれ

1・,

は悪 くは ない 。

第2の ター ミナルは 、 ニ ュー ス記 事 のu発 見 のた あ の道 具.と して 、必

要 と され る もの で あ る。 ユ ーザ ーは.こ の タ 」 ミナル を通 じて、 相 互 に会

話形 式 で 行な うこ とに ょ って 、 コン ビ 三一 タ に蓄 積 され てい る 三 ユース 記

事 を質 問 す る。 これ と同 じ機 能 が 、毎 日出入 りす る通 信 サ ー ビス や企 業 内

で つ くられ た記 事 か ら、 お も しろき・ものを 選 択 した い と思 ってい る ニ ュー

ス 編 集 者 には 役立 つ も ので あ 兵 力・な り鞭 加 ぽ ・ ニ ーース記 事 の選

択 に役 立 つで あ ろ う。(注 、 こ うとた要 求 捻 、 も つど複 雑 な 記 号表 示 法 が

み ら れ る科 学技 術 論文 の選 択 ほ ど、 シ ビ ヤで は な い)ご ライ トペ ンない し

ヵ 」 ・ルお よ びそ の⑭ 特 騨 敵 よ つて 紅 示 れ とぽ 編 集 ■ ン ソ

ール に と つで 有 昂 で あ る・編集 機 能 は 文献 目録 を 用 意 す るた め には・』限 ら

れた ベ ー スで 役 に立 つで あ ろ6。 同 様kス ざ ドコ ピー に よ る ア ウ ト プッ ト

・tは
、 さ つとみる 場合 、特 に非 常 に便利 な…1・・そ して早 い ・;・・三・ペ ー ジ。ttt

h'そ の他 の配 慮:'t:1'パ;"`「 『:7…1

これ らの ター ミナ ルの 価値 と コス トを 推定 す る こ とほ 、㍉三江 一 ス処 理上

の オ ペ レ ージ ョrジを 、 も っと'・ず つと深 く分 析 し、 との論 文 で わ れわ れ が行

な った よ りも、 も つと大 き な具体 化 の た め の手段 を必 要 とす る だろ う∵ し

か しなが ら、 作者 の考 え る も のが ご タ ー ミナル と しそ 、合 理 的 な価 格 の範

・囲 内 で あ るか
、 ど うか とい う意 見 を与 え る こ とは 有 益 であ ろ う6こ の 場合

タ ー ミナ ルは 現 在 の二 三ース 処理 で の オ ペ レ ー シ ゴン と して、 経 済 的 に使

わ れ よ う。 た とえ ぱ案 内 広告 の受 け入 れ(単 純tsタ 一一ミナル で 交換 手1対
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マ

'

顧客1で あ る もの)で あ り、 … …2500ド ル ー3500「 ト◆ル で あ りデ ィ

ス プレ イ広 告 用 コン ソ ール … …40,000ド ルか ら75,00ド ル 、 そ の他

… …約5 ,000ド ルほ ど。 ＼:∵・;'一 ミ1

倦 て 、'いまだ答 を 出 しで い な い ま まの 具体他 の 手段 に関 す る基 本 的 な 問

題 が 数多 くの・こ⇔ ていゐ も これ らは 次 の よ'うな もので あ る 。 オ な わ ち ・ ス

トレー ジ.チ=rプ 対 新 しtsデ ィス プレ イ62{一 一:ド他 された ロ ジ ック対 プ

ログ ラム化可 能 な』ロジ ッグ ・イ ンプ ッ ト装 置、単 独 の ク ラス タ対 バ ッ フ ァ

ー化 した ク ラス タで あ る。

しか'しな が ら、 か な り単 純 な観 察 が な さ泊 る。'1いく っか の ター ミナルで

早 く修正 し、再 び デ ィス プ レ イす る とい5要 求 は 、 ドラム型 の 〆 モ リーか

ら新 しい デ ィス プレ イの 操作 に好 感を与 え る よ5に 思 わ れ る∵ パ:ッ フ ァー

化 した ク ラス タは コス ト切 り下 げ に望 ま しい 。 プ ロ グ ラム他 可 能 な ロ ジ ッ

クは 、特 定 の機 能 が十 分備 わ り、 変 化 が ひ ん ぱん に起 ら ない な らば 、好 ま

しい と思 われ る。 観 察能 力 と スク リー ンの 調整 の容 易 を とい うよ うな人 間

の要 素を 考慮 す る こ とが 、成 功 と失敗 の分 れ 道 とな ろ う。

特 に ニ ュース処 理 に髄達 した5つ の ア プ リケ ーシ ョンを 述 べ て きた 。 こ

カ らの ア プ リケ ー シ ョン は 、 相 互伝 送 用 コン ピュ ー タ ・タ ー ミナ ルが役 に

立 つ分 野 で あ る。 これ らは(1)ニ ュ ー ス記事 の 編集 、(2)案 内広 告 、(3)デ ィ ス

プ レイ広 告 、(4)紙 面 の製 作 と レ イア ウ ト'、(5)記事 の蓄 積 と検索 、で あ る。

新 聞 の将 来 は 、上 に 述 べ た5つ の機 能を 示す コン トロール や モ ニ タ リン グ

の能 力 に 腐 し、 人 機 が行 動 を と りつ つ、 高度 に 自動 化 され る こ とにな る だ

ろ う。 これは 、 ち よ うどほ か の多 くの こ と と同 じ よ うに、 中 央 の タイ ム ・

シ ェア ー ド ・デ ィジ タ ル ・コン ピ ュー タに接 続 して い る相 互 伝送 用 ター ミ

ナル を通 じて行 な わ れ るわ けで あ る。 しか し、 これ らの機 能を は たす た め

に 、 こ うした タ ー ミナ ル に対 す る要 求 は 、い くつか の ケ ー スで は 、現在 の

可 能性 以上 に な る とされ て い る。 そ の理 由は 一 部 では 、 こ うした 要 求 の う

ち のい くっか は、 以 前 に 考 えた 以上 に シ ビ アに な るか も しれ ない 、 とい う

一一201'一 一



事 実 に よ る も の で あ.る 。 ・_二.、 ,∵ ♂,

E店 頭 販 売 シ ス テ ム 用 タ ー ミ ナ ル

FoodFairandO6rtiifed、 ・Grocbfざ'ofCallifornia社 とIMSC

InventoryManagementS .ystems社 の 共 同 開 発 シ.ス テ ム

IMSがCertif・ied-Grocers社 と 契 約 し て 開 発 し た 店 頭 販 売(POS)

シ ス テ ム は 通 常Market
、rqnと 呼 ば れ る シ ス テ ム で 、 そ の シ ・ス テ ム の 構 成 は

次 の よ う な も の で あ る 。

.CertifiedGrocersofCalifOrn .ta社 傘 下 のFoodと 、Fairと 、

1・MS社(InventoryManagement・Systems社)の 共 同 .開 発 、 今 春 よ り 実

り実 用 テ ス ト へ 、「,:

シ ス ・テ ム 概 要 蠕 ・一'_ 、,..』 一 『 ….・=..・ ㌧・ ・,・ 、

】

●

●

・-202一
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、nv。n,。,yManag。m。m,S,、t,1,社 はC。,c、f、 。d社 ・ の 間 飾 ・

ヵ 月 に わ た る テス トを行 な った 。 そ の結 果 ㌶ス 」パ ーマ ー ケ ッ トのお 客 の う

け も、 また店 の経 営 に も好 評 で あ った。'こ の よ うな 成功 を み て 、 ま だ計 画 の

初 期段 階(こ の種 の もので は 最 初 の試 み…):であ る に もか かわ らず ・ そ の他 の
　

ス ー パ ー マ ー ケ ッ トが テ ス トを 申 し込 み'実 施 して い る 。 現 在 米 国 でMarkさti`

ronを テ ス ト して い る ス ∠ パ ー マ ー ケ ッ トに はDaitchShopwe11,Big

Appleな ど が あ る 。

IMS社 の 社 長 で あ るDaivdHackman氏 に 言 わ せ る とMarketronシ

ス テ ム と タ_ミ ナ ル の利 用 に よ つて 、 店 の お客 は 正 しい 購 買 リ ス トを 受 け と

る こ と が で き る よ うに な る と の こ と だ 。

つ 誉 り従 来 店 頭 が 品物 と値 札 を 見 て レ ジで 金 額 を 打 って い た が 、 今 後 は 低

く い

段 よ りもむ しろ コ ー ド 〔オ ンバ ー だけ に気 を っ け て それ を タ ー ミナ ル ・レジ

ス ・ 一か らパ ンチ 龍 ぼ よい.す る と ・…ン ピ ロ ・は この ナ ンバ ー授 け取

り、 領 収 テ ー プに 直接 価格 を 打 ち 出す とい う仕 組 に な った 。 レジを 担 当す る

必 要 もなけ れ ば 、値 段 を覚 え1る必 要 もtSL).。 この種 の デ ーータはtべ て コン ピ

ュー タ に デ イ リーで プロ グ ラム さカ てお り、 コン ピュー タは 税 金 の 計 算 か ら

お客 が どの くらい の トi・itイデ ィ ング ろ タ ン ブを持 ってい る とか 余 分 な在 庫 の

計算 な どを行 な うので あ る 。皐

この よ うな店 頭 販売 シ ス テ ムで 得 ら れ る利 益 は 在庫 の正 しい 管 理 に よ るコ

ス トの削減 が得 られ る こ とだ と して い る 。 ま た店 員 の ミス ・パ ンチ に よる損

失 も防 ぐ ことが で きる・興k・ ・「・・ シ ステ ム鶴 頭 か 会 計 チ ー ・PD際 に

誤 った コー ドを 打 ち こむ どただ ち に エ ラー;ラ イ トを つ け キ ー ボ ー ドを ロッ

クす る。

なおIMSに つ い て は現 在 の と ころ まだ完 全 に完 成 され た わ け では ない 。

今後 が れた改 良 点 吐 て 呼 唱 ・'チル ・レ ジス・タ 一部分 の オ プテ ・カル ・

ス キ ャ ナ ー 機 能 を 付 加 す る ζ とで あ るg現 在 店 頭 は コ ーtド を 手 で パ ン チ しな

け れ ば な ら な い 。 ・・'
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'

これ 託 の ・ ころ 吸 熱 …n・ ・つ ・'て4扶 きな鰐 は な く・Food

Fairで は 限 定 的 に 東海 岸 に テ ス ト地 域 を伸 ば した 。 しか しこ5.し た広 域

テス トで わ か つた 問 題 と・して は ・ ン ピー 一夕 とス パ ー'■ス トア 唄 鴎 話 回

線 の 問題 がで て きた 。 そ して も うひ とつ ∂)問題 は,コ ス トで あ る 。

IMSの コス トは 、例 えば そ れを便 用tる ユ ーザ ーは タ ー ミナ ル 便 用1時

齢 た り・∨i・・ ドル 瀕 ・ な る ・ そ して ひ ・た ～1趣50・6・0
.熱'し7-2・

時 間は便 用 すゐ 。 これ は 決 しそ安 くない金 額 にな る。

と ころ で タ'一 ミナ ・順 用 台 数 は 現 在 どの くらい の 数 吋 る、砂?.Bi、9

A,P .1・ の担 当計 同 社 の便 用 タ ー ミチ ルは テス 暇 階 で64欲 達L・ ・(L・

る と言 って い:る。 これ ぐらい の 台 数 で あ る と使 用 コ ン ピュ 三夕は'2台 ぐらい

必 要 だ・ ちな 鉋 同 社 は カ リ7・1・ ニア の グ レ ン トウ ・ ドと ・ネチ カ・・ トの

ス タ ン フ ォ・一口 ドに コ ン ピ ュ 」 タ を 設 置 して い る 。

F株 式 情 報 問 い 合 わ ぜ タ ー ミ'ナ ル

Ul・ …i・S・ …m・ 肋 デ ー タ'ネ ・ トワーぞ ㌣ べ ㌣ 鑓

次 の 表 はUltronicSystems社 の サ ー ビ ス ・シ ス テ ム の 構 成 図 で あ る 。

=。'一ザー碗 、ぬ 、NY蝋 二 三 一斑 券取引碗 λ漣xl層 ア,,力

蹴 引所)力碗 ぽ モンド
、リ牙☆藤 壷 痢 所などの

:㌶ 欝 灘 盤 翫 ㌶奪蒜ST.
r..'

BR－ な ど各種:の タLミ'1ナ ルが 設 置 さi江る 。

. 'tt..〆 ・,.川t.tyl..i・1-・/:1"['

'.IL..、 一 〇 ・:・;;,・ ・ll:…'{.'てf・'it'tllt['1':"li-tt":
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`

ス タ ン ド バ イ ・.

コ ン ピ ュー タニ ューヨーク

証 券 取 引 所
～

・

ウ ル トラ ス キ ャン

ULTRON

Ic

F F

マ ス タ ー

コ ン ピ ュ ー タ

セ ン タ ー

ア詮 募 姦 引 所
.
＼ お よび

レク トラ ス キ ャン'L

10ケ 所 の

証'券 取 引 所

、

＼

＼

一

'

,イ/.

/'

マ ーケ ラ トマ ス タ ー

、

全 米 主 要

証 券 取 引・所
イン ス タ ン ド ・ク ォート

①

②トロン、ト㌔ カナデ ィアン

モン トリオ ール

証 券 取 引 所
|

VIDEOM

ASTER

L/已 デ ー・
③

VIDEO

SCAN ④配当纏 主
。

srrOCKMメ.

AUTO

QUOT

…

;
1

ロ イタ ー/ウ ル ト ロニ

ク ス レポ ー ト
STBR

丁冤}REA

DOUT

① 『VtDEoSCA・N'

:こ
の 装 置wは'U"1t'oronic社 の サ;-iビ ス の ひ と つ で あ るRUR・(ロ イ タ ー

/Ultronic・ レ ポ ー ト)サ ー ビ ス め た め に特 に 設 計 さ れ た も『の で あ る 。

RURサ ー ビ ス はUltronic社 が 世 界 的 ネ ッ ト ワ"グ を 持 つ.ロ.イ'タ ー

∫通

信 社 と 共 同 で 開 発 サ 」 ビ ズ を し て い る ビ ジ ネ ス情 報 速 報サ ーゼ ズで あ る。

さ ら に オ プ シ ョ ン を 付 加 す る こ と に よ つてUltronic社 の 提 供 してい る

ニ ュ ー ヨ ー ク お よび ア メ リカ 証 券 取 引 所 の チ ェ ッカ ー を デ ィ ス プレ イ す る

こ と もで き る 。

な お ユ ー ザ ー の も と に 設 置 さ れ る 装 置 はUltronic社 の サ ー ビ ス 用 タ

ー ミナ ルVIDEOMASTERの 改 良 型 で あ る 。 大 き さ は ポ ー タ ブ ル ・ タ

イ プ に1イ ン チ も の と23イ ン チ ・ス ク リー ン が あ る。

②VIDEOMASTER

'
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この装 置は イン ク ワイァ リー特 殊 キー ボー ドを持 つ 。た とえば 特 に大 き

め に作 って あ るnGoEの ボ タン とか証 券 取 引所 の シ ンボ ル な どで あ る。

VIDEOMASTERを 便 ってtる 仕 事 と して は ス トック ・シ ン ボルを

キ ー.イ ン して18項 目に わた る株 式 情 報 を デ ィス プレ イす る。 さ ら に高

値 安 値表 示 、取 引 量 表 示 を 行 な う。 なお 表 示 され る株 式 の 数 は8,000種

以上 に わ た る。

③STOCKMATER

8,000種 以上 の株 式 に 関 して よ り詳 しい 情報 を 入 手 す る た め に便 用 す

る ター ミナル で あ る。す な わ ち 各株 式 ご とに

o

o

o

o

o

o

o

ひけ値

取引高

始め値

高値 、低位

前回 ひけ値

取 引された最新の時 間

年度末 ひ と株あた りの利益率

な どを表 示 す る ので あ る 。 そ して この よ うな仕 事 に 向 くよ うキ ー ・ボ ー ド

の 数 はVIDEOMASTERやSTOKMASTERよ り も多 い 。

④AUTOQUOTE

上 記 各 種 タ ー ミナ ル と この 装 置 の ち がい は入 力 と して の キ ー ボ ー ドが 少

な く出 力は タイ プラ イタ ー一に ょる こ とで あ る 。 この装 置 はULTRONIC

社 のユ ーザ ー の中 で も と くに小 規 模 で 遠隔 地 の ユ ー ザ ーに 向 け て作 られ て

い る。 す な わち この テ レ タ イ プ型 タ ー ミナルはSTOOKMASTERと 同 じ

サ ー ビ ス機 能 を は たす が 、STOCKMASTERに 比 べ て イ ン ク ワ イア リー

機 能 が 落 ち る 。 しか し、 ハ ー ド ・コ ピー に ょる プ リン ト ・ア ウ トとか 穿 孔

テ ー プな どが利 用で き る とい う利 点 が あ る。

一一207一

「



輪

ノ

ぺ



●

】

】

ア ル フ ァ ニ ュ メ リ ッ ク ・デ ィス プ レ イ ・ タ ー ミ ナ ルMa1

デ ィスプ レイ装置 エデ ィテ ィン グ ・フ ァシ リテ ィ コン トロール装 置 補助装置

a機 種 aホ リゾン タ ル ・タ ブ a機 種 aプ リンタ

bデ ィス プ レイ のサ イズ(イ ンチ) bラ イン ・イレ ーズ bバ ッフ ァ ・ス トー レ ッジ のタ イプ bそ の他

機 種 名 c1ラ イン 当 りの キ ャラク タ 数 cラ イ ン ・ イ ン サ ー ト Cバ ッフ ァの容量(キ ャラ クタ 数) 備 考

dデ ィス フ'レ イ当 りの ラ イ ン数 d伝 送 部分デ ィスプ レイ d1コ ン トローラ当 りの デ バ イス の 最 大

eデ ィス プ レ イで きる キ ャラク タ 数 eス プ リ ン ト・ス ク リ ーン 数

fデ ィス プ レ イ当 りの トー タル ・キ ャラクタ fそ の他 eマ ル チ ・ドロ ップ

gキ ャラク タ ・ゼネ レ ーシ ョン ・テク ニ ック

ハ ネ ー ウ ェ ル ・シ リ ーズ a312 a否 a323 aテ レ タ イプ ・モ デル33又 は 1行 当 りのデ ィス プレ イとキ ャラクタに対する多 くの行 数

270 b幅4.75,高3.75 b肯
一 －

bア ィ レ イ ・ブ イ ン 35KSR又 は:RO の多 くの異 った配置 は有効である。全てのデ ィスプ レイは

ヴ ィジ ュアル ・イ ンフ ォ c8～42 c否 c768～6912 bテ レ タ イプCX紙 テ ーブ リー 必ず 同じ配置を持たねばな らない。

メ ー シ ョン ・プロジ ェク d2～12 d肯 d最 高96;極 大の有効な数は、デ ィス ダ と]～RPE紙 テ ー プパ ン チ 異 った型のデ ィスプ レイ装置 と補助記憶装置は、同一 のコ

シ ョン ・シス テ ム e40フ'ラ ス12オ プ シ ョナ ル ま で eオ プ シ ョナ ル プ レイ ・サ イズ と物理的空間 と力量に ン トロール 装置 に混 合 され 得 る。 この 装 置 は パン カ[・ ラ

f32～384 f全 範囲 に 渡 る カーサ ーム ウ グ メン トを モに よ って 配置 され る。

g5×7ド プ ト ・マ トリ ックス コ.ン トロ ー ル す る 。

バ ロー フス a9351-4モ ニ タ ー a肯 aコ ン トロ ール1,皿,又 はHA aテ レタ イプ モ デル33RO, コン トロ ール 皿の 磁 気 コア 、4個 まで と コン トロ ールnA

イン プ ッ トとデ ィス ブ レ
レ

b幅12,高9 bオ プ シ ョナ ル b磁 気コア コ ン トロ ール 当 り1 の磁 気 コ ァ 、12個 ま では1個 の デ ー・タ ・セ ッ トに倍 加 さ

イシス テ ム c80 cオ プ シ ョナ ル c1024 bな し れ る。

d25 d肯 dIコ ン トロ ール 当 り1デ ィスプ レ イ,

e66 e肯 皿又 はHAコ ン トロ ール 当 り4デ ィス

f1020,508,叉 は252,2000デ ィ f全 範 囲 に渡 る カ ーサ ー ・ム ウ グメ ン ト
・

プ レイ

ス プ レイ ・ポ ジ シ ョンズ を コン トロー ルす る。 e肯
`
gス トロ ー ク

バ ン カ ー ・ラ モ ・シ リ ー a212 a否 a223と224 aテ レタ イプ ・モデ ル33又 は 1ラ イン 当 りの 多数 の ラ インズ ・デ ィス プ レ イ ・キ ャラ ク

ズ200 b幅4.75,高3.75 b肯 bデ ィレ イ ・ラ イン 35KSR又 はRO タ ーズの多様 な配置は有効である。全てのデ ィスプレイは

一 ∨ 一" チ

ア 一 夕 ・ア イス フ レ イ ・ c8～42 c否 c768～6912 bテ レタ イプCX紙 テ ープ ・リ 同 じ配置でな ければならない。

シ ス テ ム d2～12 d肯 dデ ィス プ レイサ イズ と フ ィジ カル ・ス 一ダ とDRPE紙 テ ープ ・パ 異 った 型のデ ィスプレイ装置 と補助デバ イスは同じ制 御装

e40プ ラス12オ プ シ ョナ ル eオ プ シ ョナ ル ペ イス とパ ワ ー ・リク ワ イァ ン トに依 ンチ 置に組込むことができる。

f32～384 f全 範 囲 に 渡る カ ーサ ー ・一 ウグメ ン ト り、 最 高96ま で

g5×7ド ッ ト 汀マ トリ ック ス を コ ン ト ロール す る。 eオ プ シ ョナ ル

一209 一





ア ル フ ァ ニ ュ メ リ ッ ク ・デ ィ ス プ レ イ ・タ ー ミ ナ ル 逝2

デ ィス プレイ装置 エ デ ィイン グ ・フ ァシ リテ ィ コ ン トロー ル ・装置 補助装置

a機 種 aホ リゾ ン タル ・タ ブ a機 種 aプ リンタ

bデ ィス プ レイのサ イズ(イ ン チ) bラ イン ・イ レーズ bバ ッフ ァ ・ス トレ ッジ のタ イプ bそ の他 備 考

機 種 名 c1ラ イン当 りの キ ャクタ 数 cラ イン ・イ ン サ ー ト cバ ッフ ァの 容量(キ ャラク タ数)

dデ ィス プ レイ 当 り のラ イン 数 d伝 送部分デ ィスプ レイ d1コ ン トロー ラ当 りのデ バ イス の最 大

eデ ィス プ レイで き るキ ャク タ数 eス プ リ ッ ト ・ス ク リー ン 数
」

fデ ィスプ レ イ当 りの トータ ル ・キ ャラクタ fそ の他 eマ ルチ ・ドロ ップ
'

gキ ャク タ ・ゼ ネ レーシ ョン ・テ クニ ック

CDC210 aデ ィス プ レイ ・ス テ イシ ョン 当 り211Fエ ン ト a否 a216リ モ ー ト ・コ ン ト ロ ー ラ aIBMセ レク トリ ック ・タ イ 1ラ イン 当 り80キ ャラク タ13ラ イン の 有効 な デ ィス プ レ

'

エ ン トリー リ ー b否 bデ ィレイ ・ライン プ ラ イタ イ配置

デ ィス プ レイ ・シス テム b幅8.0,高6.0 c否 c1デ ィスプ レイ当 り1000キ ャラク bな し コン ピ ュータの1/0チ ャン ネ ルへ の 直接 連結 に役立 つ イン

050,備 考 参 照 d肯 タ タ ー フ ェ イス

◆

d20,備 考 参 照 e否 d12ま で のデ ィス プ レイ装置 とプ リン

e64 f全 範 囲に 渡 る カ ーサ ームー^ヴ メ ン トを タ

f1,000 コ ン トロール する 。 最 高6プ リンタ

g5×7ド ッ トマ トリ ック ス e肯

GE aDMU761デ ィス プ レ イ ・モニ タ ー装置 a肯 a1)OU760デ ィス プ レイ ・コ ン トロ aテ レタ イプ ・モデル33又 は DＬMU761と エ レク トロニ プク ・キ ー ボ ー ド(.EI(B

デ 一 夕ネ ットー760 b幅8,0,高6.3 b否 一ラ装置 35RO 761)をDTU760デ ィス プ レ イ端 末 装置 とお きか え

キ ーボ ー ド/デ ィス プ レ c46 c否 一 －
bア ィ レ イ ・フ イ ン る 。

A

イ'サ ブ シス テ ム d4,8,16叉}ま26, d肯 c1472を1単 位 と して 最 高5882 使 わ れ たデ ィス プ レ イとプ リン タ ・モニ タ ーは 有効 で あ る。

e64 e否 まで

f・184,368,736又}よ1196 f全 範 囲に 渡 る カ ーサ ー ・ム ー ヴメ ン ト d32個 のデ ィス プ レイ装 置 とプ リン タ

g5×7ド ッ ト ・マ トリ ック ス を コン トロ ール す る 、特 別 な シ ン ボル 最 高4プ リンタ

はテ ーブルを容易にする。 eな し

RCA70/750 a70/751-10,-11,-12ビ デ オ ・ aオ プシ ョナ ル a70/759ビ デ オ ・デ ー タ ・コ ノ トロー aな し 1個 の70/750シ ス テ ムは1個 の70/759コ ン トロ

モデ ュラ ー ・ ビデオ デ ータ ・タ ー ミナル b肯 ラ;4個 までの ビデオ ・デ 一夕 ジ ェネ レ bな し 一ラ
、4個 まで の70/756ビ デ オ ・デ 一夕 ジ ェネ レ イタ

デ ータ ・シス テ ム b幅4.0幅8,0幅8.0幅8.4幅8.4 c肯 イタ ーを 含 む。 そ してVDG当 り8個 ま での70/751ビ デ オ ・デ ータ ・

高2.8高1.4高5.6高1.7高3.4 d肯 bビ デオ ・デ ー タ ・ジ ェネ レ イタ ーに含 ま タ ー ミナ ル を含 む 。

e肯 れ る マグ ネ トース トリク テ イプ ・デ ィレ デ ィス プ レイ配 置 とい くつ か のタ ー ミナ ルは 、70/756

c275.4548080 f全 範囲 に 渡 る カ ーサ ー ・ムー ブメ ン ト イ VDGモ デルの1機 能として使われている。

d10520612 を コン トロ ール する 。 cビ デ オ ・デ ータ ・ジ ュネ レィタ 当 り

e9696969696 2160,ビ デ オ ・デ ー タ ・ コ ン ト ロ ー

f2702701080480960 ラ当 り、4個 のVDGま で

d70/756-11VDG当 り18個
●

・

gモ ノス コ ープ 70/756-21VDG当 り4個

70/756-31VDG当 り2個

,

eオ プ シ ョナ ル
■

「

.
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ア ル フ ァ ニ ュ メ リ ッ ク ・デ ィ ス プ レ イ ・タ ー ミナ ルMa3

デ ィス プ レイ装 置 エ デ ィテ ィング ・フ ァシ リテ ィ コン トロ ール装 置 補助装置

a機 種 aホ リ ゾンタ ル ・タ ブ a機 種 aプ リン タ

bデ ィス プ レイ のサ イズ(イ ンチ) bラ イン 。イ レーズ bバ ッフ ァ ・ス トー レ ッジの タ イプ bそ の他

機 種 名 c1ラ イン 当 りの キ ャラク タ数 cラ イ ン ・ イ ン サ ー ト cバ ッフ ァの 容量(キ ャラク タ数) 備 考

dデ ィス プ レイ 当 りの ラ イン数 d伝 送 部分デ ィスプ レイ d1コ ン トロ ーラ 当 りの デバ イス の最 大

eデ ィス プ レイ でき るキ ャク 多数 eス プ リ ッ ト ・ス ク リ ー ン 数

fデ ィス プ レイ当 りの トータ ル ・キ ャク タ fそ の他 eマ ルチ'ド ロ ップ

gキ ャク タ ・ゼネ レ ーシ ョン ・テク ニ ック

フ ィル コ ー フ ォ ー ド aモ デ ルD-21デ ィス プ レ イ装置 a否 a自 らに 含 まれ てい る D-21はIBM2260メ ッセ ージ ・フ ォーマ ッ トと互 換

ア ル フ ァニ ュメ リ ック b幅10.7高9 b否 bマ グ ネ トース トリク デ ィブ ・デ ィレ イ aな し 性がある。

カ ラー ・デ ィス プ レイ ユ c64 c否 ラ インズ bな し

ニ ッ ト d24 d肯 c1536

モデ ルD-21 e62 e肯 d1

f1536
'f全 範 囲 に渡 るカ ーサ ー ・ム ー ブメ ン ト e肯

g5×7ド ッ ト ・マ ト リ ック ス を コン トロール す る。

.

コ ン ピ ュ ータ ・コ ミ ュニ aCC-300モ デ ルHIVレ シー バ a肯,1個 の 固定 された ポ ジシ ョン aCC-301,TVデ ィスプ レ イ ・コ aモ トロ … ラT'P4300; テ レタイプ ・モデル33RO又 はKSRは1個 の補 助装置 と

ケ ーシ ョンCO-30 b幅8高(元5 b否 ン トロー ラ IBMセ レク トリ ック;CC して 取 りつ ける こ とがで き るc32個 まで のCC-301を
`

コ ミ ュニ ケ ー シ ョン c40 c否 b磁 気コア 一310プ リンタ CO-72マ ス タ ー ・コン トロ ー ラと連 結 で きる。

ス テ イシ ョン d20;24(オ プ シ ョナル) d肯 c1024 bカ ー ド ・リーダ ▲要 求 に応 じ

e69;96(オ プ シ ョナル) e肯 dlデ ィスプ レ'f)16個 ま での モニ タ たその他各種の装置

f800;(960オ プ シ ョナル) f全 範囲 に渡 るカ ーサ ー ・ム ・一一ヴメ ン ト 一;ど んな組合せ でも7個 の補助装置

e5×7ド ッ ト ・マ ト リ ク ス を コ ン トロ ールす る。 まで

e肯

ユニ パ ック a・ デ ィス プ レイ装 置 a肯 a300Mマ ル テ ィ ・ス テ イシ ョン'コ aな し 300Sタ ー ミナル は1個 の デ ィス プ レ イ ・ス テ イシ ョン と

ユニス コ ープ300 b幅10× 高5 b肯 ン トロ ール装 置 bな し 1個 の集積制 御装置を含む。

ビ ジ ュア ル ・コ ミ ュ ニ ケ c64 c肯 b磁 気コア オ プ シ ョナル な35個 フ ァン ク シ ョン ・キ ーに 対す る122

一 シ ョン ・タ ー ミ ナ ル d8又 は16 d肯 c8,192,16,384,又{ま24,576 個のオ ーバレィズは 自動的 に識別できる。

e56,61又 は96 e肯 d24又 は48

f1024又 は512 f全 範 囲に 渡 る カ ーサ ー ・ム ー ヴメ ン ト e肯

gス トロ ーク を コン トロール す る。

サ ン グ ース720 a708デ ィス プ レイ装 置 a肯 a701コ ン トロ ール装 置 aテ レタ イ プ33又 は35RO い くつかの異ったキーボード配置が 有効である。

デ ータ ・デ ィス プ レ イシ b幅7.5高9,5;備 考 参照 b肯 bデ ィレ イ ・ラ イン bテ レタ イプCX紙 テ ープ ・リ 9.5×75デ ィス プ レイは1ラ イン 当 り64個 の キ ャラ ク タ

ス テ ム c52,備 考参 照 c'肯 c1024,2048又{ま3072 一ダ とDRPE紙 テ ープ ・パ
と1デ ィス プ レ イ当 り32ラ インに 対 して 有効 で ある(全 部

d40,備 考参 照 d肯 d12個 の デ ィス プ レイ装 置 ンチ で2048ポ ジ シ ョン)

e64 e肯 1個 のプ リンタ は各 デ ィス プ レイ ・バ aテ レ タ イプ33又 は35RO

f256,512又 は1024;ト ータ ル2080 fバ ーテ イカル ・タブ;全 範 囲 に渡 る カ フ ァ ・セ グメ ン トに 分割 する こ とが で bテ レタ イプOX紙 テ ープ'・ リ

デ ィス プ レイ をポ ジ シ ョンす る 。 一 サ ー ・ム ー ブ メ ン トを コ ン ト ロ ー ル
きる。

一ダ と1)RPE紙 テ ープ ・パ

gス トロ ック する 。 ンチ
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ア メ フ ァ ニ ュ メ リ ッ ク ・デ ィス プ レ イ ・タ ー ミ ナ ル 廠4
・

⊃

デ ィス プレイ装置 エデ ィテ ィン グ ・フ ァシ リテ ィ コ ン トロ ール装 置 補助装置

a機 種

「

え'ホ リゾン タル ・タブ a機 種 aプ リン タ

bデ ィス プ レ イのサ イズ(イ ン チ) bラ イン ・イレーズ
丁

bバ ッフ ァ ・ス トー レ ッジの タ イプ bそ の他

機 種 名 c1ラ イン 当 りの キ ャラクタ 数 cラ イ ン ・ イ ン サ ー ト cバ ッフ ァの容=量(キ ャラク タ 数) 備 考

dデ ィス プ レ イ当 り のラ イン数 d伝 送部分デ ィスプ レイ dlコ ン トローラ 当 りの デバ イス 最大 数

eデ ィス プ レ イで き るキ ャ ラクタ 数 eス プ リ ッ ト ・ス ク リ ー ン
.

eマ ル チ ・ド ロ ツ フ

fデ ィス プレ イ当 りの トータ ル キ ャラク タ fそ の他

gキ ャ ラ ク タ ・ゼ ネ レ ー シ ョン ・テ ク ニ ッ・ク

レ イセオ ン a402デ ィス プ レ イ ・コン ソール a否 aコ ン ソールに 含 まれ そ い る。 aテ レタ イプ33又 は35RO その他 の編集 能力は機能内部に含まち またテキス トの拡大
'

DLDS-400 b幅8.5,高6.5 b肯 bデ ィレイ ・ラ イン b.な し や縮 少 を 削 除 し,全 範 囲 の カ ーサ ー ・ム ウ ∀メ ン ト を コン ト

c40～80 c否 c520叉}ま1040 ロール す る。

d13 d肯 d1;最 高5個 ま で のデ ィス プ レ イ ・コ

■

e64 e否 ン ソール が1デ ータ ・セ ッ トを 分割 で

f520叉}ま1040 f備 考参照 きる。

gモ ノス コ ープ
eオ プ シ ョナル

RCA70/752 a70/752デ ィス プ レ イ ・タ ー ミナ ル a否 aタ ー ミナル に含 まれ て い る。 aテ レタ イプ33又 は35RO RCA6051ビ デ オ ・デ ータ ・イン タ ロゲ イ ター の代 りを

ビデ オ ・デ ー タ ・ b幅8.0,高5.6 b肯 bデ ィレ イ ・ラ イン bな し す る。

タ ー ミナ ル
c54 c肯 c1080

d20 d肯 d最 高8個 までのデ ィスプ レイが70/

e64 e肯 755ス イ ッチ を通 る1ラ イン に マ

f1080 f全 範 囲に 渡 る カ ーサ ー ・ムー ヴメ ン ト ルチ プ レ ック ス され る;デ ィスプ レ イ
台

9ス トロ ーク を コン トロ ールす る。 当 り1プ リンタ

e肯

IBM2260 a2260デ ィス プ レイ ・ス テ イシ ョン a否 a2848デ ィス プ レ ・r・ コ ン トロ ー ル aIBM1053モ デ ル4

デ ィス プ レ イ ・ス テ ィシ b幅9,高4 b否 bデ ィレイ ・ラ イン bな し

ヨ ン c40又 は80 c否 c7680

d6又 は12 d肯 d24個 のデ ィス プ レイ装 置 と1プ リン
.

e64 e肯 タ

f240,480叉}ま960 f基 礎装置 つきの限定 されたカーサ ・コ e否

g5×7ド ッ ト ・マ ト リ ック ス
ン トロ ール;全 範 囲 に わ た る コン トロ

.

一ル ・オプ シ ョナル 、

.

L
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コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・プ ロ セ シ ン グ 装 置Ma1

ア ソ シエ イテ ィ ッド ラ ィン の最大 数 内 部 ス トー レ ッジ オンライン周辺装置 自動 伝ミ送 コン トロ ー 自動 プ ロセ シ ン グの パ フ ォーマ ンス

コ ン ピ ュータa狭 帯 域 aス トーレ ッジの aマ ス ・ス ト レ ッ ルの フ ァシ リテ ィ フ ァシ リテ ィ a全 コ ミュニケ ー

機 種 名 機 能 システム(ACS)b音 声帯域 タ イプ ジ aコ ー ル ・イ ニ テ a加/減 シ ョンの デ ー タ
,

c広 帯域 blワ ー ドの ピッ b1ワ ー ドの ビ ツ ・・イエ 、イ シ ョ ン
.、 b乗/除 速度の最大値 エ ラ ー ・コ ン ト ロ ー 備 考

ト数
"ト 数

(ス イ ッチ ・ラ cエ デ ィテ ィング b最 大データ速度 ル
.

「

cキ ャパ シテ ィ cキ ャパ シテ ィ イン 上の) dコ ー ドの トラン
◆

にお ける フロセ

(ワ ー ド数)
一

(ワ ー ド数) bコ ール ・リセ プ スt/一 シ ョン ッサ ・デ ィマ ン
.
、 ..

dサ イ"ル ・タ イ ーe ラ イン ・プ リン シ ョン ' ド 。

ム(μsec) タ ● cラ イン の識 別

・-

fタ イフ ・ フ イ タ dリ モ ー トの ボ ー

リン グ

バ ロー ズ バ ロウズB2500又 は
⑳

バ ロー ズB2500aな し a磁 気コア aACSに よる a不 可(デ デ ィケ aAOSに ょる a9
.

オ ー トマ テ ィ ッ ク ・ 2350-1コ ン トロ ールはB2500シ

2350-1と B3500コ ン ピ ュ ータ 文 盲ま]B3500b6 (ACS内) bACS〃 一 ラ'ッ ド ラ イ ン b〃 b9 . メ ッセ ージ ・パ リテ ス テム で用 い られ る。3350-1はB

3350-1
●

をオ ン ラ イン ・パ ンキ ン cな し b8 cAGS〃 上でオ ペ レ ー ト c" イの チ ェ ック 3500シ ス テ ム で用 い られ る。16リ モ
、

タ ー ミナ ル ・ ユ ニ ッ グ ア プ リケ ー シ ョンの た c60,000 dACS〃 する) d" 一 ト ・デ ーラ ー ・コ ン ソ ール まで が ラ イン

ト ・コ ン トロ ー ル めのマルテ ィプル音声帯 (B2,500) eACS〃 b不 可(デ デ ィケ e可
.

に つ き供 給 され る。10の コ ン トロー ルの

・嘩 嬬iひ ・ためのマル 50000 fAOS〃 一デ ッドラ イ ン 最 大 値 は コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム につ き 供

、

チ 回線 コ ン トロ ーラ (B3500) 上でオ ベ レ ー ト 給 され る。

註
.

.㎡.

㌃ ヒ
'.

71

, d2.0(B2500)

LO(B3500)

' する)

c可

d可
'P

ODC8090/ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン ・ブ
・

な しal28シ ン フ レ a'磁 気 コア a有 二 a可 a可 a5,000キ ャ ラ プ ログ ラムに 従 う。 他 のCDCコ ン ピ ュータは8050で は な
、

8050
一

イン フ ォ メ ー シ ョ ン

団七 シ ング ・シス テ ム

マル チ プル 狭帯 域 ア ン ド

ック ス(ハ ーフ)

又は64半 デ ユ

b12

c8,192～

b有

c有

b*

c可

b可

C*

ク タ/秒

b100%
■

ダ イレク ト1/0以

外 では 自動チ ェック

い シス テ ムで 使 われ る。

殆 ん ど の装置 は 、 デ ュア ル ・プ ロセ ッサ を

/オ ァ音声帯域回線の タ
・ プ レ ックス 又は

32,768 d有 d* d* は な い。 用 い る。

コ ン ト ロ ー ル ・シ ス 一 ミネ イ ト 全 デ ュプ レ ック d6.4 e有 e可 *… 自動的 にはできないがプログラムで可

テム 露 ス f有' 能

b32半 又は全デ

ユプ レ ック ス ・

c10

r・

・

GE ス トア ド ・プ ログ ラム ・
・

GE200,400,a240シ ン プ レ a磁 気コア a有;AOSに もよる .a可 a可
.

aテ レグ ラフ ・グ プ ログ ラム に従 う GEコ ン ピ ュータ のス ィ ッチ ング フ ァシ リ

デ 一夕 ネ ッ トー30 プ ロセ ッサ, 600シ リーズ ック ス(ハ ーフ) b18 b有;〃 b* b*;又ACSに よる レ ー ド ・ ラ イ ン 、 グ ィレク ト1/0以 テ ィと して毎 々使 われ る。

マ ル チ プ ル ・テ レ グ ラ (オ プ シ 目ナル)又 は ゴ20半 デ c2,096～ c有;〃 c可 C*;" に対 して約 外では 自動チ ェック *… 自動的 にできないが,プ ログ ラムで可

フ ・グ レ ー ド ユプ レクス か 全 16,384 d有 〃 d* d*1〃 6000キ ャラ は な い。 能

音声帯域アン ド/オ ア広 デ ュプ レクス d6.94 eACSに 通 る e不 可 クタ/秒

帯域 回 線 を タ ー ミネ ー ト b24半 デ ュプ レ b・100%

す る。 クス .

GEコ ン ピ ュータ に 直 接 c7半 デ ュ プ レ

接続 する。 ク ス

!'ネ ウ ェル

タ イプ286
、

マルチ ・チ ャン不ル

ハ ネ ウエ ル ・シ リーズ200

のコ ン ピ ュータ をマ ル テ ィ

プル 狭帯 域 回 線又 は 音 声帯

ハ ネ ウエルa63半 デ ュプ レ

シ リーズ200ク ス

(モ デ ル100をb63半 デ ュプ レ

合 磁気 コア

(ACS内)

b6

aACSに よ る

b〃

〃C

a可

b可

c可

aACSに よる

b"

C"

a7,000キ ャラクタ

/秒(メ プセ ージ ・
モード)

約700キ ャラクタ

自動 受信,キ ャラク

タ の ジ ェネ レ ィシ ョ

ン とブ ロ ック ・パ リ

テ ィ,実 際 の エ ラ

各 種 の モデ ルが 異 った 数 の ラ イン の接続

を可能 とす る。 ギ ャラク タ ・モ ー ド ・モ

デ ルは 一 度 に1個 の メ ッセ ージ ・キ ャラ

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン

コン トロ ー ル

域回線へ接続 するためのマ
ルチ回線コン トローラ

除いたすべての型)ク ス

Cな し

c2,04&》1,048

576

d(〉 》0.188

d〃

e"

f"

d*
'd"

.e可

/秒(キ ャラクタ ・
モード)

b42%ま で(メ ッセ
ージモード)100

%(キ ャラクタモー

ク タ を処 理 す る。 メ ッセ ージ ・モ ー ド ・

モデ ルは メ ッセ ージの 最 後 にだ け イン タ

ラプ トを生 ず る。

ド) *… 自動的 にできないがプ ログラムで可

能

i || | | 1 1 |
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コ ミ ュニ ケ ー シ ョン ・プ ロセ シ ング 装置 亮2

ア ソシエ イテ ィ ッ ド ラインの最大数 内 部 ス トー レ ッジ オンラ イン周辺装

コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス a狭 帯域 aス トー レ ツジの aマ ス ・ス ト ー

テ ム b音 声帯域 タ イプ ッジ

機 種 名 機 能 (ACS) c広 帯域 b1ワ ー ドの ビ ッ b磁 気 テープ

ト数 cパ ンチ カ ー ド

cキ ャパ シテ ィ ]/0

(ワ ー ド数) dパ ンチ テ ープ

dサ イクル ・タ イ 1/0

ム eラ イ ン ・プ リ

(μs㏄) タ
.-

fタ イ フ ・ブ イ

● IBM2701 IBMシ ス テ ム/360コ IBMシ ステム/ a4半 デ ュプ レク a磁 気 コア

デ ←タ,ア ダ プ タ ー ン ピ ュータ をマ ルチ ィブ 360 ス (AOS内) aACSに よる

ユ ニ ッ ト ル ・狭帯域 、音声帯域又 (モ デル30,40 b4半 デ ュブ レク b8 b〃

は広帯回線へ接続 させる 50,65又 は75) ス c8,192～1,048. c"

た め の マル テ ィ ・回 線 コ c2半 デ ュプ レク 576 d〃
●

ン ト ロ ー ラ ー ス e"

f〃

IBM7772 テ レフ ォンに 特 定 の IBMシ ステム/ aな し a磁 気 コア aACSに よ る

オ ーデ ィオ ・レス ボ IBMタ ー ミナル か らの 360(モ デ ル30 b8 (AOS内) bACS〃

ン ス ・ユ ニ ッ ト デ ィジ タ ル ・イ ン プ ッ ト 40,5n,65又 cな し b8 cACS〃

を受信 し,マ シンが生成 は75) c8,192・ 》1,048, dAGS〃
'する人声 の返答を伝送 す

576 eAOS〃

る。 dO.094～1,5 fAOS〃

(8ピ ッ ト ・パ

イ トにつ き)

IBM2703 IBMシ ステム/360 IBMシ ステム/ a176半 デ ュプ a磁 気 コア aACSに よる
■

トランス ミ ッシ ョン コン ピ ュータ を マ ルテ ィ 360(モ デム30 レクス (ACS内) bACS"

コ ン ト ロ ー ル プル狭帯域回線、又は 音 40,50,65,' b72(600ビ b8 cACS〃

声帯域回線へ接続 させる 又は75) ツト/秒)48 c8,1● 一1,048. dACS〃

た め の マ ルチ 回線 コン ト (ビ ット/秒) 576 eACS〃
一ロ ー プ 半デ ュプレクス dO.094～1.5 fACS〃

cな し

RCA3378 RCA3301コ ン ピ ュ RCA3301 a160半 デ ユフ' a磁 気 aAGSに よ る

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン タをマルチプル狭帯域ア レクス又は80 (ACS内) bAOS〃

モ ー ド 今コ ン ト ロ ー ン ド/オ ア音声帯域回線 全 デ ュブ レク ス b6 cAGS〃
,

ル へ接続 させるため加 ルチ b160半 デ ュプ c40,000～ dACS〃

回 線 コ ミ ュニ ケ ー シ ョン レクス又は80 160ρ00 eAOS〃

全 デ ュプ.レ クス d1.9 fAOS〃

cな し

-

●

自動 伝送 コ ン トロ ー 自動・・セシ・司 パフ 。一 ンス

ルの フ ァシ リテ ィ フ ァシ リテ ィ a全 コ ミ ュニ ケ ー

aコ ー ～k'イ ニ テ a加/減 シ ョンの デ ー タ

イエ イ シ ヨン b乗/除 速度の最大値 エ ラ ー ・ コ ン ト ロ ー 備 考

、(ス イ ッチ ・ラ cエ デ ィテ ィン グ ル

イ〉上の) dコ ー ドの トラン

bコ ール ・リセ プ ス レ ー シ ョン ・

シ ヨン eフ'ロ グ ラ ム ・イ

cラ インの 識別 ンタ ラブ ト

a音 声帯域回線叉

は狭帯域回線の

aACSに よる

b〃

.

aコ ン ピ ュータ ・

モ デル に よ つて

自動 キ ャラク タ と メ

。_ジ.・リ。,1㌶ ㌶ ㍑ ≡㌫ 縫 蒜
み C" 31,000～ チ ェ ック シス テ ム/360コ ン ピ ュ ータに 接続 され

b可 d〃 1,300,000 サ イ ク リ ック ・リダ て い る。

c可 e可 キ ャラクタ/秒 ン ダ ン シ ー ・チ ェ ッ BSOタ ー ミナ ル を も含 むIBMデ ー タの

d半 自動 b広 く多様 ク 、ハ ー ドウ ェア の 全ての ラインと実際に接続 できる。

チ ェ ック

a不 可 aAGSに よる

.

aラ イ ン◎数 、 コ プ ロ グ ラム に従 う, 更に詳 しい特徴は、音声応 答装置の比較表

b可 bACS" 一ル の 長 さ・ そ 自動的ではない、 を参照する こと。

c可 cACS〃 の他 に よ り様 々,

d不 可 dACS〃 b広 く多様

e可

a可 aACSに よる a2702コ ン トi自 重拍勺 マ ル テ ィプ レクサ ー ・チ ャンネ ルの制 御装

b可 bAOS〃 ロ ール よ りか な }メ ッセ ー ジ ・パ リ テ 置 を 経 由 して 、 シス テ ム/360コ ン ピ ュ

c可 cACS〃
一一

り高い 、 イ ー チ ェ ック
一夕 に コ ネク トされ て い る

。

d可 dACS〃 b広 く多様 サ イク リ ック ・リダ 2400ピ ッ ト/秒 まで の リモ ー ト ・タ ー

e可 ン ダ シ ー ・チ ェ ック ミナ ル と コネ ク トす る 。

ハ ー ド ウ ェア のチ ェ IBM・BSCタ ー ミナ ル と対話 で きる 。

ック

a可 aACSに よる a21.900キ ャ プ ログ ラム に従 い チ 操作速度は多様
b可 b〃 ラクタ/秒 エ ツクす る以外 には い くつかのモデル回線の特 定のグ ループに
c可

d*

C"

d〃

bl6%
音声帯域回線上で受 よ り多 くサ ー ビス す る。

e可(ACS内) 信 されたデ ータ 上で

キ ャラク ターパ リテ *… … 自動 的 に は で き ない が プ ログ ラ ム で

イー ・チ ェ ック 及 び 可能

メ ッセ ージ ・パ リテ

イー ・チ ェック を 行

う。
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コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ プ ロ セ シ ン グ 装 置Ma3

機 種 名 機 能

ア ン シエ イテ ッド'

コンピュータ ・シ ス テ

ム

(ACS)

ラインの最大数

a狭 帯域

b.音 声 帯域

c広 帯域

内部 ス トーレ ッジ

aス トー レ ッジ の

タ イプ

b1ワ ー ドの ビ ッ

ト数.

cキ ャパ シ テ ィ

オ ン ラ イン周辺 装 置

aマ ス ・ス トー レ

ッジ

b磁 気 テ ープ

cパ ンチ カ ー ド

1/O

dパ ンチ テ ープ

1/O

eサ イク ル ・タ イ

ム(μsec)

自動 伝送 コン トロ ー

ルの フ ァシ リテ ィ

aコ ー ル ・イニテ

イエ イ シ ョン

(ス イッチ ・ラ

イン 上の)

bコ ール ・リセ プ

シ ョン

cラ インの 識 別

dリ モ ー トの ボ ー

リン グ

自動 プ ロセ シ ング の

フ ァシ リテ ィ

a加/減

b乗/除

cエ デ ィテ ィング

dコ ー ドの トラ ン

ス レ ーシ ョン

eプ ログ ラム ・イ

ンタ ラプ ト

t

パ フ ォーマ ンス

a全 コ ミ ュニ ケ ー

シ ョンの デ ータ

速 度 の最 大 値

b最 大 デ ータ速 度

にお ける プ ロセ

ッサ ・デ ィマ ン

ド

エ ラ ー ・コ ン トロ ー

ル

備 考

RCA70/510

ボ イス ・レス ポ ンス

ユニ ッ ト

テ レフ ォン カこらの デ ィジ

タ ル ・イン プ ッ トを 受 け

と って マ シ ン が生 成 した

人声 の 返 答 を 伝送 す る。

RCA

スベ ク トラ7n/35

70/45,又 は

70/55

aな し

b50

cな し

a磁 気 コア

(ACS内)

b8

c16.384～

524,2B8

d8一 ピ ッ ト ・バ

イ トに つ き0.72

～021

aACSに よる

bACS"

cACS〃

dAGS"

eACS〃

fACS〃

a不 可

b可

c可

d不 可

aACSに よる

bACS〃

cACS〃

dAOS〃

e可

L

aラ イン数 コ ール

の長 さ,そ の 他

に よ って 異 る

b広 く多様

プ ログ ラムに 従 う 自

動 的 に チ ェ ック でき

な い。

更に詳 しい特 徴に ついて は、音声応答装置

の比較表参照

RCA70/688

コ ミ ュニ ケ ーシ ョン

コン トロー ラ ・マル

チチ ャン ネ ル

RCAス ベク トラ70コ

ンピュータをマルチプル

狭帯回線又は音声帯域回

線に接続 するためのマ ル

チ回線 コン トローラ

RCA

スペ ク トラ70/35

70/45又 は

70/55

a48半 デ ュプ レ

クス

b48半 デ ュプ レ

クス

cな し

a磁 気 コア

(ACS内)

b8

c16β84～

524,288

a.AOSに よる

bACS〃

cAOS〃

dACS〃

eACS〃

fAOS〃

a可

b可

c可

d*

aA.CSに よる

bACS"

cACS〃

dAOS〃

e可

a6,000キ ャラ

ク タ/秒

bコ ン ピ ュータ.

モデ ル に よ り広

く多様

伝 送 コ ー ドに よ り 自

動 キ ャラク タ ・パ リ

テ ィ ・チ ェ ッキ ィン

グ と 自動 メ ッセ ージ

パ リテ ィ・チ ェッキ

ング を行 う。

.

マ ルチ プ レク サ ー ・チ ャンネ ル の1ト ラ ッ

ク を通 って 、ス ペ ク トラ70コ ン ピ ュータ

に 接続 されて い る。

*… … 自動的 には で き な いが プ ログ ラム で

可 能

ユ ニ パ ック

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン

タ ー ミ ナ ル ・モ デ ュ

ー ル ・コ ン トロ ー ラ

様々なユニパ ックのコン

ピュータをマルチプル狭

帯域回線又は音声帯域 回

線に接続 するため のマル

チ回線コン トローラ

ユニ パ ック

418,1050,

490シ リズ 又 は

1108

a64シ ンプ レ ッ

クス 又 は32半

デ ユフ'レクス 又

は32全 デ ュフ'

レクス

b64シ ンプ レ ッ

クス 又 は32半

デ ュプ レクス 叉

は32全 デ ュプ

レク ス

cな し

a磁 気 コ ア

(ACS内)

b6～36

c4,096～

262,144

aAOSに よる

bAGS〃

cACS〃

dACS〃

eAOS〃

fACS〃

a可

b可

c可

d*

aACSに よる

bAOS〃

cACS〃

dAOS〃

e可

・

aコ ン ピ ュータ ・

モ デ ルに従 い

51.000キ ャ

ラ クタ/秒

bコ ン ピ ュータ ・

モ デル に よ り異

な る。

フ'ロ グ ラム に 従 う、

自動的 にチ ェ ック で

き ない

中 央 プ ロセ ッサ は 、 メ ッセ ージの 最後 に だ

け インタ ラ プ トされ る。

ハ ネ ウ ェル

285-8

オ ーデ ィオ ・レス ポ

ンス ・シ ス テ ム

テ レフ ォンか らの デ ィジ

タル ・イン プ ッ トを受 け

と って 、 マ シン が 生成 し

た 人 声の 返 答を 伝送 す る

、

ハ 不 ウ ェル

シ リ ーズ200

(110を の ぞ く全

て の モデ ル)

aな し

b50

cな し

a磁 気 コア

(ACS内)

b6

c2.048～

LO48.576

d4,0～0,188

aACSに よる

bAGS〃

cACS〃

dACS〃

eACS〃

fACS〃

a可

b可

c可

d不 可

aACSに よる

bACS〃

cACS〃

dAOS〃

e可

aラ イン数 、 コ ー

ルの 長 さ、 その

他に よ り異 なる

b広 く多 様

.一

プ ログ ラム に従 う 自

動的 にチ ェ ック で き

な い。

更に詳 しい特徴 については音声応答装置 の

比較表参照
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音 声 応 答 装 置

機 種 名

ア ソ シ ェテ ッド・コン

ピ ュータ ・シ ステ ム

(ACS)

ACSと の コネ ク シ

ョン

ボキ ャブ ラ リの サ イ

ズ

a最 小 ワー ド数

b最 大 ワ ー ド数

(ワ ー ドの長 さ)

ボキャブラリの選 択 ボ キ ャブ ラ リ ・ス ト
「一 レ ツ シ

ボ イス ・ゼネ レー

シ ョン ・テ クニ ッ

ク

ラ イン の 敵

リモ ー ト ・タ ー ミナ

ル'

ス ル ープ ッ ト(30秒

コール の1時 間 当 りの

最 大 数) 備 考

IBM

7772

オ ーデ ィオ ・リス

ポ ンス ・ユニ ッ ト

(8446)

IBMシ ス テ ム360

モデ ル30か40か

50か65か75

マル テ ィプ レク サ ー

チ ャンネ ル 上に 一 つ

の コン'ト ロ ール 装 置

に よ って接 続 す る。

a最 小 は な い

b最 大 な し備 考参

照

cO.5セ カ ン ド

基本 ライブ ラリーは

1000の 普通のワ

ードを含み他のワ ー

ドは任意に利用 でき

る

ACSの ラン ダ ムア

ク セ ス ・デ バ イス

ワ ー ドはデ ィジ タ

ルKコ ー ドされ た

形 でス トア され ・

一 連 の バン ド ・フ

ィル タ ーの ア ウ ト.

プ ッ トを制 御 する

2グ ル ー プ で2～8 IBM7770と 同

じ で

IBM1001デ ー

タ ・トラ ンス ミ ッシ

ョン ・タ ー ミナ ル又

}よ1092/1093カ 、

1093プ ログ ラム
.

・ドキ ーボ ー ド又 は
一

1094フ イン ・エ

ン トリーキ ーボ ー ド

又 は タ ッチ ー トーン

テ レフ ォン

約180

(2ラ イン)～430

(8ラ イン)

語 の イン フ ォメ ーーシ ョン の1秒 の ス トー レ ッジ

は デ ィス ク ・ス トレ ッジの 約300バ イ トを 必

要 とす る。

7770の 備 考 参照

(7770の 備 考)

0、5一 セ カン ドの ワ ー ドは 、 文 字又 は数 字 の ネ

ーム の プ ロナ ウ ンシ ェー シ ョン か短語 に対 応 し

多 音 節 ワー ドは2つ 以 上の7770ワ ー ドと し

て記 録 され る。

IBM

7770オ ーデ ィオ

リス ポ ンス ・ユニ ッ

ト ・モ デ ル3

IBM

シス テ ム/360モ

デル30又 は40又

は50又 は65又 は

75

マ ル テ ィブ レク サ ー

チ ャンネ ル 上に コ ン

トロ ール装 置 に よ つ

て接 続 する 。

a32・

b128

cO.5セ コ ン ド

ワー ドは普通 の英語

辞典か ら選ばれ数、

及びアルフ ァベ ット

の文字 も含まれ る。

7770の ドラム 上 ワ_ド は ドラム 上

にとりつ けられて

いる移動できる磁

気ス リーブ上に・ア

ナログな形で記録

される

4グ ル ・・一プで4か ら

48

－

IBMIoo1デ ー

タ ・ トラ ンス ミ ッシ

ョン ・タ ー ミナ ル 、

叉 は1092/

1093か1093

プ ログ ラ ム ド ・キ ー

ボ ー ト又 は1094

ラ イン'エ ン トリー

キ ーボ ー ド、又は タ

ッチ ー トーン ・テ レ

フ ォン

約240

(4ラ イン)か ら

3600(48ラ イン〕

一 つ の0 .8一 セカ ン ドの ワ ー ドは 一 つ の文 字 か

数 字 のネ ーム のプ ロナ ウノシ ェーシ ョン又 は 短

い ワ ー ドに対応 す る 。

多 音 節 な ワ ー ドは2つ 以 上の7770ワ ー ドと

して記 録 され る

RCA

70/510ボ イス

リスポ ンス ユニ ッ ト

70/510-26

RCAス ベ ク トラ

70/35又 は70

/45又{ま7/55

70/668コ ミ ュ'a

ニ ケ ーシ ョン ・コ ン

トロ ール ・マル チ チ

ャンネ ル を通 じて 接

続 する 。

187ワ ー ド

b189ワ ー ド

cO,5セ カ ン ド

(ワ ー ド);
'155セ カンド

(フ レーズ)

ボキ ャブ ラ リ ーマス

タ ーは各 々 の装 置 に

個 別的 に装 備 され て

いる 。 ワー ド又 は フ

レーズ の長 さの み制

限 され る。

70/510の ドラ

ム 上

ワ ー ドとフ レ ーズ

は マス ター フ ィル

ム が つ くられ る 。

フ ィル ム ・ス トリ

ップ'上にア ナ ログ

な形 で記 録 され て

い る。 テ クニ ック

は映 画 のサ ウン ド

トラ ック を つ くる

場 合 と同 じであ る

10グ ル ープ で10

～50

タ ッ チ ー ト ーン ・テ

レ フ ォン

約1150

(10ラ イン)

備 考 参照

-,

0.5セ カ ン ド ・ワ ー ドは 文 字 か数 字 の不 一ムのフ

ロナ ウン シ ェーシ ョン又 は 短 語 に対 応 す る。

ス ル ープ ッ トは シス テ ム の配 置 や.フ ァイル のアレ

ン ジ メ ン ト及び フ ォーマ ッ ト ・ルーチγの条 件 次

第 で ある。

ハ ネ ウエ ル

オ ーデ ィオ ・リス ボ

ンス シス テ ム

189エ レメン ツ

.

ハ ネ ウ ェル ・シ リー

ズ200モ デル120

カ、125カ 、200カ 、

1200叉 は

1250又 は2200

又 は4200又 は

8200

モデ ル286-2又

は286-3叉 は

2864又 は286

-5マ ルチ ・チ ャン

ネ ル ・コ ミュニ ケ ー

シ ョン ・コ ン ト ロー

ル を通 して 接続 する

a189ワ ー ド

b189ワ ー ド

cO.53セ カン ド

(ワ ー ド)

1.6セ カン ド

(フ レーズ)

ボキ ャブ ラ リ ー ・マ

ス タ ーは各 装 置 に個

別 的 に装 備 されて い

て 、 ワ ー ド又 は プ レ'

一ズの ・長 さのみ 製 限

が あ る

ボ イス シ リン ダ ー

083-1又 は

0.83-2又 は

0.83-3又 は

0.83-4又 は

0.83-5の 各 々の

上

ワ ー ドとフ レーズ

は マ ス タ ー ・フ ィ

ルム が つ く られ る

フ ィルム ・ス トリ

ップ上 にア ナ ログ

型 で記録 され る。

テク ニ ックは 映 画

のサ ウン ド ・トラ

ック を つ くる場 合

と同 じ

2グ ル ープ で

2～60

タ ッチ ・ トー ン ・テ

レ フ ォン

■

約2500

(24ラ イン)

0.5一 セ カ ン ドの ワ ー ドは 文字 又 は 数 字の ネ ー

ム リプ ロナ ウンシ ェーシ ヲン か 短語 に対 応 する 。

トーン だ けの リス ポンス 装 置 は3つ の 異 なる ト
ーン の レス ポン スを 出 す こ とが で きる

。
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コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・タ ー ミ ナ ルMa1

カ ー ド ・テ ープ等 に よる定 形 イ キイ操作等 によるマ ア ウ トプ ッ ト データ伝送 レン タル料 金 概 算(1タ ー ミナ

ン プ ッ ト
◆

ニ ュ ァ ル ・イ ン フ ッ a媒 体 a使 用回線種類 ル ・1ケ 月 当 り) 備 考

機 種 名 機 能 a入 力媒体 ト bコ ー ド b速 度(ピ ット/秒) エ ラ ー ・

bコ ー ド

キ ャラクタ/秒
・ 遠別

。一ド/分

a入 力 方 法

bキ ャラク タ'数

キ ャラクタ/秒
・ 遠図

カード/分

c伝 送方法

d伝 送 コー ド

e同.期

コ ン ト ロ ール

AT&T 公共電話回線にアク aダ イア ル ・カ ー ド a10又 は12の ア ウトプ ットは音 声応答のみ a音 声帯域 装備なし 電話料金に含 まれる 補 助 タ ッチ ・ トーン押 ボ タ ン ・ダ イヤ ラ ー と カ

タ ッチ ・ トー ン セス し、遠隔地から b8コ ー ドの うちの2コ ー ド キ イ ボー ド b約80 一 ド ・ダ イヤ ラーが 、回 転 式 ダ イヤ ルハ ン ド七

八 ン ドセ ツ ト キ イボ ー ドに よ って c10キ ャ ラクタ/秒 b1か ら14 c半 デ ュプ レ ック ス
ち

ットと共に用いる際に役立 つ

デ ィジ タ ル ・デ ータ d8コ ー ドの うち2コ ー ド

を入れる。 e各 デ ータ ・グ ル ープ に よ つ

てア ク テ イベ イ トされ た レ

シ ーバ ー

バ ン カ ー ・ラ モ ・シ 遠 隔 コン ピ ュータ と aさ ん孔紙 テ ープ a15ヌ 、は42キ aORT a音 声帯域 キ ャラクタ及び縦 パ デ ィスプレイ装置1台 当り56 中 央 コ ン トロ ーラ に 、マ ル チ プ ル ・デ ィス プ レ

り一ズ200

デ ータ ・デ ィス プ レ

の 向 きで 送 ・受 され

た ア ル フ ァニ ューメ

b8レ ベ ルUSASO皿

c10キ ャラ クタ/秒

イの キ イボ ー ド。

14叉 は15個

b14か ら64キ ャラク タ

c41,600キ ャラ クタ/秒
b600か ら2400。 典 型 リテ ィを チ ェック す ドルか ら88ド ル。 中央 コン ト イ・ パ ンチ ・テ ・一フ㍉ プ リン タが 連結 され る。

的 なものは1200、 る。 デ ィス プ レ イ数. ロ ーラ に ついて は331ド ル か 「ア ル フ ァニ ューメ リ ック ・デ ィス プ レ イ ・タ

イ シス テ ム リック ・デ ータ の ビ

デ オ ・デ ィス プ レイ 。

の追加キ イは特

別機能コー ドを

aパ ンチ ・テ ープ

b5～8レ ベル ・コー ドの ど
1800、2000、 置 か らの マ ニ ュア ル ら900ド ル 以 上。 デ ィス プ レ 一ーミナ ル」 の比較 図 参 照。

キ イボ ー ド又 は パ ン

チ ・テ ープ で イン プ

備えている。

b機 種 と装置の組

れ か

clOキ ャラ クタ/秒

2400

c半 デ ュプ レ ック ス

再 伝送。補助装置 か

らの自動再伝送。

イな しの コ ン トロール装 置 当 り

約53ド ル。 デ ィス プ レイ な し

.

ッ ト。 デ ィス プ レ イ み合わせによっ aプ リン タ d8レ ベルU8ASC皿 の装置は特別。

かパ ン チ ・テ ープ又

は プ リン タ でア ウ ト

て 、1装 置 当 り

384又 は768

b64キ ャラ クタ

clOキ ャラク タ/秒
eス タ ー ト/ス ト ツブ又 は 同

期
プ ッ ト。 キ ャラク タ まで

.,一 一}

バ ロ ーズ2531及 バ ローズB2500 aコ ン ピ ュ ー タ 装 備な し aコ ン ピ ュ ー タ a狭 帯域又 は音声帯域 キ ャラク タ及 び メ ッ 用 い る ラ イン ・ア ン ダ フ'タ 忙 広範囲 の標準的通信施設 と遠隔 ターミナルへ連

び3351シ ング ル 叉 はB3500コ ン b8レ ベルUSASCH, b8レ ベ ルUSASC皿, b2400ま で セ ージの パ リテ ィチ 依 って 、155ド ルか ら210 結するために、種 々のア ン ダ プ タが役立 つ。

ラ イ ン ・コ ン ト ロ ー ピュ ・一夕 を単 一 の 狭 EBCDIO又 は6レ ベ ル EBCDIC又 は6レ ベル c半 デ ュプレ ックス又は完全 エ ッキング(コ ー ド ドル

ラ 帯域 もし くは音声帯 BCL BCL デ ュプ レ ックス に従 って)

域回線 に連結 する c300キ ャラク タ/秒 まで c300キ ャラク タ/秒 まで d8レ ベ ル ま での コ ー ドの ど

れ でも

e同 期 又は ス タ ー ト/ス トッ

プ

バ ロ ーズ ・シ リ ーズ 算術演算が できるプ aパ ン チ ・テ ープ a74キ イの キ イ aパ ンチ ・テ ープ a音 声帯域 キ ャラクタ及び縦パ 250ド ルか ら700ド ル 種 々の モ デ ルは 、磁 気 デ ィス ク ・ス トー レ ッジ

TC500

タ ー ミナ ル ・コン ビ

ログラム 内蔵タ ーミ

ナル。 音声帯域回線
.

b5～8レ ベル ・コ ー ドの ど

れ か

c40キ ャラクタ/秒

ボ← ド

b多 様

b5～8レ ベ ル ・コ ー ドの ど

れ か

c40キ ャラク タ/秒

b1200

c半 デ ュプ レ ックス

リテ ィ ・チ ェ ッキ ン

グ。 自動再 伝送

の1024か ら3584バ イ トを 備え て い る。

プ ログ ラムは 、 内 部紙 テ ープ ローダ ーに よ って
ユ一 夕 に よ って 、ほ とん ど

.◆ ・の
八 口 ース ・ コ ン ビ aパ ンチ ・カ ー ド aプ リン タ

d8レ ベルUSASGn ロー ド され て い る。 イ ンプ ッ ト/ア ウ トップ ッ

ユ 一夕 ・シス テ ム に

デ ータの 送 ・受 を行

bど れ で も。 内部 変換 に よる

c100カ ー ド/分

b64キ ャラク タ

c20キ ャラク タ/秒

eス タ ー ト/ス トップ ト機 能 は すぺ て内 蔵 プ ログ ラム π よって コン ト

ロール され る。

な う こ とが でき る。 aパ ン チ ・カー ド

bカ ー ド ・イン プ ッ トと同 じ

C一

バ ローズ コ ンピ ュータ と の間 装備 なし a67キ イ のキ イ aORT a狭 帯域又は音声帯域 キ ャラクタ及び縦パ 250ド ル か ら マ ルチ プ ル ・デ ィス プ レ イ ・ス テ ーシ ョンは 中'

イン プ ッ ト及 びデ ィ

スプ レイ ・シ ス テム

で送 ・受 され た アル

フ ァニ ュ ーメ リ ック

ボ ー ド

blO19,763.

b67キ ャラク タ

c1200キ ャラクタ/秒
b150,300,1200,

1800,2000も し く

リテ ィ・チ ェ ッキ ン

グoマ 二 二ア ル再 伝

28000ド ル(コ ン トロ ー

ル)。60ド ル(デ ィス プ レ

央 コ ン トロー ラに 連結 で きる。 マ ルチ プ ル ・コ

ン トロ ーラは 一 つ の デ ー タ ・セ ッ トを共 用 で き

デ ータ の ビデオ ・デ 507,251ま aプ リン タ は2400 送 。 イ)。20ド ル(キ イボ ード) る。 「ア ル フ ァニ ュー メ リ ック ・デ ィス プ レ イ
.

イス フ レ イ b64キ ャラク タ c半 デ ュプ レ ックス 75ド ル(プ リン タ とア ダ プ タ ー ミナ ル」 の 項 参照 。

c10キ ャラク タ/秒 d8レ ベルUSASCH タ ー)

eス タ ー ト/ス トツブ又 は同

期

一217一
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コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・タ ー ミ ナ ル%2

カ ー ド ・テ ープ 等 に よる 定 形 イ キイ操 作等によるマ ア ウ トプ ッ ト デ ータ レンタ ル 料金 概 算(1タ ー ミナ

ンプ ツ ト
.

ニ ュ ア ル ・ イ ン フ ッ a媒 体 a使 用 回線種類 ル ・1ケ 月 当 り)

機 種 名 機 能 a入 力媒体 ト bコ ー ド b速 度(ピ ット/秒)
一
工 フ ー ・

bコ ード

キ ャラクタ/秒
・ 願{

。.ド/分

a入 力方法

bキ ャラクタ数

キ ャラクタ/秒
・ 餓{ カード/分

c伝 送方法

d伝 送 コード

e同 期

コ ン トロ ー ル 備 考

コ ミュニ タ イプ キイボード又は通 a磁 気テープ a55キ イ のキ イ a磁 気 テ ープ' a音 声帯域 キ ャラクタ及び縦パ 395ド ルか ら565ド ル オ プ シ ョナ ル ・プ ログ ラム 及 び デ ータ ・メ モ リ

100SRデ ー タ ・

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン

信 回 線か らの レコ
ー ド ・デ ータ に用

bク レペ ルIBMセ レク トリ

ック

cl50キ ャラク タ/秒

ボ ー ド

b多 様

bク レベ ルIBMセt/ク トリ

ック

c150キ マラク タ/秒

b1200

c半 デ ュプ レ ック ス

リテ ィ ・チ ェ ッキ ン

グ。 自動再 伝送 。

(PAD)は 、80,000キ ャラクタ(1回 線

当 り80キ ャラク タ で1000回 線)ま で のス

シス テ ム
い られ る 磁 気 テ ー

プ ・カ ー トリ ッジ aパ ンチ ・カ ー ド aプ リン タ
d6レ ベ ルIBMセ レク トリ 卜ー レ ッジを 備 え て い る。 カ ー ド ・リーダ ー は

・

テ ープか らプ リン bホ レリス bク レベ ルIBMセ レ ク トリ ック オ プ シ ョナ ル。

タ又は通信回線へ
c75カ ー ド ック

c14.8キ ャラク タ/秒
e同 期

ア ウ トプ ッ ト

' コ ン ピ ュー タ ・コ ミ 遠 隔 コ ン ピ ュー タ aパ ンチ ・カ ー ド a61キ イの キ イ aORT a音 声帯域 キ ャラク タ ・パ リ テ 1ス テ ーシ ョン当 り7,445ド テ レタ イプ'・ モデ ル33RO又 はASRを 含む

ユニ ケ ーシ ョン

CC-30

との間 で送 受 され

るア ル フ ァニ ュー

c100カ ー ド/分 ボ ー ド

b800ま で

b69キ ャラクタ

c500,000キ ャラク タ/

秒

b2000又 は2400

c半 デ ュプ レ ックス

d8レ ベルU8ASC■

イ ・チ ェ ッキ ング マ ルか ら24,000以 上。 マ ルチ

ニ ュァ ル ・コ レク シ ドステ ー シ ョン ・コン トロー ル当

1/0デ バ イス の うち 、7つ まで コ ン トロ ール

装 置 に連 結 で き るe「 ア ル フ ァニ ューメ リ ック
コ ミ ュニ ケ ー シ ョン メ リ ック ・デ ータ ス タ ー ト/ス ト ップ

`

パ ンチ ・カ ー ド

e
ヨン;り5,500ド ルか ら16,700 デ ィス プ レ イ ・タ ー ミナ ル」 の 項 参照。

又 テ ー シ ョン 又 は グ ラ フ ィ ック a

デ ータ のポ ー タ ブ
b64キ ャラク タ a広 帯域 ドル(購 入のみ)

ル ・ビデ オ ・デ ィ
c100カ ー ド/分 b50,000

半 デ ュプ レ プクス

A

ス プ レイ ・キ イボ aプ リンタ

.C

d8レ ベルUSASC皿
一 ドの イン プ ッ ト b64キ ャラクタ eス タ ー ト/ス ト ップ

c300キ ャラク タ/秒

CDC-210 遠 隔 コ ン ピ ュータ 装備な し aデ ィス プ レイ ・ aORT a音 声帯域 キ ャラクタ及び縦パ デ ィス プレイ装置当 り135ド マル チ プル ・デ ィス プ レ イ とプ リン タ ・デ バ イ

インク ァィァ リー/

リ トリ ーバル ・シス

との間 で送 ・受 さ

れ る ア ル フ ァニ ュ

ステ ー シ ョン ・

キ イボ ー ド

b64キ ャラク タ

c50,000キ ャラク タ/秒
b2000又{ま2400

c半 デ ュブ レ ツ.クス

リテ ィ・チ ェ ッキ ン グ

マニ ュアル 再 伝送 。

ル。 中 央 コン トロ ー ラ当り725

ドル 、 プ リン タ 当 り270ド ル

ス は 中央 コン トロー ラに 連結 され る 。 「ア ル フ

ァニ ュー メ リック ・デ ィス プ レ イ ・タ ー ミナ ノリ

テム

一 メ リ ック ・デ ー

タの ビデ オ ・デ ィ
b1.000ま で

aプ リン タ

b64キ ャラク タ

d6ビ ッ トBOI)(デ ータ)

USASCH(コ ン トロ ー

の項参照

スプ レイ及び(又 c15,5キ ャラク タ/秒 ル)

は)プ リン トコ ピ e同 期

一

CDC212 遠 隔 コ ン ピ ュ ータ 装 備な し
一,,

aア イス フ レ イ ・ aCRT a音 声帯域 キ ャラクタ及び縦パ 380ド ル 各 デ ィス フ'レ イ装 置 は内 部 コン トロ ーラを 保 有

インク ァィア リー/ との間で送 ・受 さ ス テ ー シ ョン ・ b64キ ャラ クタ b2000又 は2400 リテ ィ ・チ ェ ッキ ン して い る。 「ア ル フ ァニ ュ ーメ リ ック ・デ ィス

リ トリ ーバル ・シス

テ ム

れ るア ル フ ァニ ュ

メ リ ック ・デ ー タ
キ イ ボ ー ド ・ C一

c半 デ ュプ レ ック ス

d6ビ ッ トBCD(デ ータ)
グ ・マ ニ ュア ル 再 転 フ'レ イ ・タ ー ミナル 」 の 項 参照

の ビデ オ ・デ ィス
b1000ま で ASCII(コ ン トロ ール)

送

プ レイ' e同 期

ダ ーテ ックス 音声 帯域回線によ a磁 気 テ ープ a53キ イ ボ ー ド a磁 気テ ープ a音 声帯域 キ ャラクタ及び縦パ 97ド ルか ら107ド ル(基 本 インフ'ッ ト、 伝送 ア ウ トプ ットの 各 方 ペ レー シ

デ ータ ・タ ー ミナ ル るデ ータの送 ・受

多 くの1/0オ プ

シ ョンが利用 でき

bダ ーテ ックスBCD

c120又 は1600キ ャ ラ

ク タ/秒

b多 様
bダ ーテ ツクスBCD

c120又 は1600キ ャラ

ク タ/秒

b1200

c半 デ ュプ レ ック ス

リテ ィ ・チ ェ ッキン

グ。 自動 再 伝送

装 置)。1/O装 置 当 り21ド

ル か ら42ド ル

ヨンは 、移 動 可 能 な 内部 磁 気 テ ー プ ・バ ッフ ァ

を使 って別 々に 実行 ・され る 。 テ ープ ド ラ イブ は

る 。 aパ ンチ ・テ ープ

b5～8レ ベ ル ・コ ー ド

aパ ンチ ・テ ープ

b5～8レ ベル ・コ ー ド

d5,6.7又 は8レ ベル ・

コ ー ド。1キ ャ ラク タ 当 り

IBM729シ リーーズ も し くは2400シ リ ー

ズ と互 換 性 が あ り、 イン プ ッ ト/ア ウ トプ ッ ト

c120キ ャラ ク タ/秒 c120キ ャ ラク タ/秒
10ビ ッ トの 合計 装置 として利用できる。

・
.

aパ ンチ ・カ ード aパ ンチ ・カ ー ド eス タ ー ト/ス トップ

bホ レリス b64又 は88キ ャラク タ

c75カ ー ド/分 c15.5キ ャラ クタ/秒

～

一218一
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コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ タ ー ミ ナ ルMa3

カ ー ド ・テ ープ 等 に よ る定形 イ キイ操作等に よる ア ウ トプ ッ ト デ ータ伝送 レン タ ル料 金 概 算(1タ ー ミナ

ン プ ッ ト
.

マ ニ ュア ル ・イ ン フ a媒 体 a使 用回 種類 ル ・1ケ 月 当 り 備 考

機 種 名 機 能 a入 力媒体 ツ ト bコ ー ド b速 度(ビ ット/秒)
一工

フ ・

bコ ード

キ ャラクタ/秒
・ 巌{。 一 ド/分

a入 力方 法

bキ ャラクタ数

キ ャラクタ/秒
・ 醒{ カー ド/分

c伝 送方法

d伝 送 コード

e同 期

コ ン ト ロ ー ル

D550パ ン 音声帯域回線による aパ ン チ ・テ ー プ 装備な し aパ ンチ'テ ープ a音 声帯域 キ ャラク タ 及 び メ ッ 431ド ル タ ー ン ・ア ラ ウン ド装 置 は リバ ース ・チ ャン ネ

チ ・テ ー プ ・ パ ンチ ・テ ープ ・デ b5～8レ ベ ル(ど れ か1レ b5～8レ ベ ル(ど れ か1レ b1200,2000又{ま セ ージ ・パ リ テ ィ ・ ル装置 と互換性が ない。D521は キ ャラクタ

デ
タ ー ミナ ル 一夕の伝送 ペルだ け) ベル だけ) 2400 自動再伝送 数 が4096ま での バ ッフ ァを保 有 して いる 。

イ c1000キ ャラク タ/秒 clO7キ ャラク タ/秒 c半 デ ュプ レ プク ス D521の テ ープ ・フ ォ ーマ ッ トは1.BM729

ジ dイ ンプ ッ ト ・コー ド と同 じ ■ と 互換 性 あ り、他 のテ ープ ・フ ォーマ ッ ト及 び

ト
(8ピ ッ ト/キ ャラク タ) コ ー ド変 換 はD521に お いて はオ プ シ ョナ ル

同

工.
e同 期 で ある 。 パ ンチ ・テ ープ の イ ンプ ッ トは1)521

ダク
D521磁 気 音声帯域又は広帯域 a磁 気テープ 装備なし a磁 気テ ープ a音 声帯域又は広帯域 キ ャラクタ及び縦パ 1,654ド ルか ら2,527ド ル

でも利用 できる。

イス
テ ー プ ・タ ー 回線 による磁気テー bIBMBCI)、6ピ ッ ト bIBMBCD、6ビ ッ ト b2000又}ま24000( リテ ィ ・チ ェ ッキ ン

ア ・
ミナル プ ・デ ータ の伝送 プ ラス ・パ リテ ィ プ ラス ・パ リテ ィ (音 声)40,800(広) ング。自動再伝送

ル タ
c6000又 は16,680キ c6000ヌL}ま16,680キ c半 デ ュプ レ ックス

1i ヤラクタ/秒 . ヤラク タ/秒 dイ ンプ ヅ トに 同 期 ピ ッ トを
0ン 加えた ものに同 じ
|・ e同 期
バア

1ラ
D520及 び

.

音声帯域回 線による a磁 気テ ープ 装 備なし a磁 気テ ープ a音 声帯域 キ ャラク タ及び縦パ D520:1265ド ル か ら タ ーン ・ア ラ ウン ド装 置 は リバ ース ・チ ャンネ

タ ウ

・ン

ラ ド

イ

D524磁 気

テ ープ ・タ ー

ミナ ル

磁 気 テ ープ ・デ ータ

の 伝送 。1)524に

関 して の み 、磁 気 テ
1

bIBMBOM,6ビ ッ ト

プ ラス ・パ リテ ィ

c24,000キ ャラク タ/秒
1

まで

bIBM]BCD,6ピ ッ ト

プ ラス ・パ リテ ノ

c24,000キ ャラ クタ/秒

まで

b1200,2000又 は

2400

c半 デ ュプ レ ック ス

リテ ィ ・チ ェ ッキ ン

グ 。 自動 再 伝送

1434ド ル。

D524:1325ド ルか ら

2950ド ル

ル装置 と互換 性 が ない。1)・520とD524は

1024キ ャラク タの バ ッフ ァを 保有 してい る 。

テ ープ ・フ ォーマ ッ トはIBM729と 互 換 性

あ り、 他 の テ ープ ・フ ォーマ ッ'ト及び コ ー ド変一ブ と紙 テ ープ の ロ ・ dイ ン プ ッ トに 同 期 ピ ッ トを
ン 一 カ ル ・ コ ン バ ー ジ aパ ンチ ・テ ープ(D524〕 aパ ンチ ・テ ープ(D524) 加えた ものに同じ 換 はD524に お いて は オ プ シ ョナル で あ る。

ヨン並 び に パ ンチ ・

テ ープの ア ウ トプ ッ

b5,6,7又 は8レ ベル ・
コ ー ド

c500キ ャラク タ/秒

b5,6,7又 は8レ ベ ル ・'
コ ー ド

c107キ ャラク タ/秒

(8ビ ッ ト/キ ャラク タ)

e同 期

D524はD520の 代 りをす る。

トがオ プ シ ョナル で

あ る。

一 D401ブ リ 音声帯域回線か ら受 装備 なし 装備なし aフ ァ ン フ ォ ル ド ・フ ォ ー ム a音 声帯域 キ ャラクタ及び縦パ 750ド ルか ら89ド ル リ バ ース ・チ ャン ネル 装置 はタ ーン ・ア ラ ウン

ア

イ
ン タ ・タ ー ミ 信 したデ ータ を紙に b64キ ャラク タ b800,1200叉{ま リテ ィ ・チ ェ ッキ ン ド装置と互換性がない。エラーの指示は リバー

ジ ナル プ リン トす る c300キ ャラク タ/秒 2400 グ。 自動再伝送
ス ・チ ャンネ ル に よ って 示 され る。D401は

ト

ロ

cシ ンプ レ ック ス(備 考 参 照

d5,6,7又 は8レ ベ ル ・

}
132キ ャラク タ のバ ッフ ァを2台 保 有 してい

ニ

ク
コ ードの どれ か るoD507とD509に は バ ッフ ァが ない 。

ダス e同 期

イ ・

ア リ 1)507紙 テ 音声帯域回線による a紙 テ ープ 装 備な し 装備な し a音 声帯域 キ ャラクタ及び縦パ 152ド ルか ら196ド ル
ル ノく

ll

一フ㌧ トラン パ ンチ ・テ ープ ・デ b5,6,7又 は8レ ベ ル ・ b800又}工1200 リテ ィが ゼネ レー ト
'

0ス
ス ・ミ ツタ ー 一夕の伝送 コ ー ドの どれか cシ ンプ レックス(備 考参照) される。 自動再伝送

1・ c300キ ャ ラク タ/秒 d5レ6,7又 は8レ ベ ル ・

バチ コ ー ドの どれ か

1ヤ e同 期 i
タ ン
・ネ

ラル D509紙 テ 音声帯域回線から受 装備な し 装備な し a紙 テ ープ a音 声帯域 キ ャラクタ及び縦パ 189ド ル か ら219ド ル

イ

ン

.一 フ ・レ シ ー

ノく_

信 したデ ータ を紙 テ

ープ にパ ンチ する 。

b5,6,7又 は8レ ベ ル ・

コ ー ドの どれか

c100キ ャラ クタ/秒

b800

cシ ン プ レ ックス(備 考 参照)

d5,6,7又 は8レ ベ ル ・
コ ー ドの どれ か

リテ ィ ・チ ェ ッキ ン

グ。 自動 再 伝送

e同 期

一219 一
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コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・タ ー ミ ナ ルMa4

「

カ ー ド ・テ ープ 等に よ る定形 イ キイ操作等に よるマ ア ウ トプ ッ ト デ ータ伝送 レ ンタル 料 金概 算(1タ ー ミナ

ン プ ツ ト
・

ニ ュァ ル ・イ ン フ ッ a媒 体 a使 用回線種類 ル ・1ケ 月 当 り)

機 種 名 機 能 a入 力媒体

bコ ード

キ ャラクタ/秒
・ 速副

か ド/分

ト

a入 力方 法.

bキ ャラ クタ数

bコ ー ドキ
ャラク タ/秒

・ 速度{ カード/分

b速 度(ビ フト/秒)

c伝 送方法

d伝 送コード

e同 期

一工
フ ・

コ ン ト ロ ー ル

備 考

一 D512シ 音声帯域 回線πよる aパ ンチ ・カ ー ド 装備なし 装備な し a音 声帯域 キ ャラ ク タ ・パ リテ 446ド ルか ら467ド ル リバ ース ・チ ャン ネ ル装 置 は 、 タ ーン ・ア ラ ウ

リア ル ・カ パ ンチ ・カ ー ド ・デ bポ レ リス b800,1200又 は イ ・チ ェ プキ ン グ 。 ン ド装置と互換性がな い。D512に はパ ップ
イ
一 ド ・ トラ 一夕の伝送 c75カ ー ド 2400 イ ン プ ッ トの バ リデ

アな し。D522は1020キ ャラク タの パ フ
ト

ロ

ン ス ミ ッタ

ー

cシ ンプレ ックス(備 考参照)

d6レ ベルBOD

イテ ィ ・チ ェ ック は

オ プシ ョナ ル であ る。
フ ァを 有す る。 磁 気 テ ープの フ ォーマ ッ1は

ダ ニ

イク (8ピ ッ ト/キ ャラ クタ) マニ ュアル再伝送 IBM729と 互 換性 あ り。 エ ラ ーの 指 示は リ

アス e同 期 バ ース ・チ ャンネ ル に よ って 示 され る。

ノレ.

1リ

0バ
1)522磁 音声帯域回線に よる a磁 気テ ープ 装備 なし a磁 気 テープ a音 声帯域 キ ャラクタ及び縦パ 1302ド ルか ら2,927ド ル

,

11

ノこス

1.

気 テ ープ ・

タ ー ミナル

磁 気 テ ープ ・デ ータ

の 伝送 、磁気 テ ープ

と紙 テ ープ の ローカ
,ル

・コ ン バ ー シ ョ ン

b5,6,7又 は8レ ベ ル ・

コ ードの ど れか

c24,000キ ャラ クタ/秒

b5,6,7又 は8レ ベ ル ・

コー ドの どれ か

q24,000キ ャ ラク タ/秒

b800,1200又}ま

2400

Cシ ン プ レ ック ス(備 考参 照)

リテ ィ ・チ ェ ッキ ン

グ 。 自動再 伝送

タチ
及 び パ ンチ ・テ ープ まで まで d5,6,7又 は8レ ベ ル ・

● ヤ

ー の ア ウ トプ ッ トは オ コ ー ドの どれ か
フ ン

イネ
プ シ ョナル で あ る。 aパ ンチ ・テ ープ aパ ンチ ・テ ープ

(8ピ ッ ト/キ ャラク タ)

ン ル b5,6,7又 は8レ ベ ル ・ b5,6,7又 は8レ ベル ・
e同 期

コ ー ドの どれ か コ ー ドの どれ か

c700キ ャラ ク タ/秒 c100キ ャラ ク タ/秒

デ ュ ラ ・デ ー タ ・ 狭帯域又は音声帯域 aパ ンチ ・テ ープ a44キ イの キ イ aパ ン チ ・テ ープ a狭 帯域又は音声帯域 キ ャラク タ ・パ リテ 304ド ルか ら643ド ル リ ーダ ー とパ ンチ を 各 々2つ まで保 有 で きる。

タ ー ミナ ル 回 線 に よるデ ータ の

送 ・受 。 イン プ ッ ト
は パ ンチ ・テ ープ又

b6レ ベ ル

c30キ ャラク タ/秒

ボード追加機能

のキ イ12個 。

b6レ ベ ル

c18キ ャラク タ/秒
b134.5

c半 デ ュプ レ ックス

イ ・チ ェ ッキ ン グ 。

マ ニ ュ ア ル ・コ レ ク

パ ン チ ・テ ープ ・リ ーダ ー とパ ンチ も エ ッジ ・

パ ンチ ・カ ー ドを 利 用 で きる。

は キ イボ ー ドか ら。

ア ウ ト.プ ットはパ ン
b多 様 aプ リンタ

b88キ ャラクタ

d6レ ベル

eス タ ー ト/ス ト ップ
シ ョン

チ ・テ ープ又 は プ リ c14.8キ ャラ クタ/秒

ン タ へ 。

フリ ー デ ン 狭帯域回線 によるデ aパ ンチ ・テ ー プ a53キ イの キイ aパ ンチ ・テ ープ a狭 帯域 キ ャラクタ ・パ リテ 140ド ル か ら176ド ル エ ッジ ・パ ンチ/紙 テ ープ の リーダ ーとパ ンチ

7102コ ミ ュニ

ケ ー シ ョン ・タ ー

ミ ナ ル

一夕の送 ・受 b8レ ベ ル の も の

cl2.2キ ャラク タ/秒

ボード

b多 様

b8レ ベ ル の もの

c12.2キ ャラク タ/秒

aプ リンタ

b12.2か ら1き4.2

c半 又 は完 全 デ ュプ レ ック ス

d8レ ベ ルUSASCH

eス タ ー ト/ス トップ

イ ・チ ェ ッキ ング。
マ ニ ュア ル再 伝送 。

が紙 テ ープ の リーダ ーとパ ンチ の代用 をす る こ

とが で きる。128キ ャラク タのUSAscn

セ ットを送 ・受す る ことが できる。

b8レ ベルUSASOH
c12,2キ ャ ラクタ/秒

フ リ ーデ ン7100 狭帯域回線によるデ. 装備 なし a50キ イの キ イ aプ リン タ a狭 帯域 キ ャラク タ ・パ リテ 90ド ルか ら100ド ル 128キ ャ ラク タ のUSASCHセ ッ ト全 体 を

会 話 タ ー ミナ ル
一タ の送 ・受

。 キ イ
ボ ー ドで インプ ット

プ リン タ でア ウ ト。

ボ ー ド

b多 様

b91キ ャラク タ

c10又 は12.2キ ャラク タ

/秒

b100か ら1342

c半 デ ュプ レ ック ス

d8レ ベルUSA8C皿

eス タ ー ト/ス トップ

イ ・チ ェ ッキン グ。

マニ ュア ル再 伝 送
送 ・受 でき る 。

フリー デン ・テ レ 狭帯域又は(モ デル aさ ん孔紙 テープ 装備な し aさ ん孔紙テ ープ aテ レグ ラフ ・グ レイ ド又 は モデル に よ って 、 165ド ルか ら179ド ル。 デ ュア ル ・テ レデ ータ は2つ の コ ミ ュニ ケ ーシ

デ ータ ・ラ イン によ っては)音 声帯

域 回線によるさん孔

紙 テープ ・デ ータの

b(モ デ ル に よ って)5,6,

8レ ベ ル ・コ ー ドの どれか

c79又 は14.2(デ ュア ル

b(モ デム に よ って)5,6

7,8レ ベル ・コ ー ドの ど

れか

(モ デルに よっては)音 声

帯域
b⇔
。5見弩 膓与 甥o

キ ャラク タ当 り1ま

た は2パ リテ ィ ・ビ

ッ ト。 受信 す る と き ・

500ド ル(デ ュア ル ・テ レデ

ータ)

・ン ・チ ャンネルを必要 とする。 それはチ ャン

ネル優導装置によって単音帯域回線に接続 され

伝送 テ レデ ータ)キ ャラク タ/

秒 ま で

c7.9又 は14.2(デ ュアル

テ レ ーデ ー タ)キ ャラ ク タ

/秒

c半 又 は完 全 デ ュプ レ ック ス

dイ ン プ ッ ト ・コー ドに同 じ

eス タ ー ト/ス トップ

パ リテ ィは パ ンチ の

ア クテ ィベ イ シ ョン

に よ って 機 械的 に集

るo

計 され る。

一220一
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コ ミ=ニ ケ ー シ ョ ン ・タ ー ミナ ルMa5

カ ー ド ・テ ープ等 に よ る定形 イ 。,操 鱒 。 、る。1。 。,プ 。, データ伝送 レンタ ル 料金 概 算(1タ ー ミナ

ン フ'ツ ト
・

ニ ュァ ル ・ イ ン フ ッ a媒 体 a使 用回線種類 ル ・1ケ 月 当 り) 備 考

機 種 名 機 能 a入 力媒体

コー ドb

・劇;二 駕/秒

卜

a入 力方 法

bキ ャ ラク タ数

bコ ードキ
ャラクタ/秒

・ 藪{
か ド/分

b速 度(ビ ット/秒)

c伝 送 方法

d伝 送 コー ド

e同 期

一工
フ ー ・

コ ン ト ロ ー ル

GEデ ータ ネ ッ ト 音声帯域回線による aパ ンチ ・テ ー プ 装備な し aパ ンチ ・テ ープ a音 声帯域 完 全 リダ ンタ'ン シ イ。 275ド ル(600) 8レ ベ ル のデ ータは25。 キ ャラク タ/秒 で伝

600/601 パ ンチ ・テ ー プ'・デ

ータ の 伝送

b5,6,7又 は8レ ベル ・

コ ー ドの どれ か

c50キ ャラ クタ/秒

b5,6,7又 は8レ ベ ル ・

コ ー ドの どれ か

c50キ ャラク タ/秒

b850

c半 デ ュフ'レ ックス

dイ ン プ ッ トに イ ンパ ース を

加え た もの に同 じ

eス タ ー ト/ス トップ

伝送 され た各 キ ャラ

ク タの インパ ース。

自動 再 伝送 。

300ド ル(601) 送 され る ・601は デ ータ ネ ッ ト15を 通 して

GE200シ リーズ の コン ピ ュータ にオ ン ラ イ

ン でオ ペ レー トで きる。

GE 遠 隔 コン ピ ュータ と 装 備なし a53キ イの キイ aCRT a音 声帯域 キ ャラクタ及び縦 565ド ルか ら980ド ル(コ マ ルチ プル ・デ ィス プ レ イと プ リン タ装 置 は 中

デ ータ ネ ッ ト760

キ イボ ー ド/デ ィス

の間 で送 ・受 され る

アル フ ァニ ューメ リ

ボ ー ド

b184,368,

b63キ ャラク タ

c150～300キ ャ ラク タ

/秒

b1200

c半 デ ュプ レ ックス

dス タ ー ト/ス トップ

(オ プ ジ ョナル)パ

リテ ィ ・チ ェ ッキ ン

ン トロー ラ)。27ド ルか ら

43ド ル(デ ィス プ レ イ)、

央 コ ン トロー ラに 接続 され る。 「ア ル フ ァニ ュ

ーメ リ ック ・デ ィス プ レ イ ・タ ー ミナ ル」 の 項

プ レイ ・サ プ シス テ

ム
ツク ・デ ータの ビデ 736叉 は1196

aプ リン タ a音 声帯域
グ。 自動再 伝送 27ド ル か ら47ド ル 参照

オ ・デ ィス プ レ イ及 まで b63キ ャラク タ b2000又{ま2400 (キ イ ボ ー ド)。50ド ル

び(又 は)プ リン ト
c10キ ャラ ク タ/秒 c半 デ ュプ レ ックス

d8レ ベルUSAson
(プ リンタ ・コ ン トロ ール)

コ ピ ー e同 期

ハ ネ ウェル281シ ハ ネ ウ ェ ル ・シ リ ー aコ ン ピ ュ ー タ 装備な し aコ ン ピ ュ ータ a狭 帯域・音声帯域又は広帯 キ ャラク タ 及 び メ ツ (モ デルと特 徴 とによって) 広 範 囲 の標 準的 コ ミ ュニケ ー シ ョン ・フ ァシ リ

ングル ・チ ャン ネ ル

コ ミ ュニ ケ ー シ ョン

ズ200コ ン ピ ュ ー

タ を単 一狭 帯域 、 音

b(モ デ ルに よ って)5～8

レ ベル

b(モ デル に よ って)5～8

レベ ル

域
b134.5,2400又{よ

40800ま で

セ ージ ・パ リテ ィ ・

チ ェ ッキ ング の モデ

ル もい くつ か あ る。

145ド ルか ら280ト ◆ル テ ィと遠 隔ターミナルに接続 するために種 々の

モデルを利用 できる。

コ ン ト ロ ー ル
声帯域 又は広帯域回

線に接続 する。
c6～5100キ ャラク タ c6～5100キ ャラク タ

c半 デ ュプ レ ック ス

d(モ デ ル によ って)5～8

エ ラ ー ・セ ッ トを テ

ス トで きる インデ4

/秒 /秒 レ ベル ケ 一 夕 。

eス タ ー ト/ス ト ップ又は 同

期

ノ'ネ ウ ェ ル ・デ ー タ ハ ネ ウ ェル ・シ リ ー aパ ンチ ・テ ー プ a48キ イの キ イ aパ ン チ ・テ ープ a音 声帯域 キ ャラ クタ 及 び メ ツ 1/0機 構の どれを選ぶか によ 遠 隔 シ リーズ200コ ン ピ ュー タだ けが伝 送 を

ス テ ーシ ョン ズ200コ ン ビ ュー
b8レ ベルASC■

c120キ ャラク タ/秒
ボ ー ド

b8レ ベ ルUSAscn

c120キ ャラク タ/秒
b1200 セ ー ジ ・パ リ テ ィ ・ って265ド ルか ら1725ド 行 なえ る。 オ ブ シ9ン に よ って 、(遠 隔 コ ン ピ

ュータ に コ ン トロ ール され た)選 択 ア ド レ ッシ夕 照 の遠 隔 タ ー ミナ b多 様(バ ツプ ア c半 デ ュプ レ ックス チ ェ ッキン グ 。オ ブ ル(各1/0機 構 当 り)45ド

ル
aパ ンチ ・カ ー ド

bホ レ リス
132キ ャラク

aペ ージ ・プ リン タ

b59キ ャラク タ
d8レ ベルASOH シ ョン で バ ッフ ァが ルか ら850ド ル) ン グ とポ ー リングの オペ レー シ ョン も可能 に な

c100カ ー ド/分 タが最大) c10又 は40キ ャラ ク タ eス タ ー ト/ス ト♪ブ つ くと自動再 伝送 る。 各 デ ータ ・ス テ ー シ ョン は 、 コン トロール

触 装置と1～5の1/O機 構 とか ら成 り立 ってい
aマ ーク ・カ ー ド(オ プテ ィ
カ ル) aラ イン ・プ リン タ る 。

b4ビ ッ ト ・バ ー又は2ビ ッ b63キ ャラク タ
'

ト ・マ ーク セ ン ス c400ラ イン/分

c50又 は25キ ャラク タ

/秒

ハネ ウ ェル480 ハ ネ ウ ェル400又 aコ ン ピ ュ ータ 装 備な し aコ ン ピ ュ ー タ a音 声 帯域(リ ース ト又 は ス キ ャ ラク タ ・バ リデ 790ド ル 512キ ャラ クタの バ ッフ ァ。IBM8TRタ

コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン は1400コ ンピ ュ b6ピ ッ トBOD b6ビ ッ トBOD イ ッチ ド) イ と メ ッセ ー ジ ・パ 一 ミナ ル と互 換 性あ り。

コン トロール装 置 一夕を単音声帯域回 c・250ヌ.は300キ ャ ラ ク c250又 は300キ ャラ ク b2000(ス ィ ッチ ド)又 リテ ィ。 プ ログ ラム

線に接続 する ク/秒 タ/秒 {ま2400(リ ース ト) で再伝送

c半 デ ュプ レ ックス

d8レ ベ ル の うち4つ

e同 期

一221一
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コ ミ ュ ニ ケ ー シ ● ン ・タ ー ミ ナ ルMa6

カ ー ド ・テ ープ等 に よる定 形 イ キ イ操 作…等に よる マ ア ウ トプ ッ ト デ ー タ 伝送 レンタ ル料 金 概算(1タ ー ミナ 備 考

ン フ'ツ ト
.

ニ ュァ ル ・1イ ン フ ッ a媒 体 a使 用回線種類 ル ・1ヶ 月 当 り)

機 種 名 機 能 a入 力媒体

bコ 「 ド

・ 遮{㌃ こ診 雰/秒

ト

a入 力方 法

bキ ャラクタ 数

コ ー ドb

・劇:二 ㍑/秒
b速 度(ビ ット/秒)

c伝 送方法

d伝 送 コード

一工 フ ー ・

コ ン ト ロ ー ル

e同 期

ハ ネ ウ ェル481シ ハ ネ ウェル400叉 aコ ン ピ ュー タ 装 備なし aコ ン ピ ュー タ aテ レグ ラ フ ・グ レイ ド又 プ ロ グラム され る。 330ド ル 受信 の と き ・2キ ャラ ク タの バ ッフ ァ2台 、

、

ング ル ・チ ャン不 ル は1400コ ン ピ ュ b6ピ ッ トBCD b6ビ ッ トBOD
は音声帯域
b75(テ レグ ラフ)又 は 自 動チ ェ ッキン グ な

伝送 の と き ・4キ ャラ クタ ・バ ッフ ァ1台 。

コ ミ ュニ ケ ー シ ョン 一夕 を 単一 テ レグ ラ c6～105キ ャラ クタ/秒 c6～105キ ャラク タ/秒 1050(音 声)ま で

コン トロ ール フ ・グ レ イド又は 音 /秒
cシ ンプ レ ック.ス 又は 半 デ
ュプ レ ック ス

し。

声帯域回線に接続す

る。

d8レ ベル ま での どれ か

eス タ ー ト/ス ト ップ

ハ ネ ウ ェ ル ・シ リ ー 遠隔 コ ン ピ ュータ と 装 備な し a15又 は42キ aORT a音 声帯域 キ ャラクタ及び縦パ デ ィス プ レ イ装 置 当 り55ド ル マ ルチ プ ル ・デ ィス プ レ イ装 置 又は プ リン タ

ズ200ヴ ィジ ュァ の間で送 ・受 される イの キ イボ ー ド b14～64キ ャラク タ b典 型的 なもの として リテ ィ ・チ ェ ッキ ン
か ら84ド ル。 中央 コ ン トロ ー 装置が中央 コン トローラに接続 される。 この

ル ・イン フ ォメ イシ ア ル フ ァニ ューメ リ もしくは補助 と c41,600キ ャラク タ/秒
1200,2000, グ。 デ ィス プ レ イ装

ラ当 り339ド ル か ら1000 装 置 は バン カ ー ・ラ ーに よ って シ リーズ200

ヨン ・プ ロジ ェクシ

ョン ・シス テム

ック ・デ ータ の ビデ
ー,

オ ・ア イス フ レイ。

キ イ ボ ードで イン プ

ッ ト ・デ ィスプ レ イ

・

して テ レタ イプ

モデ ル33又 は

35K8Rの キ

イボ ー ド

・aプ リンタ

b64キ ャラク タ

c10キ ャラク タ/秒

2400

c半 デ ュプ レ ック ス

d8レ ベルU8ASOH

置か らマニ ュアル再

伝送。補助装置から

は 自動再伝送

ドル 以 上、ノ ン ・デ ィス プ レ イ

Lユ ニ ッ ト・コン トロ ール 当 り

25ト ◆ルか ら55ド ル。 ノ ン ・

デ ィス プ レ イ ・ユニ ッ ト当 り

デ ィス プ レ イ ・シス テ ム と して製造 され 、

売 り出 され た。「ア ル フ ァニ ュー メ リ ック ・デ

ィス プ レ イ ・タ ー ミナ ル」 の項 参 照

又はプ リンタでア ウ b(モ デ ルと構成 eス タ ー ト/ス ト ップ又 は
31ド ルか ら102ド ル

トブ ヲ ト。 に よって)装 置 同期
当 り384か

768キ ャラク

タ まで

ハ ネ ウェルK700

シ リ ーズ ・キ ィテ ー

プ ・コ ミュニ ケ ータ

音声 帯域 回線 に よる

磁 気 テ ープ ・デ ータ

の送 ・・受。 多 くの

a磁 気 テ ープ

b6レ ベ ルBOD

C一

a49キ イの キ イ

b80、 又 は120

ま で

a磁 気テ ープ

ド ぽ 票9?92…

a音 声帯 域

bl200又 は1800

c半 デ ュプ レ ックス

キ ャラク タ 及 び縦 パ

リテ ィは伝送 の向 に

チ ェ ック され る。 磁

245ド ルか ら27・0ド ル 種 々のモデルは、様々な補助1/0デ バイス

を保有 している。

ヤラ ク タ d6レ ベルBGD

ハ ネ ウ ェルK900

シ リーズ ・キ ィテ ー

1/0オ プ シ ョンが

利用 で きる。 コン ピ

ュ ータへ の ダ イレク

aパ ンチ ・カ ー ド(K-731:
・bホ レ リス

c100カ ー ド/分

aプ リンタ

b64キ ャラク タ

300ラ イン/分

eス タ ー ト/ス ト ップ
気 テープのレコ ーデ

ィング全 ての完全 な

ブ ・コ ミ ュニ ケ 一 夕 ト ・エ ン トリーに対
C ピ ッ ト対 ビ ッ ト ・チ

するテープの準備に
a磁 気テープ
b8レ ベルEBODIC

a49キ イの キ イ
ボ ー ド a磁 気テ ープ a音 声帯域 エ ック 270ド ルか ら295ド ル

この装置を用いるこ C一 b80,90, b8レ ベルEBODIO b1200カ 、1800

100,110 c19200キ ォラクタ/秒 c半 デ ュプ レ ック ス
とが で きる 。 .d8レ ベルEBCDIC

aパ ンチ ・カ ー ド(K-931) 又は120ま で

bホ レ リス aプ リン タ(K-935) eス タ ー ト/ス トップ

c100カ ー ド/分 b64キ ャラク タ

c300ラ イン/分

IBM1050 狭帯域又は.音声帯域 aパ ンチ ・テ ープ a53キ イのキ イ
.

aパ ンチ ・チ ーフ a音 声帯域又はテ レグラフ キ ャラク タ及 び メ ッ 110ド ルか ら500ド ル(用 主 ス テ ーシ ョン は マ ルチ ・ス テ ーシ ョン の ポ

デ 一 夕 ・コ ミ ュニ ケ

ー シ ョン ・シ ス テ ム

回線によるデータの

伝送。ほ とんどの

b8レ ベ ルIBMPTT

c14.8又}ま8.33キ ャラク

タ/秒

ボ ー ド

b多 様

b8レ ベ ル1BMPTT

c148又 は8.33キ ャラク

タ/秒

グ レイ ド

b133.2(音 声)又 は

75(テ レグ ラフ)

セ ージ ・パ リテ ィ。

自動再 伝送 。

いる機 構 当 り30ド ル100ド

ル)

一 リング とア ドレ ッシ ング を可 能 にす る。 各

1050タ ー ミナルは コン トロ・一ル装 置 と1

IBMコ ン ピ ュータ 半 デ ュブ.レ ック ス

用 の遠 隔 タ ーミナ ル。

オ フ ラ イ ン ・デ ータ

に対 する 装 備 もあ る。

aパ ンチ ・カ ー ド

bホ レ リス

c14.8又 は8.33キ ャラク

タ/秒 。 約10カ ー ド/分

a15及 び(ヌ は)

16コ ラムの キ

イボ ー ド

b15,16又 は

aパ ン チ ・カ ー ド

bホ レ リス

c14.8又 は8,33キ ャラク

タ/秒 。約10カ ー ド/分

C

dIBMPTT(9ピ ッ

ト/キ ャラク タ)

eス タ ー ト/ス トップ

～7つ の1/0装 置 か ら成 って い る。

26デ ィジ ッ ト

aプ リン タ

b88キ ャラク タ

c14.8又 は8.33キ ャラ ク

タ/秒

一222一





コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ タ ー ミ ナ ル 施7

カ ー ド ・テ ープ 等 に よる定 形 ・
|

キイ操 作等 に よるrア ウ トプ ッ ト

ンプ ッ ト
・ニ ュ ァ ル ・イ ン フ ッ a媒 体

機 種 名 機 能

a入 力媒体

bコ ード
キ ャラクタ/秒

・ 速度{カ ー ド/分

ト

a入 力方法

bキ ャラク タ数

b コ ー ド

・劇;二 忽/秒

IBM65及 び66 テ レグ ラ フ ・グ レ イ aパ ン チ ・カ ー ド 装備な し aパ ンチ ・カ ー ド

デ ータ ・トラ ンシ ー ド又は音声帯域回線 bホ レ リス bホ レ リス

ノく_ に よる パン チ ・カ ー C一 c140(65)ヌ 」工160

ド ・デ ータ の 伝送 (66)キ ャラク タ/秒 。
■

3～11カ ー ド

噛`...'

、

,

IBM磁 気 テ ープ ・

エレ ク トリ ック ・タ

公 共電 話 回 線 に よ る
デ ータ の伝送 。'イ ン

プ ッ トは キ イボ ード

a磁 気テ ープ

bIBMMT/ST

=
a44キ イの キ イ

ボ ー ド

テ ープ ・カ ー ト

aプ リンタ

b88キ ャラク タ

c14.8キ ャラク タ/秒

イプ ラ イタ ー 又は磁気 テープ ・カ c14.8キ ャラ クタ/秒 b
一 トリ ッジ

。「ア ウ ト
プ ッ トは プ リン タ又

リ ッジ 当 り
a磁 気 テープ
bIBMMT/ST

はテ ープ ・カ ー トリ 2324キ ャラ c14.8キ ャラク タ/秒
,

ツ シo・ クタまで 印

IBM1978プ リ パ ンチ ・カ ー ドか ら aパ ンチ ・カ ー ド 装備な し aパ ンチ ・カ ー ド

ン ト ・ リ ー ド ・パ ン
データを伝送す る。
.

デ ータ を受 けと って
bホ レ リス

bホ レ リス

c91～190カ ー ト●/分

190カ ー ド/分チ ・タ ー ミナ ル プ リ ン トする か 、 カ C
一 ドに デ ータ をパ ン aプ リ ンタ

チする。音 声帯域 回 b13,39レ52又{ま63

線 に よ って オペ レ ー キ ャラク タ

トす る。 c475～160ラ イン/分

IBM1013カ ー 音声帯域回線 による aパ ン チ ・カ ー ド 装備な し aパ ン チ ・カ ー ド

ド伝送 タ ー ミナ ル パ ンチ ・カ ー ド ・デ bホ レリス
bホ レ リス

c160コ ラム/秒 。40～

タの伝送 c1000コ ラム/秒 400カ ー ド/分

IBM2260デ イ 遠隔との間 で送 ・受 装 備な し a26又 は50キ イ aCRT

スプ レ イ ・ス テ ー シ され る ア ル フ ァニ ュ

メ リ ック ・デ ータ の
ボ ー ド

b64キ ャラク タ

c2560キ ャラ クタ/秒
ヨン

ビデ オ ・デ ィス フ'レ b240,480又

イ及び(又 は)プ リ

ン ト ・コ ピ ー'
は960ま で

aプ リンタ

b64キ ャラク タ

c14.8キ ャラク タ/秒

IBM2265 2265と 遠 隔 装 備な し a50キ イのキ イ ボ aORT

デ ィスプ レ イ ・ス テ
IBMシ ス テム/

・

360コ ン ピ ュ ー タ ◎

一 ド b64キ ャラク タ/秒

c2560キ ャラク タ/秒

一 シ ョン との間で伝送 された b960キ ャラク タ

デ ータの ビデオ ・デ /秒 まで aプ リン タ

イス プ レ イ b64キ ャラク タ

c14.8キ ャラク タ/秒
L

●

a

0̀

C

d

e

a

b

C

d

、

e

a

b

C

d

e

a

b

C

d

e

a
b

C

lq

e

a
b

C
d

e

a

b

C

d

e

一

タ伝送 レンタ ル料 金 概 算(1タ ー ミナ

、

使用回線種類 ル ・1ケ 月 当 り)

速度(ピ ット/秒)
一
工 フ ー' 備 考

伝送方法 コ ン トロ ー ル

伝送 コ ー ド

同期

音声帯域又は テレグラ フ' キ ャラク タ ・バ リデ, 175ド ル か ら2a3ド ル 65と66は それぞれIBMO24と026キ

グ レ イ ド

1400～1600(「 音声)

イテ ィ。 マニ ュア ル

再 伝送 。'
イ ・パ ンチ を基礎 とす る。66は ・ カ ー ドが パ

又 は75(テ レグ ラフ) ンチ され る と き、 その カ ー ドに デ ータを プ リン

半 デ ュプ レ ック ス
IBMト ラン シ ーバ ー4一

トで きる。

of-8

ス タ ー ト/ス トップ

公共電話回線 キ ャラク タ ・パ リテ 265ド ル(1テ ープ)。323 オプシ ョナルなセかンド・テープ装置 がある場

134.5 イ ・チ ェ ッキ ン グ ・ ドル(2テ ープ) 合、MT/STは 前のテ ープの編集 コピーを作

半デ ュプレックス

IBMMT/ST
マニ ュアル再 伝送 る の に用 い られ る。

ス タ ー ト/ス トツブ

音声帯域 キ ャラク タ ・パ リデ 850ド ル(プ リン トの み)か モデ ル1は パ ンチ ・カ ・一ドで イン プ ッ トし、 プ

600,1200,200 イテ ィ及 び ブ ロ ック ら1350ド ル リンタ でア ウ トプ ッ トで き る。 モデ ル2は これ

又は2400 パ リテ ィのチ ェ ック 。
にパ ンチ ・カ ー ド ・ア ウ トプ ッ トが 追加 され る

モデ ル3は プ リン ト ・ア ウ トプ ッ トだ け。 他 の

半 デ ュプ レック ス プ ロ プク単位の自動 IBMSTRタ ー ミナ ル と互 換 性 あ り。

IBM高 速4-of-8 再伝送。

同期

音声帯域 キ ャラクタ ・バ リデ 800ド ル 広範 囲 な フ ォーマ ッ トの コン トロール、 他 の

1200,2000又 は

2400

イ及 び メ ッセ ージ ・
パ リテ ィ ・チ ェ ック。

IBMSTRタ ー ミナ ル と互 換 性 あ り、

半デ ュプ レ ックス .自動再伝送
IBM高 速4-of-8

同期

音声帯域 キ ャラクタ及び縦パ 30～50ド ル(デ ィスプレイ) マ ルチ プ ル ・デ ィス プ レ イ及 び プ リンタ 装置 が

1,200又 は2.400

半 デ ュプ レ ック ス

リテ ィ ・チ ェ ッキ ン

グ。 自動 再 伝送
400～1050ド ル(中 央 コ 中央 コン トロ ーラに接 続 され る。 「ア ル フ ァニ

8レ ベルASC皿 ン ト ロール)。50ド ル(プ リ ユーメ リ ック ・デ ィス プ レ イ ・タ ー ミナ ル 」 の

ス タ ー ト/ス トップ
ン タ) 項参照e

音声帯域 キ ャラクタ及び縦パ 380～465ド ル(デ ィス プ 「ア ル フ ァニ ユメ リ ック ・デ ィス プ レイ ・タ ー

1200又 は2400 リテ ィ ・チ ェ ッキ ン レ イ ・ス テ ーシ ョン)。 ミナル」の項参 照㍉

半 デ ュプ レ ック ス グ。 自動再伝送 50ド ル(プ リン タ)

8レ ベルUSASC皿

ス タ ー ト/ス トップ

一223一
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コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・タ ー ミナ ルMa8

カ ー ド ・テ ープ等 に よる定形 イ キイ操 作等に よるマ ア ウ トプ ッ ト テ ーータ 伝送
|

レン タル 料金 概算(1タ ーミナ

ン プ ッ ト
・

ニ ユア ル ・イ ン フ ツ a媒 体 a使 用回線種類 ル ・1ケ 月 当 り)

機 種 、 名 機 種 a入 力媒体

bコ ードキ
ャラクタ/秒

・ 渡{
。一,/分

ト

a入 力方 法

bキ ャラク タ数

bコ 一一ドキ
ャラク タ/秒

・ 醒{チ ド/分

b速 度(ビ ット/秒)

c伝 送 方法

d伝 送 コード

e同 期

エ ラ ー ・

コ ン ト ロ ー ル

備 考

,

IBMリ モ 単一音声帯域回線に 低速の場合、10以 内の回 線か 装備なし 低速の場合、10以 内の回線 a音 声帯域 装備な し 485ド ルか ら605ド ル 現 在 の とこ ろ、2712は 、 高速 の場 合 、

一 ト ・マ ル' 三
ア
よ って 、10回 線 以

ら、1回 線当 り14.8キ ャラク

タ/秒 で イン プ ッ トす る。

へ 、1回 線当 り14.8キ ャラ

クタ/秒 でア ウ トプ ッ ト。

b1526

C完 全 デ ュプ レ ック ス
2702又 は2703伝 送 コ ン トロー ル付 き

チブレクサ ル 内の低速回線か らの 高速の場合、IBMシ ステム/ 高速の場合 、システム/360 d11ビ ッ ト/ワ ー ド の シ リ ーズ/360コ ン ピ ュ ータ とだ けコ ミ

デ ータ のマ ルチ プ レ
360コ ン ピ ュ ー タ か ら,148・ コン ビ ュー タへ148キ ャラ e同 期

ユニ ヶ ー トで きる。
1 キ ャラク タ/秒 ま で インプ ッ ト ク タ/秒 まで ア ウ トフ'ッ ト。

ク シング す る。 す る。 a狭 帯域
b134.5(1回 線 当 り)

c半 デ ュプ レ ック ス

dク レ ベル ・9二 二 ッ ト

eス タ ー ト/ス トップ

単一音声帯域回線 に 低速 の場合、14以 内の回線か 装備な し 低速の場合 、14以 内の回線 a音 声帯域 装備な し 540ド ル か ら790

三
ア
よ って 、14以 内 の

ら、1回 線 当 り10キ ャラク タ

/秒 で イン プ ットする。

へ 、1回 線当 り10キ ャラク

タ/秒 で ア ウ トプ ッ ト。

b1113

C完 全 デ ュブ レ ツク ズ

ル 低速回線か らの デー 高速の場合、システム/360
'

高 速 の場 合 、 シス テ ム/3.60
ld15ビ 艸/ワ ー ド

2
タを マルチ プ レク シ

コン ピ ュータ か ら140キ ャラ

ク タ/秒 まで で イン プ ッ トす る

コン ビ ュータ へ 、140キ ャ

ラク タ/秒 ま でア ウ トフ'ッ ト

e同 期

ング す る。 aテ レグ ラ フ ・グ レイ ド

b74.2(回 線 当 り)

c半 デ ュフ'レ ックス

d5レ ベ ル,7.42ユ ニ ッ ト

e示 タ ー ト/ス トップ

IBM2740コ ミ 狭帯域又は音声帯域 装備なし a44キ イ のキ イ aプ リンタ a狭 帯域 キ ャラク タ及 び メ ツ 82ド ル か ら137ド ル IBMシ ス テ ム/360コ ン ピ ュータ用 の 遠 隔

ユ ニ ケ ー シ ョン ・タ 回 線 に よる タ イプ ・ ボ ー ド bIBM6レ ベル ・コ ー ド b134.5 セ ー ジ ・パ リテ ィ ・ イン プ ッ トと して 用い るこ とが でき る。 コ ン ビ

ー ミナ ル ,一

メ ッセ ー シ ・ア ー タ b多 様 の 一 つ
c半 デ ュプ レ ックス

チ ェ ッキ ング。 ユ ータ ・に よ って ボ ー リン グ や ア ド レ ッシ ング
dIBM6レ ベ ル ・コ ー ドの

の コ ミ ュニ ケ ー シ ョ c14.8キ ャラ クタ/秒 一 つ
。9ユ ニ ッ ト

を行 な うる 。

ン eス タ ー ト/ス トップ

IBM2741コ ミ IBMシ ステ ム 装備な し a44キ イの キ イ aプ リン タ a狭 帯域 装備なし 82ド ル か ら92ド ル IBMシ ステ ム/360コ ン ピ ュータ用 の 遠 隔

ユニ ケ ー シ ョン ・タ
/360コ ン ピ ュ ー

タ を用 いて 、狭帯 域.

ボ ー ド

b多 様
bIBM6レ ベ ル ・コー

b134.5

C半 デ ユブ レ ツク ス
イン ク ァイア リー ・タ ー ミナ ル と して 企 画 され

一 ミナ ル 又は音声帯域回線 に ドの一 つ dIBM6レ ベ ル ・コ ー ドの た。 コ ン ピ ュータ を イン タ ラプ トで きる(オ ブ

よるタ イプ ・メ ッセ
.一.一 シ ・フ'一 タ の コ ミ c14.8キ ャラク タ/秒

一 つ 。9ユ ニ ッ ト

eス タ ー ト/ス ト ップ'
シ ョナ ル)。

ユ ニ ケ ー シ ョ ン

IBM2780デ ー パ ンチ ・カ ー ドか ら aパ ン チ ・カ ー ド 装備な し aパ ンチ ・カ ー ド a音 声帯域 〉ナ ィク リ ック ・ リタ・ 700ド ル(カ ー ドの リ ー ド と モデ ル1は パ ンチ ・カ ー ドで イン プ ッ トし、 プ

タ 伝送 タ ーミナ ル
デ ータ を 伝送 す る 。」

デ ータを 受 けと った
bホ レ リス

bホ レ リス

cgl～355カ ー ド/分

b1200,2000又 は

2400

ンダ ン シイ ・チ ェ ッ

キ ング(SBT及 び
パ ンチ)か ら1200ド ル リンタ で ア ウ トフ'ッ ト。 モデ ル2は パ ンチ ・カ

リプ リン トした り 、 c400カ ー ド/分 (160コ ラム/秒) c半 デ ュプ レ ックス EBCDICコ ー ド) 一 ドの ア ウ トプ ッ トが追 加 され る
。 モ デ ル3は

或 いは カ ー ドにパ ン

チ した りす る。 音 声 aプ リンタ

dIBM6ビ ッ トSBT,8

ビッ トUSASA且 又は8

キ ャラク タ及 び縦 パ

リテ ィ ・チ ェツキン
プ リンタの ア ウ トフ'ッ トだ け、 モデ ル4は パ ン

帯域回線 によ ってオ b39,47,52又}ま ビットEBGDIC グ(USASOIIコ チ,カ ー ドの イン プ ッ ト/ア ウ トプ ットだ け。

ベ レー トす る。 63(コ ー ドに よ って)

c200～300ラ イン

e同 期 一 ド)c自 動再 伝送
IBMB80装 置と互換性 あ り。

/分

IBM7702磁 気 音声帯域回 線による a磁 気 テ ープ 装備なし a磁 気テ ープ a音 声帯域 キ ャラク タ ・バ リテ 1300ド ル テ ープ ・フ ォーマ ットはIBM729シ リ ーズ

テ ープ㌦ 伝送 タ ー ミ 磁 気 テ ープ ・デ ータ bIBMBCD又 は バ イナ
bIBMBOD又 は バ イ

c15θ,250又 は

b1200,2000又{ま

2400

イテ ィ及び メ ッセ ー

ジ ・パ リテ ィの チ ェ 磁気テープ装 置と互 換性あ り、他のIBM

ナル の伝送 リ ー 300キ ャラク タ/秒 c半 デ ュプ レ ック ス ッキ ン グ。 自動 再 伝 STRタ ー ミナ ル と互 換 性 あ り。

c150,250匁 ま300

キ ャラク タ/秒

dIBM高 速4-of-8

e同 期
送 。
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コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・タ ー ミ ナ ル%9

カ ー ト ・テ ープ等 に よる インプ キイ操作等によるマ ア ウ トプ ッ ト デ ータ伝送 レン タル料 金概 算(1タ ー ミナ

ト
.

ニ ュ ァ ル ・ イ ン フ ッ a媒 体 a使 用回線種類 ル ・1ケ 月 当 り) 備 考

機 種 名 機 能 a入 力媒体

bコ ー ド

・ 鍍{;こ 《劣/秒

ト

a入 力方法

bキ ャラク タ 数

bコ ー ド
キ ャラクタ/秒

・ 麺{
か./分

b速 度(ピ ッ ト/秒)

c伝 送方法

d伝 送 コード

エ ラ ー ・

コ ン ト ロ ー ル

e同 期

IBM7710デ ー 単一音帯域又は広帯
・

aコ ン ピ ュ ー タ 装備なし
・

aコ ン ピ ュ ー タ a音 声帯域 キ ャラク タ ・バ リデ 1575ド ル 他 のIBMSTRタ ー ミナル と互 換 性 あ り、

タ ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ 域 回 線 へIBM
1401コ ン ビ ュー

b6ビ ッ トBCD

c250又 は300キ ャラク

b6ビ ッ トBOD

c250又 は300キ ャラク

b2000又 は2400(音

声)。40800(広)

イテ ィ及 び メ プ七 一
ジ ・パ リテ ィ ・チ ェ 特別 な要求があれば、他のIBMコ ンビ ュー多

目ン装置 タを接続する。 タ/秒 タ/秒 c半 デ ュプ レ ックス ッキ ン グ。 プ ログ ラ と接続可能、
dIBM高 速4←of-8 ムで再 伝送。

e同 期

IBM7711デ ー 音声帯域又は広帯域 a磁 気 テープ 装備なし a磁 気テ ープ a音 声帯域又 は広帯域 キ ャラ クタ ・バ リデ 1550ド ルか ら2350ド ル バ ッフ ァリング の2400キ ャラクタ ま で 利 用

タ ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ
回線による磁気テ ー
プ ・データの伝送

bIBM6ビ ッ トBOD又 は
バ イナ リー

bIBM6ビ ッ トBCD又 は
バ イナ リ ー

b2400ま で(音 声)。

40,800(広)

イテ ィ及 び メ ッセ ー

ジ ・パ リテ ィ ・チ ェ
でき る。

ヨン装置 c90,000キ ャラクタ/秒 c90,000キ ャラ ク タ/秒 c半 デ ュプ レ ックス ツキ ング 。 自動 再 伝 IBM729皿,IV,V,W又 は7330磁 気

まで まで dIBM高 速4-of-8

e同 期
送 。 テープ装置 を用いる。

モデ ル311 狭帯域又は音声帯域 装備な し a33,52又 は aプ リン タ a狭 帯域又は 音声帯域 モデ ル311と32、t 2370ド ルか ら4000(購 モデ ル311と321は5レ ベル ・ボ ー ド ッ ト、

z
ブ

イ

シン

リ シ

エ レク トロニ

ック ・デ ータ

プ リン タ

回 線 に よる マ ニ ア ル

キ イ ・デ ータ の伝送

53キ イ ボ ー ド

b51又 は63

(ASρ 皿)。
コ ン トロール ・

キ ャラク タは含

b51又 は63(ASC皿)

キ ャラク タ

c37.5キ ャラク タ/秒 まで

b110,150又}ま300

c半 文 は完全 デ ュプ レ ックス

d8又}ま11と 」ニ ッ ト'コ ー

ド(備 考 参照)

eス タ ー ト/ス トップ

はASC皿 キ イボ ー

ドに関 して のみ 字 ヤ

ラクタ ・パ リテ ィ ・

ゼネ レ ーシ ョン を 備

え て い る。ASO皿

入料金) 6レ ベ ル又は8レ ベ ルASC皿 コ ー ドを 取 扱 う

こ と もでき る。 オ プ シ ョン に よ って、5,6,
1

7又 は8レ ベ ル ・コ ー ドを用 い る こと も で き る。

5及 び6レ ベル ・コ ー ドは8ユ ニ ッ ト・ス トラ
1ユ

ズ ミ
まず 。 コ ー ドにお けるキ ャ

ク チ ャを有 する。7及 び8レ ベル ・コ ー ドは

● ツ
モ デ ル321 狭帯域又は音声帯域 aパ ンチ ・テ ー プ a33,52又 は aブ リソ タ a狭 帯域又は 音声帯域

ラク タ ・パ リテ ィ ・

チ ェ ック はオ プ シ ョ

570ド ルか ら7000ド ル

(購 入 料金)
11ユ ニ ッ ト・ス トラク チ ャを 有 す。

テ ト

レ3 高速 自動デ ー
回 線 に よる マニ ュア

ル ・キ イ ・デ ータ も
b備 考参 照

53キ イのキ イ

ボ ー ド

b51又 は63(ASC皿)

キ ャラク タ

bljo,150又 は300

c半 又 は完全 デ ュプ レ ック ス
ナ ル で ある。

プ0 タ ・セ ッ ト しくは パ ンチ ・テ ー c37.5キ ャ ラク タ/秒 まで b51又 は63 c37.5キ ャラク タ/秒 まで d8又}ま11こ 】」ニ ッ ト ・ 一
リ0 ブ ・デ ータ の 伝送 (ASC皿)。 ド(備 考参照)
ン コ ン トロ ー ル ・ aパ ン チ ・テ ープ eス タ ー ト/ス トップ
タ キ ャラク タは含 b備 考参照

まず 。 c37.5キ ャラク タ/秒 まで

モホ ーク1100 音声帯域回線による a磁 気テープ(全 部) a47又 は64キ a磁 気 テープ(全 部) a音 声帯域 キ ャラ クタ ・パ リデ 245ド ルか ら350ド ル(モ 種 々の モデルは様々な1/0装 置を有 する。

シ リ ー ズ ・デ ー タ ・ 磁 気 チ ーフ㍉ デ ータ
bIBM6ピ ッ トBOD

c6250キ ャラク タ/秒
イの キ イボ ー ド

bIBM6ビ ッ トBOD

c6250キ ャラク タ/秒

bl200又}ま1600

c半 デ ュプ レ ック ス

イテ ィ及 び縦 パ リテ

ィは 伝送 の間 にチ ェ
デ ル とオ プ シ ョノに よ って) 1320プ リン タは 全 モデ ルに用 い られ る。 イ

レ コ ーダ ー の 送 ・受。 多 くの b8q84.90,' dモ デ ィフ ァ イ ドBCD。 ック され る。 磁 気テ ン フ'ッ ト・ 伝送 、ア ウ トプ ットは 内部 磁 気 テ ー

1/Oオ プ シ ョン を
aパ ンチ ・カ ー ド(1109)

bホ レ リス
100,120

aプ リンタ(1183)

b64キ ャラク タ

ニ ュ ーメ リ ック 当 り4ビ ッ

ト。 ノ ン ・ニ ュ ー メ リ ック

一プ の全 レ コ ーデ ィ

ン グの 完全 な ピッ ト
プ装置によって別々に実行 される。

利用できる。 c75カ ー ド/分 140,160 c15キ ャラク タ/秒 当 り8ピ ッ ト

同 期
対 ビ ッ ト ・チ ェ ック 。 1320プ リン タは 直接 受信 し・プ リン トで き

aパ ンチ ・テ ープ(1115)
又は180ま で

a1320プ リンタ(全 部)

e 自動再伝送。
る。 テ ープ ・フ ォーマ ッ トはIBM729と 互

b5～8レ ベ ル ・コ ー ドの ど b64キ ャラクタ 換性あ り。
c375ラ イン/分

c133.3キ ャ ラク タ/秒

モホ ーク タ ッチ ・ ト ー ン ・テ 装備 なし 装 備な し a磁 気テ ープ a公 共電話回線網 装備 なし 430ド ル ベ ー シ ック の4200シ ステ ムは2つ の テ ープ

4200TTT

デ ータ ・レコ ーダ ー

レ フ ォン ・セ ッ トか

ら デ ータ を受 け、 そ

bIBM6ビ ッ トBCD

c6250キ ャラク タ/秒
b約80

cシ ンプ レ ックス(受 信 のみ)

装置を含む。

d2-of-8
シス テ ム れを7チ ャン ネ ル磁

e各 デ ータ ・グ ル ープに よ つ

気テ ープ に書き写す。 てアク テ ィペ イ トされ た レ

シ ー バ ー
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コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ タ ー ミ ナ ルPta10

カ ー ド ・テ ープ等 に よる定 形 イ キ イ操作等による二 ア ウ トプ ッ ト データ伝送 レン タ ル料 金概 算(1タ ー ミナ

ン プ ッ ト ユア ル ・ イ ン プ ッ ト a媒 体 a使 用回線種類 ル ・1ケ 月当 り)

機 種 名 機 能 a入 力媒体

bコ ー ド
キ ャラクタ/秒

・ 速度{ カード/分

a入 力方法

bキ ャラクタ数

bコ ー ド
卑 ヤラク タ/秒

・ 速度{ カ
ー ド/分

b速 度(ビ ット/秒)

c伝 送方法

d伝 送 コード

e同 期

一工
フ ー ぶ

コ ン トロ ー ル

備 考

モホ ーク6403 音声帯域回線πよる a磁 気 テープ a48キ イ の キイ a磁 気テ ープ キ ャ ラク タ ・バ リデ 220ド ル テ ープ ・フ ォーマ ッ トは9チ ャン ネルIBM

デ ー4・ レ コ ーダ ー 磁 気 テ ープ ・デ ータ

の 送 ・受

b8レ ベ ル

c6250キ ャラ ク タ/秒

ボ ー ド

b多 様

b8レ ベ ル

c6250キ ャラ クタ/秒 a音 声 帯域
b1200又 は1600

イテ ィ及び 縦 パ リテ

ィ ・チ ェ ッキ ン グ。

自動再 伝 送 。

2400シ リー ズの 装 置 と互 換性 あ り。

6403は1103と の間 で送 ・受可 能 、

c半 デ ュプ レ ック ス

dモ ホ ーク1103と 同 じ

eス タ ー ト/ス トップ

フ ィル コ ・ フ ォ ー ド 音 声帯域回 線によ つ 装備な し
、

a53キ イの キ イ aCRT a音 声帯域 キ ャラクタ及び縦パ 7200ド ル(購 入)。 レン タ 1台 の ステ ー シ ョン 装 置 で、 赤 、緑 、 青 、 白 の

ア ル フ ァニ ュ ーメ リ
ック ・カ ラ ー ・デ ィ

スプ レイ装 置 ・モデ

て 、D-20と 遠 隔

コ ン ピ ュー タ との間

で 伝送 され たデ ータ

ボ ー ド

b768ま で
b60キ ャラク タ

c10キ ャラク タ/秒

b110

c半 デ ュプ レ ック ス

d8レ ベ ルUSASO皿

リテ ィ ・チ ェ ッキ ン

グ 。 マ ニ ュア ル ・コ

レ ク シ ョ ン

ル料 金 高 はケ ース ・バ イ ・ケ ー

ス
デ ータ を ミ ック スで き る。 「ア ル フ ァニ ュー メ

リ ック ・デ ィスプ レ イ ・タ ー ミナ ル」 の 項 参 照。

ルD-20 の4カ ラ ー ・ビデ オ eス タ ー ト/ス トップ

デ ィス プ レ イ。

フ ィ ル コ ・フ ォー ド 音声帯域回線によ っ 装備 なし a65キ イのキ イ aCRT a音 声帯域 キ ャラク タ 及 び絵 パ' 9200ド ル(購 入)。 レンタ IBM2260か ら開 発 され た単 一 ス テ ーシ ョ

ア ル フ ァニ ューメ リ

ック ・デ ィスプ レイ

て 、D-21と 遠 隔
コ ノ ピ ⇒一夕 との間

で伝送 され たデ ータ

ボ ー ド

b1536ま で

b62キ ャラク タ

c120キ ャラクタ/秒

b1200

c半 デ ュプ レ ック ス

d8レ ベ ルUSASG皿

リテ ィ・チ ェ ッキ ン

グ 。 自動 再 伝送

ル料 金 高 はケ ース ・バ イ ・ケ ー

ス

ン 装置 。,

IBM2260と 互 換 性 あ り。 「アル フ ァニ ュ

装置 モデルD-21 の ビデ オ ・デ ィス フ'
'

e'ス タ ー ト/ス ト フプ メ リ ック ・デ ィスプ レイ ・タ … ミナル」 の項 参

レ イ。 照。

ROA6051 遠 隔 コン ピ ュータ と 装備な し a48キ イのキ イ aC五 宝 a音 声帯域 キ ャラクタ ・パ リテ 300ド ル 8レ ベ ル伝送 に よ って 、RCA30、1と3301

ビデ オ ・デ ータ ・イ
の間 で送 ・受 され る

ア ル フ ァニ ューメ リ
ボ ー ド

b64キ ャラク タ

c120又 は180キ ャラ ク

b1200叉 は1800

c半 デ ュプ レ ック ス

イ及 びパ リデ ィテ ィ

チ ェ プキン グ ・マニ

コン ピ ュー タ との コ ミ ュニ ケ ーシ ョンが 可能 に

なる。
ン テ ロゲ 一夕 ック ・デ ータ の ビオ b479ま で タ/秒 d8レ ベルASC■ ユアル再伝送

_',

プ ィスフ レ イ eス タ ー/ス トップ

RCA70/653 RCAス ペ ク トラ
・

aコ ン ピ ュ ー タ 装備なし aコ ン ピ ュ ー タ a音 声帯域又は広帯域 キ ャ ラク タ及び メ ッ デ ィスプ レイ装 置 当 り45ド ル。 マ ルチ プ ル ・デ ィスプ レ イ装 置は 中央 コ ン トロ

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン
70/25叉 は70

/35コ ン ピ ュータ

b6ビ ッ ト又 は8ビ ッ ト

c222～5100キ ャラク

b6ビ ッ トヌLは8ビ ッ ト

c222～5100キ ャラク

b2000,2400又}工

40800

セ ー ジ ・パ リ テ ィ ・

チ ェ ッキ ン グ ・プ ロ

中央 コン トロ ーラ 当 り1160
ドル

一 ラに接続 され る
。 「ア ル フ ァニ ュー メ リ ック

デ ィスプ レイ ・タ ー ミナ ル」 の項 参照 。 `

コ ン ト ロ ー ル を単一の音声帯域又 タ/秒 タ/秒 c半 デ ュプ レ ック ス グラムで再 伝送

は広帯域 回線に接続 d8レ ベル 又は9レ ベ ル

す る。 e同 期

RCA70/750 遠 隔 コン ピ ュータ と 装 備なし a66キ イの キ イ 装備なし a音 声帯域 キ ャ ラク タ ・パ リテ 675ド ル か ら2400ド ル以 マ ルチ プ ル ・デ ィスプ レ イ装 置 は中 央 コン トロ

モ ジ ュラ ー ・ ビデ オ
の 間 で送 ・受 され る

アルファ・ニ ュ ーメ リ

ボ ー ド

b1080ま で

b2400

c半 デ ュプ レ ック ス

イ ・チ ェ ッキ ング 。
マニ ュアル再 伝送 。

上 。
・一ラに 接続 され る

。 「ア ル フ ァニ ュー メ リ ック
デ ィスプ レイ ・タ ーミナ ル」 の 項 参 照。

デ ータ ・シス テム ック ・デ ータ の ビデ d8レ ベルUSASCH

オ ・デ ィスプ レイ e同 期

RCA70/752 遠 隔 コ ン ピ ュータ と 装 備なし a48キ イの キ イ aプ リン タ a音 声帯域 キ ャラク タ ・パ リテ 190ド ル か ら270ド ル ・ 各デ ィスプレイ装置は独立 し、それ 自身のコン

ビデオ ・デ ータ ・
の間 で送 ・受 され る

アルフ〔・二・ユーメ リ

ボ ード

b1080ま で

b64キ ャラ クタ

c10キ ャラク タ/秒

b1200

c半 デ ュプ レ ック ス

イ ・チ ェ ヅキン グ。
マ ニ ュア ル再 伝送

トロール ・ロ ッジ ック を 有 して いる 。 「ア ル フ

ァニ ュ ーメ リ ック ・デ ィスプ レ イ ・タ ー ミナ 几」
タ ー ミナ ル ツク ・デ ータ の ビデ d8レ ベルAscn の項 参照。

オ ・デ ィス プ レイ及 eス タ ー ト/ス トップ

び(又 は)プ リン ト
コ ピ ー

レイセ ォン 遠 隔 コン ピ ュ ータ と 装備な し a60キ イの キ イ aGRT a音 声帯域 キ ャラク4・ パ リテ 114ド ルか ら167ド ル(デ マ ルチ プ ル ・デ ィス プ レ イ及 びプ リン タ装 置 は

DIDS-400
の 間 で送 ・受 され る

ア ルフ ァニ ュ ーメ リ

ボ ー ド

b520又 は

b64キ ャラク タ

c100,000キ ャラク タ

b1200
c半 デ ュプ レ ック ス

イ ・チ ェ ッ キ ン グ 。

縦 パ リ テ ィ ・チ ェ ッ

イスプ レイ)。225ド ルか ら

607ド ル(コ ン トロー ラ)。

中央 コン トローラに接続 される。内部コン トロ
ーラを有する独立 したデ ィスプレイ装置 も利用

プク ・デ ータ の ビデ 1040ま で /秒 d8レ ベルUSAson キング及び自動車再 78ド ル(プ リン タ ・コ ン トロ でき る。 「ア ル フ ァニ ューメ リ ック ・デ ィスブ
オ.デ ィスプ レ イ及 ス タ ー ト/ス トップ

び(又 は)プ リン ト
.コ ピ

aプ リン タ

b64キ ャラク タ

e

a音 声帯域

伝送 は オ プ シ ョナ ル。
一ル)。19ド ルか ら52ド ル

(プ リンタ)。

レ イ ・タ ー ミナ ル」 の項 参照 。

c10キ ャラク タ/秒 b2000又}ま2400

c半 デ ュプ レ ック ス

d8レ ベ ルUSA、SGn

e同 期 又 は スタ ー ト/女 トップ
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`

ー

8

`

`

■

0

`



コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ タ ー ミ ナ ル 逝11

カ ー ド ・テ ー プ等 によ る定 形 イ キイ操作等によるマ ア ウ トプ ッ ト データ伝送
、

ン フ ツ ト ニ ュ ア ル ・イ ン プ ツ a媒 体 a使 用回線種類

機 種 名 機 能
a入 力媒 体

bコ ー ド

・ 遠田;こ 診 券/秒

ト

a入 力 方法

bキ ャラク タ数

bコ ー ド

・ 鍍{㌶ 須/秒

b速 度(ビ ッ ト/秒)

c伝 送 方法

d伝 送 コー ド

e同 期

エ ラ ー ・

コ ン ト ロ ー ル

レンタ ル料 金 概算

(1タ ー ミナ ル ・1ケ 月 当 り)
備 考

サ ンダ ース620 620と 遠 隔 コン ビ 装備な し a51キ イボ ー ド aCRT a音 声帯域 キ ャラクタ及び縦パ 180ド ル か ら301ド ル 「ア ル フ ァニ ュ ー メ リ ック ・デ ィス プ レ イ'
ス タ ン ド ・ア ロ ウ ン ・ ユ一夕 の 間 で伝 送 さ b768ま で b64キ ャラク タ b100～1800 リテ ィ ・チ ェ ッ キ ン タ ー ミナル 」の項 参 照。

デ ィス プ レ イ ・シス れ た デ ー タ の ビデオ ・ c300キ ャラク タ/秒 c半 デ ュプ レ ック ス グ。 自動再伝送
テ ム デ ィス プ レ イ及 び ブ d8レ ベルUSASC口

リン ド コ ピー
eス ター ト/ス トップ

aプ リン タ b2000又 は2400

b64キ ャラク タ c半 デ ュプ レ ック ス

c10キ ャラク タ/秒
d8レ ベルUSASC皿

e同 期

サ ン ダー ス720 遠 隔 コ ン ピ ュー タ と aさ ん孔 紙 テ ー プ a42キ イ のキ イ aCRT a音 声帯域 キャラクタ及び縦パ 100ド ル(デ ィス プ レイ)。 マル チ プル ・デ ィス プ レ イ及び 補助 装 置は

デ ー タ ・デ ィス フ'レ

イ ・シ ス テ ム

の間 で送 ・受 さ れ る

アル フ ァニ ュー メ リ

b8レ ベ ルUSAscn

c10キ ャ ラク タ/秒

ボー ド

b256,512又 は

b64キ ャラク タ

c47500キ ャ ラクタ/秒
b110,1000,1200又 は1800

c半 又は 完 全 デ ュプ レ ック ス

リテ ィ ・チ ェ ッキ ン

グ。 自動再 伝 送

20ド ル(キ イボ ー ド)。

238ド ル か ら339ド ル(コ

中央 コ ン トロ ー ラに持 続 され る。 「アル フ

ァニ ュー メ リック ・デ ィス プ レイ ・ター ミ

ック ・デー タ の ビデ

オ ・デ ィス プ レイ及

1024ま で aパ ン チ ・チ ー フ'

b5～8レ ベ ル の どれ か

d8レ ベ ルUSASC皿

eス タ ー ト/ス トップ
ン トロ ー ル)。 ナル 」の項参照。

び プ リン ト ・コ ピー

`c10キ ャ ラク タ/秒

b2000又 は2400

aプ リン タ c半 又は完全デ ュプ レックス
b64キ ャラク タ d8レ ベルUSAscn
c10キ ャラク タ/秒 e同 期

サ ン ガモDS-7000 音 声帯域回線 による a磁 気テ ープ a49キ イの キ イ a磁 気テープ a音 声帯域 キ ャラ ク タ ・パ リデ 323ド ル か ら302ド ル サ ン ガ モは 、 モ ホ ーク社 とハ ネ ウ ェル社 の
シ リ ー ズ ・デ ー タ ・ 磁 気 テ ー プ ・デ ー タ b6レ ベ ルBCD ボー ド b6レ ベ ルBCD b1200又 は1600 イテ ィ及 び 縦パ リテ キ イボ ー ドか ら磁 気 テ ー プ ・プ ログ ク ト・
ス テ ーシ ョン の 送 ・受 c6000～24000キ ャ ラク b80,100又 は c6000～24000キ ャラク c半 デ ュプ レックス イは 伝 送 中 にチ ェ ッ 255ド ル か ら315ド ル ラインに機能上対応するような完全 プロダ

サ ン ガモ ・
タ/秒 240ま で タ/秒 dモ デ ィフ ァイ ドBCD。 二 ク され る。 磁 気テ ー ク ト・ラ インを つ くる よ うに設 計 され てい

DS-9000シ リ a磁 気 テ ー プ a磁 気 テ ー プ
ユ ー メ リ ッ ク 当 り4ビ ッ ト。 プ の全 レ コーデ ィン る。

一 ズ ・デ ー タ ・ス テ
b8レ ベ ルEBCDIC b8レ ベ ルEBODIC

ノ ン ・ニ ュ ー メ リ ッ ク 当 り グ の ビ ッ ト対 ピ ッ ト・

一 シ ョ ン
c24000キ ャ ラク タ/秒 c24000キ ャ ラク タ/秒

8ビ ッ ト。 チ ェ ック。 自動 再 伝

e同 期 送 。

ス ト ロ ンバ ー グ ・カ 遠 隔 コ ン ピュー タ と a装 備な し a42キ ー ・キ ー aCRT a音 声帯域 キ ャ ラク タ ・パ リテ 98ド ル(デ ィス プ レ イ ・ユ ニ マル チ プル ・デ ィス プ レ イと フ'リンタ ・ユ
ー ソ ン の間で送 ・受信され

b
ボ ー ド b61キ ャラク タ b800～1300;2000;又 イ ・チ ェ ッ キ ン グ ・ ッ ト)、320～555ド ル(コ ン ニ ッ トは 中央 コ ン トロー ラに接 続 され る。

S-C1100 た アル フ ァニ ュー メ c25000キ ャ ラク タ/秒 は2400 自動再伝送 トロー ラ)92又 は101ド ル 詳 し くは、 アル フ ァニ ュー メ リ ック ・デ ィ
イ ンク ワ イア リー リ ック ・デ ー タの ビ C

b500ま で c半 デ ュプ レ ック ス、 又 は 全 (フ'リ ンタ) ス フ'レ イ ・ター ミナル の項 参 照。

デ ィス プ レ イ ・シス デ オ ・デ ィス プ レ イ aプ リ ンタ デ ュプ レ ック ス

テ ム and/orブ リンテ b61キ ャラク タ d8レ ベルAscn
・

イ ツ ド ・コ ピ ー c10キ ャラク タ/秒 e同 期 又 は スタート/ス トップ

ト ー リ ー シス テ ム 音声帯域回線 による aパ ンチ ・テ ープc60キ ャヲク a音 声 帯 域c半 デュeレ シー リバ ース ・チ ャンネ モ デル とオ プ シ ョン(パ ンチ ・ シ ステ ム102,128,122と128
.Rハ フ し〃レ

セ ツダ ー

ス

100,102,

108

パ ンチ ・テ ー プ,パ

ンチ ・カ ー ドか ら の

.デ ー タの伝 送

タ/秒

b5、6、7又 は

8レベル ・コ ードc72キ ャラク

a装 備 なし a装 備 な し

b

b480(60

キ ャラクタ

ブレク

ス

パは 各

デー タ

ル に よ るエ ラー ・レ

グナ ル(108,228

テー プの ター ミナ ル)に よ って

30～50ド ル;

は ア ンア テ ンデ ィッ ド ・オ ペ レー シ ョンが

可 能 で あ る。

梛 グ と180); 168ド ル(パ ンチ ・カー ドの 伝 送 は8ビ ッ トによ っ てパ ラ レル であ る。
シ ス テ ム タ/秒 dイ ンブ プによ 自動再伝送(108, タ ー ミナル)

120,122, b C a音 声帯域 ットと っ てア 228)又 は マ ニ ュア

128
b576(72 同じ クテ ィ ル(180)再 伝 送

シ ス テ ム

` aパ ンチ ・カー ド

bホ レ リス
キャラクタ

梛

ベ イ ト

され る
180 c42カ ー ド/分

a音 声帯域

b448(56キ ャラクタ

c半 デュプレックス

d6レ ベル ・プラス ・パ リテ ィ 、

トー り 一 音声帯域 回線 による a装 備な し a装 備な し aパ ン チ ・テ ー プ a音 声帯域 220(オ プショナル)と モデ ル とオ プ シ ョ ンに よ って シス テ ム220と288は ア ンァテ ンデ ィ
パ ラ レル システ ム パ ンチ ・テ ー プ ・デ b b伝 送 コー ドと同 じ b480(200)又 は576 228は キャラクタ ・パ 91～245ド ル ッ ド ・セ ンタ ーを 受信 で き、 遠 隔 ア ンア テ
200,220,228 一 タの受 信

C b c60(200)又 は72(220, (220,228)ま で リテ ィとブロック ・パリテ ン デ ィッ ド ・セ ンタ ーを ス タ ー トで きる。
レシ ー バ d 228)キ ャ ラク タ/秒 c半 デ ュプレ ックス イが で き る。 受 信 は8ビ ッ トに よっ てパ ラ レル で あ る。

d5,6,7又 は8レ ベ ル コ ー 228は リバ ース ・チ ャ

ドの どれ か ンネル に よ っ て再 伝

eル シ ーパは 各デ ー タ ・グル 送を要求できる。
一プ によ

っ てアク テ ィベ イ

ト さ 仕 る。
・

一227一
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カ ー ド ・テ ー プ等 に よ る定形 イ キイ操 作等 によるマ ア ウ トプ ッ ト データ伝送 レンタル料金概算

ソ プ ッ ト
.

ニ ュ ア ル ・ イ ン フ ッ a媒 体 a使 用回線種 類 (1タ ー ミナ ル,1ケ 月 当 り)

機 種 名 機 能
a入 力媒 体

bコ ー ド

キ ャラク タ/秒
・ 速度{ カー ド/分

ト

a入 力方 法

bキ ャラク タ

bコ ー ド

キ ャラク タ/秒
・ 速度{

カー ド/分

b速 度(ビ ッ ト/秒)

c伝 送方法

d伝 送コー ド

e同 期

一工
フ ー'

コ ン ト ロ ー ル
備 考

.

トー リ ー 音声帯域 回線による aパ ン チ ・チ ー フ' a装 備なし aパ ンチ ・テ　 プ a音 声帯域 イン プ ッ ト ・テ ー プ 送 受 信 は8ピ ッ トでパ ラ レル で あ る。

パ ラ レル ・シス テ ム パ ンチ ・テ ー プ ・デ b5-、6-、7-、 又 は b b伝 送 コー ドと同 じ b480 の キ ャ ラクタ ・パ リ 200ド ル こ の装 置は も うつ くられ てい な い。

300セ ンダ ー/レ
一夕の送受信 8レ ベ ル ・コ ー ド c60キ ャ ラク タ/秒 c・ 半 デ ュプ レクス ハ イ ・チ ェ ッ キ ン グ

シ ーバ c60キ ャ ラク タ/秒 d5-、6-、7-、 又 は

吟 8レ ベ ル ・コ ー ド

e各 デ ータ ・グル ー プに よ つ

て アク テ ィ∀ エ イ トされた

レ シ ー バ ・一

'

トー リ ー 音声帯域 回線 による aパ ンチ ・テ ー プ a装 備な し a装 備な し a音 声帯域 システ ム111は モデルとその諸特性 によって 全 てのモ デ ルは 、 ア ン ァテ ンデ ィッ ド ・オ

シ リア ル ・システ ム パ ンチ ・テ ー プ ・デ b5-、6-、7-、 又 は b b1200 自動再伝送ができそパ 65-143ド ル ペ レイ シ ョンが で き る。

. 101と111セ ンダ
一 夕の 伝 送 8レ ベ ル ・コ ー ド b c c半 デ ュブ レク ス

一 ス c120キ ャ ラク タ/秒 dイ ンプ ッ トと同 じ

eス ター ト/ス トップ

卜ー リー 音声帯域回線 による a装 備 なし a装 備 な し aパ ン チ ・テ ー プ a音 声帯域 シス テ ム211は キ モデル とその諸特性 によって す べ ての モ デル は ア ンア テ ン デ ィッ ド ・セ

シ リア ル ・システ ム
■ ■ 一ハ ンチ ・テ ー プ ・ア b

b
b伝 送 コ ー ドと同 じ b1200 ヤラク タ ・パ リテ ィ 180～256ド ル ンダ ーを ス タ ー トさせ る こ とが で き る。

201と211
一 夕 の受 信 C c120キ ャラク タ/秒 c半 デ ュプ レクス とブ ロック ・パ リテ オ プ シ ョ ンに よ って トー リー ・パ ラ レル セ

レ シー バ ー d5-、6-、7-、 又 は イが チ ェ ックで き、 ンターからの受信 が可能である。

8レ ベ ル ・コ ー ド 遠隔センターに再伝

eス タ ー ト/ス トップ 送を要求する。

トー リ ー 音声帯 回線によるパ aパ ンチ ・テ ー プ a装 備な し aパ ン チ ・テ ー プ a音 声帯域 311シ ス テ ムは受 モデルとその諸特性 について
■

全 て のモ デル は ア ンァ テ ンデ ィッ ド ・セ ン

シ リア ル ・シス テ ム ンチ ・チー フ㌔ デ ー b5-、6-、7-、 又 は
b

b伝 送 コ ー ドと同 じ b1200 信 の時 にキ ャラク タ ・ 270～368ド ル ター を受信 で き、 又 は 遠 隔 アテ ンデ ィ ッ ド
.

30ハ と31i タの送受信 8レ ベ ル ・ コ ー ド c120キ ャ ラク タ/秒 c半 デ ュプ レク ス パ リテ ィを チ ェ ック セ ンタ ーをス ター トさせ る こ とが で き る。

セ ンダ ー/レ シ ー バ c120キ ャラク タ/秒 d5-、6-、7-、 又 は で きる。 オ プ シ ョ ン に よ っ て 、 卜ー リー ・パ ラ レ ル

8レ ベ ル ・コ ー ド 自動再伝送 センターからの受信が可 能であ る。

eス タ ー ト/ス ト ップ

テ レタ イプ 音声帯域回線 による aパ ンチ ・テ ニ プ a装 備 なし aパ ン チ ・テ ープ a音 声帯域 回線の故障を発 見す 備考とテ レタイプの比較 表参照 この装 置 は デー タ ・ス ピ ー ド ・タ イプ5サ

.
テ レス ヒー ド750 パ ンチ ・テ ー プ ・デ b5か ら8レ ベ ル ま での コー b伝 送 コー ドと同 じ b600 ることを除い て装備 の こ と。 一 ビス とし て、 ベ ル ・システ ム か ら 入手 す

イク イプ メン ト 一 夕の伝 送 ド
b

c75キ ャラク タ/秒 c半 デ ュプ レク ス な し る の に役立 つ。

c75キ ャラク タ/秒 dイ ン フ'ッ ト ・コ ー ド と 同 じ テ レタイプか ら購入するに限 り入手 できる

● e各 デ ータ ・グ ル ー プに よ つ

てア クテ ィ ∀ エイ トされ た

レ シ ー バ ー

r -P

テ レ タ イ プ' 音声帯域 回線による aパ ンチ ・テ ー プ a装 備なし aパ ンチ ・テ ー プ a音 声帯域 回線の故障を発見す 備考とテ レタイプの比較表参照 この 装 置は デ ータ ・ス ピ ー ド ・タ イプ2サ

テ レス ピー ド1050 パ ン チ ・テ ー プ ・デ b5か ら8レ ベ ル までの コー
b

b伝 送 コ ー ドと同 じ b1050 ることを除いて装備 の こ と。 サ ー ビス と してベ ル ・シス テ ムか ら入 手 す

イ ク イ フ'メ ン ト 一 夕 の伝 送 ド c105キ ャラク タ/秒 c半 デ ュブ レクス 又 は 全 デ ュ な し 、るの に役立 つ。

c]05キ ャ ラクタ/秒 フ'レ ク ス テ レタ イ プ'から購 入す る に限 り入 手 で き る

dイ ン プ ッ ト ・コ ー ド と同 じ

eス タ ー ト/ス トッ プ

一228一



●

↓

'̀

`

`

1



コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ タ ー ミ ナ ル 面13

カ ー ド ・テー プ等 に よ る定 形 イ キイ操作等によるマ ア ウ トプ ッ ト データ伝送 レンタル料金概 算

ン プ ッ ト ニ ュ ア ル ・イ ン プ ッ a媒 体 a使 用回線種類 (1タ ー ミナ ル ・1ケ 月 当 り)

a入 力媒体 ト bコ ー ド b速 度(ビ ッ ド/秒) エ ラ ー ・

機 種 名 機 能
bコ ー ド

キ ャ ラク タ/秒
・ 速度{

カー ド/分

a入 力方法

bキ ャラクタ数

キ ャラクタ/秒
・ 速度{

カード/分

c伝 送方法

d伝 送コー ド

e同 期

コ ン ト ロ ー ル
備 考

テ レタ イ プ 音声帯域 回線による aパ ンチ ・テ ー プ a装 備 なし aパ ンチ ・テ ー プ a音 声帯域 ブ ロ ック 当 り2 備考 とテ レタイプの比較表参照 この 装置 は デ ー タ ・ス ピー ド ・タ イ プ4サ

テ レス ピー ド1200
■.一

ハ ン チ ・テ ー プ ・ア b5か ら8レ ベ ル ま で の ゴー b伝 送 コー ドと同 じ b1200 チ ェ ック ・キ ャ ラ ク の こ と。
一 ビス と して ペ ル ・シス テ ムか ら入手 す る

EDCイ ク イプ メ ン
一夕の伝送

ド
b

c120キ ャ ラク タ/秒 c半 デ ュプ レク ス タ1リ ー ド ・ア フ タ の に有効 。

` ト c120キ ャラク タ/秒 dイ ン フ'ッ ト ・コ ー ド と 同 じ
一 ・パ ン チ ・チ ェ ッ テ レタイプか ら購 入す るに限 り入手できる

eス ター ト/ス トップ ク;自 動再伝送

'

.

テ レタ イ プ テ レグ ラ フ ・グ レイ aパ ン チ チ ー フ' a32キ イの キー aパ ンチ ・テ ー プ aテ レグ ラ フ ・グ レイ ド 装備なし 備考 とテ レタイプの比較 表参照 ROセ ッ トは プ リン タ を もっ てい る。

モ デ ル28ラ イン ド回 線 に よ るマニ ュ b5レ ベ ル ・ボ ー ド ッ ト ボ ー ド b5レ ベ ル ・ボ ー ドッ ト b45、56又 は75 の こ と。 KSRセ ッ トは キ ー ボ ー ドをつ け 加 え る。

ア ル ・キー や パ ンチ c10キ ャラ ク タ/秒 b多 様 clOキ ャ ラク タ/秒 c半 デ ュプ レク ス又 は全 デ ュ ASRセ ッ トは パ ンチ テ ー プL/0を つけ

テ ー プ ・デ ー タの 伝 プ レク ス 加 え る。

送 aプ リン タ d5レ ベ ル ・ボ ー ド ッ ト 共 同回線を使用;テ レタイプか ら購入

b62キ ャラク タ eス タ ー ト/ス ト ッ フ'

1

モデ ル28ラ インは過重使 用

clOキ ャラク タ/秒 モデル32ラ インは軽度使用

モデル33ラ インは軽度使用

モデル35ラ インは過重使用
テ レタ イプ テ レグ ラ フ ・グ レ イ aパ ン チ ・テ ー プ a32キ ー の キー aパ ンチ ・テ ー プ aテ レグ ラフ ・グ ィ レ ド 装備なし 備考 とテ レタイプの比較表参照

のために設計さ坑た。
モデ ル32ラ イ ン ド回 線 に よ るマ ニ ュ b5レ ベ ル ・ ボ ー ド ッ ト ボ ー ド b5レ ベ ル ・ボ ー ド ッ ト b45、56又 は75 の こ と。

アル ・キ ーや パ ンチ c10キ ャラク タ/秒 b多 様 c10キ ャラク タ/秒 c半 デ ュプ レク ス 又は 全 デ ュ

テ ー プ ・デ ー タ の伝 ブ レク ス

送 aプ リ ンタ d5レ ベ ル ・ボ ー ド ッ ト

b62キ ャラ ク タ eス ター ト/ス トップ

c10キ ャラク タ/秒

テ レ タ イ プ テ レ グ ラ7・ グ レイ aパ ンチ ・テ ープ a45キ ー の キ ー aパ ンチ ・テ ー プ a狭 帯域 装備な し 備考 とテ レタ イプの比較表参照

モ デル33ラ イン ド回線 によ るマ ニ ュ b8レ ベ ルASC皿 ボ ー ド b8レ ベ ルASCII b110 の こ と。

ア ル ・キ ーや パ ン チ clOキ ャラク タ/秒 b多 様 c10キ ャ ラク タ/秒 c半 デ ュブ レク ス 又 は全 デ ュ

プ レク ステ ー プ ・デ ー タの伝

送 aプ リンタ d8レ ベ ルASCH

b80キ ャラク タ eス タ ー ト/ス ト ッ7'

c10キ ャク タ

テ レタ イ プ テ レグ ラ フ ・グ レ イ aパ ン チ ・テ ー プ, a45キ ー の キ ー aパ ンチ ・テ ー プ a狭 帯域 装備な し 備考 とテ レタイプの比較表参照

モデ ル35ラ イン ド回 線 に よ るマニ ュ b8レ ベ ルAscn ボ ー ド b8レ ベ ルASOH b110 の こ と。

」 ア ル ・キー やパ ンチ c10キ ャ ラク タ/秒 b多 様 c110キ ャラク タ/秒 c半 デ ュブ レク ス又 は 全 デ ュ

ブ レク ステ ー プ ・デ ー タ の伝

送 aプ リンタ d8レ ベルASCI

b80キ ャラ ク タ eス ター ト/ス トップ
P'L

c10キ ャラク タ/秒

テ レタ イプ 狭帯域回線 によるマ a装 備な し aキ ー ボ ー ド aプ リンタ a狭 帯域 必 要 な らキ ャ ラク タ

モ デル37 ニ ュ ア ル ・キ ー ・デ b
b

b128キ ャラク タ b15キ ャラク タ/秒 パ リ テ ィ ・チ ェ ッ キ

KSR 一 夕 の伝 送 C

多様
c15キ ャ ラク タ/秒 c半 デ ュプ レク ス ング

d8レ ベ ルUSASOH

eス ター ト/ス トップ

.
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.

カ ー ド ・テ ー プ等 に よる定 形 イ キ イ操作等 によるマ ア ウ トプ ッ ト データ伝送 レンタル料金概 算

ン プ ッ ト ニ ュ ァ ル ・イ ン ブ ッ a媒 体 a使 用回線種類 (1タ ー ミナ ル,1ケ 月当)

機 種 名 機 能
a入 力媒体

bコ ー ド

キ ャラクタ/秒
。 連刷

カー ド/分

ト

a入 力方 法

bキ ャラク タ数

bコ ー ド

キ ャ ラク タ/秒
・ 速 度{

カー ド/秒

b速 度(ビ ッ ト/秒)

c伝 送方法

d伝 送コー ド

e同 期

エ ラ ー ・

コ ン トロ ー ル
備 考

ウル トロニ ク 音声帯域又は広帯域 a磁 気 テ ープ a装 備なし a磁 気テ ー プ' a音 声帯域又は広帯域 キャラクタ及び縦パ 1,400ド ル MT3000-7テ ー プ ・フ ォー マ ッ トは

シス テ ムズ 回線 による磁 気テ ー b8レ ベル ・コー ドの どれ か b6レ ベ ル ・コー ドの どれ か b1200、2000、2400、 リテ ィ ・チ ェ ッキ ン IBM729テ ー プ ・ユ ニ ッ トと互 換性 あり;

MT3000-7 ブ ・デ ータ の 伝 送 プ ラス ・パ リテ ィ b プ ラス ・パ リテ ィ 又 は40800ま で グ;自 動再伝送 MT3000-9テ ー プ ・ フ ォー マ ッ トは
.

L

マ グネ テ ィック ・テ
1

c7200～36000キ ャ ラク c7200～36000 c半 デ ュプ レク ス IBM2400シ リ ー ズ ・テ ー プ ・ユ ニ ッ ト

一 ブ ・タ ー ミ
.ナ ル タ/秒 キ ャラクタ/秒 dイ ン プ ッ ト ・ プ ラ ス ・パ リ と互 換性 あ り、両 モデ ル は200、556、

テ ィ ・ビ ッ トと同 じ 又は800ビ ッ ト/イ ンチ の レコ ーデ ィング

e同 期 密度 を 有 し、36又 は45イ ンチ/秒 のテ

. 一プ駆動を有す ることができる。

ウル トロニク 音声帯域又は広帯域 a磁 気 テ ー プ a装 備な し a磁 気 テ ー プ a音 声帯域又は広帯域 キャラクタ及 び縦 パ 1,700ド ル

.

シス テ ム ズ 回線 による磁気テー b8レ ベ ル ・コー ドの どれ か b8レ ベル ・コ ー ドの どれ か b120〔k200q2400、 リテ ィ ・チ ェ ッ キ ン

MT3000-9 ブ ・デ ー タの 伝 送 プ ラ ス ・パ11テ ィ b フ'ラ ス ・パ リ テ ィ 又 は40,800ま で グ 拍 動再伝送 』

マ グ ネテ ィック ・テ c7200～36000キ ャラ ク c7200～36000 c半 デ ュプ レク ス

一 ブ ・タ ー ミナ ル タ/秒 キ ャラクタ/秒 dイ ン プ ッ ト ・ プ ラス ・パ リ

テ ィ ・ビッ トと同 じ

e同 期

ユニ パ ック1004 コ ンパ ク ト aパ ンチ ・テ ー プ aパ ンチ ・テ ー プ a音 声帯域(ス イ ッチ ド又は カー ドの イ ンプ ッ ト カ ー ド ・ リ ー ダ 、 プ リ ン タ 、 コ 異 ったモデルはプ ログラム段階の様 々な数

カ ー ド ・ プ ロ セ ッ サ プ .ラ グ ボ ー ド ・ プ ロ b5～8レ ベ ル ・コ ー ドの ど aコ ン ソ ー ル ・ス b5～8レ ベル の どれ か り一 ス ト) の キ ャラク タ ・バ リ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン ・ア ダ フ'タ を 値 と、 プ ラグ ボ ー ド・フ ァシ リテ ィ、 それ

グ ラ ムの コ ン ビ ュー れか ウ ィッチ c110キ ャラク タ/秒 b2.000(ス ィ ッチ ド) デ ィテ イ、 カ ー ドの 含 め て1350～1475ド ル、 附 に イ ンプ ッ ト/ア ウ トプ ッ トの能 力 を持 っ

タ; c400キ ャラク タ/秒 2,400(1」 一 ス ト) ア ウ トプ ッ トのホ ー 属周辺装置はそれぞれ150～ て いる。

単一音声帯域 回線 に b限 定 されている aパ ン チ ・カ ー ド c半 デ ュフ'レク ス ル ・カ ウ ン ト ・チ ェ 500ド ル でか りられ る。 広帯域回線 に接続するアダプタは特別 に注

よるデータの送受信 aパ ン チ ・テ ー プ bホ レ リス又 は90カ ラム ・ d記 憶 装置 の6ピ ッ ト ・イ メ
.

ック、 磁 気 テー プの 文 して ほ しい。

ができる; bホ レリス 又は90カ ラム ・ コ ー ド 9一ジ ・プ ラ ス1又 は2ビ ッ イン プ ッ ト/ア ウ ト

殆 ん どの ユ ニ パ ック コ ー ド c200カ ー ド/分 ト、 モ デル によ る ブ ッ トのキ ャラク タ

の コ ン ピ ュ ー タ ・シ c400又 は615カ ー ド/ e1周 期 と縦 パ リテ ィ、 伝 送

ステ ムと共 に遠隔 タ 分 a磁 気 テ ー プ' のキ ャラク タ ・パ リ
.

一 ミナ ル と して用 い b6ビ ッ ト・コー ドの どれ か テ ィ及び メ ッセ ー ジ

る こ とが で き る。 a磁 気テ ープ c33、664キ ャ ラク タ まで パ リテ ィ;プ ロ グ ラ

b6ビ ッ ト ・コー ドの どれ か ムされた再伝送

c33.664キ ャラク タ/秒 aプ リ ンタ

まで b63キ ャラク タ

c600ラ イ ン/分

●

ユ ニパ ック
.・

ユ ニ バ ッ ク ・コ ン ビ
・

aコ ン ピ ュ ー タ a装 備 なし
・

aコ ン ピ ュ ー タ a音 声帯域又は広帯域 キ ャラク タ ・パ リテ 700～855ド ル 、 コ ン ビ ュ オ プション によって公共電話回線によるア

ワ ー ド ・タ ー ミ ナ ル ユ一 夕の 広 領 域 を一 b6レ ベ ル ・コ ー ド(プ ラ ス b6レ ベ ル ・コ ー ド(プ ラス b2000又 は2400(音 声 帯 イ ・チ ェ ッ キ ン グ と
一 夕 とそ の諸 特性Kよ る

。 ンア テ ンデ ィ ッ ド ・オ ペ レ ー シ ョン とプ ロ

〆 シ ンク ロナ ス 本の音声帯域回線又 パ リテ ィ) b パ リテ ィ) 域)40.800(広 帯域) メ ッセー ジ ・パ リテ グラムされた自動ダ イア リングが可能にな

は広帯域 回線 に接続 c285～5800キ ャ ラ ク タ c285～5800キ ャラク タ c半 デ ュプ レク ス イ ・チ ェ ッ キ ン グ; る。

　

す る。 /秒 /秒 dイ ンプ ッ トと同 じ プ ログ ラム され た 再

e同 期 伝送

'
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…
}カ ー ド ・テ ー プ等 に よる定形 イ キイ操 作等によるマ ア ウ トプ ッ ト データ伝送 レンタル料金概 算

ン プ ッ ト ニ ュ ア ル ・ イ ン ブ ッ a媒 体 a使 用回線種類 (1タ ー ミナ ル、1ケ 月 当 り)

a入 力媒体 ト bコ ー ド b速 度(ビ ッ ト/秒)
一
工 フー'

機 種 名 機 能
bコ ー ド

。 劇 キ・ラクタ/秒カー ド/分

a入 力 方法

bキ ャラク タ 数

キ ャラクタ/秒
・ 速度{

カー ド/秒

c伝 送方法

d伝 送コー ド

e同 期

コ ン ト ロ ー ル
備 考

ユ ニ パ ック ユ ニ パ ック ・コ ン ビ aコ ン ピ ュ ー タ a装.備 な し aコ ン ピ コ 一 夕 a音 声帯域又は広帯域 キ ャ ラク タ ・パ リテ 600～710ド ル 、 諸特 性 に オ プシ ョンに よ って、 ア ンア テ ンデ ィッ ド・

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ユ一夕の広領域を単 b5～8レ ベル ・コー ドの ど b5～8レ ベ ル ・コ ー ドの ど b2000又 は2400(音 声) イ ・チ ェ ッ キ ン グ 、 よ る 。 オ ペ レー シ ョン と 自動 ダ イア リング が 可 能

タ ー ミ ナ ル ・シ ン ク 一の音声帯域又 は広 れ か(プ ラス ・パ リテ ィ) b れ か(プ ライ ・パ リテ ィ) 40,800(広) プ ログ ラム され た 再 ワ ー ル ド ・タ ー ミナ ル ・シ ン ク ロナ ス よ り

ロナ ス 帯域 回線 に接 続す る c222～6800キ ャ ラク タ c222～6800 c半 デ ュブ レク ス 伝送 高 い 要 求を プ ロセ ッサ に お く。

/秒 d 、 dイ ン プ ッ トと同 じ
'一.A.一

e同 期

●

7.'」 ヂ.

δ 、,

、阜
ぷ

・

ユ ニパ ック 多 くの ユ ニパ ック ・ aパ ン チ ・カ ー ド a装 備な し aパ ン チ ・カ ー ド a音 声帯域 コ ン トロ ー ル ・キ ャ

、}二, ρ'㊨

基 礎 タ ー^ミ ナ ル は カ ー ド ・ リ ー ド、 カ ー ド・

DCT2000 コ ン ピュー タ の た め bホ レリス bホ レ リス b2000～2400 ラク タ ・パ リデ ィテ 420～950ド ル ー パ ン チ又 は エ ラー 、コ ン トロー ル の特 性 を

の 遠 隔 タ ー ミナ ル; c200カ ー ド/分 b c75～200カ ー ド/分

.

c半 デ ュプ レク ス イチ ェ ック;キ ャラ 含 まな い。 ,ご

d8レ ベ ルASCH又 は ク タ ・パ リ テ ィ ・チ
y

aプ リン タ 7レ ベルXS-3 エ ッ ク と メ ッセ ー ジ'

b63キ ャラ ク タ e同 期 パ リ テ ィ ・チ ェ ック;

c250ラ'イ ン/分 魑 自動再伝送

ユ ニ パ ック コン ピ ュー タ と の間 a装 備な し a51キ ー ・キ ー aCRT a音 声帯域 キ ャ ラク タ ・パ リテ 410～490ド ル(単 一 ス テ ー
・ 一.

マ ル テ ィ フ ル ・ア イス フ レ イ ・ス テ ー シ ョ

ユ ニ ス コ ー プ300 で情報のビデオ ・デ b ボー ド; b56;61又 は96で もよ b2000';必 要 に よ って他 イ ・チ ェ ッ キ ン グ と シ ョ ン)135～215ド ル ンは 中央 コ ン トロー ラ.に接 続 で きる;

ビ ジ ュ ア ル.コ ミ ュ イスプレイを送受信 C プ ラス5又 は40 いo' で も可 縦 パ リテ ィ ・チ ェ ッ

r'、

(デ ィス プ レイ)

一'

.更 には ア ル フ ァニ ュメ リ ック、 デ ィス プ レ

ニ ケ ー シ ョ ン ・タ ー す る。 で もよい。 C c半 デ ュプ レク ス キング;自 動再伝送 850～1155ド ル(コ ン ト ロ イ ・.ター ミナル の項 を参 照 の こ と。

ミナ ル b512カ 、ら1024 dモ デ ィフ ァ イ ド8レ ベ ル 一 ラ)
'

1
」

まで USASC∬

e同 期

ろ

ユ ニ パ ック ユ ニ パ ック9200 a装 備な し a装 備 なし a装 備な し

二=

a音 声帯 域.r
}
キ ャラク タ ・パ リテ 212ド ル

、

2台 のDCS-1ま で ユニ パ ック9200

DCS-1 又 は9300コ ン ビ ュ
b b

F1友

b2000又 は2400 イ ・チ ェ ッキ ン グ; (1年 り一ス)・ 又 は9300コ ン ピュ ー タ ・システ ム と接

デ ー タ ・コ ミ ュニ ケ 一夕 ・シス テ ム を単
b

c ,半 デ ュ プ レ ク ス 、 自動再伝送 184ド ル 続 す るこ とが で き、 オ プ シ ョナ ル ・マ ルチ
・一 シ ョン ・サ フ シ ス 一一音声帯域回線又は C C

d5、6、7、 又 は8レ ベ ル
A'

(5年 リース) フ'レクサ ・チ ャ ンネ ル と 内部接 続で き る。
=

テ ム 広帯域回線へ接続す
v '

e同 期

る。

a広 帯域

b50.000

c半 デ ュプ レク ス

d5、6、7、 又 は8レ ベ ル

e同 期

パ 一 二 トロ ン 公共電話回線による a装 備な し a53キ ー ・キ ー aプ リン タ a公 共電話回線 キ ャ ラク タ ・パ リテ 装 置 は 基本 的 に はテ レタ イ プ ・モ デル ・

デ ー タ ポ ー ト ・ボ ー データの送受信;
b

ボー ド
b64キ ャラク タ

b110
.ー

イ の シ ェ 不 レ イ シ ョ 100ド ル 33KSRの 調節回路 であ り、二 つの手荷

タ プ ル ・タ ー ミ ナ ル キ ー ボ ー ド ・イ ン プ c半 デ ュブ レク ス 又 は全 デ ュ ンと伝送のどちらで 物用のケースに納められた聴覚連結器であ

ッ ト;プ リ ン タ ・ア
C

b多 様 c10キ ャ ラク タ/秒 ・

フ レク ス も、 チ ェ ッキ ングな る。 通常 の 電話 と直接 に一 対 とな る。

ウ トプ ッ ト;ユ ニ ッ
・

d8レ ベ ル ・VSASCH し

トは ポ ー タブ ル eス タ ー ト/ス トップ
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複 写(Facsimile)装 置 盃1

インプ ッ ト
・1ア ウ トプ ッ ト デ ータ伝送 椎

aド キ ュメ ン トサ イズ
』
aコ ピ ー ・サ イズ(イ ンチ)

a伝 送 ス ピー ド a購 入費(ド ル)

(イ ンチ)

bス キ ャ ンナ ー ・タ イプ

bレ コーダ ・タ イプ

cレ コ ーデ ィン グ ・テ ク ニ プク
(ラ イン/分) bレ ン タル

機 種 名 機 能 Cス キ ャンニ ング ・テ クニ ッ dパ ーチ イカル ・リ ゾル ーシ ョン bモ ジ ュ レーシ ョン ・テク ニ エ ラ ー ・(1ケ 月当 り,ド ル) 備 考

ク (ラ イン/イ ンチ) ック コ ン トロ「ル

dバ ーテ イカル ・リゾ ル ー シ

ョン(ラ イン/イ ンチ)

eレ コ ーデ4ン グ速 度(ラ イ ン/分)

fラ イ ンの 長 さ(イ ンチ)
Cモ ジ ュレーシ ョン顔 変

(馳)
eス キ ャン ニ ング速 度

(ラ イン/分) d伝 送 の フ ァシ リテ ィ

fラ イン の長 さ(イ ンチ)
,

オ ル デ ン18 ブ ロ ー ド ・ バ ン ド ・ a60ワ イ ドま で、備 考 参 照 a19～170ft a120又{工240又}ま

・
なしa8000

、

オ ルデ ン ・トラ ンス ミ ックは インプ ッ ト ド

オ ー ル ス ピ ー ド フ ァ ク シ リ テ ィ 上 の
「bフ ラ ッ ト ・ベ ッ ド bエ レク トロ ・リテ ス ック 480又 は960 (ト ランスミッター) キ ュメ ン トの どの よ う な部 分 で もス キ ャン

〔

オ ー ル パ ー フ ァ ッ ク グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ー c固 定 され た アパ チ ャーにっ c・ フ ィック ス した プ リ ンテ ィング プ レ ー
・bダ ブ ル ・サ イ ドバ ン ド 9500 ニ ング ・ライ ン ・レン ス まで セ レク ト的 に

ス ・タ の レ シ ー ブ と 伝 達 いて は 、 シ ングル タ ーン ・ トにつ いて は レ イズ ドワ イヤ ー ・ヘ リ ア ンブ リテ ユー ド ・モ デ ュ (レ シ ー バー) スキ ャンす る ことが でき る。

フ ァ ク シ ミ リ ・ シ ス
ヘ リカル ・アパ チ ャーを回 クスを回転 させる。 レ ー シ ョン b390 また ・ オル デ ンは16励 と35π 扉のマ イク

一
ア ム 転ずる。 d48又 は96 cO～14.0 (ト ランスミッター)

ロ フ ィルム 複 写装 置を プ ロデ ュー スす る。
〉

d48叉 は96 e120又 は240又 は480又 は dテ ルパ ック5702 464 ドキ ュメ ン トの長 さは 、 レ シ ーバ ーの紙 の

e120又{ま240又{ま 960 (A2)カ 、5703(A3) (レ シ ーバ ー) 供 給に よってのみ制 限 される。

480又 は960 f18,125 サ ー ビス
1へ

['
f18,12ら i

ム ァ ヘ ッ ド 音 声 帯 域 回 線 の グ ラ al9×8.625

`
a14×8.625 a444 なしa? これ らの ユニ ッ トは ラ ジオ リンク で使 用 さ

1)-900/D-901 フ ィ ツク デ 一 夕 の 伝 bド ラム bエ レク トロ リテ ィック bア ンプ リテ ユー ド ・モデ ュ b9 ・
れ る;ム ァヘ ッ ドは写 真(ハ イ ・ リゾ リュ

ム フ ァ ッ ク ス 送を受信 C回 転 シ リ ンダ ーに つ いて い cフ ィ ック ス した プ リ ンテ ィング ・プ レ
レ ー シ ョン

一シ ョン)や 新聞、天気図などの伝送のた

ビ ジ ネ ス マ シ ン ズ る コ ビ「;光 源 、 ア パチ ャ 一 ドに つい ては レイズ ド ・ワ イヤ ・へ cO～0.6
めの特 殊な複写装置をプロデ ュースする。

一

AM/B 一(間 隙):光 電管 がコピ
リ ック ス を回 転 させ る。 d9 ・

一 上を スキ ャ ンす る。
d90

d90 e444

e444
f8.625

f8.625

ス チ ュ ワ ー ト ・ ワ ー 広 帯 域 フ ァ シ リ テ ィ a9ワ イ ドま で、備 考 参照 a9.375×400ftま で a900 なしa3100 スチ ュワ ー ト ・ワ ーナ ー ・フ ァク シ ミ リ装

●

ナ ー で の グ ラ フ ィ ッ ク デ bフ ラ ッ ト ・ベ ッ ド bエ レ ク トロ リテ ィ ック bベ ステ ィジ ャル ・サ イ ド ・ (ト ラ ンス ミ ッタ ー) 置 は デ ー タ ・プ ア ツク ス6コ ーボ レ ーシ ョ

プ ラ イ ベ ー ト ・ ラ イ
一 夕 の 伝 送 と受 信 c個 々に回 転 する マ ルチ タ ー cレ ィズ ド ・ワ イヤ ・ヘ リ ック スを 回 転

■ 一
バ ン ド ・ア ン プ ・モ ァ ユ レ 2650

ンに 分 けられ 、 サ ー ビス され てい る。

P

デ ィク タ フ ォン ・コ ーポ レ ーシ ョン と ウェ

"
ン ・ デ ー タ ・ プ ア ツ ン とシ ングル ・タ ーン ・へ

させ 、ブ レ ー ドをプ リン トす る 。
一 シ ヨン (シ ーパ ー)

ス タ ン ・ユニ オ ン ・テ レグ ラ フ ・カ ンパ ニ

ク ス リカル ・アパ チ ュァ
d100 c12～9.5 b120

一もデ ータ フ ァック ス ・プ ロダ ク ト ・ラィ

フ ァ ク シ ミ リ モ デ ル d100
e900 d10}池 広帯域 フ ァシ リテ ィ (ト ラ ンス ミ ッタ ー)

ンを つ く って い る。 ドキ ュメ ノ トの長 さは

9095 e900
f8.3

118 レシーバーでの紙の供給のみに依存 する。

f8.3 (レ シ ーバ ー)

,

一232-
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複 写(Facsiinile)装 置Ma2

機 種 名 機 能

・

インプ ッ ト

aド キ ュメ ン ト ・サ イズ

(イ ンチ)

bス キ ャンナ ー ・タ イプ

Cス キ ャンニ ング ◆テ クニ ッ

ク

dバ ーテ イカル ・リゾ ル ー シ

ョン(ラ ィノ/イ ンチ)

eス キ ヤンニ ング速 度

(ラ イ ン/分)

fラ インの 長 さ(イ ンチ)

ア ウ トプ ッ ト

aコ ピ ー ・サ イズ(イ ンチ)

bレ コ ーダ ・タ イ プ

cレ コ ーデ ィング ・テ クニ ック

dバ ーテ イカル ・ソ ゾル ーシ ョ ノ

(ラ イ ン/イ ンチ)

eレ コ ーデ ィング 速度(ラ イン/分)

fラ イン の長 さ(イ ンチ)

デ ータ 伝送

a伝 送 ス ピ ー ド

(ラ イ ン/分)

bモ ジ ュレ ーシ ョン ・テ ク ニ

ック

Cモ ジ ュレ ーシ ョン頻度

(肋)

d伝 送 の フ ァシ リテ ィ

一工
フ ー ・

コ ン ト ロ ー ル

料 金

a購 入 費(ド ル)

bレ ンタ ル

(1ケ 月 当 り、 ドル) 備 考

ス テ ユ ワ ー ト ・ ワ ー

ナ ー

ダ イ ア ル ・ デ ー タ フ

ァ ッ ク ス

.

フ ァ ク シ ミ リ ・ シ ス

テ ム

公 共 電 話 網 で の グ ラ

フ ィ ック ・デ ー タ の

伝送 と 受 信

a9ワ イ ドまで;備 考 参 照

bフ ラ ッ ト ・ベ ッド

c個 別 的 に ロ ー・テ ー トす る

マ ルチ タ ーン.と シ ング ル ・

タ ーノ ・ヘ リ カル ・アパ チ

ヤー

d100

e180

f8、3

a9.375～400ftま で

bエ レク トロ リテ ィ ック

Cレ ィズ ド ・ワ イヤヘ リ ック ス を回 転 さ

せ、 ブ レ ー ドを プ リン トす る。

d100

e180

f8.3

a180

bプ リ ク ェ ンシ ー ・モ デ ュ レ

ー シ ョン

cl.5～2.8

dパ ブ リ ック ・テ レ フ ォン ・

ネ ッ トワ ー ク

な し

'

a3160

(ト ラノ ス ミ プタ)

3860

(レ シ ー バー)

b112

(ト ラ ンス ミッタ)

124

(レ シ ー バ)

デ ータ 香フ オーン'デ ー タ セ ッ ト602C

ステ ユワ ー ト ・ワ ニナ ー ・プ ラ イベ ー ト・

ラ イ ン ・デ ータ フ ァ ック ス ・フ ァク シ ミ リ

の 備 考参 照;ド キ ュメ ン トの長 さは 、 レ シ

ーバ ーの供 給 のみ に制 限 され る
。

テ ル オ ー トグ ラ フ ・

ク イ ック フ ァ ク ス'・

フ ァ ク シ ミ リ

モ デ ル900

広 帯 域 フ ァシ リ テ ィ

で の グ ラ フ ィ ック デ

ー タ の 伝 送 と 受 信

a8.5ワ イ ドま で 、備考 参 照

bフ ラ ッ ト ・ベ ッ ド

Cス キ ャノニ ング ・デ ィスク

と フ ォ トマルチ プ ラ イヤ ・

ア レ ンジ メ ン トを回 転 し、

ス リ ッ トさせ る。

d100

e900

f8,3

a8.5～400ftま で

bエ レク トロリテ ィ ック

Cレ ィズ ド ・ワ イヤ ・ヘ リ ックス を 回転

させ 、 ブ レー ドを プ リン トす る。

d100

e900

f8.3

a900

bベ ス テ ィジ ャル 損帰 域 ア ノ

ブ ・モデ ュレー シ ョン

cO～6.6

d48砒 広 帯域 チ ャンネル

ア ンサ ー パ ーク 回路 a3008(ト ラィ ス

ξ ツタ又 は レシ ー

バ)

b115(〃)

.

ユニ ッ トが 普通 の パ ワ ーネ ッ トワ ーク か ら

オペ レー トしな い場合 、 モ ータ ー ・ドラ イ

ブ ・ア ンブ リフ ァイァ は トラン ス ミッタ、・

及 び レシ ー バの 両方 に 必要 にな る。

ゼ ロ ック ス

LDXス キ ャ ン ナ と

プ リ ン タ

広 帯 域 フ ァシ リテ ィ

の グ ラ フ ィ ック デ ー

タ の 高 速 度 な 伝 送 と

受 信

、

a9.5ワ イ ドまで;備 考参 照

bフ ラ ッ ト・ベ ッ ド

cカ ソ ー ド ・レ イ ・チ ューブ

(CRT)及 び レンズ とフ

ォ トマ ル チ プ ラ イヤ の ア レ

ン ジ メ ノ ト

d135190

e2520ヌ.1800又 ま

}ま12,6009 ,000

f8・258 .25

a8.5か ら2,000ftま で

b・ ゼログラ フ ィック

cCRTを 用 い て 、 ゼ ログ ラ フ ィック

が レィテ ト ・イメ ージ を形 成 す る。

d135190

e2520～1800～9000

12,600

f8.258.25

a1800又 は2520又 は

9000叉}ま12600

b備 考 参照

c備 考 参照

d48砒 広 帯 域 チ ャノネ ル

(低 速 ス キ ャン)又 は テ ル

パ ック(フ ァシ リテ ィー)

高 速 スキ ャン)

な し a-

b550(ス キ ャン ナ

ー) 、650(プ リ

ノタ)

ピクチ ュア ・シ グ ナ ルは50,000.ビ ッ ト

/秒(低 速 スキ 々ン)又 は250,000ビ

ッ ト/秒(高 速 ス キ ャンの伝送 でデ ィジ タ

ル 化 され る。LDXス キ ャンナ 及 びプ リン

タ は ペ ルシ ステ ム デ ータ セ ッ ト303Cを

通 って48髄 広帯 域 チ ャンネ ルで 、又は ベ

ルシ ステ ム ・デ ータ ・セ ッ ト303Dを と

りお り、 テ ルパ ックCフ ァシ リテ ィで 使用

す る ことが でき る。

ドキ ュメノ トの長 さは レシ ーバ での 紙 の供

給 だ けでき る。
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複 写(Facsimile)装 置%3

.

イ ノ フ ッ ト ア ウ トプ ッ ト
　デ ータ 伝送 '料金

aド キ ュメ ン ト ・サ イズ aコ ピーサ イズ(イ ンチ)
a伝 送 ス ピ ー ド a購 入費(ド ル)

(イ ンチ) bレ コ ード ・タ イプ

bス キ ゼンナ ー ・タ イプ cレ コーデ ィング ・テ クニ ック
(ラ イン/分) bレ ン タル

機.種 名 機 能 cス キ ャンニ ング ・テ クニ ッ dバ ー テ イカ ル ・リ ゾ ル ・シ ョ ン bモ ジ ュ レ ー シ ョ ン ・テ ク ニ
一工
フ ー ・ (1ケ 月 当 り、 ドル) 備 考

ク (ラ イ ン・/イ ンチ)
ック コ ン トロ ー ル

dバ ーテ イカル ・リゾル ー シ eレ コ・一デ ィング 速度(ラ イン/分)

ヨン(ラ イ ン/イ ンチ) fラ インの 長 さ(イ ンチ)
Cモ ジ ュレ ーシ ヨン頻 変

eス キ ャノ ニ ング速度
(馳)

(ラ イン/分) d伝 送 の フ ァシ リテ ィ

、

fラ イン の長 さ(イ ンチ)

ゼ ロ ッ ク ス 公 共 電 話 網 で グ ラ フ a5.5ワ イ ドまで 、備考 参 照 aロ ー ル ・フ ィー ド ・オ プ シ ョノ で 、 a180 な し a2500～3,000 ゼ ロ ックス ・テ レクプ ラHテ レ フ オノ ・ク

'

テ レ コ パ イ ア 皿 イ ッ ク ・デ ー タ を 伝 bフ ラ ッ ト ・ベ ッ ド 14叉 は200ftま で bブ リク ェンシ ー ・モデ ュ レ b65～80 ブ ラ ・デ ー タ ・セ.ッ トは ベ ル シ ス テ ム ・デ

送 ・ 受 信 す る 。 ス キ
cパ ラ ボ リ ック ・.ミラ ー と フ bイ ンプ レ ッシ ョン シ ョン

一タ フ ォン ・デ ータ セ ット602Cと 共 に

ヤ ノ ナ ー とレ コ ーダ ー
イック ス ド:ア パ チ ュア ・ cカ τボン紙が紙に型押 しされ る。 c1.5～2.4

使 用 で き る。 ドキ ュメ ノ トの 長 さは レシ ー

は 、1 .つ の トラ ン シ
ビング テ レコバイ ヤでの供給のみに制 限 さ

ア レン ジ メ ン トを 回転 させ d96 dゼ ロ ック ス ・テ レク プ ラ ー
一 バ ー に 統 合 さ れ て

れ る;離 れ た オ ペ レ ーシ ョンが でき る。

る。 e180 Hテ レ フ ォン ・連結 デ ータ
い る 。

d96 f8.3 セ ットを通る、公共電話網

e180

f8.3
▼

マ グ ナ フ ァ ク ス 公 共 電 話 網 で の グ ラ a8.5ワ イ ド まで a8.5ま で×14ま で又 は ロー ル ・フ ィ a180 な し a1995～2795 マグ ナ フ ァク ス ・テ レ フ ォン連 結 デ ータ ・

850 フ ィ ック ・デ ー タ の

伝 送 と 受 信 、 ス キ ャ

bフ ラ ッ ト ・ベ ッ ド

cパ ラ バ リ ック ・ ミラ ー と ア

一 ド ・オ プ シ ョノで400ft

bイ ン.プレ ッシ ョン

bプ リク ェンシ ー ・モデ ュ レ

ーシ ヨン

b65～85
セ ットは ベ ルシ ステ ム ・デ ータ フ ォノデ 一

夕 セ ッ ト602Cと 共 に 使 用 でき る。

ドキ ュメ ン トの 長 さは 、 レシ ーブ す るマ グ

ソ ナ ー と レ コ ー ダ ー.

◆

パ チ ャ ー ・ア レノシ メ ン ト cカ ーボン 紙が 紙 に 押 され る。 c1,5～2.4
ナフ アク ス850で の紙の供 給でのみ決 ま

を回 転 させ る d96 dマ グナ フ ァック ス ・テ レフ
る。 アテ ノ ドし ない でオ ペ レー トで き る。

は1つ の トラ ン シ ー
d96 e180 オン連結 デ ータ ・セ ッ トを ゼ ロ ック ス ・テ レコパ イァ1か 皿 と共 に 使

バ に ま と め ら れ て い
e180 f8.3 通 って公共電話網。 用 で き る。

.

る 。 f8.3

ス チ ュ ワ ー ト ・ ワ ーナ ー 公 共 電 話 に お ける グ a9ワ イ ドま で、 備考 参照 a95×200ftま で a240 な し a一 ベ ル シ ステ ム ・テ.一 タ フ ォン ・デ ータセ ッ

エ レ ク ト ロ ニ ック ・メ イ

ル ボ ック ス ・フ ァ ク シ ミ

リ ・ トラ ン シ ー バ ー

ラ フ ィ ック デ 一 夕 の

伝 送 と 受 信 ス キ ャ ン

ナ ー と レ コ ー ダ ー は

bフ ラ ッ ト ・ヘ ッド

c3つ の 等間 隔 なス キ ャン ニ

ング ・ヘ ッドが 流 れて い る
'

ドキ ュメ ン トを ク ロスす る

bエ レ ク トロ リテ ィ ック

c3つ の等間 隔 な レコ ードす る針 が 流れ

て い く紙 の 上を うご くコ ノテ ィニ ュァ

bブ リ"エ ノ シ ー ・モ デ ュ レ

シ ョノ

cO.5～2,4

b125ド ル ヌ.は

147ド ル
.

ト602を 使 用 す る。 ドキ ュメ ン トの 長 さ

は レシ ーブ す る トラノ シ ーバ ー での紙 の 供

給 に よ って のみ き め られ る。

オ プ シ ョナ ノレ ・オ ー トマ テ ィック ・ドキ ユ

」

1つ の レ シ ー バ ー に

ま と め ら れ て い る 。

コ ンテ ィニ ュア ス ・ペル ト

スキ ャンに接続 されて い る

ス ・ベル ト ・スキ ャンに つ いて い る。

d96
d公 共電話 網

メ ノ トローダ は50ド キ ュメ ン ツ まで供 給

す る。 そば に い ない でオ ペ レ ー トで き る。

r

.
O

e

'
1

0

6

4

5

9

2

8

e240

i8.5

グ ラ フ ィ ッ ク ・サ イ エ ン

ス デ ッ ク ス1

フ ァ ク シ ミ リ ・ トラ ン シ

ー ノ、一

アキ ューステ ィック ・テ

レフ ォノ連結 機 を通 って

公 共電 話網 でグ ラ フ ィッ

ク ・デ ータの 伝 送 と 受信

をす る。

a

b

C

d

C

f

9ワ イ ドまで ×14ロ ン グa

ド ラムb

フ ォ トセル と光源 レノズ ・C

ア レ ノジ メ ノ トは 回転 して

い る ドラム に フ ィックス し

た ドキ ュメ ン トの 長 さを スd

キ ャンす る。e

88f

150

9

8.5×11又 は9×14

エ レク トロサ ーマ ル

レコ ーデ ィング 針が 回 転 す る ドラム に

つい てい るレ コ ー ド用 紙 を 横 に動 く。

88

150

9

a

b

C

d

150な し

ベ ステ ィジ ャイル側 帯 域 ア

ノプ リテ ユ ー ド ・モデ ュレ

ー シ ョン

0～2.0

イ ンテグ ル ・ア ユーステ ィ

ック テ レ フ ォン連結 機 を通

って 公共 電話 網 へ。

a-

b75

トラン シ ー・バ ーは デ ータ ・セ ッ ト ・インタ

フ ェース を 含 まな い。 オ ペ レ ーシ ョンは 、

は なれ る ことは でき ない。

イ ノテ グ ラル ・テ レフ ォン 連結 は.音響的 に

ま もられ て い る。

∫
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テ レ フ ォ ン 接 続 デ ー タ ・セ ッ トMa1

機 種 名

■

ア プ リ ケ ー シ ョ ン

伝送 の特性

aモ ー ド

b方 法
－

Cモ ァ ユ レ ー シ ョ ン

dタ イ ミン グ

eコ ー ド

fオ ペ レ ー テ ィン グ ・ モ ー ド

9ス ピ ー ド

オ ペ レ ーテ ィングの 周 波 数

a伝 送(Hz)

b受 信(〃)

1接続

a伝 送

b受 信

エ レ ク ト リカル ・ イン タ1仕 様

一 フ ェイ ス `a奥 行(イ ンチ)

b幅(〃)

c高 さ(〃)

d重 さ(ボ ン ド)

購 入 価 格

(ド ル)

ll

備 考

、

..

ダ ー ソ ン ・シ ャ コ フ ソ ン

一 一

ア キ ュ ース ア イ ツク ・ア ー

タ接続 モ デル

ADC300

ポータブル 、

公共 電話回線において、低

速のオペ レーシ ョンをする

a半 デ ュプ レクス 又は 全 デ ュ

ブ レ クス

bビ ッ トの順 番

Cプ リクエ ン シー ・シ7ト

d非 同期

eど の コ ー ドで も よい 、 コー

ドの 長 さに制 限 は な い。

fオ リジ ネ イ ト又 は アン サ ー

g300ビ ッ ト/秒 まで

a2225(マ ー吻);2025

cス ペ ー渓)備 考参 照

b1270(マ ーク);1070

(ス ペ ー ス)備 考 参 照

a音 響

b音 響

回IAス タ ン ダ ー ド

RS232B

al2

b12

c5.75

d9

695 オペ レ ーテ ィン グの 周 波 数は ア ンサ ー モ ー ドと し

て 示 され る。

オ リジ ネ イ ト ・モ ー ドの 周 波数 は これ に逆 比例 す

るo

一 一ベ
ル シ スァ ム ァ一 夕 ・セ ッ

ト603D

ポータブノヒ

公共電話回線での医学 上の

デ ータの伝送

aシ ン プ レ ック ス;伝 送 の み

bア ナ ログ

cFM

d-

e-

fオ リジ ネ イ トの み

90～100Hzベ ー スバ ン

ド

aO～100

b一

a音 響

b音 響

EIB

ス タン ダ ー ド

RS232B

a4.4

b9.4

c12.9

d6

12/月(レ ン タル)

10(す え つ け)

バ ッテ リの 入 った テ レ フ ォン接 続 は ペ ル シ ステ ム
ノ

デ 一 夕 。セ ッ ト603と 互 換性 が ある。

心電 図(BCG)の 装 置 のたぬ に 考察 され た 。

カムデ ータ

モ デル301A

－ 一

ア キ ユ ー ス ア ィ ッ ク ・ア 一

夕 ・ セ ッ ト

ポ ー タ ブル、

公共 電 話 回線 で低 速 なオ ペ

レ ーシ ョン を行 う。

a半 デ ュプ レクス又 は全 デ 。

プ レク ス

bビ ットの 順 番

Cプ リクエン シ ー ・シ フ ト

d非 同期

eど の コー ドで も よい 、 コ ー

ドの長 さは制 限 され ない 。

fオ リジ ネ ー ト叉 は アン サ ー

g300ビ ッ ト/秒 まで

a2225(マ ー ク);2025

(ス ペ ース)備 考 参照

b1270(マ ー ク);1070

(ス ペ ース)備 考 参照

a音 響

b音 響

EIA

ス タン ダ ー ド

RS232B;ス タン ダ

ー ド ・テ レ タイ プ ・イ ン

タ ーフ ェ イス

a6

b12

c4

d5

395～545

オペ レーテ ィング の 周波 数 は ア ンサ ー モ ー ドと し

て 示 され るc

オ リジ ネ ー ド ・モ ー ドの 周 波数 は これ らに逆 比例

する。

_・

ア 一 夕 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ー
ンズ ・シ ス テム;Inc.ア

イジ タル

アキ ュー ステ ィック ・ カブ

ラ

DAC337とDAC347

ポ ー タブル,

公 共 電話 回 線 で低 速度 な オ

ペ レーシ ョン を行 うo

a半 デ ュプ レクス又 は 全 デ ュ

プ レク ス

bビ ットの順番

Cプ リク ェン シ ー ・シ フ ト

d非 同期

eど の コ ー ドで も よい 、 コー

ドの 長 さに制 限 は な い。

fオ リジ ネ ー トの み(337)

オ リジ ネ ー ト又 は アンサ ー

(347)

g165ビ ッ ト/秒

a1270(マ ーク);1070

(ス ペ ース)備 考参 照

b2225(マ ーーク);2025

(ス ペ ース)備 考 参 照

a音 響

b音 響

EIA

ス タンダ ー ド

RS232Bと ス タ ンダ

ー ド ・テb・ タ イプ ・イン

タ フ ェ イス

a6.37

b11,75

c6.63

d625

495(DA(337)

560(DAO347)

DAC347はDAO337、DAC347、 叉

は ペ ルシ.ステ ム ・デ ータ ・フ ォン ・セ ッ ト103

A2と 互換 が あ る。

オペ レ ーテ ィング の 周波 数 はア ンサ ー モ ー ドと し

て 示 され る。 オ リジ ネ ィ ト・モ ー ドの周 波 数 は こ

れ らに逆 比例 する 。DACは300ピ ッ ト/秒 ま

での 高速 伝送 の特 別 注 文 に応 じる用 意 が ある と述

べ てい る。 両 タ イプ とも音 声 回 路 を保 証す る ため

の カ バ ー とス ピ ーカ ーを もつ サ ウン ド ・プ ル ーフ

ケ ース を 備え て い る。
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ノ

テ レ フ ォ ン 接 続 デ ー タ セ ッ ト 孤2

伝送の特性 オペ レーテ ィング の 周波 数 接続 エ レク トリカ ル ・イン タ
1仕様

aモ ー ド a伝 送(Hz) a伝 送 フ ェイス a奥 行(イ ンチ)

b方 法 b受 信(〃) b受 信 b幅(〃) 購 入 価 格 備 考

機 種 名 ア プ リケ ーシ ョン cモ デ ュ レー シ ョン c高 さ(〃)

dタ イ ミング d重 さ(ポ ン ド) (ド ル)

eコ ー ド

fオ ペ レ ーテ ィン グ ・モー ド

9ス ピ ー ド

オ ー ド ・インダ ス トリー ポ ータ ブル, a半 デ ュプレクス叉は全デ ュ a1270(マ ーーク) a音 響 テ レ タ イプ33. a6備 .=二つ の ユ ニ ッ トか ら成立 つ;即 ち モ デム ・ユ ニ ッ

フ オー デ 一 夕 ・1200

デ ー タ ・ カ ブ ラ

公共電話回線での低速度 な

アプ サケーシ ョン

プ レクス

bビ ッ トの順 番

1070(ス ペ ース)

b2225(マ ーク)

bイ ンダ35.叉 は37ス タ ンダ

クテ,に ド、E、ARS232

b2β75考

c6.5参 245

トとテ レ フ ォン ・カフ'ラ で、 そ れ らは デ ィス ク 。

テ レ フ ォンに よ って いる。 テ レ フ ォン ・ハ ン ドセ

cブ リ ク ェ ン シ ー ・シ フ ト 2025(ス ペ ース) ブ Bナ プ シ 白ナ ル d3照 ッ トは ク ー プ ラ内 に ある 。

d非 同期

eど の コ ー ドで もよ い、 コ ー

ドの長 さに制 限なし

fオ リジナ ルの み

g150ピ ッ ト/秒 まで

ゼネ ラル ・エ レク トリ ック ポ ータブ ル, a半 デ ュプレクス又は全デ ュ a2225(マ ーク) a音 響 EIAス タ ンダ ー ド a9.5 ゼネ ラル ・エ レク トリ ック ・TDM-114デ ー

TDM-115 公共電話回線での低速度な プ レクス 2025(ス ペ ース)備 考 b音 響 RS232B b7.5 タ ・セ ッ ト、 又 は ペル シ ステ ム ・デ ータ フ ォン ・

デ ータ ・セ ッ ト オ ペ レ ー シ ヨ.ン
bビ ッ トの順 番

cブ リク ェンシ ー ・シ フ ト

d非 同 期

参 照

b1270(マ ・一ク)

1070(ス ペ ース)備 考

テ レタ イプ ・イン タ フ ェ

イス
c4

d6

595
デ ー タセ ット103A2と 互 換 性 あ り、

オ ペ レ ーテ ィグ の周 波 数は ア ン サ ー ・モ ー ドと し

て 示 され る。 オ リジネ イ ト・モー ドの周 波 数 は こ

eど の コ ードで も よい 、 コ ー 参照 れ に逆比例する。

ドの長 さに制限 なし

fオ リジネ ー ト又 は ア ンサ ー

g300ビ ッ ト/秒 まで

オム ニ テ ック ポ ータ ブ ル, a半 デ ュプ レクス又は全デ ュ a1270(マ ーク) a音 響 EIAス タ ンダ ー ド all オ ペ レテ ィング ・モ ー ドは マ ニ ュアル 又は 自動 的

モデル703 公共電話回線での低速度 な ブ レク ス 1070(ス ペ ース) b音 響 RS232B; b8 に選択 される。

テ レ フ ォン ・カ プラ オ ペ レ ーシ ョン bビ ッ トの順番 b2225(マ ーク) ス タ ンダ ー ド ・テ レフ ォ c4 550 自動応答 の能力がある。

cプ リク ェ ン シ ー ・シ フ ト 2025(ス ペ ース) ン d8 オ ム ニテ ック ・モデ ル701,701A,702

d非 同期 ベ ル シス テ ム ・デ 一夕 フ ォーン ・デ ー タ ・セ ッ ト

eど の コ ー ドで もよい 103A1、 又 は103A2と 互 換性 が あ る。

コ ー ドの 長 さに制 限 は な い。

fオ リジ ネ ー1叉 は アン サ ー

g300ピ ッ ト/秒 まで

テ ィム シ エア ・デ ー タ ポ ータ ブ ル, a半 デ ュプ レクス又は全デ ュ a1270(マ ーク) aイ ング EIA a8 475`95(RS232 ペ ル シス テ ム ・デ ータフ ォン

トラン シ ーバ ー ・マ_クV
' 公共電話回線での低速度な プ レク ス 1070(ス ペ ース) ク テ ィ ス タ ン ダ ー ド bll Bイ ンタ フェイス) デ ータ ・セ:ノ ト103A2と 互 換性 あ り

オ ペ レー シ ョン bピ ッ トの順 番 b2225(マ ーク)
σフ

RS232B c3.7

cプ リ ク ェ ン シ ー ・ シ フ ト 2025(ス ペ ース) b音 響 オ プ シ ョナ ル d5

d非 同期

eど の コ ード で もよい 、 コ ー

ドの長 さに制限な し

fオ リジネ ー トのみ

g300ピ ット/秒

一236一





`

」

ノ ン コ モ ン ・キ ャ リア ・デ ー タ ・セ ッ ト%1

伝 送 の 特 性 伝送 ス ピ ー ド 特徴 仕様

パ ブ リ ック ・ス イ ッチ ド ネ ッ ト ワ ー・
－

aア レ フ オン ・・セ ツ a奥 行(イ ン チ)a

機 種 名 ア プ リケ ーシ ョン aモ ー ド aタ イ ミング ク エ レク トリカル ・イ 卜 b幅(〃) コス ト購入価格 備 考

b方 法 bコ ー ド ヒ リ ー ス ト ・ラ イ ン ン タ ー フ ェイス bア ンア テ ン デ ィ ツ c高 さ(〃)

一"
Cモ ァ ユ レ ー シ ョ c回 転時間 ドオ ペ レ ーシ ョン d重 さ(ボ ン ド) (ド ル)

ン (mseci) cそ の他

オ ー トマ テ ィ ック ・ 音声帯域回線 でのオ a半 デ ュブ レク ス a同 期 a一 EIAス タンダ ー ド aな し a6 1015～1270 デ ュオ バ ィナ リー モデ ュレ ー シ ョン;

エ レク トリ ック ・カ ベ レ.一 シ ョン 又は全デ ュプレ bど の コ ー ドで もよ bタ イプ3002 RS232B b-一 b18.4 セ ン タ ー フ ェ リ ェ レシ ーはス ペ ス を現
、

ンパ ニ ー2026 クス い 、 コ ー ドの 長 さ 2400ビ ッ ト/秒 c備 考参照 c9.5 わ してい る;マ ー・ク は 、 マ ーク 間 で偶

デ ュオ バ イナ リー ・ bビ ッ トの順 番 に制限はない d20 数のスペ ースがおきるか奇数 のスペー

デ 一 夕 ・セ ッ ト Cプ リク ェン シ ー cl5(受 信 して 伝
ス が お きる か 、 とい う こ とに よ って、

シフ ト備考参照 送 する)
又 前 の マ ーク ・プ リク ェン シ ーに よ っ

て ア ッパ ー ・プ リク ェン シ一文 は ロア

一 ・ブ リク ェン シ ー と して 伝送 され る

;デ ュオ バ イナ リ ・エ ラ とデ ィテ ク タ

一 と レ ミーグ ・ク ロ ック そ して 応 答時

間の遅延補償のためのデ ィレイ・エク

オ ラ ィザ は オ プ シ ョナ ル で あ る。
1

コデ ック ス 音声帯域回線 での高 a半 デ ュプ レク ス a同 期 a一 EIAス タン タ,一 ト" aオ プ シ ョナル a24 23000～23,480 コデ ック ス ・モデ ュレ ーシ ョン ・テ ク

AE96 速 なオ ペ レ ーシ ョン b備 考参照 bど の コ ー ドで もよ bタ ィブ3002 RS232B b不 可 b19 ニ ック は4つ の アプ リテ ユ ト ・レベ ル

ハ イス ピ ー ド ・デ ー cマ ル チ ・ レ ベ ル. い 、 コ ー ドの長 さ 9600ピ ッ ト/秒 又 は C一 c8.75 の 一 つ と して コ ビ ッ ト ・グ ・ル.一 プ を エ

タ ・・モデ ム 単側帯域 に制 限は ない。 4800ビ ッ ト/秒(タ イプ(2) d75 ンコー ドする。様々な伝送速度のペァ

AM;備 考 参照 C一

,

7200ビ ッ ト/秒 又 は は サ ーキ ッ トボ ン ドを変 化 させる こと

3600ビ ッ ト/秒(タ イプG1) によって示 される様佗補充できる二つ

4800ビ ッ ト/秒 又 は のス ピ ー ドか らの選 択 は マ ニ ニ ァル 、

2400ビ ッ ト/秒(ど れ で も) ス イッチ により速度の伝送 と受信は違

う場 合 もあ る。

`
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ノ ン コ モ ン ・ キ ャ リ ア ・ デ ー タ ・セ ッ トMa2

伝 送 の 特 性 伝送 ス ピ ー ド 特徴 仕様

aパ ブ リ ック ・ス ィ ッ チ ド ・ネ ッ ト ワ aテ レ フ ォン ・セ ッ 奥行(イ ンチ) 請 人 価 格a

機 種 名 ア プ リ ケ ー シ ョン aモ 」 ド aタ イミング
一ク エ レク トリカ ル ・イン ト b幅(〃)

b方 法 bコ ード bリ ー ス ト ・ラ イ ン ターア ェイス bア ンアテ ン デ ィ ッ c高 さ(〃) (ド ル)
一"

Cモ ァ ユ レ ー シ ョン c回 転時間 ドオ ペ レーシ ョン

(msec)

コ リンズ 音声帯域回線でのオ コ 半 デ ュプ レクス又 a同 期 a一 EIA aな し a22.5 備 考 参 照 これ か らの デ ータ ・セ ッ トは ・ コ リ

TE-216A-4 ペ レー シ ョン は 全 デ ュプ レ カス bど の コ ードで も bタ イプ3002 スタ ン ダ ー ド b可 bl7.5 ンズ カ イン プ レ ック ス ・モ デ ュレ ー

D-4800 b備 考参照 よい 、 コ ー ドの 2400ビ ッ ト/秒(オ フ'シ ョナ RS232B c備 考参照 c8.75 シ ョン ・テ ク ニ ック を用 い る。 伝送

デ ータ ・モデ ム cフ ェ ーズ シフ ト/ 長さに制限はな ル)又 は4 ,800ビ ッ ト/秒 d72 され た各 トーン に対 して、3っ の ピ

AM備 考参 照 b、o ッ トのグ ル ープが45。 の奇 数倍 の

c50 フ ェイズ ・シ フ トで2つ の振 幅 の 】

つの フ ェ イズ ・シ フ トと して エン コ

一ド され る
。

これ らの デ ー タ ・セ ッ トは4800

ビット/秒 で、4つ の離散周波 数

(ト ーン)を 送 り・又3600ビ ッ

ト/秒 で3つ の トーン を送 り 、

2'400ビ ッ ト/秒 では2つ の トー

ン を お く り、又1200ビ ッ ト/秒

で ま/ト ーン を 伝送 する。 リ モ ー ト

ステ イシ ョン で のデ ー タ速度 の 伝送

は オプ シ ョナ ル で あ る。 様 々 なエ レ

ク トリ ック ・イ ン タ フ ェース やプ ラ
'

ンダ ー ・インチ ス ト ・ユ ニ ッ トもオ

フ'シ ョナ ル で ある 。 コ リンズ は 価 格

に関 する情報は提供 して いない、時

価 で あ る。

TE-814は 副 デ ータ ・ボ イス ・

セ レク シ ョン が あ り 、伝送 速度 を

4800ピ ッ ト/秒 に まで する こ と

ができ る。

ゼネ ラル ・エ レク ト 公共電話回線での低 a半 デ ュプ レク ス a非 同期 a300ビ ッ ト/秒 ま で EIA aオ プ シ ョナ ル a9 875～950 これ か らの デ ータ セ ッ トは テ レフ ォ

リ ック 速 度 なオ ペ レー シ ョ bビ ッ トの順 番 bど のコ ードで も b一 ス タ ンダ ー ド b可 bl9 ン(コ モ ン ・キ ャ リア)会 社 のみ に

TDM-111 ン よい 、 コ ー ドの RS232B C一 c6,5 売 られ る。TDM-111は ペ ル シ

デ 一 夕 ・セ ッ ト 長さに制限は な dl5 ス テ ム ・デ ータ セ ッ ト103A2と

し 、o

共に使用できる。TDM-2111

C一 は202Cと 共 に使 用 で き る。

6つ の ボ タ ンの つ い たテ レフ ォン ・

セ ット(オ プ シ ョナ ル)は 、 ボ イス

デ ータ 、ア ンサ ー ・モ ー ドを そなえ

て い る。

ど ち らの デ ータ ・セ ットも自動的 に

され る 。
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ノ ン コ モ ン ・ キ ャ リ ア ・ デ ー タ ・ セ ッ ト 〃a3

伝送ス ピー ド
伝 送 の 特 性

aパ ブ リ ック ・ス イ ッチ ドネ ッ トワ

機 種 名 ア フ'リ ケ ー シ ョン aモ ー ド aタ イ ミング
一 ク

.

b方 法 bコ ー ド bり 一ス ト ・ ラ イ ン

cモ デ ュレ ー シ ョン c回 転時間

(msec) .

'

ゼネ ラル ・エ レク ト 使用 さわる音声帯域回 a半 デ ュブ レク ス ヌ a非 同期 a一 E

リ ック 線 で のオ ペ レー シ ョン は全 デ ュプ レク ス bど の コ ー ドで もよ bタ イプ3002 ス

TDM-220 bビ ッ トの順 番 い 、 コ ー ドの長 さ 非 同期 なオ ペ レ ーシ ョンは R

タ ・セ ッ ト cAMベ ステ ィジ ャ に制限な し 2400ビ ッ ト/秒 ま で、 同期

イル側帯域 c500 な オ ペ レ ーシ ョンは2400ピ

,

ット/秒

ICC 使用 される音声帯域回 aシ ンプ レ ック ス 又 a同 期 a一 E

モデ ム5500 線での高速度 なオペ レ は 半 デ ュプ レ ツク. bど の コ ー ドで も よ bタ イプ3002(C2) ス

一 シ ョ ン ス又は全 デ ュプレ い、 コ ー ドの長 さ 9600ビ ッ ト/秒 R

ックス に制限はない

bビ ットの順 番

c不 明

c150

ン カ ー ト260 音声帯域回線でのオペ aシ ンプ レ ックス 又 a備 考参照 a180ピ ッ ト/秒 ま で 鴉

デ ュオバ イナ リー ・ レ ー シ ョン は全デ ュプレクス bど の コ ー ドで もよ bタ イプ3002 ス

デ ータテ ル ・デ ータ bビ ッ トの順 番 い 、 コ ー ドの長 さ 188ピ ット/秒 の速度 まで非 R

セ ッ ト cプ リ ク ェ ン シ ー ・' に制限な し 同 期 な オペ レ ーシ ョン 、150

シフト備考参照 C一 ビ ッ ト/秒 、300ビ ッ ト/秒
'

600ビ ッ ト/秒 、1200ビ

ッ ト/秒 又は2400ピ ッ ト/

秒で 同期 な オペ レー シ ョン

リン ク ・ コ ミ ュニ ケ 音声帯域回線での低速 a半 デ ュプ レク ス か a非 同期 a一 E

イシ ョン ・シス テ ム 度 なオ ペ レー シ ョン 全 デ ュプ レク ス bど の コ ー ドでも よ bタ イプ3002 ス

1.2103F bビ ッ トの順 番 い 、 コ ー ドの 長 さ 300ビ ッ ト秒 まで 又 は150 R

デ ー タ ・セ ッ ト cブ リ ク ェ ン シ ー ・ に制限は ない ビット/秒(TWX-(E)

シ フ ト c265

`

巨

ノ RFLイ ン ダ ス トリ 音声帯域 回線でのオペ a半 デ ユブ レク ス又 a同 期 alOOビ ッ ト/秒 E

4 一モ デル3227 レ ー シ ョン は 全 デ ュプ レク ス bど の コ ー ドでも よ bタ イプ3002 ス

bピ ット順 番 い、 コ ー ドの長 さ 1200ピ ッ ト/秒 R

cプ リ ク ェ ン シ ー ・ に制 限なし

シ フ ト c最 少15

タ ーフ ェ ィス

EIA

タン ダ ー ド

RS232B

EIA

タンダ ー ド

RS232B

EIA

ス タン ダ ー ド

RS232B

EIA

ス タ ンダ ー ド

RS232B

EIA

ス タン ダ ード

RS232B

特徴 仕様

aテ レ フ ォン'セ ッ a奥 行(イ ンチ) 購 入 価 格

ト リ カ ル ・ イ ン ト b幅(〃) 備 考

エ イス bア ンア テ ン デ イ ツ c高 さ(〃) (ド ル)

ド'オ ベ レ ー シ ョ d重 さ(ポ ン ド)

ン

cそ の他

aな し a9 990 2400ビ ッ ト/秒 で の 内 部の ク ロ ッ

一 ド b不 可 bl3.75

・

(非 同 期) キングは 同期 モデルに含まれている。

2B C-一 c6 1360

d145 (同 期)

aな し a18.63 11,500 トウ イステ ッ ド ・ペァ ラ イル又は 同

一 ド b不 可 b18 軸 ケーブルにおける制限距離 のオペ

2B C一 c'6.5 レ ーシ ョン用1Mビ ッ ト/秒 で の

d50 ICCス テ ー ト・レン ジは0.6マ イ
、

ル(ツ イス テ ッ ド ・ペ ア)と2.4マ

イル(同 軸 ケ ーブ ル)で あ る。

レンズは低速度 になるにつれて拡大

され る。

aな し a10 1・600～2400 デ ュオ バ イナ リ ー ・モデ ュレ ーシ ョ

一 ド b不 可 b19 ン、中央周波数はスペ ースを表わ し

2B C一 c3.5 て い る。 マ ーク は 、 マ ーク 間 で 偶 数

d20 のス ペ ース がお き るが 、 奇数 の ス ペ

一スが おき る か とい うこ とに よ って 、

又前 の マ ーク ・プ リク ェン シ ーに よ

つて 、ア ッパ ー ・ブ リク ェン シ ー叉

は ロア ー ・プ リク ェンシ ー と して 伝

送 され る。

a一 agZ5 520 L2103AとL2103Fは ベ ル

一 ド bど ち らも可 b9.75 シス テム100シ リーズ ・デ ー タセ.

2B C一 c5.63 ツ トと 共 に使 用 で き る。 ベル シス テ

d8 ム804BWIオ ーク シ ャリー ・セ

ットは公共電話回線での副音声オペ

レ ーシ ョン とダ イア リングが 必要 で

A ある。

L2103Aト ラン ス ミ ッタ と レシ

一パは同時 にオ ペ レー トする
。

aな し a8.5 デ ィス ク ・セ ットとそ の他 の すえ つ
一 ド b可 b19 850 け物を利用 できる。
2B C一 c3.5

一239一





'

ノ ン コ モ ン ・キ ャ リア ・デ ー タ ・セ ッ トPta4

伝送 ス ピ ー ド 特徴 仕様
伝 送 の 特 性

aパ ブ リ ック ・ス イ ッチ ドネ ッ ト aテ レ フ ォ ン ・セ ッ a奥 行(イ ンチ)

機 種 名 ア プ リケ ー シ ョン aモ ー ド aタ イ ミン グ ワ ーク エ レク トリ カル ・イン ト b幅(〃) 購 入 価 格 備 考

b方 法 bコ ー ド bリ ース トラ イン タ ーフ エイス bア ンテ ンデ ィ ツ ド c高 さ(〃) (ド ル)

cモ デ ュレ ーシ ョン c回 転時間 ネ ッ トワ ーク d重 さ(ボ ン ド)

(msec) cそ の他

リク ソン ・エ レク ト 音声帯域 回線でのオペ aシ ン プ レクス か 半 a同 期 a一 EIA aな し a12 伝送 速度はス イッチ で遇 まれ る。2400

ロニク スセ ピ ットー レ ーシ ョン デ ュプ レクスは全 bど の コ ー ド でも bタ イプ3002 ス タ ン ダ ー ド b可 b23 9950 Hzバ ン ド'ワ イズ

96 デ ュプ レクス よ い、 コ ー ドの 4800ビ ッ ト/秒 、6400 RS232B C一 c17 半 デ ュプ レク ス ・モ ー ドでは15秒 の 回転

デ ー タ ・セ ッ ト bピ ットの 順 番 長さに制 限な し ビ ッ ト/秒 又 は9600ピ ッ ト d60 時間が必要

c4一 レベルAM c備 考参照 /秒

ペ ス テ ィジ ャル 側

帯域

リク ソン ・エ レク ト 音声帯域回線でのオペ a半 デ ュブ レクス又 a同 期 a一 EIA aオ プ シ ョナ ル a10.5 伝送速度はス イッチ で選択PM-243

ロニ クスPM-24 レ ーシ ョン は全デ ュプ レクス bど の コ ー ドで も bタ イプ3002 ス タン ダ ー ド bオ プ シ ョナ ル b19 は よ り速 いキ ャリア ・プ リク ェン シ ーを

AとPM-24Bデ bピ ットの順 番 よい 、 コ ー ドの 1200ビ ッ ト/秒(PM一 RS232B C一 c14 2400 もち 、 ラ イン ・コンデ ィシ ョニン グを 必

一 夕 ・セ ッ'ト Cフ ェ ーズ ・シ フ ト 長 さに制限な し 24A) d40・ 要 とする。

c7.5 タ イプ3002(02)

2400ビ ッ ト/秒(PM一

24B)

備考参照

サ ン ガ モ 公共電話回線でのパ ラ aシ ンプ レ ック ス 、 a非 同期 aパ ラ レル で20キ ャラク タ/ コ ンタ ク ト ・ク ロ ー ジ a一 a4 パ ラ レル なオ ペ レ ーシ ョンは 、14コ ー

トランシ デ 一夕 レル又は シ リアルなデ 伝送 のみ b備 考参照 秒 まで又はセ リアルで150 ヤ『 b可 b6 ドの内の限 られた3コ ードを使用 しなが

T401H 一夕の伝送 bピ ッ トの順 番 、 パ C一 ビ ット/キ ャラク タ まで C一 C9 230 ら、99の 離散 コ ー ドの コ ン ビネ ーシ ョ

デ 一夕 セ ッ ト ラ レル も可 b一 d8 ン を 伝送 す る。 ベ ル シス テム デ 一夕 セ ッ

Cプ リク ェ ン シ ー ・ ト401丁 と共 に使 用 可。

シ フ ト ツリア ル ・オ ペ レー シ ョン は コ ー ドの 長

さに制 限な く、 どの コードの使用 もでき

る。 ペル シス テ ム ・デ ータ セ ッ ト103

と共 に使用できる。

シ ンガ ー 音声帯域回 線でのオベ a半 デ ュブ レクス 又 a同 期又 は非 同期 a.一 EIA a有 a13

テ ール ・シ グ ナル レ ー シ ョン は全 デ ュプ レクス bど の コ ー ドで も. bタ イプ3002 ス タ ンダ ー ド b可 bハ9

898A bビ ッ トの 順 番 い 、 コ ー ドの長 r200ビ プ ト/秒 RS232B c一 c7 不 明 一

デ ー タ ・モ デム cプ リク ェン シ ー ・ さに制限な し d50

シ フ ト C一

ウル トロニ ック 音声帯域回線での オペ a半 デ ュブ レク ス 又 a同 期 a2400ピ ッ ト/秒 EIA a一 a12 ベ ル シス テ ム201Bデ ータ ・セ ッ トと

システ ム レ ー シ ョ ン は全 デュプ レクス bど の コ ー ドで も bタ イプ3002 ス タ ン タ'一 ド b一 b15 機能的 に互換性 がある。外部のタ イミン

シ リ ーズ2400 叉 は シ ンプ レ ック よい 、 コ ー ドの 2400ビ ッ ト/秒 RS232 cリ バ ース ・チ ャ ン c5.25 1465 グで時間 がはかれる。

デ ー タ ・セ ッ ト ス 長 さに制限 な し ネル可 d30 ラ ック ・マ ウン テ ィング 可 能

bビ ッ トの 順 番 c8.5又 は150

Cプ リ ク ェ ン シ ー ・

シ フ ト

一240一





コ モ ン ・ キ ャ リ ア ・ デ ー タ ・ セ ッ トPta1

良
、.':～ ト'

.〔
J

r

伝送 スピード 特徴 仕様 コス ト

伝 送 の1特 性
aパ ブ リ ック ・ス イ ッチ ド ・ネ ッ

一'

aフ^レ フ ォ ン ・ ・セ a奥 行(イ ンチ) aレ ン タル

機 種 名 ア プ リケ ーシ ョン aモ ー ド aタ イ ミング
トワ 冒タ エ レク トリカル ッ ト b幅(〃) (ド ル/月) 備 考

b方 法 bコ ー ド bリ ー ス}・ ・ラ イン イン タ ー フ ェイス bア ン ア テン デ イ c高 さ(〃) bす え つけ(ド ル)

cモ デ ュレ ーシ ョン c回 転時間 ツ ド ・オ ペ レ ー d重 さ(ポ ン ド)

(msec) シ ョン

cそ の他

ペ ル シス テム 公共電話回線(デ ータ a半 デ ュプ レクス の a非 同期 a300ビ ッ ト/穆 元文}ま150ピ EIAス タ ング ー ド aセ パ レー ト a10 a25* 自動返答ができる。

デ ー タ ・セ ッ ト フ ォ ー ン ・サ ー ビ ス) 全 デ ュプ レクス bど の コ ー ドで もよ ット/秒(TWXCE)ま で RS232A叉 はB (804B) bll b25* 鋤 呼出 し装置 と共に使用できる。

303A 又はTWXCEサ ー bビ ッ トの 順番 い 、 コー ドの長 さ b一 b可 c5.5 トラ ンス ミ ッタ と レ シーバ は同時 に オ

ビス での低速度 オペレ Cプ リ ク ェ ン シ ー ・ は制限 なし C一 d18 ベ レー トで き る。

一 シ ヨン シ フ ト c備 考参照

ベ ル シス テ ム 使用する音声帯域回線 a半 デ ュブ レクス 叉 a非 同期 a1200ビ ッ ト/秒 EIAス タ ンダ ー ド aセ パ レ ー ト a8.75 a40* 2ワ イヤ ー半デ ュプ レ ック スサ ー ビス

デ ー タ ・セ ッ ト での オ ペ レーシ ョン は全 デ ュプ レクス bど の コ ー ドで も よ bタ イプ3002一 RS232A又 はB (804A又 は b10.5 b50* での み リバ ース

2021) bビ ットの 順番 い、 コ ー ドの 長 さ 1000ビ ッ ト/秒 まで B) c5.5 チ ャンネ ル ・オ ペ レ ーシ ョンが 可能

cブ リ ク ェ ン シ ー ・ に制限なし (ど のタィブ も) b可(804五) d14 自動 呼出し装置 と共に使用でき る。

シ フ ト c200±25 1400ビ ッ ト/秒 c備 考参照

(タ イプ01)

1800ビ ッ ト/秒 まで

(タ ィブ02)

ベル ・シ ス テ ム 使用 する音声帯域 フ ア a全 デ ュプ レク ス a非 同期 a一 電流を流した時 、ロ aセ パ レー ト コ ー ドス トラクチ ュア には 、 これ らの

デ ー タ ・セ ッ ト シ リテ ィでの高速度 な bピ ッ トの順 番 bど の コ ー ドで もよ bス ーパ ー ・グ ル ープ(60音 声 一 ・イ ン ピ ー ダ ン ス (866B) al2 デ ータ ・セ ッ トで満 た され るぺ き制 限

303D オペ レ ー シ ョン c再 内 蔵ボ ーラ ー い 、備考参照 帯域回線) b可 b24 備 考 参 照 が あ る。(近 くの テ ンフ ォン ・カンパ

C一 230,400ビ ッ ト/秒 C一 c24 ニ ー ・コ ンサ ル タン トにお 聞 き下 さい)

d105 このデ ータ ・セ ッ トの 価 格 は、普 通 広

帯域 フ ァシ リテ ィの 最終 チ ャージ に含 ま

れ て い る。 リヴ ァー又 チ ャンネ ル の機 能

が満た されていなけれ ばならない。

ベル ・シス テ ム 音 声帯域回線で伝送 さ aシ ン プ レ ックス a非 同期 a75キ ャラク タ/秒 ま で 密 接 にコ ンタ ク ト aセ パ レー ト a75* パ ラ レル で1つ のタ イ ミング ・チ ャンネ

デ 一 夕 ・セ ッ ト れ たデータの平衡受信 (受 信のみ) b8レ ベ ル ・コ ー ド b75キ ャラ クタ/秒 ま で (804A) al1.6 blOO* ルを 加え る と、8デ ータ ・チ ャンネ ル を

402D bParalleby C一 b可 b17.5 受信する。

bit c402D2と c7.75 ア ン サ ー ・パ ック ・モ ー ドは3つ の制 御

cフ リ ーク ェ ン シ ー の リバ ース ・チ d45 コードを伝送 させる。 自動返 答可能804

シ フ ト ヤンネ ル Aを 使用 している場合、自動呼 出し装置

と共に使用 する ことができる。

、

〉 ＼

、、
* 」 のデ ータは 近 似値 です。 値 段 は べル ・システ ム を 操作 してい る 各会 社 に よ って異 ってい ます。

詳 し くは 、お 近 くの ペル シ ステ ム ・コ ミ ュニ ケ ー シ ョンの コン サル タ ン トに お 聞 き下 さい。

ン

一241一



,'
^

♪



xtt/

ノ

'

'

`

づ
ノ

～

.
j
r
'

～

/
/

L_

↑

請求
番号

著者名

録
号
登
番

書 名米輪 伽 牲 タ痴 幌 江

所属 舳 額 名 貸出・麹
返却,

、



.六へ'・ 「「

・J

L

'

、

'

㊨

'～

・ き'"才'、

¶●

,
、、

'
㌧

〃

,≧
皆

.
・プ一

'

の

.'

'.. 人
.
≒

㌔

・':,∫ ・

〆-・
力
L

⇔ ,

)

、

ー
/
)

、

＼

)

/
,

}

}1

、


